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　令和2年度は、新型コロナウイルス感染症との闘いの一年でありました。私たち地方独立行政法
人神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）も、この新たな課題に対応する努力をしました。「魅
力ある公設試・研究所」へと進化する中で、これまでお客様との対面を重視した技術支援をご提供
してまいりましたが、Web技術を活用した技術相談など新しい方法を模索し実行しました。一時
的に業務を停止するという大変厳しい状況もありましたが、経営難に直面した県内中小企業からの
試験計測依頼料金を神奈川県とともに半額支援しました。また、新型コロナウイルスに対応した研
究開発や新製品開発支援、関連製品の技術支援を推進しました。こうした成果は、新型コロナウイ
ルス感染症に向き合いながら、KISTECを信頼してご利用いただいている皆様のおかげであり、また、
職員一人一人の努力と工夫の積み重ねにより成し得たものと実感しているところです。アフターコ
ロナの社会では、デジタル技術を活用した新しい行動様式への転換が急速に進むと予測されます。
こうした社会の急速な変化に対応し、Society5.0が目指す社会を描きながらSDGsに貢献する産
業界を支え、学界との橋渡し機関として継続的に基礎研究から事業化までの一貫支援を行えるよう、
これまで以上に機能強化を図ってまいります。
　令和2年度の活動実績を振り返りますと、前年度に引き続き殿町支所を中心にライフサイエンス
分野の研究を推進する中で、新型コロナウイルスを用いた抗ウイルス加工製品の性能評価を実施出
来る体制を整備し、サービスの提供を開始しました。また、海老名本部ではローカル5G等の無線
通信を活用した製品・サービスの開発の支援や、生産性向上に役立つ通信ネットワークの導入・整
備の支援を目的とした開発等実証環境を整備しました。
　人材育成事業及び連携交流事業においては、従来の形式でのセミナーや実習、フォーラムの開催
が困難となる中であっても、皆様にとって有意義な支援が行えるよう新たな取組を行いました。新
しく導入したWeb会議システムを用いたセミナーでは、多くの皆様にご参加をいただきました。
　例年は多くの皆様にご来所いただいていた「KISTEC Innovation Hub」や、その他のフォーラ
ムについてもオンデマンドで開催するなど、最新の技術情報を皆様に継続してご提供できるよう努
力し、全国各地の皆様にご視聴いただくことができました。
　令和3年度は、地方独立行政法人化して5年目であり、第一期中期計画の最終年度となる節目の
年です。これまで以上に皆様のお役に立てるよう、役職員一丸となって頑張りますので、皆様方の
一層のご指導、ご支援、ご活用をお願い申し上げます。
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総務・人事・給与・経理

事業全体にわたる総合調整・大学、企業等との連携・
知財支援・情報システム等

研究者や技術者の人材育成等

研究プロジェクト等をはじめとした研究開発・大学等
の成果を企業の製品開発につなげる共同研究等

製品開発や商品化・事業化促進のための支援等

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（機械・材料関係）

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（電子関係）

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（IoT、情報・生産関係）

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（化学関係）

技術相談、試験計測、開発委託など企業の技術的課題
解決に向けた研究や支援（材料解析・表面解析等）
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令和2年度　注力事業の概要
　KISTECでは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受
けた社会での再生に向けた、商品・技術開発のために、ロー
カル5G実証環境の整備を行いました。これは県内企業にお
ける、IoT等の先端技術の導入、新たな商品やサービス等の
開発を促進することを目的としたものです。今後、5G対応
通信機器等の実証試験などに活用する予定です。
　さらに、企業が開発したウィズコロナ、アフターコロナの
時代に対応する抗菌・抗ウイルス製品の性能評価へのニーズ
に応えるため、殿町支所にBSL3（biosafety level 3）の実
験設備を新たに設け、新型コロナウイルスを用いた抗ウイル
ス製品開発支援を開始しました。
　神奈川県「さがみロボット産業特区」の重点プロジェクト
の活動では、泉橋酒造株式会社、慶應義塾大学SFCと共同で、
精密農業用ドローンシステムの実証実験にも取り組みました。
このプロジェクトでは、複数の波長帯の画像を撮影できるマ
ルチスペクトルカメラを搭載したドローンで稲の生育状況に
関するデータを収集し、稲から収穫する酒米の成分を推定し
て活用することで、高品質な日本酒を造ることを目指してい
ます。
　また、コロナ禍での3密（密閉・密集・密接）を避けるため、
技術相談や試験計測の対応を見直し、来所によらないサービ
スの提供を試行しました。また、研修・セミナーや技術フォー
ラムのWeb開催化、それに必要な情報インフラの改修・改
善にも取り組みました。

令和2年度の主な取組・成果
研究開発
　可視光応答型光触媒による新型コロナウイルス不活化条件
の解明や、環境評価・爆発物検知等へ幅広い応用が期待でき
る人工細胞膜を用いた高感度の匂いセンサーの開発、さらに
高出力LED照明等に適用する透明蛍光サイアロンセラミック
スの低温での緻密化と高熱伝導率の実現など、コア技術にお
ける研究成果の社会還元に取り組みました。
　また、文部科学省の地域イノベーション・エコシステム形
成プログラムでは、ベンチャー創出に向けて研究を進めてい
る事業化プロジェクトのほか、新型コロナウイルス研究に特
化した「特別事業化プロジェクト」を実施し、ウイルスの変
異に対応可能な迅速検査法（SmartAmp法）を活用した、現
場での実証研究を推進しました。
技術支援
　新型コロナウイルスを取り扱い可能な実験設備を整備し、
企業が開発した新型コロナウイルスに対応する抗ウイルス製
品の性能評価サービスを開始しました。また、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、非接触式体温計の設置や、待機
場所等の殺菌・消毒、技術相談スペースへの仕切り板の設置、
Web技術相談の実施、3密を避けた試験計測に取り組みまし
た。また、利用者の皆さまの感染リスクを保健所が速やかに、
必要に応じてフォローアップするための仕組みである神奈川
県の「LINEコロナお知らせシステム」の登録・活用等に取り
組みました。
事業化支援
　IoT研究会の特設Webサイトを開設し、新型コロナウイルス
感染拡大の影響で直接的な接触が制限される中で、会員間の情
報交換等を促す場を提供しました。また、少人数でのIoT関連
機器を用いた実習・技術フォーラムも実施しました。
人材育成
　新型コロナウイルス感染症対策を十分に実施した上での対
面型の研修・セミナーに加え、Web会議システムを活用し、
オンラインセミナーを開催しました。また、従来は長期に渡
り総合的に実施していた中小企業技術者向け研修を見直し、
技術分野ごとに短期間で実施する形態に変更して実施しました。
連携交流
　新型コロナウイルス感染症対策を十分に行った上で、実施
した対面型の技術フォーラムに加え、Web技術を活用した
オンデマンドでの技術フォーラムを開催しました。また、県
内企業への技術支援を効率的に実施するため、新たに県内信
用金庫3行との連携協定を締結しました。
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私たちは、県内中小企業を中心
とする産業界から信頼される試
験研究機関として、イノベーショ
ンの創出を支援し、県内産業と
科学技術の振興を図ることによ
り、豊かで質の高い県民生活の
実現と地域経済の発展に貢献し
ます。

公設試験研究機関の新しいカタ
チを創ります
● 新たな価値の創造
　�私たちは、人と技術が集まる
創造の場を提供し続けます。

● お客様に対して
　�私たちは、常に最善の方法を
考え、最適な解決策を提供し
ます。

● 組織づくり
　�私たちは、コミュニケーショ
ンを深め、総合力を発揮でき
る環境をつくります。

● 自己研鑽
　�私たちは、プロフェッショナ
ルとして技術と知識の向上に
努めます。

行動指針

基本理念 研究開発
大学等の有望な研究シーズを育成し、企
業等への技術移転等につなげるプロジェ
クト研究、中小企業等の開発ニーズと大
学等の研究シーズの「橋渡し」をコーディ
ネートし、KISTECと中小企業や大学等
の共同研究により実用化を促進する事業
化促進研究、産業界における基盤的技術
課題の解決に資する経常研究を実施しま
す。また、地方独立行政法人法の一部改
正により、出資に関する業務が可能となっ
たことを受け、研究成果の事業化を促進
させるため、プロジェクト研究発のベン
チャー企業の創出や育成に必要な環境を
整えました。

●プロジェクト研究
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技術支援
中小企業等が抱える製品開発や故障
解析等の技術的課題に対し、最適な
解決方法を提案する技術相談、高精
度な試験データや試験機器・設備を
提供する試験計測、また、中小企業
等が単独では解決できない様々な分
野にまたがる技術的課題に関し、
KISTECの有する技術・ノウハウ・経
験等を活用し、その解決に向けて支
援する技術開発を実施します。
また、評価法の研究開発を推進します。

●技術相談
ɹٕज़త՝୊ղܾͷͨΊͷٕज़૬ஊ

΍ɺ֎෦ؔػ౳ͱͷ࿈ڧܞԽʹऔ
Γ૊Έ·͢ɻ

●試験計測
ɹ੡඼ɾ෦඼ɾࡐݪྉ౳ͷ։ൃɾվ

ྑʹඞཁͳ෼ੳɾଌఆɾՃ޻౳ͷ
֤छݧࢼΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ·ͨɺࢼ
ɻ͢·͠ڙ΍ઃඋΛఏثػଌܭݧ

●技術開発
ɹதখۀا౳ͷڀݚ։ൃΛࢧԉ͢Δ

ͨΊɺKISTEC ͷٕज़ɾϊ΢ϋ΢
Λ׆༻͠ɺதখۀا౳͔Βडୗ͠
ͨ՝୊ͷղܾʹࢧ͚ͯ޲ԉ͢Δٕ
ज़։ൃʹऔΓ૊Έ·͢ɻ

●評価法開発
ɹকདྷతͳ༗๬ٕज़ʹؔ͠ɺσϑΝ

Ϋτελϯμʔυʢѹ౗తࢢ৔ڝ૪
ྗΛഎ্࣮ࣄʹܠͷඪ४ͱΈͳ͞
ΕΔ΋ͷʣͱͳΔධՁ๏ͷڀݚ։ൃ
Λਪਐ͠ɺͦͷධՁ๏Λͯ͠࢖ۦ
৽ٕज़΍৽੡඼ͷੑೳΛධՁ͢Δ
ԉΛॆ࣮ͤ͞·͢ɻࢧ
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基礎研究から製品化までの一連の技術支援を行うことで、県内産業と科学技術
の振興を図るとともに、企業支援ネットワークの中心的機関として、「研究開発」、

「技術支援」、「事業化支援」、「人材育成」、「連携交流」の5本の柱でお客様のご
要望にお応えすることにより、豊かで質の高い県民生活の実現とお客様満足度
の更なる向上に努めます。

5事業概要

事業化支援
中小企業等の商品化・事業化に向け
総合的な支援を行うため、商品企画
開発段階から販路を見据えた製品開
発を促進する製品開発支援、loT�技
術導入支援、売れる商品づくりを促
進するためのデザイン支援、製品開
発における知的財産権の活用を促進
する知的財産支援を実施します。

●製品開発支援
ɹۀاͷ։ൃஈ֊ʹԠͯؔ͡ػྗڠ

ͱ࿈͠ܞɺٕज़ɾσβΠϯɾܦӦɾ
ۚ༥౳ͷ૯߹ࢧԉΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

●IoT 技術導入支援
ɹIPT ʹؔ͢Δ։ൃɾڥ؀ূݕͷఏ

ɺIPTڙ اΛ༻͍ͨதখࡐػҭڭ
ज़ऀ౳΁ͷ࣮शʹΑΔཧղ૿ٕۀ
ਐɺIPTڀݚձͷಛઃXFCαΠτ
Λར༻ͨ͠ձһؒۀاͷ৘ใަ׵
ͷଅਐɺ�%ϓϦϯλʔ౳Λ׆༻͠
ɻ͢·͍ߦԉΛࢧ࡞ࢼͨ

●デザイン支援
ɹۀاͷ੡඼΍঎඼ͷʮັྗΛߴΊΔʯ

͜ͱ΍ʮՁ஋Λ఻͑Δʯ͜ ͱΛ໨ࢦ
͠ɺϓϩμΫτσβΠϯ΍άϥ
ϑΟοΫσβΠϯΛࢧԉ͠·͢ɻ

●知的財産支援
ɹ஌త࢈ࡒ૬ஊʹؔ͢Δؔػྗڠͱ

ͷ࿈ڧܞԽɺอ༗͢Δ஌తݖ࢈ࡒ
ͷ׆༻ઌΛٻΊ͍ͯΔதখۀا౳
ͱ੡඼։ൃʹඞཁͳ஌తݖ࢈ࡒΛ
౳ͷϚονϯۀاΊ͍ͯΔதখٻ
άͷॆ࣮ڧԽɺ஌తݖ࢈ࡒͷऔಘ
΍׆༻౳ͷ஌ࡒઓུʹؔ͢Δ৘ใ
ఏڙΛ͍ߦ·͢ɻ

人材育成
ものづくりの中核を担う技術者を育
成する中小企業技術者育成、先端の
研究開発を担う研究者を育成する研
究人材育成を行い、県内企業の様々
なニーズに応える人材育成を実施し
ます。
また、小中学生等を対象に科学技術
の普及啓発を行う科学技術理解増進
を行います。

●中小企業技術者育成
ɹதখۀا౳͕ۀࣄͷҡ࣋΍ల։ʹ

൫తٕज़ʹॏ఺Λ͓جՄೳͳ༺׆
޻ज़ɺՃٕܭमͱͯ͠ɺઃݚ͍ͨ
ٕज़ɺධՁٕज़ɺੜ؅࢈ཧٕज़ͳ
Ͳʹ͍ͭͯɺ͔ૅجΒԠ༻·ͰҰ
؏ͯ͠मಘͰ͖ΔݚमΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

●研究人材育成
ɹେֶ౳ʹ͓͚Δ࠷৽ͷڀݚಈ޲ɺ

քͰඞཁͱ͞ΕΔઌ୺ٕज़΍ۀ࢈
৽ͷղੳɾධՁٕज़ͳͲΛֶͿ࠷
ɻ͢·͠ࢪΛ࣮࠲ߨ

●科学技術理解増進
ɹখதֶߍ౳΁ϘϥϯςΟΞࢣߨ౳

Λ೿͢ݣΔମܕݧͷཧՊ࣮ݧɾ޻
ֶ߹Δͱͱ΋ʹɺू͢ࢪ౳Λ࣮࡞
शࣜܗͷ੨গ೥͚޲Πϕϯτ౳Λ
։͠࠵·͢ɻ

連携交流
他機関と連携して総合的な支援を行
うコーディネート支援、オープンイ
ノベーションの推進等を行う産学公
連携、県外の試験研究機関との連携
を図る広域連携、中小企業等の研究
開発を支援する技術情報提供、IoT教
育機材を用いた中小企業技術者等へ
の実習による理解増進等を実施します。

●コーディネートによる支援
ɹ૬ஊ಺༰ʹԠͯ͡தখۀا౳ʹର

΁ͭؔػԉΛఏҊ͢Δࢧదͳ࠷͠
ͳ͙ίʔσΟωʔτػೳΛڧԽ͠
·͢ɻ·ͨɺਆಸ઒Rˍ%ਪਐٞڠ
ձͱ࿈͢ܞΔ͜ͱʹΑΓɺେۀاͱɺ
ϕϯνϟʔۀاΛؚΉதখۀاͱ
ͷٕज़ϚονϯάΛଅਐ͠·͢ɻ

●産学公連携
ɹதখۀا΍େֶ౳ͱͷ࿈ܞΛਂΊ

ΔͨΊɺࢧԉؔػ΍ۚ༥ؔػͱڠ
ྗ͠ͳ͕Βɺ͔ͳ͕Θެֶ࢈࿈ܞ
ਪਐٞڠձʢCUP�Kʣ΍φϊɾϚΠ
Ϋϩڞ׭ֶ࢈ಉࢪڀݚઃʢNANO#ICʣ
ͳͲͷ׆ಈʹࢀը͠·͢ɻ

●広域連携
ɹۙྡ౎ݝͷؔػڀݚݧࢼ౳ͱͷ৘ใ

ߦར༻౳Λޓͷ૬ثػ΍ɺઃඋ׵ަ
͍·͢ɻ

●技術情報提供
ɹ৽͍ٕ͠ज़΍ڀݚ੒Ռʹؔ͢Δ৘

ใΛϑΥʔϥϜ΍޿ใࢴɺϗʔϜ
ϖʔδͰൃ৴͠·͢ɻ
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ɹ৽ܕίϩφ΢Πϧεͷײછ֦େʹΑΓɺϚεΫ΍ফಟࡎͷڙ
੓๏ਓ੡඼ධՁٕज़ߦͳ໰୊ͱͳͬͨͨΊɺಠཱࠁෆ଍͕ਂڅ
ফಟख๏λεΫϑΥʔεΛཱͪ͋͛·ͨ͠ɻͦͷத͕ߏػ൫ج
Ͱɺ౰࣌ɺೖख͕ࠔ೉Ͱ͋ͬͨΞϧίʔϧফಟࡎ౳ʹ୅ΘΔҰ
ൠՈఉͰ؆ศʹೖखՄೳͳӷࡎʹΑΔ୅ସফಟํ๏ͷ༗ޮੑධ
Ձʹ՝͢Δݕ౼ҕһձ্ཱ͕ͪ͛ΒΕɺKISTECڀݚһ΋Φϒ
βʔόͱͯ͠ࢀը͠·ͨ͠ɻ࣮ݧʹ΋ࢀՃ͠৽ܕίϩφ΢Πϧ
εΛ༻͍Δલͷݧࢼূݕͱͯ͠ɺΠϯϑϧΤϯβ΢ΠϧεΛ༻
͍֤ͯछӷࡎʹΑΔ߅΢ΠϧεޮՌͷੑೳධՁΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
͜ΕΒͷ݁ՌΛجʹͯ͠ɺ৽ܕίϩφ΢ΠϧεΛѻ͑ΔؔػͰ
ͷ͕ݧࢼূݕਐΊΒΕɺྩ࿨2೥�݄ ʮʹ৽ܕίϩφ΢Πϧε
ʹର͢Δ୅ସফಟํ๏ͷ༗ޮੑධՁʯͱͯ͠ɺ࠷ऴใ͕͞ࠂΕ
· ͠ ͨɻৄ ࡉ ͸ʢIUUQTɿ��XXX�OJUF�HP�KQ�JOGPSNBUJPO�
LPSPOBUBJTBLV20200�22�IUNMʣΛࢀর͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺ্
͔ऀۀࣄΛؚ༗͢Δ΋ͷͱͯ͠ࡎੑ׆΢Σϒʹ͸༗ޮͳք໘ه
Βਃ੥͞Εͨ੡඼Ϧετ΋ެ։͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ɹ౰ॳɺޫ৮ഔ΍ͦͷଞͷ߅΢Πϧεࡐྉʹ͍ͭͯɺ৽ܕίϩ
φ΢ΠϧεΛର৅ͱͨ͠ੑೳධՁΛ͜͏ߦͱ͸ɺҰ෦ͷେֶ౳
ͷؔػڀݚΛআ͍ͯ೉͍͠ঢ়گͰͨ͠ɻͦ͜ͰɺKISTEC͸ެ
ཱେֶ๏ਓಸྑཱݝҩՊେֶɺཱࠃେֶ๏ਓ౦ۀ޻ژେֶͱͷ
΢߅ྉͷࡐίϩφ΢Πϧεʹର͢Δޫ৮ഔܕͷԼɺ৽ڀݚಉڞ
ΠϧεੑೳͷূݕΛ͍ߦ·ͨ͠ɻূݕʹ༻͍ͨޫ৮ഔ͸Մޫࢹ
Ԡ౴ޫܗ৮ഔࡐྉʢCVYO�TJO2ʣͰ͢ɻํݧࢼ๏͸+IS R 1���
Λߟࢀʹ͠·ͨ͠ɻޫ৮ഔࡐྉΛΨϥε൘ʹ୲ޙͨ࣋͠ɺ৽ܕ
ίϩφ΢ΠϧεΛ઀छͯ͠ɺࢵ֎ޫͷӨڹΛআ͢ڈΔϑΟϧλ
Λ༻͍ͯ1000 MYͷՄޫࢹরࣹΛ͍ߦ·ͨ͠ɻͦͷޙɺ΢Πϧ
εͷײછՁΛଌఆ͠ɺ߅΢Πϧεੑ׆Λ֬ೝ͠·ͨ͠ɻͦͷ݁
Ռɺޫরࣹɺ1ؒ࣌Ͱ2��ܻɺ2ؒ࣌Ͱݕग़ݶքҎԼ·Ͱ΢Π
ϧεྔ͕ݮগ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ҉ॴʹ͓͍ͯ΋ɺܦؒ࣌�աޙ
ʹ͸ݕग़ݶքҎԼ·Ͱ΢Πϧεྔ͕ݮগ͢Δ͜ͱ͕Θ͔Γ·͠
ʢͨਤ2ʣɻ͜Ε·Ͱ͸ɺ୅ସͱͯ͠ΠϯϑϧΤϯβ΢ΠϧεΛ

༻͍ͨੑೳධՁͰ͕ͨ͠ɺ͜ͷ݁Ռ͔Βɺޫ৮ഔ͕৽ܕίϩφ
΢ΠϧεΛݮগͤ͞Δ͜ͱ͕Θ͔Γ·ͨ͠ɻࡏݱಉ͘͡�ऀͷ
։ൃΛਐΊڀݚྉʹ͍ͭͯ΋ࡐΑΓɺޫ৮ഔҎ֎ͷʹڀݚಉڞ
͓ͯΓɺࢎԽ෺ෳ߹ମʹΑΔ৽ܕίϩφ΢Πϧεͷෆ׆ԽޮՌ

はじめに
ɹࡏݱɺ৽ܕίϩφ΢ΠϧεSARS�CP7�2͕ੈքதͰ໠ҖΛৼΔ͍ͬͯ·͢ɻҩༀۀքͰ͸طʹଟ͘ͷؔػڀݚɺۀاʹΑͬͯͦ
ͷ਍அΩοτ΍ϫΫνϯ࡞੡͕ਝ଎ʹਐΊΒΕɺϫΫνϯ઀छΛ։͍ͯ࢝͠·͢ɻ͔͠͠ɺϫΫνϯʹΑΔ༧๷ʹཔΔ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺ
ੈքతͳྲྀߦΛ཈੍ͤ͞ΔͨΊʹɺਓʑͷੜڥ؀׆΋վળ͍ͯ͘͠ඞཁ͕͋Γ·͢ɻͦͷͨΊɺҩༀۀքҎ֎ʹ͓͍ͯ΋ɺࣾձʹ͓
͚ΔײછϦεΫΛ௿ͤ͞ݮΔ΂͘ɺ༷ʑͳ߅΢ΠϧεՃ޻඼ͷڀݚ։ൃ͕ਐΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳ߅΢ΠϧεՃ޻඼͕։ൃ͞
ΕΔ͜ͱʹΑΓɺਓʑ͕৮ΕΔଟ͘ͷ෺඼ʹ෇ணͨ͠΢Πϧεɺۭؾதʹඈລͱͯ͠ඬ͏΢ΠϧεΛෆ׆Խͤͯ͞ɺײછϦεΫΛ௿
Լͤ͞Δ͜ͱ͕ՄೳͱͳΔ͔ࣄΒɺ߅΢ΠϧεՃ޻඼ͷద੾ͳੑೳධՁΛࣄ͏ߦ͸ࠓ·ͰҎ্ʹॏཁͱͳ͖ͬͯ·͢ɻKISTEC͸৽
ԉαʔϏεࢧۀاΔ͢ݮతෛ୲Λܰࡁܦग़๏ͱ͍ͬͨධՁํ๏΍ݕ඼ɺ΢Πϧε޻΢ΠϧεՃ߅ͱͯ͠ɺࡦίϩφ΢Πϧε΁ͷରܕ
ͷఏڙͳͲɺ༷ʑͳऔΓ૊ΈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ͜͜Ͱ͸ɺͦͷத͔Β͔ͭزΛτϐοΫͱͯ͠঺հ͠·͢ɻ

ɹ৽ܕίϩφ΢Πϧεͷར༻͸ɺόΠΦηʔϑςΟϨϕϧ�ͱ
Ε͞ࢪͳ؅ཧ͕ີݫʹ͹ΕΔ֎෦ʹ΢Πϧε͕࿙Εͳ͍Α͏ݺ
ίܕΔ͜ͱ͕ՄೳͰ͢ɻ৽͢༺࢖ઃʣͰͷΈɺࢪ�ઃʢ#SLࢪͨ
ϩφ΢Πϧεͷײછ֦େ͕࢝·ͬͨ౰ॳɺKISTECʹ͸#SL�
ͷதͰɺΠϯگઃΛอ༗͍ͯ͠·ͤΜͰͨ͠ɻͦͷΑ͏ͳঢ়ࢪ
ϑϧΤϯβ΢ΠϧεΛ༻͍ͨ߅΢ΠϧεੑೳධՁʹ͍ͭͯ͸ɺ
͍ͨ༺ίϩφ΢ΠϧεΛܕɺ৽ʹڞͱ͍ͯͤ͘ݟͳ૿ՃΛܹٸ
ੑೳධՁͷཁ๬΋ߴ·͖͍ͬͯͯ·ͨ͠ɻ߅΢ΠϧεੑೳධՁ
Ͱॏཁͳ఺͸ɺ࣮ࡍʹඪతͱ͢Δ΢Πϧεʹରͯ͠ͷޮՌΛධ
Ձ͢Δ͜ͱͰ͢ɻͦ͜Ͱɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεʹର͢Δ߅΢Π
ϧεՃ޻඼ͷੑೳධՁΛఏ͢ڙΔͨΊʹɺKISTEC಺ʹ#SL�
ίϩφ΢ΠϧεܕઃΛ੔උ͠ɺྩ࿨̎೥12݄2�೔ΑΓ৽ࢪ
Λ༻͍ͨੑೳධՁͷ૬ஊड෇Λ։࢝͠·ͨ͠ɻਤ1͸ۀ࡞Πϝʔ
δͷࣸਅͱͳΓ·͢ɻධՁͰ͖Δ߅΢ΠϧεՃ޻඼͸ࠃ಺֨ن
ࠓΔฏ൘ঢ়ຢ͸ણҡঢ়ͷ΋ͷΛର৅ͱ͍ͯ͠·͕͢ɺ͋ʹط͕
Λ֦େ͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢ɻڙఏ࣍ɺӷମͳͲʹ͍ͭͯ΋ॱޙ

ΛಘΒΕΔࡐྉͷূݕΛ͍ߦ·͠ ʢͨਤ�ʣɻޙࠓ͸ɺKISTEC
ʹ੔උͨ͠#SLࢪ�ઃ΋׆༻͠ͳ͕ΒɺҾ͖ଓ͖৽ܕίϩφ΢
Πϧεʹରͯ͠ޮՌతͳࡐྉɺՃ޻඼ͷੑೳධՁΛ࣮͠ࢪɺੜ
Γ·͢ɻࢀऔΓ૊ΜͰ͚ͯ޲ʹͷվળڥ؀׆

1 新型コロナ対策トピック

❶抗ウイルス試験

❷抗ウイルス材料による新型コロナウイルス不活化

ਤ1� #SLࢪ�ઃ಺Ͱͷۀ࡞Π
ϝʔδ

ਤ2� ՄޫࢹԠ౴ޫܗ৮ഔʹΑΔ߅৽ܕίϩφ΢Πϧε
ޮՌ
΢ΠϧεྔͷมԽ	B
ͱ΢Πϧεײછ঱՝݁ՌͷҰྫ	C

	IU UQT � ��XXX�L JT UFD � KQ�XQ�XQ�DPOUFOU�
VQMPBET�20200�2�@OFXT�QEG


ਤ�� 
C.O	Խ෺ෳ߹ମࢎʹΑΔ߅
৽ܕίϩφ΢ΠϧεޮՌ
	 I U P T 
 S V O B E B K 
 N B H B J T 

FU B M � PSFQBSBU JPO PG DFS JVN
NPMZCEBUFT BOE UIFJS BOUJWJSBM
BDUJWJUZ BHBJOTU CBDUFSJPQIBHF П
� BOE SARS�CP7�2� .BUFSJBMT
LFUUFST
 7PM�2�0�12��10
2021
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ɹچKASTͰ࣮ͨ͠ࢪӹ ʮాφϊϗʔϧΞϨʔʯϓϩδΣΫτʢฏ੒1�
೥౓ʙ1�೥౓ʣٴͼॏ఺ࣨڀݚɾޫػೳࡐྉάϧʔϓʢฏ੒1�೥౓ʙ
2�೥౓ʣͰ͸ɺիͷ؟Λ໛ֵͨ͠৽తφϊࡐྉͰ͋ΔϞεΞΠܕ൓ࣹ
๷ߏࢭ଄Λ࣮͢ݱΔͨΊɺΞϧϛφͷࣗݾ૊৫Խߏ଄Λ൓өͨ͠ரܕ
ʹΑΔ੡଄ٕज़Λ։ൃͯ͠ɺࡾඛϨΠϤϯ ʢ᷂ݱɾࡾඛέϛΧϧ᷂ʣͱ
ͷڞಉڀݚͰͦͷྔ࢈Խٕज़ͷ։ൃʹ੒ޭ͠·ͨ͠ɻ
ɹࡾඛέϛΧϧ᷂Ͱ͸ɺֵ৽తͳ൓ࣹ๷ٕࢭज़Λ༻͍ͨϑΟϧϜΛʮϞ
εϚΠτ⹍ʯͱ͍͏໊শͰ্ͯ͠ࢢɺඒज़ؗɾത෺ؗɺమಓӺͷిޫ
͠·ධΛത͖ͯ͠޷൘ɺҩྍ༻ϞχλʔɺΧʔφϏͳͲͷ෼໺Ͱࣔܝ
ͨɻͦͯ͠ࠓࡢɺίϩφՒͰͷײછ๷ࢭରࡦͱͯ͠ɺਓͱਓͱͷؒʹ
੾Γ༻ΞΫϦϧύωϧ͕ઃஔ͞ΕΔ͜ͱ͕ଟ͘ͳΓ·͕ͨ͠ɺςϨ࢓
Ϗ൪૊౳ͷө૾ͷ࣭͕ॏ͞ࢹΕΔ෼໺Ͱ͸ɺҰൠతͳΞΫϦϧύωϧ
Λ༻͍ͨͷͰ͸ɺҙਤ͠ͳ͍ਓ΍෺ͷ૾͕൓ࣹͰөΓࠐΜͩΓɺΞΫ
Ϧϧύωϧͷ͏͜޲ଆͷۭ͕ؒ൓ࣹͰ͑ݟͳ͍ͱ͍ͬͨਂࠁͳ໰୊͕
ੜ͍ͯ͡·ͨ͠ɻ͜ͷ఺ɺ൓ࣹ๷ੑࢭೳ͕֨ஈʹߴ ʮ͍ϞεϚΠ
τ⹍ʯΛష߹ͨ͠ΞΫϦϧύωϧΛ༻͍Δͱɺ͜ͷΑ͏ͳ໰୊͕΄ͱ
ΜͲղফ͞Εɺ͘ڻ΄Ͳ઱໌ͳө૾ΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹͦͷͨΊɺۙ࠷Ͱ͸ίϩφରࡦΛػܖʹɺྫ͑͹ɺ༗໊ςϨϏ൪૊
ͷࡱӨݱ৔ʹ͓͚Δ࢓੾Γ༻ʹ࠾༻͞ΕͨΓɺ੓࣏Ոͷεϐʔν΍ࣗ
Ε࣮ͨ੷͕͞༺࠾੾Γ༻ΞΫϦϧύωϧͱͯ͠࢓ମͷϓϨεൃදͷ࣏
͋Γ·͢ɻ

ɹKISTEC͸ɺެཱେֶ๏ਓਆಸ઒ཱݝอ݈෱ࢱେֶٴͼࣜגձࣾϝ
λδΣϯͱਆಸ઒ॅࡏݝͷҰൠͷํΛର৅ʹ࣮͢ࢪΔϞχλϦϯάʹ
ΑΓɺ৽ܕίϩφ΢Πϧε߅ମอ༗ऀͷੜ׆श׳΍௎಺ڥ؀Λղੳ͢
ΔڞಉڀݚΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ
ɹKISTECͰ͸ɺ௎಺ڥ؀ͷมԽ͕໔Ӹػೳʢײછ఍ੑ߅ʣʹ ༩͑ΔӨ
છ঱༧๷ʹॏཁͳ໾ׂΛ୲ײԽ͢ΔͨΊɺࢹΛՄڹ ʮ͏໔ӸάϩϒϦ

ϯAʢIHAʣʯΛଌఆ͠ɺ௎಺ڥ؀σʔλͱ߹Θͤͯ౷߹ղੳΛ͍ߦ·͢ɻ
ɹຊڞಉڀݚʹΑΓɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછʹରͯ͠఍ੑ߅Λ༗͢
Δਓͷੜ׆श׳΍௎಺ڥ؀ͷಛ௃΍৽ܕίϩφ΢Πϧεײછʹ͓͚Δ
ແ঱ঢ়ͷཧ༝΍ॏ঱Խ཈੍ʹͭͳ͕ΔϝΧχζϜղ໌ʹؔ͢Δૅجత
ͳ஌ݟΛ੔͑ɺޙࠓͷײછ༧๷ʹ͚ͨ޲χϡʔϊʔϚϧ࣌୅ʹ͓͚Δ
৽ͨͳੜ׆श׳ͷఏএ΁ͷ੒Ռ׆༻Λ໨͠ࢦ·͢ɻ

ɹͦ͜Ͱɺ౰๏ਓͰ͸ɺਆಸ઒ٞݝձͰ΋࢓੾Γ༻ΞΫϦϧύωϧ΁
ͷөΓࠐΈ͕໰୊ʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱΛ஌ΓɺʮϞεϚΠτ⹍ʯΛష߹
ͨ͠ΞΫϦϧύωϧΛٞ৔ʹಋೖͰ͖ΔΑ͏ɺݝͱڠಇͯ͠ݕ౼Λਐ
Ί͖ͯ·ͨ͠ɻͦͯ͜͠ͷ౓ɺࡾඛέϛΧϧ᷂༷ͷ͝ްҙʹΑΓɺܭ
�୆ͷύωϧͷدଃΛड͚ͯɺٞ௕੮΍ԋஃͳͲͷલʹઃஔ͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ͜ΕΒͷύωϧ͸ɺྩ࿨�೥�݄2�೔ʹ։࠵ͷຊձ
ٞͰ൸࿐͞Εɺେ͍ʹධ൑ΛݺͿ͜ͱͱͳΓ·ͨ͠ɻ

❸革新的反射防止パネル

❹新型コロナウイルスの迅速検出法

❺新型コロナウイルス感染対策に資する新たな知見創出を目的とした共同研究

؆қύοέʔδͷΠϝʔδ
ʢԞͷ૷ஔʣɹਝ଎ͳલॲཧ૷ஔΛύοέʔδԽ
ɹɾٵҾܕΛ༻͍Δ͜ͱͰίϯύΫτԽͱਝ଎ԽΛ

ݱ࣮
ɹɾ̔ݕମఔ౓ͷҰׅॲཧ͕Մೳ
ɹɾࡏݱͷલॲཧ��෼ఔ౓͕̑෼ఔ౓ʹ୹ॖ

ʢखલͷ૷ஔʣɹਝ଎ͳલॲཧ૷ஔʹద߹͢Δ̧̣̖
૿෯൓ԠॲཧʢSNBSUANQ๏ʣΛύοέʔδԽ
ɹɾࡏݱͷ̎ؒ࣌ఔ౓ͷPCRͷ૿෯ॲཧ͕ɺ౳Թ૿

෯Ͱ10ʙ�0෼ఔ౓ʹ୹ॖ
ɹɾ2ݕ�ମͷҰׅॲཧ͕ՄೳͰɺ෇ଐ͢ΔଌఆϞχ

λʔͰ݁ࠪݕՌΛ֬ೝ

SmartAmp法簡易パッケージ化と迅速検出法の実証研究スキーム

ダナフォーム

・試薬大量生産

・簡易パッケージ
化検査機器提供

ＫＩＳＴＥＣ

・迅速検出法に関する総合プラットフォーム
・実証研究用の簡易パッケージの現場提供
・プロジェクト管理、予算の全体管理 等

神奈川県

・プロジェクト立案
・関係機関調整
・成果を社会展開

簡易パッケージ化の実証研究

神奈川県衛生研究所
川崎市健康安全研究所
横浜市衛生研究所
その他公的研究機関

実証
研究

機器
等提

供 実証現場に配置

検査現場・医療機関等へ展開

県内医療機関での実装を経て、県内医療機関での実装を経て、県内医療機関での実装を経て、県内医療機関での実装を経て、県内医療機関での実装を経て、
全国、世界の現場への展開を⽬指す

理研

・試薬等の性能
高度化、試験適
用範囲最適化、
他試験法等との
組合せ検証等

横浜市大
横浜市民病院
藤沢市民病院
その他病院

①性能評価➡②試験比較評価➡ ③実証研究

・県・KISTEC・ﾀﾞﾅﾌｫｰﾑ
で実証研究共同契約
・県・KISTECが各参画機
関と実証研究共同契約

理
研

横浜市大

抗原／抗
体検出法
簡易キット

神奈川県
事業で実
用化支援

迅速検出法総合実証研究

介入実証コホート基盤を
活用して総合的な迅速
検出法システムの開発
（ウイルス検出＋抗原／抗体検出）

の実証研究と市中モニタリ
ングの実施など
【県保福大SHI等の協力】

協力医療機関で
エビデンス収集

Έ͕͋ΔࠐͷөΓࢠύωϧͰ͸Ҝچ

�݄2�೔ຊձٞͷ༷ࢠ

ʮϞεϚΠτ ⹍ʯΛష߹ͨ͠ύωϧ
Ͱ͸ҜࢠͷөΓࠐΈ͕ͳ͍

コロナ対策の仕切りパネルが革新的反射防止技術で驚くほど鮮明に

ɹจ෦Պֶল ஍ҬΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜܗ੒ϓϩάϥϜ ਆ
ಸ઒ ʮൃϔϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯઌಋϓϩδΣΫτͰ͸ɺࡢ
ίϩφ΢Πϧεͷܕછ֦େΛड͚ɺʮ৽ײίϩφ΢Πϧεͷܕͷ৽ࠓ
ਝ଎ݕग़๏ͷධՁɾ࣮ূϓϩδΣΫτʯΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻKISTEC
͸ݝͱڞʹຊϓϩδΣΫτͷ·ͱΊ໾ͱͯ͠ɺڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓཧԽ
ఆҩྍࢦછ঱ײ಺େֶපӃɺݝॴɺڀݚӴੜݝɺͯ͠ܞॴͱ࿈ڀݚֶ
ମࠪݕͷ੒ՌΛڀݚΛਪਐ͢Δͱͱ΋ʹɺ౰࣮֘ূڀݚ౳Ͱ࣮ূؔػ
੍ͷߏஙͱڧԽ΁͖͍ͯ͛ܨ·͢ɻ
ɹ１．検査工程の簡易パッケージ化
ɹɹʢݚࠃʣཧԽֶڀݚॴ͕։ൃͨ֩͠૿ࢎ෯ٕज़SNBSUANQ๏ʢ˞ʣΛ

ͷޙऔ࠾ମݕग़๏Λվྑ͠ɺݕίϩφ΢Πϧεͷਝ଎ܕ৽ͨ͠༺׆
લॲཧɾ֩૿ࢎ෯ɾଌఆͷࠪݕͷҰ࿈ͷ޻ఔΛҩྍؔػ౳ͷݱ৔Ͱ
ਝ଎ʹ࣮ࢪͰ͖ΔΑ͏ʹ؆қύοέʔδԽ͠·ͨ͠ɻ

ɹ２．迅速検出法の実証研究を展開
ɹɹݝӴੜڀݚॴɺݝ಺େֶපӃɺײછ঱ࢦఆҩྍؔػ౳ͱ࿈͠ܞɺ

؆қύοέʔδͷ࣮༻Խɾ࣮ূڀݚ౳ʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
ɹ
ɹ˞SNBSUANQ๏͸ɺʢݚࠃʣཧԽֶڀݚॴ͕։ൃͨ֩͠૿ࢎ෯ٕज़Ͱɺ

ҰఆͷԹ౓֩૿ࢎ෯൓Ԡ͕ਐ͢ߦΔʮ౳Թ֩૿ࢎ෯๏ʯͷҰͭͰ͢ɻ
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ɹ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ʹΑΓ׆ۀࣄಈʹӨڹΛड͚͍ͯΔਆಸ
઒ݝ಺தখۀاͷࡁܦతෛ୲Λܰ͢ݮΔͨΊɺܭݧࢼଌʢґཔݧࢼʣ౳
ྉۚͷݮ໔ʢݮ໔཰�0ˋʣΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹݮ໔ͷର৅ۀا͸ɺਆಸ઒ݝʹॴ͢ࡏΔதখۀاͰʮ৽ܕίϩφ΢
Πϧεײછ঱ʯΛࣄ༝ͱͯ͠தখۀا৴༻อݥ๏ୈ̎৚ୈ߲̑ୈ̐߸

ʢηʔϑςΟωοτอূ̐߸ʣ˞ ̍ͷೝఆΛड͚͍ͯΔۀاͰ͢ɻݮ໔
͕ద༻͞ΕΔۀࣄ͸ɺܭݧࢼଌʢґཔݧࢼʣٴͼ࢖ثػ༻ͷۀࣄͰɺظ
ؒ͸ྩ࿨̎೥݄̒̔೔͔Βྩ࿨̏೥݄̏2�೔ͷؒͰ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

ɹݮ໔ͷਃ੥͸ɺܭݧࢼଌຢ͸࢖ثػ༻ͷਃࠐॻʹ߹Θͤ ʮͯܭݧࢼ
ଌ౳ྉۚݮ໔ਃ੥ॻʯɺʮηʔϑςΟωοτอূ̐߸ೝఆॻͷࣸ͠ʯΛ
ఏग़͍͖ͯͨͩ͠·ͨ͠ɻ
ɹྩ࿨̎೥౓ͷ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ʹ܎Δܭݧࢼଌ౳ྉۚͷݮ
໔͸1�1݅ͷ࣮ࢪͱͳΓ·ͨ͠ɻ
˞̍ɹηʔϑςΟωοτอূ̐߸ɿಥൃత֐ࡂ	ࣗવ֐ࡂ౳
ͷൃੜ

ԉ͢ΔͨΊͷાࢧΛऀۀاগ͍ͯ͠Δதখݮ౳͕ߴҼͯ͠ച্ىʹ
ஔ

❽新型コロナウイルス感染症に係る試験計測等料金の減免

ɹKISTECͰ͸ɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ֦େͷऴଉޙʹɺݝ಺ۀا
ʹΑΔແઢ௨৴Λ׆༻ͨ͠঎඼΍ٕज़։ൃΛଅਐ͢ΔͨΊɺ�(౳ͷ
ແઢ௨৴౳ͷ࣮ূڥ؀Λ੔උ͠·ͨ͠ɻྩ࿨�೥�݄�1೔ʹ͸ϩʔ
Χϧ�(ʢ���ʙ���()[ଳʣͷແઢہ໔ڐΛऔಘ͠ɺւ࿝໊ຊ෦಺ͷ�
͔ॴͰϩʔΧϧ�(ͷ௨৴ڥ؀ͷӡ༻Λ։͍ͯ࢝͠·͢ɻ
ɹ�(͸ɺߴ଎ɾେ༰ྔͷୈ�ੈ୅௨৴ͱͯ͠஫໨͞Ε͓ͯΓɺܞଳ
ి࿩ۀࣄ ʢऀΩϟϦΞʣͷ঎༻αʔϏε΋౎ࢢ෦Λத৺ʹελʔτͯ͠
͍·͢ɻྩ࿨ݩ೥12݄ʹ͸ɺΩϟϦΞʹΑΔ�(௨৴αʔϏεͱ͸
ผʹɺۀا΍࣏ࣗମ౳͕ࣗΒͷෑ஍಺ʹ͓͍ͯ�(௨৴Λ͜͏ߦͱ͕
Ͱ͖ΔϩʔΧϧ�(ͷ੍౓͕։࢝͞Εɺ޻৔ͷIPTԽ΍εϚʔτԽͳͲɺ
଴͞Ε͍ͯ·͢ɻظΕΔ͜ͱ͕͞༺׆෼໺Ͱ΋ۀ࢈

ɹࠓճKISTECͰಋೖͨ͠ϩʔΧϧ�(͸ɺ���ʙ���()[ଳʢ͍ΘΏ
Δαϒ�()[ଳʹؚ·Ε·͢ʣͷελϯυΞϩϯߏ੒ͷ΋ͷͰ͢ɻϩʔ
Χϧ�(ʹՃ͑ɺϓϥΠϕʔτLTEͱ΋͍ΘΕΔT9(Pʢ1��()[ଳʣ
ͱLP8AʢLPX PPXFS 8JEF ASFBʣ௨৴ͷͻͱͭͰ͋ΔLPRB8AN

ʢ�20.)[ଳʣͷແઢ௨৴ͷڥ؀Λ੔උ͓ͯ͠Γɺແઢ௨৴ʹؔ࿈͢
Δ੡඼։ൃʹ͋ͨͬͯɺ࢖༻͢Δແઢํࣜͷબఆ΍ɺ։ൃ͞Εͨ੡඼
ͷධՁɾূݕͷ৔ͱͯ͠͝ར༻͍ͨͩ͘͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹಛʹɺւ࿝໊ຊ෦ͷਤॻࣨͷҰ෦Λ্هͷແઢ௨৴Λ༻͍Δ࣮ূ༻
εϖʔεͱͯ͠ఏ͓ͯ͠ڙΓ·͢ͷͰ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺ
LPRB8ANʹ͍ͭͯ͸ɺ԰֎Ͱͷແઢ௨৴΋͓͚͍ͩͨ͠ࢼ·͢ɻ

❼Afterコロナの競争力強化に向けたローカル５G基地局導入

ɹKISTECͰ͸ɺٕज़૬ஊɺܭݧࢼଌɺٕज़։ൃडୗͳͲͷٕज़ࢧԉ
Λ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ɹۀاͷօ༷͕ٕज़తͳ՝୊ʹ௚໘ͨ͠ࡍʹ͸ɺ·ͣ͸ແྉͷٕज़૬
ஊΛ׆༻͍͖ͯͨͩ͠ɺ૬ஊһ͕େ·͔ͳ಺༰Λ্͓͍ͨ͠࢕Ͱઐ໳
ͷελοϑΛ঺հ͠ɺͦͷޙͷٕज़ࢧԉ΁͓ͭͳ͍͗ͯ͠·͢ɻ
ɹྩ࿨2೥౓͔Β͸ɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ֦େʹ൐͍ɺ͓٬༷ʹ
҆৺ͯ͠͝ར༻͍͚ͨͩΔΑ͏8FCձٞγεςϜΛ׆༻ٕͨ͠ज़૬

ஊͷରԠΛ࢝Ί·ͨ͠ɻٕज़૬ஊͷ݁ՌɺܭݧࢼଌΛ͝ར༻͞ΕΔ৔
߹ʹ͓͍ͯ΋ɺҰ෦ͷܭݧࢼଌϝχϡʔͰଌఆαϯϓϧͷडऔɾฦ٫
Λ഑ૹͰରԠ͢ΔͳͲɺ͝དྷॴ͍͔ͨͩͳͯ͘΋ॆ࣮ͨ͠ࢧԉαʔϏ
εΛ͝ఏڙͰ͖ΔΑ͏ʹ౒Ί·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺैདྷͲ͓Γͷ͝དྷॴͰͷٕज़૬ஊͷ͝ར༻ʹͯ͠ࡍ΋ɺ૬ஊ
ϒʔε΁ͷΞΫϦϧ൘ͷઃஔɺصɾҜࢠ౳ͷΞϧίʔϧফಟͷ࣮ࢪͳ
Ͳײછ๷ࢭରࡦΛపఈ͍ͯ͠·͢ɻ

❾Web会議システムを活用した技術相談

ɹ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ֦େʹ൐ͬͯɺࠃ಺Ͱҩༀ඼ٴͼҩༀ෦֎
඼ͷखࢦফಟ༻Τλϊʔϧͷ͕څڙ௥͍͔ͭͣɺްੜ࿑ಇল͸ྟ࣌తɾ
ಛྫతͳରԠͰɺߴೱ౓Τλϊʔϧ੡඼ΛͦΕͷ୅ସ඼ͱͯ͠༻͍Δ
͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͠·ͨ͠ɻ͜ͷߴೱ౓Τλϊʔϧ੡඼͸ʮΤλϊʔ
ϧೱ౓͕ݪଇ�0WPM�ʙ��WPM�ͷൣғ಺Ͱ͋Δ͜ͱʢ�0WPM�Ҏ্ͷ
Τλϊʔϧ͕ೖखࠔ೉ͳ৔߹ʹ͸ɺखࢦফಟ༻ͱͯ͠�0WPM�୆ͷΤ
λϊʔϧΛ࢖༻ͯ͠΋ࠩ͑͠ࢧͳ͍͜ͱʣʯͱɺʮϝλϊʔϧؚ͕·Ε
ͳ͍͜ͱʯΛཁ݅ʹ͍ͯ͠·͢ɻ͔͠͠ɺΞϧίʔϧδΣϧ಺ͷΤλϊʔ
ϧೱ౓͕ෆ໌ͳ੡඼΍੒෼දهͱҟͳΔ͕ͨͨͬ͋ྫࣄΊɺΤλϊʔ
ϧೱ౓Λఆྔ෼ੳ͢Δํ๏Λݕ౼͠·ͨ͠ɻ
ɹδΣϧλΠϓͷߴೱ౓Τλϊʔϧ੡඼͸೪ੑ͕͋Γɺอ࣪ࡎ΍૿೪
Խ͠ʹ͍͘੒෼ؚ͕·Ε͍ͯΔ͜ͱ͕ଟ͍ͨΊɺؾͱ͍ͬͨࡎ
KISTECͰ͸ϔουεϖʔεΨεΫϩϚτάϥϑ෼ੳ૷ஔʢਤ1ʣΛ༻
͍ͯɺओʹΞϧίʔϧ੒෼ΛؾԽͤ͞ΔΑ͏ͳ৚݅ͰՃԹͯ͠෼ੳ͠
͍ͯ·͢ɻΤλϊʔϧҎ֎ʹ΋ɺؚ·Εͯ͸͍͚ͳ͍ϝλϊʔϧ΍ؚ
·ΕΔՄೳੑͷ͋ΔΠιϓϩϐϧΞϧίʔϧ΋Ұ੪ʹ෼ੳ͢Δ͜ͱ͕

Ͱ͖· ʢ͢ਤ2ʣɻ·ͨɺ಺ඪ४෺࣭ͱͯ͠UFSU ϒνϧΞϧίʔϧΛ
ఴՃ͢Δ͜ͱͰɺࢼྉௐ੡ͷࠩޡΛ௿͍ͯ͠ݮ·͢ɻ

❻消毒用アルコールジェル中のエタノール濃度分析
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ɹ೶ۀʹ͓͍ͯ΋σδλϧԽ΍σʔλͷ׆༻ʹΑΔޮ཰Խɺߴ
౓Խ͕ਐΊΒΕ͍ͯ·͢ɻઘڮञ଄ࣜגձࣾͰ͸ࣗࣾͰ࠿ഓ͠
ͨञถΛ༻͍ͯ೔ຊञͷৢ଄Λ͍ͯͬߦΔͨΊɺৢ଄ʹ͍ͭͯ
֤छ෼ੳٕज़Λ༻͍ͯ੒෼౳ͷσʔλΛ஝ੵ͢Δͱͱ΋ʹɺݪ
ྉͱͳΔञถͷ࠿ഓʹ͍ͭͯ΋Ҵͷ૲ৎɺ༿৭౳ͷੜҭঢ়گΛ
ࣔ͢σʔλΛຊγεςϜʹΑΓޮ཰Α͘ऩू͠ɺ׆༻͢Δ͜ͱ
Ͱɺྑ࣭ͳञถͷ࠿ഓͱऩ֭ͨ͠ञถͷಛੑΛੜ͔ͨ͠ߴ඼࣭
ͳ೔ຊञΛ଄Δ͜ͱΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

ɹࠓճͷ࣮ূ࣮ݧͰ͸ɺਫాͷ্ۭʹυϩʔϯΛඈͤ͞ߦɺ౥
ഓதͷҴ࠿ϚϧνεϖΫτϧΧϝϥʹΑΓɺञถͱͳΔͨ͠ࡌ
ͷੜҭঢ়گʹؔ͢ΔσʔλʢN%7I ஋˞ɺ༿৭౳ʣΛऩू͠ɺυ
ϩʔϯͰऩूͨ͠σʔλͱञถʹؚ·ΕΔλϯύΫ࣭ͷؚ༗ྔ
Λௐ΂·ͨ͠ɻҰൠʹञถͷλϯύΫؚ࣭༗ྔ͕ଟ͍ͱࡶຯ͕
૿͠ɺ೔ຊञͷ৭ɾ߳ຯͷྼԽ͕ૣ͘ͳΓ·͢ɻ࣮ূ࣮ݧͷ݁
ՌɺN%7I஋ͱλϯύΫؚ࣭༗ྔʹ૬ؔؔݟ͕܎ΒΕ·͕ͨ͠ɺ
N%7I஋ͷଌఆํ๏ʹ՝୊͕͋Δ͜ͱ͕໌Β͔ʹͳΓɺରԠʹ
ΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ౼ݕ͍ͯͭ
˞N%7Iʢਖ਼نԽ২ੜࢦ਺ʣɿ২෺͸ޫ߹੒৭ૉͷಇ͖ͰՄࢹҬ

ͷి࣓೾Λٵऩ͠ɺۙ੺֎Ҭͷి࣓೾Λ͘ڧ൓ࣹ͢Δಛੑ
Λ͍ͯͬ࣋·͢ɻ͜ͷೋͭͷ૬ؔؔ܎Λར༻ͯ͠ɺ͞ࢉܭ
Εͨ਺஋ΛN%7I ͱݺͼ·͢ɻN%7I ஋ʹΑΓ২෺ͷ২ੜ
ঢ়ଶΛ೺ѲͰ͖·͢ɻ

ɹυϩʔϯʹΑ
Δσʔλऩूͷ
औ૊ͱฒͯ͠ߦ
ञྨ༻ϥϚϯ෼
ੳٕज़ͷ։ൃΛ
ਐΊ͍ͯ·͢ɻ
Պֶతσʔλʹ
೔ຊञ͍ͨͮج
ͷ඼্࣭޲Λ͸
͔ΔͨΊɺৢ଄
ͷݱ৔Ͱதؒ෺
ͷʮ΋ΖΈʯͷओ
ཁ੒෼Λඇഁ
յɾਝ଎؆ศʹ

ʮͦͷ৔ܭଌʯͰ
͖Δ૷ஔ͕๬·
Ε͍ͯ·͢ɻͦ
͜Ͱɺ͜ΕΛ࣮͢ݱΔͨΊɺઘڮञ଄ࣜגձࣾɺࣜגձࣾ෼ޫ
ՊֶڀݚॴʢSSLʣɺKISTECͷ�ऀͰɺSSL͕༗͢ΔϥϚϯ෼ޫ
෼ੳٕज़Λ׆༻ͯ͠ɺ౶ྨͱΞϧίʔϧΛओͳλʔήοτʹ͠
ʮͨञྨ༻ϥϚϯ෼ੳٕज़ʯͷٕज़తݕ౼Λ։࢝͠·ͨ͠ɻ

ɹ೔ຊञͷΞϧίʔϧ౓ͷଌఆʹ͍ͭͯ͸ɺैདྷ๏ͱͷ૬ؔ΋
Α͍͜ͱ͕֬ೝ͞Ε͍ͯ·͢ɻ·ͨɺ౶ྨΛؚΊͨಉ࣌ଟ੒෼
෼ੳʹ͍ͭͯ΋ɺͦͷੑೳධՁΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

ɹਆಸ઒ݝɺԣ඿ࢢɺ઒࡚ࢢ͸ڞಉͰɺϥΠϑΠϊϕʔγϣϯ
෼໺ͷࡍࠃઓུڌ఺ͱͯ͠ฏ੒2�೥ʮژ඿ྟւ෦ϥΠϑΠϊϕʔ
γϣϯࡍࠃઓུ૯߹ಛ۠ʯͷࢦఆΛड͚ɺϥΠϑαΠΤϯεڀݚɺ
औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻʹࡦࢪԽۀ࢈
ɹKISTECͰ͸ɺจ෦Պֶল ஍ҬΠϊϕʔγϣϯɾΤίγες
Ϝܗ੒ϓϩάϥϜ ਆಸ઒ ʮൃϔϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯ
ઌಋϓϩδΣΫτΛ࣮͠ࢪɺ௒ࣾྸߴձʹઌۦతʹ௅ઓ͢Δʮϔ
ϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯͷ࣮͚޲ʹݱɺେֶ౳ͱ࿈ܞ
ͯ͠ɺϦʔσΟϯάϕϯνϟʔͷ૑ग़ɾ੒௕Λத৺ʹɺਆಸ઒
Β͍͠ΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜΛ۩ମԽ͠·͢ɻຊۀࣄ
ͰਐΊ͍ͯΔۀࣄԽϓϩδΣΫτͷਐ௙ঢ়گʹ͍ͭͯ͸ɺ12ϖʔ
δٴͼ1�ϖʔδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ
ɹ·ͨɺΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜͷ۩ମԽʹ͚ͯ޲ɺྩ
࿨2೥�݄ަ෇ʮ஍ҬͷࣗओੑٴͼཱࣗੑΛߴΊΔͨΊͷվֵ
ͷਪਐΛਤΔͨΊͷؔ܎๏཯ͷ੔උʹؔ͢Δ๏཯ʯʢྩ࿨2೥๏
཯ୈ�1߸ʣʢୈ10࣍஍ํ෼ݖҰׅ๏ʣʹ ΑΓ஍ํಠཱߦ੓๏ਓ
๏ͷվਖ਼͕ͳ͞Εɺ஍ํಠཱߦ੓๏ਓͷൃۀࣄڀݚϕϯνϟʔ
ՄೳͱͳΓ·ͨ͠ɻ͜ΕʹΑΓɺKISTEC͕͕ࢿ౳΁ͷग़ۀا

อ༗͢ΔੈքNP�1ͷίΞٕज़Λϕʔεʹɺϕϯνϟʔۀاͷ
૑ग़ɾ੒௕΍ΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜͷߏஙΛਐΊɺੈ
քతͳ৽ࢢ৔ɾ৽ۀ࢈ͷ૑ग़Λଅਐ͠·͢ɻ

2 トピック

神奈川発「ヘルスケア・ニューフロンティア」先導プロジェクト

3 トピック

さがみロボット産業特区　スマート農業実証実験と酒類用ラマン分析技術の開発
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●高画質超小型マルチスペクトルカメラの開発がサポ
イン事業としてスタートしました

●KISTECが参画する次世代蓄電池実用化研究がNEDO
　大規模実証研究開発（フェーズD）に採択されました

ɹ࠷ ʮۙαεςΟφϒϧʯͱ͍͏୯ޠΛΑ͘ݟฉ͖͢ΔΑ͏ʹɺ
ੈքશମͰڥ؀อશͷҙ͕ࣝ·͢·͢ߴ·͍ͬͯ·͢ɻ
KISTECͰ͸ɺఱવݯࢿΛػߴೳԽ͠༗ޮར༻͢Δٕज़Λڀݚ
͍ͯ͠·͢ɻྩ࿨2೥౓͔Β͸ɺKISTECͷڀݚγʔζͱࣛࣇ
ౡٕۀ޻ݝज़ηϯλʔͷϊ΢ϋ΢Λ૊Έ߹ΘͤͯɺՐࢁ෾ग़෺

ʮγϥεʯ͔ ΒػೳੑࡐྉΛ࡞Γग़͢ڞಉڀݚΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ
100ˆҎԼͷӷ૬൓ԠͰɺ1ONʢ1NN ͷ 1�1
000
000ʣҎԼ
ͷ޸ࡉΛͭ࣋θΦϥΠτ݁থΛγϥεද໘ʹੳग़ͤ͞ෳ߹Խ͢
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͠ ʢͨಛڐग़ࡁئʣɻ์ࣹੑ෺࣭ͷআછ΍ΞΦίɾ
੺ைରࡦ΁ͷར༻΋ظ଴Ͱ͖·͢ɻຊڀݚͷऔΓ૊Έʹ͍ͭͯ
͸ɺQ���ʹ΋͓ͯ͠هΓ·͢ɻ

ɹதখۀاͷڀݚ։ൃΛࢧԉ͢Δۀ࢈ࡁܦলͷྩ࿨2೥౓ઓུ
తج൫ٕज़ߴ౓ԽࢧԉۀࣄʢαϙΠϯۀࣄʣʹ ɺϚΠΫϩϞδϡʔ
ϧςΫϊϩδʔʢגʣɺԣ඿ཱࠃେֶͱڞʹਃ੥ɾ࠾୒͞Ε·ͨ͠ɻ
ຊ։ൃͰ͸ɺٸ଎ʹχʔζ͕ߴ·͍ͬͯΔ೶ۀ෼໺ͰͷϦϞʔ
τηϯγϯάʹద༻͠ɺ৯඼ࠪݕͷϙʔλϒϧԽ΍IPTԽʹ޿
͘ల։͢Δ͜ͱΛ໨ͯ͠ࢦɺ૾ࡱૉࢠͷըૉຖʹҟͳΔ෼ޫಛ
ੑΛߴͨͬ࣋ը࣭ͳ௒খܕ௒ܰྔϚϧνεϖΫτϧΧϝϥΛ։
ൃ͠·͢ɻٕज़తཁૉͱͯ͠͸
ද໘ϓϥζϞϯΛ༻͍ͨըૉα
Πζͷඍখ໘ੵ෼ޫϑΟϧλٕ
ज़ɺ͜ΕΛըૉζϨແ͘ਖ਼֬ʹ
࣮૷͢Δߴਫ਼౓૊ཱٕज़ɺٴͼ
๏2�ᶱཱํఔ౓ʹऩೲ͞ੇܗ֎
ͤΔີߴ౓࣮૷ٕज़౳͕ཁ͞ٻ
Εɺࡾ೥ؒͷڀݚ։ൃΛਐΊ·͢ɻ

ɹࣜגձࣾIOUFHSBM (FPNFUSZ SDJFODFٴͼཱࠃେֶ๏ਓਆ
࣌େֶ਺ཧɾσʔλαΠΤϯεηϯλʔ͸ɺ஝ి஑ͷॆ์ిށ
ʹൃੜ͢Δ࣓৔ͷۭؒ෼෍ͷܭଌσʔλ͔Βɺ஝ి஑಺෦ͷి
ྲྀີ౓෼෍ΛඇഁյͰը૾਍அ͢ΔγεςϜͷڞಉ։ൃʹऔΓ
૊ΜͰ͖·ͨ͠ɻྩ࿨2೥౓ʹڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓٕۀ࢈ज़૯߹
ը͠ɺNE%Oʮ৽ΤωϧΪʔࢀॴؔ੢ηϯλʔͱKISTEC͕ڀݚ
౳ͷγʔζൃ۷ɾۀࣄԽʹ͚޲
ʹʢϑΣʔζ%ʣʯۀࣄ։ൃڀݚͨ
୒͞Ε·ͨ͠ɻKISTEC࠾ Ͱ͸
͜ͷը૾਍அγεςϜΛ༻͍ͯ
੡඼ͷग़ՙલ൑ఆݧࢼɺނোղ
ੳݧࢼ΁ͷద༻ΛਐΊɺؔ౦Τ
ϦΞʹ͓͚Δੈ࣍୅ి஑౳ͷࢼ
ɻ͢·͠ࢦ఺ͷ੔උΛ໨ڌࠪݕݧ

ɹKISTECڀݚ։ൃ෦ਓࡉ޻๔ບγεςϜάϧʔϓͷాࢁ఩໵
तʣΒ͸ɺգͷ৮֯ʹଘڭେֶژϦʔμʔʢ౦࣏һͱ஛಺ণڀݚ
ग़Ͱ͖ݕΕΔ୅ँ෺Λ·ؚʹؾݺΔᄿ֮ड༰ମΛར༻͠ɺ͢ࡏ
Δ೏͍ηϯαΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ
ɹڀݚάϧʔϓ͸͜Ε·Ͱɺࠛ஬ᄿ֮ड༰ମΛਓࡉ޻๔ບ্ʹ
૊ΈࠐΜͩ೏͍ηϯα͕ɺਫ༹ӷʹ༹ղͨ͠೏͍෼ࢠʹରͯ͠
ผೳྗΛ΋ͭ͜ͱΛ͖ࣔͯ͠·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺࣝࢠ౓ͱ෼ײ͍ߴ
೏͍෼ࢠͷଟ͘͸ਫʹ೉༹ੑͰ͋ΔͨΊɺؾதʹඬ͏೏͍ʹର
ͯ͠ड༰ମຊདྷͷ༏ΕͨೳྗΛҾ͖ग़͢͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜͰ͠
ͨɻ
ɹͦ͜ͰຊڀݚͰ͸ɺޮ཰తʹ೏͍෼ࢠΛਫ༹ӷʹ෼഑͢Δ͜
ͱͷͰ͖ΔඍࡉͳεϦοτΛ౥ͨ͠ࡌ೏͍ηϯαΛ࡞੡͠·͠
ͨɻ͜ͷεϦοτʹ೏͍෼ࢠΛؚΉΨεΛ௨͢͜ͱͰ೏͍෼ࢠ
Λޮ཰ྑ͘ਫ༹ӷதʹಧ͚Δ͜ͱ͕ՄೳʹͳΓ·ͨ͠ɻͦͷ݁
Ռɺؾݺʹࠞ߹ͨ͠ඍྔͷ؊ଁΨϯϚʔΧʔΛݕग़͢Δ͜ͱʹ
੒ޭ͠·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓɺײ౓΍෼ࣝࢠผೳྗͰैདྷٕज़Λ͠ͷ͙೏͍ηϯαΛ
ࢦ஌ͳͲ΁ͷԠ༻Λ໨ݕ෺ݥةଌɺܭڥ਍அ΍؀ؾݺɺ͠ݱ࣮

͠·͢ɻຊάϧʔ
ϓͷڀݚ಺༰͸ɺ
P�1�ʹ΋͠ࡌه
͓ͯΓ·͢ɻ

ɹKISTECͰ͸ɺۙྡͷࢠͲ΋ͨͪͱͷަྲྀ׆ಈΛଓ͚͍ͯ·͢ɻ
ळʹ͸ࠓઘখֶߍͷΈͳ͞ΜʹKISTECւ࿝໊ຊ෦ͷෑ஍಺Ͱ
Ֆ২͑΍஬औΓΛָ͠ΜͰ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻྩ࿨2೥౓͸։࠵
Ͱ͖·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺౙʹ͸ΫϦεϚεπϦʔͷ০Γ෇͚Λ͓
ख఻͍ͯ͠΋Β͏౳ɺقઅʹ߹Θͤͨަྲྀ಺༰Λ࣮͍ͯ͠ࢪ·
͢ɻࣗવ΍ੜ͖෺ʹ৮ΕΔػձΛఏ͢ڙΔ͚ͩͰͳ͘ɺڀݚॴ
΍৬һΛೝ஌ͯ͠΋Β͏͜ͱͰɺ
KISTEC͕ΑΓ਎ۙͳଘࡏͱͳΔ
͜ͱΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

●鹿児島県との交流事業

●蚊の匂い受容体を組み込んだ匂いセンサを開発しま
した

●地域貢献（地域交流活動）

4 その他トピック

IO�TJUVͰ݁থԽͤ͞γϥεͷ෺ཧߏ଄
Λͨ͠࢒··ද໘ʹθΦϥΠτΛੳग़
ͤ͞ෳ߹Խͨ͠ɻ

ݪ଄ɻߏ֨ࠎΓ෼͚ͨθΦϥΠτͷ࡞
੒͢ΔɻܗΛ޸ࡉαΠζͷࢠ഑ྻ͕෼ࢠ

։ൃͨ͠೏͍ηϯαγ
εςϜ

ΠϯϥΠϯిྲྀີ౓෼෍ࠪݕγεςϜ

෼ޫϑΟϧλͷͨΊͷ௚200ܘONͷ։ޱ෦ͷࣸਅ

5 μm
FAU型 CHA型
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光技術を用いた超広帯域テラヘルツオシロスコープの開発 研究代表者　片山 郁文　横浜国立大学　教授

超短パルスレーザーやファイバーなどの光技術を活用することによって、テラヘルツ領域の電場波形を簡便、かつ高速に検出す
る技術を開発し、従来技術では到達できない広帯域のテラヘルツオシロスコープを実現します。

ゲノム構築技術による創薬研究基盤の開発 研究代表者　相澤 康則　東京工業大学　准教授

ゲノム構築技術を用い、疾患モデル iPS 細胞を創出し、発症機構の解明、治療薬の探索、治療技術の開発を可能とする技術基盤
の開発を進めるとともに、新型コロナウイルス感染症に対する創薬基盤の確立を目指します。

化学ボロフェンによるフレキシブル素子の開発 研究代表者　神戸 徹也　東京工業大学　助教

化学ボロフェンの安価で簡便な合成手法を確立し、化学修飾や元素置換により機能化を推し進めることで、既存材料では発現で
きない新しい二次元素子材料の開拓を目指します。

●令和3年度「戦略的研究シーズ育成事業」研究課題
ྩ࿨�೥�݄ΑΓ৽ͨʹ̏݅ͷڞಉڀݚΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ

ɹڀݚγʔζʹண໨ͨ͠ެֶ࢈࿈ܞϞσϧʢ�ஈ֊εςʔ
δήʔτํࣜʣʹ Ԋ࣮ͬͯ͢ࢪΔϓϩδΣΫτڀݚͰ͸ɺ
໨త͔ڀݚૅجΒԠ༻։ൃɾۀࣄԽ΁ͷల։Λ໨͠ࢦ·͢ɻ
ɹݝ಺ۀ࢈΍ݝຽੜ׆ͷ՝୊ղܾΛݟਾ͑ ʮͨઓུతڀݚ
γʔζҭ੒ۀࣄʯʹ ΑΓൃ۷ɾҭ੒ͨ͠ڀݚςʔϚΛɺʮ༗
๬γʔζల։ۀࣄʯɺʮ࣮༻Խ࣮ূۀࣄʯͷεςʔδຖʹݫ
͍͠৹ࠪΛͯܦεςοϓΞοϓͤ͞Δ͜ͱͰɺԠ༻ɾ։ൃɾ
ɻ͢·͍ߦΛڀݚͮ͘جʹઓུޱͰҰ؏ͨ͠ग़·࡞ࢼ
ɹྩ࿨2೥౓͸ɺʮઓུతڀݚγʔζҭ੒ۀࣄʯʢ৽݅�نɺ
ʯۀࣄʯ�݅ɺʮ࣮༻Խ࣮ূۀࣄଓ�݅ʣɺʮ༗๬γʔζల։ܧ
�݅Λ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻɹ
ɹྩ࿨�೥౓͸ɺྩ࿨ݩ೥౓ʹ։ͨ࢝͠ઓུతڀݚγʔζ
ҭ੒ۀࣄςʔϚͷ͏ͪ1݅ ʮ͕༗๬γʔζల։ۀࣄʯʹ εςο
ϓΞοϓ͠·͢ɻ
ɹ͞Βʹɺ఼ொͷϥΠϑΠϊϕʔγϣϯηϯλʔʢLICʣʹ
͓͍ͯɺฏ੒�0೥౓͔Β։ͨ࢝͠จ෦Պֶলʮ஍ҬΠϊϕʔ
γϣϯɾΤίγεςϜܗ੒ϓϩάϥϜʯͷۀࣄԽϓϩδΣ
ΫτΛਪਐ͢Δͱڞʹɺྩ࿨̎೥ʹ஍ํಠཱߦ੓๏ਓ๏ͷ
վਖ਼Λड͚ɺϕϯνϟʔۀا౳ͷ૑ग़ɾ੒௕Λࢧԉ͍ͯ͠
͖·͢ɻ

ɹޙࠓ੒௕͕ظ଴͞ΕΔۀ࢈෼໺ʹ͓͍ͯɺதখۀا౳ͷ
։ൃχʔζͱେֶ౳ͷڀݚγʔζΛ݁ͼ͚ͭɺKISTEC͕
Ͱ͢ɻʢ̑ۀࣄΔ͢ࢪಉͰ࣮ڞϝϯόʔʹՃΘͬͯ̏ऀڀݚ
୒ʣ࠾݅

ɹٕज़ࢦಋ౳ʹΑΓ೺Ѳͨ͠ɺۀ࢈քʹڞ௨͢Δٕज़త՝
୊ͷղܾʹ͢ݙߩΔͨΊɺத௕ظతͳࢹ఺Ͱઃఆͨ͠ڀݚ
ςʔϚʹऔΓ૊Έɺٕज़ࢧԉͷॆ࣮ΛਤΓ·͢ɻ

研究開発事業の概要

プロジェクト研究

事業化促進研究 経常研究

0�

ݚ
ڀ
։
ൃ

研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発



KISTEC ANNUAL REPORT 202110

ݚ
ڀ
։
ൃ

研究開発 プロジェクト研究│戦略的研究シーズ育成事業

戦略シーズ 2020 採択テーマ

光操作に基づく
医療技術の創出
●研究代表者：佐藤　守俊　東京大学 教授

ɹҩༀ඼ͱͯ͠༻͍ΒΕΔ෼ࢠ΍Ҩ఻ࢠɺࡉ๔ɺ΢Πϧε౳͸ɺ
͍ͬͨΜੜମͷதʹೖͬͯ͠·͏ͱɺͦͷಇ͖Λੜମͷ֎͔Β
ίϯτϩʔϧ͢Δͷ͕ۃΊͯࠔ೉Ͱ͢ɻຊڀݚͰ͸ɺ৐༻ंʹ
औΓ෇͚ΒΕͨΞΫηϧ΍ϒϨʔΩͷΑ͏ʹɺੜମͷதʹೖͬ
ͨ෼ࢠ΍Ҩ఻ࢠɺࡉ๔ɺ΢Πϧε౳ͷҩༀ඼ͷಇ͖ΛޫΛͬ࢖
ͯࣗ༝ࣗ͢࡞ૢʹࡏΔͨΊͷɺҰൠੑɾ൚༻ੑͷٕ͍ߴज़Λ։
ൃ͍ͯ͠·͢ɻ͜ΕʹΑΓɺੜ໋ݱ৅ͷཧղΛ໨ڀݚૅج͢ࢦ
΁ͷݙߩ΍ɺޫরࣹʹΑΔֵ৽తͳҩྍٕज़ͷ࣮ݱΛ໨ͯ͠ࢦ

͍·͢ɻྩ࿨2೥౓͸ɺήϊϜͷԘج഑ྻΛޫͰૢ͢࡞Δٕज़
΍ήϊϜʹίʔυ͞ΕͨҨ఻ࢠͷൃݱΛޫͰૢ͢࡞Δٕज़౳Λ
։ൃ͠ɺϚ΢εͷੜମʢJO WJWPʣͰͷ࣮ূΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ͜Ε
Βͷ੒Ռ͸ɺถࠃՊֶΞΧσϛʔلཁʢPSPD� NBUM� ADBE� SDJ� 
USAʣ౳ͷ͞ࡌܝʹࢽࡍࠃΕ·ͨ͠ɻ·ͨɺޫૢٕ࡞ज़ͷ։ൃ
ʹؔ͢Δڀݚ୅දऀͷ͜Ε·Ͱͷڀݚ੒Ռʹରͯ͠ɺୈ��ճ

ʢ2020೥౓ʣҪ্ֶज़৆͕त༩͞Ε·ͨ͠ɻࡏݱɺੜମ૊৫ಁ
աੑͷ͍ߴ௕೾௕ͷޫͰͷίϯτϩʔϧΛՄೳʹ͢Δޫૢٕ࡞
ज़ͷ։ൃʹऔΓ૊ΜͰ͓Γɺྩ࿨�೥౓಺ʹϚ΢εͰͷ࣮ূΛ
༧ఆͰ͏ߦ ʢ͢ӈࣸਅ͸ɺ
௕೾௕ͷޫͰϚ΢εͷޫ
ͷΠϝʔݧ࣮͏ߦΛ࡞ૢ
δʣɻ

戦略シーズ 2020 採択テーマ

貴金属フリー新規触媒
技術の開発
●研究代表者：砂田　祐輔　東京大学 准教授

ɹࡏݱͷՊֶٕज़Ͱ͸ɺԽ੒඼߹੒ɾΤωϧΪʔ׆༻ͳͲͷଟ
͘ͷϓϩηεʹ͓͍ͯۚوଐ৮ഔ͕׆༻͞Ε͓ͯΓ·͢ɻ͔͠
͠ɺ͜ΕΒ͸رগݯࢿͰ͋ΓߴՁͰ͋Δ͜ͱͳͲ͔Βɺۚوଐ
ϑϦʔͷ৮ഔٕज़ͷ։ൃ͕ٻΊΒΕ͓ͯΓ·͢ɻຊڀݚͰ͸ɺ
஍্ٿʹ๛෋ʹଘ͢ࡏΔͨΊ҆ՁͰೖखՄೳͳීวۚଐͷΈΛ
༻͍ͨಠࣗͷ৮ഔ߹੒ٕज़ʹཱ͠٭ɺۚوଐΛ࢖༻͠ͳ͍৽ن
৮ഔٕज़ͷ։ൃʹΑΔɺۚوଐϑϦʔͳ෺࣭ม׵ɾԽ੒඼߹੒ɾ
ΤωϧΪʔ׆༻ٕज़ͷ։ൃΛ͍ߦ·͢ɻ
ɹྩ࿨2೥౓͸ɺέΠૉݻܥମࡐྉͱීวۚଐΛ૊Έ߹ΘͤΔ

͜ͱͰɺ҆ՁͰ߹੒ɾऔΓѻ͍͕༰қɺ͔ͭ܁Γฦ͠࢖࠶༻΋
ՄೳͳۚوଐϑϦʔݻମ৮ഔΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ͜ͷ৮ഔ͸ɺ֤
छΞϧέϯͷώυϩγϦϧԽʹର͠ੑ׆͍ߴΛࣔ͢͜ͱΛݟग़
͠ɺ͜ͷٕज़ʹͮ͘͜جͱͰɺैདྷ๏Ͱ͸നۚΛओͱ͢Δۚو
ଐ৮ഔʹΑΓ੡଄͞Ε͍ͯͨɺγϥϯΧοϓϦϯάݪࡎྉ΍ɺ
γϦίʔϯΦΠϧɾΰϜͳͲͷ֤छγϦίʔϯݪྉɾ੡඼ͷو
ۚଐϑϦʔͰͷ߹੒๏Λ։ൃ ʢ͠ਤࢀরʣɺྩ࿨�೥1݄ʹಛڐ
ग़ئΛྃ͠׬·ͨ͠ɻྩ࿨�೥౓͸ɺ։ൃͨۚ͠وଐϑϦʔ৮
ഔʹΑΔγϦίʔϯ੡඼߹੒๏ͷ࣮༻Խʹ͚ͨ޲Ԡ༻ల։Λͬߦ
͍ͯ͘ͱͱ΋ʹɺଞͷԽ੒඼߹੒๏΍ΤωϧΪʔ׆༻ٕज़ͷ։
ൃʹ΋ల։͠·͢ɻ

戦略シーズ 2020 採択テーマ

超高空間分解能を実現する
ナノカーボン光分析装置
●研究代表者：牧　英之　慶應義塾大学 教授

ɹΧʔϘϯφϊνϡʔϒ΍άϥϑΣϯͱ͍ͬͨφϊΧʔϘϯࡐ
ྉΛ༻͍ͨޫݯ͸ɺ௒খܕͰ௒ߴ଎ͳޫݯΛγϦίϯͳͲͷ͋
ΒΏΔνοϓ্ʹूੵԽͰ͖Δ͜ͱ͔Βɺैདྷͷిٿ΍൒ಋମ
Ͱ͖ͳ͍৽ͨͳ෼ੳ૷ஔΛ։ൃ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔݱͰ͸࣮ݯޫ
ͱظ଴͞Ε͍ͯ· ʢ͢ਤ1ʣɻຊڀݚͰ͸ɺφϊΧʔϘϯࡐྉͷ
φϊߏ଄ʹ஫໨͠ɺैདྷٕज़Ͱ͸࣮ݱͰ͖ͳ͍ඍখͳޫݯΛ࣮
Δͱͱ΋ʹɺޫ෼ੳͰͷۭؒ෼ղೳͷนΛଧͪഁΔɺશ͘͢ݱ
৽͍ۭؒ͠ߴ෼ղೳͷޫ෼ੳ૷ஔΛ։ൃ͠·͢ɻ͜Ε·Ͱʹɺ
൒ಋମΧʔϘϯφϊνϡʔϒബບ͔ΒͷΤϨΫτϩϧϛωοη
ϯεʢELʣΛར༻ͨ͠શ͘৽͍͠ݪཧʢτϦΦϯʣʹ ΑΔ௒ߴ଎
ൃޫૉࢠʢh +PVSOBM PG AQQMJFE PIZTJDTʱࡌܝʹࢽʣʢਤ2ʣ΍ɺ
γϦίϯج൘্ʹܗ੒ͨ͠ϦϯάڞৼثʹΑΓ੺֎ྖҬͰಈ࡞
͢Δޮߴ཰ɾڱઢ෯ΧʔϘϯφϊνϡʔϒൃޫૉࢠͷ࡞੡ʹ੒

ޭ͠·͠ ʢͨh ACS AQQMJFE NBOP .BUFSJBMT ɦࡌܝʹࢽʣʢਤ�ʣɻ
͜ͷΑ͏ͳશ͘৽͍͠ޫݯΛ༻͍ͯɺैདྷͷޫ෼ੳʹ͓͚Δۭ
ؒ෼ղೳͷนΛଧͪഁΔۭؒߴ෼ղೳͷશ͘৽͍͠ޫ෼ੳ૷ஔ
Λ։ൃ͠ɺԽֶɺ෺ཧɺࡐྉɺόΠΦɺҩྍྖҬͱ͍ͬͨ෯޿
͍෼໺Ͱར༻Մೳͳ৽͍͠ޫ෼ੳٕज़ͷߏஙΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

ਤ1ɹφϊΧʔϘϯޫݯʹ
ΑΔۭؒߴ෼ղೳ෼ੳͷ
ུ֓

ਤ2ɹ൒ಋମΧʔϘϯφϊνϡʔϒΤϨΫτϩ
ϧϛωοηϯεʢELʣൃ ޫૉࢠ

ਤ �ɹγϦίϯνοϓ্ޮߴ
཰ɾڱઢ෯ΧʔϘϯφϊνϡʔ
ϒൃޫૉࢠ
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ɹຊڀݚͰ͸ɺߴ෇ՃՁ஋෺࣭Λࡉ๔ʹੜͤ͞࢈ΔʮεϚʔτ
ηϧۀ࢈ʯͷ࣮༻Խʹ͚ͨ޲։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻݱঢ়ɺεϚʔ
τηϧ࡞੡Ͱ͸๲େͳ਺ͷࡉ๔ͷத͔Β໨త࣭ܗΛ༗͢Δࡉ๔
Λൃݟɾ෼औ͢Δ͜ͱ͕཯଎ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻզʑ͸ɺϥϚϯ
෼ޫΛ༻͍ͨແඪࣝAIηϧιʔλʔΛ༻͍Δ͜ͱͰ͜ͷࠔ೉
Λࠀ෰͢Δ͜ͱΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
ɹྩ࿨2೥౓͸ɺલ೥౓·Ͱʹ։ൃΛ͖ͨͯͬߦແඪࣝAIη
ϧιʔλʔͷੑೳධՁٴͼੑ޲ࢦਐԽʹ͚ͨ޲Ԡ༻ల։Λ͍ߦ
·ͨ͠ɻϚΠΫϩϏʔζΛ༻͍ͨແඪࣝAIηϧιʔλʔͷੑ
ೳධՁͰ͸�0�Λ௒͑Δਫ਼౓Ͱͷ෼औΛ࣮͠ݱ·ͨ͠ɻ޲ࢦ

ɹ೴ͷ݂؅͕٧·ͬͯχϡʔϩϯ͕୤མ͢Δපؾʮ೴࠹ߎʯͰ͸ɺ
ӡಈػೳͷྩ࢘ౝͰ͋Δχϡʔϩϯ͕ࣗવ࣏༊ྗͰ࠶ੜम෮͠
ͳ͍ͨΊɺख଍ͷຑᙺͳͲͷޙҨ঱͕࢒Δ͜ͱ͕ଟ͘ɺऀױ΍
Ո଒ͷ2OLΛஶ͘͠௿Լͤ͞Δࣾձ໰୊ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻݱ
ঢ়ͷྍ࣏ༀͷޮྍ࣏Ռ͸ൃ঱͔Βؒ࣌���Ҏ಺ʹݶఆ͞Ε͓ͯΓɺ
֓Ͷൃ঱�೔͔ޙΒ1िؒޙͷѥ͔ͭظੑٸॏ౓ͷऀױʹର͠
๏։ൃ͕଴ͪ๬·Ε͍ͯ·͢ɻྍ࣏Ռͷ͋Δɺֵ৽తͳޮྍ࣏ͯ
ɹຊڀݚͰ͸ɺଛইͨ͠೴ͷજࡏత࠶ੜೳྗΛൃͤ͞شΔਓ޻
௿৵ऻ͘ߴ͕ੑ߹๔଍৔ʢεΩϟϑΥʔϧυʣͱͯ͠ɺੜମదࡉ
ੑͰ͋Δϖϓνυ෼ूࢠ߹ମΛ༻͍ɺ୯ճ౤༩ͨ͠଍৔ࡐྉ͔
Βޮྍ࣏ՌΛࣔ͢ػೳੑλϯύΫ࣭Λঃʑʹ์ग़ͤ͞Δ͜ͱͰɺ
೴ࡉ๔ͷճ෮Λ໨͠ࢦ·͢ɻ·ͨɺ೴࠹ߎϞσϧಈ෺ͷ࡞੡ͱ

ɹैདྷͱҟͳΔྔࢠ࿦ͷݪཧʹΑΔػࢉܭͰ͋Δʮྔࢠίϯ
ϐϡʔλʯ͸(PPHMF΍.JDSPTPGUɺI#.ͳͲͷେۀاʹΑΓ
ܶతͳεϐʔυͰ։ൃ͕ਐΜͰ͍·͢ɻҰํɺྔࢠʢ҉߸ʣ௨৴
΍ྔݤࢠ഑ૹͱݺ͹ΕΔྔٕࢠज़Λ༻͍Ε͹ɺैདྷͷ҉߸ٕज़
Ͱ͸౸ୡͰ͖ͳ͍৘ใ࿦త҆શੑɺ͍Θ͹׬શͳ৘ใ௨৴ηΩϡ
ϦςΟͷ࣮͕ݱՄೳͰ͋ΓɺάϩʔόϧΠϯλʔωοτ΁ͷ෇
Ճ͕଴๬͞Ε͍ͯ·͢ɻྔࢠ௨৴ʹΑͬͯɺΠϯλʔωοτΛ
ؚΉݹయ௨৴͚ͩͰ͸ͳ͘ɺྔࢠίϯϐϡʔλΛΫϥ΢υԽ͢
Δࡍͷྔࢠঢ়ଶ఻ૹʹ͓͚Δ҆શੑ΋֬อͰ͖·͢ɻ

ੑਐԽʹ͚ͨ޲Ԡ༻ͱͯ͠͸ɺࡉ๔΁ͷॏΠΦϯϏʔϜরࣹʹ
ΑΔ୅ँੜ੒෺ͷ࢈ग़ྔͷมԽΛແඪࣝAIηϧιʔλʔͰධ
Ձग़དྷΔ͜ͱΛࣔ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺຊख๏ͷԠ༻ൣғͷ֦ுʹ
ଌ๏ܭɺRVBTJ�EVBM�DPNC CARS๏Λ༻͍ͨϥϚϯ෼ޫ͚޲
Λ৽ͨʹ։ൃ͠ɺACS PIPUPOJDTࡌܝʹࢽɺද࠾ʹࢴ୒͞Ε
·ͨ͠ɻདྷ೥౓Ҏ߱ɺ͜ΕΒͷख๏Λ༥߹͠ɺੑ޲ࢦਐԽʹΑ
Δߴ෇ՃՁ஋ࡉ๔ͷ૑ग़ΛਐΊΔ༧ఆͰ͢ɻ

଍৔ࡐྉͷ౤༩Λ͍ߦɺख଍ͷຑᙺ΁ͷޮྍ࣏ՌΛධՁ͢Δख
๏΋։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹྩ࿨2೥౓͸ɺલ೥౓ʹ։ൃͨ͠Ξϛϊ͔ݸ�1ࢎΒͳΔࣗ
ྉʹ೚ҙͷλϯύΫ࣭Λ์ग़ͤ͞Δੑࡐ૊৫Խϖϓνυήϧݾ
࣭Λ৽ͨʹઃ͠ܭɺػೳੑλϯύΫ࣭Λਓࡉ޻๔଍৔͔ΒޮՌ
తʹ์ग़ͤ͞Δٕज़ͷ։ൃʹ੒ޭ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺதେ೴ಈ຺
ԕҐ෦Λͨ͠࠹ߎϚ΢ε೴࠹ߎϞσϧʹ͓͍ͯɺ೴ൃ࠹ߎ঱�
೔ޙʹɺ݂؅಺ൽࡉ๔૿৩Ҽࢠʢ7E('ʣΛ์ग़͢Δࣗݾ૊৫Խ
ϖϓνυΛ೴಺ʹ୯ճ౤༩͢Δͱɺ౤༩�೔ޙͷาػߦೳ͕ݦ
ஶʹվળ͢Δ͜ͱΛݟग़͠·͠ ʢͨಛ2020���10ئ�ʣɻຊݚ
঱͔Βൃ࠹ߎ੒Ռ͸ɺ೴ڀ 1 िؒޙͷ
ѥ͔ͭظੑٸॏ౓ͷऀױʹରͯ͠ྍ࣏
ޮՌͷ͋Δ৽ྍ࣏ن๏΁ͷల։͕ظ଴
͞Ε·͢ɻ

ຊڀݚͰ͸௕ڑ཭ྔࢠ௨৴ωοτϫʔΫ։ൃΛ໨తͱ͠ɺޫϑΝ
ΠόʔதΛૹΒΕΔޫྔࢠঢ়ଶΛ෺࣭ྔࢠঢ়ଶ΁సૹɾ੍ޚɾ
อଘ͢Δྔٕࢠज़ʢ۩ମతʹ͸ɺྔࢠ΋ͭΕޫݯɺྔࢠϝϞϦɺ
೾௕ม׵σόΠεɺप೾਺҆ఆԽٕज़ͱͦΕΒΛγʔϜϨεʹ
ͭͳ͙࿈ٕܞज़ɻਤࢀরʣΛڀݚ։ൃ͠ɺྔࢠίϯϐϡʔλɾ
ϝϞϦͳͲԕִྔࢠσόΠεͱͷ݁߹ٕज़΁ͱͭͳ͛·͢ɻ͜
ΕʹΑΓैདྷͷݹయ௨৴Ͱ͸ୡ੒Ͱ͖ͳ͍ηΩϡϦςΟ΍ࢉܭ
ɻ͢·͠ࢦ൫ٕज़ͷ࣮૷Λ໨جΔؔ͢ʹػ
ɹྩ࿨2೥౓ͷ੒Ռ͸ɺྔࢠ΋ͭΕޫݯɺ೾௕มٕ׵ज़ɺप೾

਺҆ఆԽٕज़Λ։ൃ͠౷߹͠
ͨ͜ͱʹΑΔ௕ڑ཭ޫϑΝΠ
ό఻ૹͷ࣮ূͰ͢ɻ·ͨ֬ఆ
γࢠೳɺ୯ҰޫػϝϞϦؒ࣌
ϯάϧγϣοτ෼ޫػೳ΋࣮
ূ͠·ͨ͠ɻ

戦略的研究シーズ 2019 採択テーマ

新産業創出に向けた
無標識 AIセルソーター
●研究代表者：合田　圭介　東京大学 教授

戦略的研究シーズ 2019 採択テーマ

脳梗塞治療のための
スキャフォールド材料
●研究代表者：味岡　逸樹　東京医科歯科大学 准教授

戦略的研究シーズ 2019 採択テーマ

セキュア量子基盤技術
の研究
●研究代表者：堀切　智之　横浜国立大学 准教授

RVBTJ�EVBM�DPNC CARS ๏ ʹ Α Δ
௒ ߴ ଎ ߴ ײ ౓ ϥ Ϛ ϯ ෼ ޫ ๏ʢACS
PIPUPOJDTࢽͷΧόʔΞʔτʹ࠾୒ʣ

ແඪࣝAIηϧιʔλʔʹΑΔ
ϚΠΫϩϏʔζ෼औͷ༷ࢠ

˞ຊςʔϚ͸ɺྩ࿨�೥౓ΑΓ༗๬γʔζల։ۀࣄʰ௒෼ࢠϖϓνυΛ༻͍ͨ೴࠹ߎͷ࠶ੜҩྍʱϓϩδΣΫτ΁Ҡ͠ߦ·ͨ͠ɻ

多重化量⼦
メモリー

量子もつれ
光源

周波数安定化

量⼦
光波⻑
変換
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研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発 プロジェクト研究│戦略的研究シーズ育成事業
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
̍ɽS� CIFO
 T� .JZB[BLJ
 .� IUPI
 )� .BUTVNPUP
 :� .PSP�PLB
 .� TBOBLB
 :� .JZBIBSB
 T� SVHBOBNJ
 BOE A� .BUTVNPUP
 TFNQFSBUVSF�

SUBCMF #PSPOBUF (FM�#BTFE .JDSPOFFEMF TFDIOPMPHZ GPS SFMG�RFHVMBUFE IOTVMJO %FMJWFSZ� ACS AQQ� PPMZ� .BUFS�
 2
 2��1�2��0
 2020�
̎ɽA� .BUTVNPUP
 FU BM
 )PMMPX 'JCFS�CPNCJOFE (MVDPTF�RFTQPOTJWF (FM TFDIOPMPHZ BT BO JO WJWP EMFDUSPOJDT�'SFF IOTVMJO %FMJWFSZ

SZTUFN� CPNNVO� #JPM�
 2020
 �
 ASUJDMF OVNCFS� �1��
̏ɽୈ��ճߴ෼ֶࢠձ೥࣍େձ ௠ ࢥ෵

୓໵ ࡚ٶ  ҏ౻ ඒஐࢠ
 দຊ ༟ࢠ
 ॾԬ ༝ܡ
 ాத ౎

༟ೋ ݪٶ  ੁ೾ ޹঵
 দݩ ྄
̐ɽߴ෼ֶࢠձѴԽ੒৆ʢ2020೥౓ʣɹদݩɹ྄
̑ɽୈ�2ճߴ෼ࢠήϧڀݚ౼࿦ձ ࡚ٶ୓໵ɺSJZVBO CIFOɺҏ౻ඒஐࢠɺদ྄ݩɺਡᖒҍ߳ɺݪٶ༟ೋɺদຊ༟ࢠɺۚҪࣿ໹߳ɺੁ೾޹঵

ਤɿઈ͑ؒͳ͘౶Λଊ͑ɺΠϯεϦϯޚ੍څڙͷʮࣄ࢓ʯʹ ྭΉߴ෼ࢠήϧʢΠϝʔδʣ
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研究開発 プロジェクト研究│有望シーズ展開事業

有望シーズ展開事業 「貼るだけ人工膵臓」プロジェクト

จ෦Պֶল஍ҬΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜܗ੒ϓϩάϥϜ
ਆಸ઒ ʮൃϔϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯઌಋϓϩδΣΫτɹۀࣄԽϓϩδΣΫτ1

「貼るだけで自律型の次世代人工膵臓の開発」
●研究期間：平成 31 年 4 月～　　　　
●実施場所：ライフイノベーションセンター（LIC）
●プロジェクトリーダー：松元　亮（東京医科歯科大学）

1. 研究テーマ説明
ɹ౶೘පͷྍ࣏ʹ͓͍ͯ͸ɺΠϯεϦϯྍ๏͕ॏཁͳҐஔΛ઎
Ί͍ͯ·͕͢ɺ౤༩ྔௐ੔ͷ೉͠ ʢ͞௕ظతͳ݂౶؅ཧɾ௿݂
౶ͷճආ౳ʣ΍൥͕͞ࡶ໰୊ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻຊϓϩδΣΫτ͸ɺ
ͱϚΠΫϩߏػڅڙͷΠϯεϦϯܕήϧΛԠ༻ͨࣗ͠཯ࢠ෼ߴ
χʔυϧ౳ͷ௿৵ऻͳܦൽతༀࡎૹୡٕज़ͱΛ༥߹͢Δ͜ͱͰɺ
ΑΓਖ਼֬ʹɺऀױෛ୲Λ཈͑ɺ͔ͭࡁܦతͳΠϯεϦϯྍ๏Λ
·ᢄଁʯΛ։ൃ͍ͯ͠޻୅ਓੈ࣍ͷܕΔʮషΔ͚ͩͰࣗ཯͢ݱ࣮
͢ɻ͜ΕʹΑΓɺ౶೘පͷΠϯεϦϯྍ๏ʹ͓͚ΔΞϯϝοτ
ϝσΟΧϧχʔζͷࠀ෰Λ໨͠ࢦ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
（1）　デバイスの小型化と週単位の持続性を確保するための材

料・構造改変
ɹσόΠεʹ෇ਵ͢ΔɺϦβʔόʔ΍ΞϓϦέʔλʔͷ։ൃΛ
੡͠·ͨ͠ɻ·ͨɺޫॏ߹ʹΑ࡞ɺ੡඼ͷϓϩτλΠϓΛ͍ߦ
Δ৽ن੡଄๏Λ։ൃ͠σόΠεͷ੡଄ޮ཰Λ֨ஈʹ্ͤ͞޲Δ
͜ͱʹ੒ޭ͠·ͨ͠ɻ

（2）　力学的強度と吸水性を両立する新規添加材料の開発
ɹϚΠΫϩχʔυϧͷൽෘࢗೖੑΛߴΊΔͨΊͷʮྗֶతಛੑ
ͷ্޲ʯͱɺൽෘ૷ணޙͷਝ଎ͳΠϯεϦϯ์ग़ಛੑͷճ෮Λ
ଅ ʮ͢ਫ࿨଎౓ͷ্޲ʯͷཱ྆͸ࡐྉֶతʹࠔ೉ͳ՝୊Ͱ͕͢ɺ

͜ΕΛղܾ͢Δ৽نఴՃࡐྉΛ։ൃ͠ɺૂ͍௨Γ2ͭͷಛੑͷ
Λ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ্޲

（3）　動物実験によるデバイスの評価
ɹϥοτΛ༻͍ͨಈ෺࣮ݧʹΑΓɺσόΠεͷಛੑධՁΛ͍ߦ
·ͨ͠ɻൽෘࢗೖੑʹ͍ͭͯ͸૷ண޷ྑޙʹൽෘʹݻఆ͞ΕΔ
΋໌ࣄೖ੻͕ফࣦ͠ൽෘ͕ճ෮͢ΔࢗʹΛ֬ೝ͠ɺ਺೔Ҏ಺ࣄ
Β͔ʹ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺϦΞϧλΠϜͷ݂౶஋ଌఆ͕Մೳͳଌ
ఆγεςϜΛಋೖ͠ɺ݂౶஋ͷ೔಺มಈ౳ͷਫ਼ີσʔλͷଌఆ
͕ՄೳͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻޙࠓɺ͜ͷγεςϜΛར༻
ͯ͠σόΠεͷػೳධՁΛຊ֨తʹ࣮͍ͯ͘͠ࢪ༧ఆͰ͢ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ϚΠΫϩχʔυϧͱϦβʔόʔɺΞϓϦέʔλʔΛ૊Έ߹Θ

ͤͨσόΠε࡞੡ͱ੡଄ํ๏ͷվྑʹΑΔ੡଄ޮ཰ੑͷେ෯
վળ

˙ྗֶతڧ౓ͱٵਫੑΛཱ྆͢Δ৽نఴՃࡐྉͷ։ൃ
˙ϦΞϧλΠϜ݂౶ଌఆγεςϜͷಋೖʹΑΔσόΠεਫ਼ີධ

ՁγεςϜͷཱ֬
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表
̍ɽT� KBHFZBNB
 A� NBONP
 L� :BO
 T� NJUUBNJ
 BOE +� 'VLVEB
 E⒎FDUT PG QMBUFMFU�SJDI QMBTNB PO JO WJUSP IBJS GPMMJDMF HFSN QSFQBSBUJPO GPS 

IBJS SFHFOFSBUJWF NFEJDJOF
 +PVSOBM PG #JPTDJFODF BOE #JPFOHJOFFSJOH
 1�0
 �
 ������1
 2020
̎ɽT� KBHFZBNB
 :� CIVO BOE +� 'VLVEB
 )BJS GPMMJDMF HFSNT DPOUBJOJOH WBTDVMBS FOEPUIFMJBM DFMMT GPS IBJS SFHFOFSBUJWF NFEJDJOF
 SDJFOUJpD 

SFQPSUTɼ11
 �2�
 2021
̏ɽR� NBLBKJNB
 :� TBUF
 L� :BO
 T� KBHFZBNB BOE +� 'VLVEB
 INQBDU PG BEJQPTF�EFSJWFE TUFN DFMMT PO FOHJOFFSJOH IBJS GPMMJDMF HFSN�MJLF 

UJTTVF HSBGUT GPS IBJS SFHFOFSBUJWF NFEJDJOF
 +PVSOBM PG #JPTDJFODF BOE #JPFOHJOFFSJOH
 JO QSFTT
 2021
〉〉〉令和 2 年度の代表的な受賞
̍ɽ෱ా३ೋ
 ԣ඿ཱࠃେֶɹ׆ڀݚಈʹؔ͢Δֶ௕දজ
̎ɽ෱ా३ೋ
 C)E.INAS঑ྭ৆
̏ɽ݀הཧथ
Խֶֶ޻ձɹόΠΦ෦ձ༏लϙελʔ৆
̐ɽ෱ా३ೋ
 ୈ�ճόΠΦΠϯμετϦʔ঑ྭ৆
̑ɽೆໜ࠼՚
 ୈ��ճ೔ຊਓֶثଁ޻ձେձɹ๖ժڀݚϙελʔ࠷༏ल৆

ਤ̍ɹໟ൅࠶ੜҩྍͷ֓೦ͱ՝୊

ਤ2ɹໟแपғͷࡉ๔ɾEC.
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研究開発 　プロジェクト研究│有望シーズ展開事業

有望シーズ展開事業 「再生毛髪の大量調製革新技術開発」プロジェクト

จ෦Պֶল஍ҬΠϊϕʔγϣϯɾΤίγεςϜܗ੒ϓϩάϥϜ
ਆಸ઒ ʮൃϔϧεέΞɾχϡʔϑϩϯςΟΞʯઌಋϓϩδΣΫτɹۀࣄԽϓϩδΣΫτ2

「再生毛髪の大量調製革新技術の開発」
●研究期間：令和 2 年 4 月～
●実施場所：ライフイノベーションセンター（LIC）
●プロジェクトリーダー：福田　淳二（横浜国立大学）

1. 研究テーマ説明
ɹໟ൅࠶ੜҩྍ͸ɺैདྷͷ২ໟྍ࣏Ͱ͸೉͍͠ͱ͑ߟΒΕ
͍ͯ ʮͨໟ൅ͷ૯ຊ਺ͷ૿ՃʯΛՄೳͱ͢Δըظతͳྍ࣏๏
ͱͯ͠ੈքதͰظ଴͞Ε͍ͯ·͢ɻຊϓϩδΣΫτͰ͸ɺ
ໟ൅࠶ੜҩྍʹඞཁͳ�ͭͷٕज़ͷཱ֬ͱɺώτࡉ๔Λ༻
͍ͨ֓೦࣮ূͷୡ੒Ͱɺໟ൅࠶ੜҩྍͷ࣮ݱΛ໨͠ࢦ·͢

ʢਤ1ʣɻ

2. 令和2年度進捗状況
（1）　毛包幹細胞の培養
ɹώτ୤ໟ঱͔ऀױΒ࠾औͨ͠ໟแ্ൽࡉװ๔ͱໟೕ಄ࡉ
๔ʹ͍ͭͯɺࣨڀݚಠࣗͷݩ࣍ࡾഓཆ๏΍ిܹࢗؾഓཆ๏
Λ༻͍ͯࡉ๔ͷ૿৩͕Ͱ͖Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻಛʹɺ
ໟೕ಄ࡉ๔ʹ͓͍ͯ͸ɺฏ໘ഓཆͰݮʹܹٸগ͢Δໟ൅࠶
ੜೳ͕ɺզʑͷഓཆ๏Λ༻͍Δ͜ͱͰҰఆఔ౓ճ෮͢Δ͜
ͱ͕֬ೝ͞Ε·ͨ͠ɻ

（2）　毛包原基の大量調製
ɹໟแ࡞جݪ੡࣌ʹໟแपғڥ؀ͷߏ੒੒෼ʢࢷ๱ࡉװ๔
΍ଟ݂খ൘݂ᕶͳͲʣΛࠞ߹͢Δ͜ͱͰɺໟ൅࠶ੜೳ͕༗
ҙʹ্͢޲Δ͜ͱ͕Θ͔Γ·͠ ʢͨਤ2ʣɻ·ͨɺੜମ֎Ͱ
ໟ൅Λ࠶ੜ͢Δഓཆํ๏΍ԕ৺ूੵʹΑΔໟแجݪͷ࡞੡
ํ๏ʢಛ2020�1��102ئʣͳͲͷ৽ٕنज़΋։ൃ͠·ͨ͠ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ໟแࡉװ๔ͷ૿৩ഓཆٕज़Λώτ୤ໟ঱ऀױͷࡉ๔Ͱద

༻͠ɺҰఆͷ༗ޮੑΛ֬ೝ
˙ໟแجݪͷେྔௐ੡࣌ʹ༻͍Δࡉ๔छ΍ࡉ๔֎ϚτϦΫ

εΛ࠷దԽ͠ɺൃໟޮ཰Λ্͢޲Δ͜ͱʹ੒ޭ
˙ໟ൅࠶ੜٕज़ʹؔͯ͠ಛڐΛ�݅ग़ئʢࠃ಺�݅ʣɺδϟʔ

φϧ΁ͷ࿦จ݅�ࡌܝ
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有望シーズ展開事業

「革新的高信頼性セラミックス創製」
ϓϩδΣΫτ
●研究期間：平成 29 年 4 月～
●実施場所：KISTEC 海老名本部 5 階
●プロジェクトリーダー：多々見　純一（横浜国立大学）

1. 研究テーマ説明
ɹ௿୸ૉࣾձͷ࣮ݱʹେ͖͘͢ݙߩΔֵ৽తͳߴ৴པੑΤίϚ
ςϦΞϧͷ૑੡ٴͼͦͷࣾձ࣮૷Λ໨ͨ͠ࢦԠ༻ల։Λ͜͏ߦ
ͱΛ໨తͱ͠ɺ۩ମతʹ͸ɼʢ1ߴʣ ྉͷ։ࡐ৴པੑߴೳੑɾػ
ʢൃಁ໌ޫܬηϥϛοΫεόϧΫମʣͱʢ2ʣࡐྉͷߴ৴པੑԽͷ

ͨΊͷධՁ๏։ ʢൃϚΠΫϩΧϯνϨόʔޫ�ݧࢼίώʔϨϯ
ετϞάϥϑΟʔ࡯؍ʣΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
（1）高機能性・高信頼性材料の開発
ɹޫܬମཻࢠ෼໌ಁܕࢄSJAMONηϥϛοΫεͷߴ඼࣭Խͷͨ
Ίͷ௿Թম݁ʹΑΔີߴ౓Խͱɺ੺৭ޫܬମ༻ͷϚτϦοΫε
෦ࡐͷ։ൃ΋ਐΊ͍ͯ·͢ɻਤ1͸ɺߴग़ྗ੨৭Ϩʔβʔྭى
ʹΑΔ։ൃ඼ͷൃޫͷ༷ࢠͰ͢ɻࢼྉ͸ɺԫ৭ޫܬମͷCB�Ћ
SJAMONɿEV2ʴͰ͢ɻ၆ᛌਤͰ͸ޫܬମࣗ਎ͷൃޫ৭ʢԫ৭ʣɺ
ഁઢ෦ͷ֦େਤͰ͸ϑΟϧλʔΛೖΕ͍ͯͳ͍ͷͰྭޫىͷ੨

৭͕߹Θͬͯ͞ۃΊ͍ͯڧന৭ޫ͕͑ݟ·͢ɻൃޫ͸௕ؒ࣌Ͱ
΋มԽͤͣɺ࣮༻Խʹ͚ͯ޲େ͖ͳલਐ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

（2）材料の高信頼性化のための評価法開発
ɹϝιεέʔϧഁյಛੑධՁ๏͸ࡍࠃඪ४ԽΛ໨ͯ͠ࢦɺద༻
΁ͷఏҊΛਐΊ͍ͯ·͢ɻޫίώʔؔػলிɾ܎ྉͷ֦ு΍ؔࡐ
ϨϯετϞάϥϑΟʔʢOCTʣ࡯؍Ͱ͸ɺޫֶతෆߏ࣭ۉ଄ͷ
ۭؒతͳ෼෍ͷՄࢹԽͳͲɺղੳٕज़ͷߴ౓ԽΛୡ੒͠·ͨ͠ɻ

3. 令和2年度の研究成果
ʮ̇௿Թ៛ີԽʯʹ ΑΔߏ଄ͷφϊεέʔϧԽͱܽؕͷߴ౓ͳഉ
আΛคମϓϩηεͷਫ਼៛ͳ੍ޚʹΑΓ࣮͠ݱɺޫֶಛੑͱ೤
తಛੑʹ༏Ε༷ͨʑͳߏ੒͔ΒͳΔSJAMONηϥϛοΫεΛ
։ൃͨ͠ɻ

˙ϝιεέʔϧഁյಛੑධՁ๏͸ࡍࠃඪ४ԽΛ໨ͨ͠ࢦऔΓ૊
ΈɺOCT͸੒ܗମ΍ম݁ମͷ಺෦ߏ଄ੑ࣭ۉͷՄࢹԽͳͲ
ղੳٕज़ͷߴ౓ԽΛୡ੒͠·ͨ͠ɻ

˞ຊϓϩδΣΫτͷڀݚ੒Ռ͸ɺྩ࿨�೥౓ΑΓػցɾࡐྉٕज़෦ɺ઒࡚ٕज़ࢧԉ෦Ͱల։͞Ε͍ͯ·͢ɻ

〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽE� TBLBIBTIJ
 T� TBLBIBTIJ
 +� TBUBNJ
 CFSBNJDT IOUFSOBUJPOBM
 ��ʢ�ʣ
 �01���01� ʢ2021ʣ
2ɽT� TBLBIBTIJ
 +PVSOBM PG UIF CFSBNJDT SPDJFUZ PG +BQBO
 12�ʢ10ʣ
 ������� ʢ2020ʣ
�ɽ+� TBUBNJ
 :� INPUP
 T� :BIBHJ
 T� TBLBIBTIJ
 .� IJKJNB
 +PVSOBM PG UIF EVSPQFBO CFSBNJD SPDJFUZ
 �0ʢ�ʣ
 2����2��1 ʢ2020ʣ
�ɽڮߴ୓࣮ɼଟʑݟ७Ұɼคମ͓Αͼค຤໶ۚɼ��ʢ11ʣɼ�1���20 ʢ2020ʣ
�ɽڮߴ୓࣮ɼଟʑݟ७ҰɼηϥϛοΫεɼ��ʢ1ʣɼ��10 ʢ2021ʣ

ਤ1ɹ։ൃͨ͠CB�Ћ SJAMONɿEV2ʴͷߴग़ྗ੨৭ϨʔβʔྭىʹΑΔൃޫͷ༷ࢠɻ
ɹɹçʢBʣ၆ᛌਤɺʢCʣഁ ઢ෦ͷ֦େਤ
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ݚ
ڀ
։
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽ.JZBVDIJ E
 KJN S�8
 SVEB 8
 KBXBTVNJ .
 OOBXB S
 TBHVDIJ�AUBSBTIJ N
 .PSJUB .
 TBZMPS T%
 )BUUPSJ .
 OIOP )� (VU NJDSPCFT BDU JO DPODFSU UP 

FYBDFSCBUF JOqBNNBUJPO JO TQJOBM DPSET� Nature ���ɿ102�10�
 2020 
2ɽSIJNPLBXB C
 KBUP T
 TBLFVDIJ T
 OITIJNB N
 'VSVLJ T
 OIUTV :
 SV[VF K
 INBJ T
 OCJ S
 OMJB A
 I[VNJ T
 SBLVSBJ .
 ASBLBXB )
 OIOP )
 )JTBFEB )� 

C%�ʴ SFHVMBUPSZ T DFMMT BSF DSJUJDBM JO QSFWFOUJPO PG BVUPJNNVOF�NFEJBUFE EJBCFUFT� Nat Commun� 11ɿ1�22
 2020� 
�ɽSBUPI�TBLBZBNB N
 KBUP T
 .PUPNVSB :
 KBHFZBN T
 TBHVDIJ�AUBSBTIJ N
 KJOPTIJUB�%BJUPLV K
 %VSPEB E
 %J SBOUP +P
 .JNVSP )
 .PSP K
 OIOP )� 

#BDUFSJB�IOEVDFE (SPVQ 2 IOOBUF LZNQIPJE CFMMT JO UIF SUPNBDI PSPWJEF INNVOF PSPUFDUJPO UISPVHI IOEVDUJPO PG IHA� Immunity �2ɿ�������
 2020� 
�ɽOHBXB :
 .JZPTIJ C
 OCBOB N
 :BKJNB K
 )PUUB�)JSBTIJNB N
 ILLZV A
 KBOOP S
 SPHB T
 �'VLVEB S
 �:BOBHJTBXB .� (VU NJDSPCJPUB EFQMFUJPO CZ

DISPOJD BOUJCJPUJD USFBUNFOU BMUFST UIF TMFFQ�XBLF BSDIJUFDUVSF BOE TMFFQ EE( QPXFS TQFDUSB JO NJDF� Sci. Rep. 10ɿ 1����
 2020�
�ɽNBHBP�KJUBNPUP )
 LFTMJF +L
 KJUBNPUP S
 +JO C
 TIPNTTPO KA
 (JMMJMMBOE .( �SE
 KV⒎B P
 (PUP :
 +FOR RR
 ITIJJ C
 )JSBZBNB A
 SFFLBU[ A.
 .BSUFOT 

EC
 EBUPO KA
 KBP +:
 'VLVEB S
 )JHHJOT P%R
 KBSMTTPO N(
 :PVOH 7#
 KBNBEB N� IOUFSMFVLJO�22�NFEJBUFE IPTU HMZDPTZMBUJPO QSFWFOUT CMPTUSJEJPJEFT 
EJ⒏DJMF JOGFDUJPO CZ NPEVMBUJOH UIF NFUBCPMJD BDUJWJUZ PG UIF HVU NJDSPCJPUB� Nat. Med. 2�ɿ �0���1�
 2020�

�ɽCBCBMMFSP�'MPSFT (
 PJDLBSE +.
 'VLVEB S
 IOPIBSB N
 NÙÑF[ (� AO EOUFSJD PBUIPHFO SVCWFSUT CPMPOJ[BUJPO RFTJTUBODF CZ EWBEJOH CPNQFUJUJPO GPS
ANJOP ADJET JO UIF (VU� Cell Host Microbe. 2�ɿ �2�����
 2020�

ਤ � ೉ഓཆੑ௎಺ەࡉΛؚΉ௎಺ەࡉͷ୯཭ɾ
ഓཆํ๏ʢ௎಺ޚ੍ڥ؀άϧʔϓʣ
ώτͷศ͔Βͷ௎಺ەࡉͷ୯཭ํ๏ʢࠨਤʣ͓ Α
ͼ೉ഓཆੑ௎಺ەࡉͷͨΊͷ৽ن௎಺ەࡉഓཆ
૷ஔʢӈਤʣ
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有望シーズ展開事業

「腸内細菌叢」ϓϩδΣΫτ
●研究期間：平成 29 年 4 月～
●実施場所：【解析ツール開発 G】かながわサイエンスパーク　東棟 3 階　
　　　　　　【腸内環境制御 G】川崎生命科学・環境研究センター（LiSE）4 階　
●プロジェクトリーダー／解析ツール開発グループリーダー：大野　博司（理化学研究所）
●腸内環境制御グループリーダー：福田　真嗣（慶應義塾大学）

1. 研究テーマ説明
ɹ௎಺ەࡉ૓ΛؚΉ௎಺ڥ؀શମͷཚΕ͕ɺ௎؅ؔ࿈࣬ױͷΈͳΒͣɺ
౶೘පͳͲͷੜ׆श׳ප΍ΞϨϧΪʔͳͲͷશ਎ੑ࣬ױʹ΋͕ܨΔ͜
ͱ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯ·͢ɻຊϓϩδΣΫτͰ͸ɺ௎಺ڥ؀ͷมԽʹؔ͠ɺ
॓ओʵ௎಺ەࡉ૓ؒ૬࡞ޓ༻ͷৄࡉΛ໌Β͔ʹ͢ΔࣄͰɺ௎಺ڥ؀ͷ
ద੾ͳ੍ױ࣬ͮ͘جʹޚͷ༧๷ɾྍ࣏๏ͷཱ֬Λ໨͠ࢦ·͢ɻղੳπʔ
ϧ։ൃάϧʔϓͰ͸ɺώτͷྟচσʔλɺϝλήϊϜղੳɺϝλϘϩʔ
ϜղੳɺٴͼɺώτͷҨ఻ݱൃࢠղੳΛ͍ߦɺͦΕΒͷσʔλΛԣஅ
తʹղੳ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ௎಺ەࡉ૓ͱੜ׆श׳පൃ঱ͷ૬܎ؔޓΛ
໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱΛ໨తͱͯ͠ڀݚΛਐΊ·ͨ͠ɻ௎಺ޚ੍ڥ؀άϧʔ
ϓͰ͸ɺ೉ഓཆੑ௎಺ەࡉΛؚΉ௎಺ەࡉΛ҆ఆతʹ୯཭ɾഓཆ͢Δ
ํ๏Λߏங͠ɺඪతͱ͢Δ௎಺ەࡉͷಛੑΛཧղ͠ɺࣗࡏʹૢΔͨΊ
ͷπʔϧ։ൃΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
˙ղੳπʔϧ։ൃάϧʔϓͰ͸ɺ৯ࣄɾӫཆઁऔঢ়گɺ਎ମ׆ಈྔɾ

ΤωϧΪʔফඅྔͳͲͷੜ׆श׳σʔλɺԌ঱ੑαΠτΧΠϯΛؚ
Ίͨྟচσʔλɺ௎಺ەࡉ૓ͷ1�SղੳɾϝλήϊϜղੳɺਫ༹
ੑ΍ੑ༹ࢷͷϝλϘϩʔϜղੳɺCA(Eख๏Λ༻͍ͨҨ఻ݱൃࢠ
ղੳΛ͏ߦͱͱ΋ʹɺ͜ΕΒͷσʔλΛ౷߹తɾแׅతʹղੳ͢Δ
ͨΊͷσʔλϕʔεԽΛਤΓɺ৽͍͠ղੳπʔϧΛϞδϡʔϧͨ͠
ղੳιϑτ΢ΤΞͷ։ൃʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻྩ࿨2೥౓͸Լهͷ
఺ʹ͍ͭͯॏ఺తʹڀݚΛਐΊ·ͨ͠ɻ

ɹ1ɽศͷϝλήϊϜσʔλͷ࣮ݧɺղੳΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ2ɽCA(Eख๏Λ༻͍ͨP#.Cʢ຤ধ݂୯֩ࡉ๔ʣͷҨ఻ݱൃࢠղੳ

Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ�ɽ౷߹σʔλϕʔε΁ͷσʔλొ࿥ͱࢀরπʔϧͷ։ൃΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ�ɽϚ΢ε࣮ݧΛ͍ߦ௎಺ەࡉͷΠϯεϦϯ఍ੑ߅΁ͷӨڹΛௐ΂

·ͨ͠ɻ
˙௎಺ޚ੍ڥ؀άϧʔϓͰ͸ɺ೉ഓཆੑ௎಺ەࡉΛؚΉ௎಺ەࡉͷ୯

཭΍ഓཆํ๏ͷߏஙٴͼ௎಺جޚ੍ڥ؀൫ٕज़ߏஙʹ͚ͨ޲πʔϧ

ͷ։ൃΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ1ɽੑؾݏνϟϯόʔΛ༻͍ͯ௎಺جەࡉ४גͷ҆ఆతͳഓཆํ๏

Λཱ֬͠·ͨ͠ɻ
ɹ2ɽ༗༻ੑ͕ظ଴͞ΕΔώτ༝དྷ௎಺ەࡉͷ୯཭ɾഓཆΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ�ɽಠࣗʹߏஙͨ͠௎಺ەࡉഓཆ૷ஔʢਤࢀরʣͱैདྷͷഓཆํ๏ͷ

ൺֱɾݕ౼ͷͨΊʹɺώτ༝དྷ௎಺ەࡉ૓ͷഓཆΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹ�ɽඪతەࡉΛޮ཰Α͘୯཭͢ΔͨΊͷπʔϧ։ൃʹऔΓ૊Έɺಠ

ࣗͷ߅ମ࡞੡ํ๏ʹΑΓ͍ߴಛҟੑΛ߅ͭ࣋ମͷ࡞੡Λ͍ߦ·
ͨ͠ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ศͷϝλήϊϜσʔλͷऔಘ͕ྃ͠׬·ͨ͠ɻ
˙CA(Eख๏Λ༻͍ͨP#.CͷҨ఻ݱൃࢠղੳʹΑΓɺΠϯεϦϯ

఍ੑ߅ͱ༗ҙͳ૬͕ؔݟΒΕͨҨ఻ࢠ͸ಛʹԌ঱ʹؔΘΔҨ఻ࢠ
Ͱ͋Δ͜ͱ͕Θ͔Γ·ͨ͠ɻ

˙౷߹σʔλϕʔεʹඃऀݧຖͷσʔλΛऔΓग़ͤΔΑ͏σʔλϚʔ
τػೳΛ࣮૷͠·ͨ͠ɻ

˙౷߹ղੳʹΑΓಉఆͨ͠ΠϯεϦϯ఍ੑ߅ͱؔ࿈͢Δ͍͔ͭ͘ͷ௎
಺ەࡉʹ͍ͭͯɺϚ΢εϞσϧ΁ͷ௎಺ەࡉ౤༩ʹΑΓΠϯεϦϯ
఍ੑ߅ͷѱԽɺ΋͘͠͸ɺΠϯεϦϯײडੑͷ૿ՃͷޮՌ͕͋Δ͜
ͱΛূ໌͠·ͨ͠ɻ

˙৽ͨʹߏஙͨ͠ഓཆํ๏Λ༻͍ɺ2ͭͷ௎಺جەࡉ४גͷ҆ఆഓཆ
ํ๏Λཱ֬͠·ͨ͠ɻ

˙ώτͷศ͔Β৽ͨʹ�छྨͷ௎಺ەࡉΛ୯཭͠ɺഓཆ͢Δํ๏Λ֬
ཱ͠·ͨ͠ɻ

˙৽ن௎಺ەࡉഓཆ૷ஔͰώτ༝དྷ௎಺ەࡉ૓Λഓཆ͢Δ͜ͱͰɺै
དྷ๏Ͱ͸ഓཆ͢Δ͜ͱ͕೉͔ͬͨ͠ෳ਺छͷ೉ഓཆੑ௎಺ەࡉΛ૿
΍͢͜ͱʹ੒ޭ͠·ͨ͠ɻ

˙ඪత௎಺ەࡉʹର͍ͯ͠ߴಛҟੑΛ߅ͭ࣋ମΛ࡞੡͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖
·ͨ͠ɻ

˞௎಺ޚ੍ڥ؀(͸ɺྩ࿨�೥౓ΑΓ࣮༻Խ࣮ূۀࣄʮ௎಺ڥ؀σβΠϯάϧʔϓʯ΁Ҡ͠ߦ·ͨ͠ɻ
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有望シーズ展開事業

「次世代機能性酸化物材料」ϓϩδΣΫτ
●研究期間：平成 31 年 4 月～
●実施場所：東京工業大学すずかけ台キャンパス J3 棟 513 号室
●プロジェクトリーダー：東　正樹（東京工業大学）

1. 研究テーマ説明
ɹશͯͷϞϊ͕Πϯλʔωοτʹͭͳ͕ΔIPTࣾձͷ࣮͚ͯ޲ʹݱɺిࢠσόΠεͷ
ফඅిྗͷ௿ݮ΍ɺڥ؀ෛՙͷখ͍͞ࡐྉͷ։ൃ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻྫ͑͹10ᶲ
ͷమͷ๮͸ɺԹ౓͕1ˆ্͕Δ͝ͱʹ1�2ЖNͷ೤๲ுΛ͜͠ى·͢ɻখܕɾີߴ౓
Խ͕ਐΉࡏݱͷLSIͷ഑ઢ͸10ONΦʔμʔͰ͋Γɺ೤๲ுͷ੍ޚͳ͠ʹ͸ਫ਼౓Λอ
ͭ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ
ຊϓϩδΣΫτͰ͸ɺ͜͏ͨ͠೤࿪ΈΛٵऩ͢Δʮෛʯ೤๲ுࡐྉͷ΄͔ɺ௿ফඅిྗ
ෆੑൃشϝϞϦࡐྉʹͭͳ͕Δڧੑ࣓ڧ༠ిମ΍ɺ෩΍ৼಈ͔ΒిؾΤωϧΪʔΛੜ
ΉѹిൃిͷͨΊͷඇԖѹిମͳͲͷɺֵ৽తͳڥ؀ௐ࿨ػೳੑࡐྉʹؔ͢Δٕज़త
γʔζΛ͞Βʹൃల͍͖ͤͯ͞·͢ɻதͰ΋ෛ೤๲ுࡐྉʹ͍ͭͯ͸ɺۀاͱͷ࿈ܞ
ʹΑΓ҆ఆͳࡐྉͷ͕څڙͰ͖Δମ੍Λ੔͑ɺۀ࢈Խ΁ͷาΈΛ࢝Ί͍ͯ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
ɹզʑ͕։ൃͨ͠ෛ೤๲ுࡐྉ#JNJ0���'F0�1�O�͸ɺطଘࡐྉͷ໿�ഒͷ�1��QQN�
Kͱ͍͏ઢ೤๲ு܎਺Λͪ࣋ɺΘ͔ͣ1�ମੵ�ͷఴՃͰΤϙΩγथࢷͷ೤๲ுΛ૬
ѹ͕ඞཁͳͨΊɺߴྉͰ͕͢ɺ߹੒ʹਓ଄μΠϠϞϯυಉ༷ͷ௒ࡐͰ͖Δֵ৽తͳࡴ
΁ٕज़ҠసݚྉٕࡐྉϝʔΧʔͰ͋Δ೔ຊࡐΜͰͨ͠ɻϑΝϒϨεͷͤ·͍ͯ͠ٴී
Λ͜͏ߦͱͰɺ੾޻࡟۩༻μΠϠϞϯυͷϝʔΧʔͰͷ੡଄ख๏Λཱ֬͠ɺࡢ೥౓͔
Βαϯϓϧग़ՙΛ࢝Ί͍ͯ·͢ɻࠓ೥౓͸ͦΕ·Ͱͪ͜Β͔Βఏ͍ͨͯ͠ڙલۦମͷ
֎஫΋։࢝͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ৽͍͠ෛ೤๲ுࡐྉͷ։ൃ΍ؔ࿈Խ߹෺ͷڀݚ΋ਐలத
Ͱɺ�ใͷ࿦จൃදΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹ#J'F0��CP0�1O� ͸ɺిྗΛফඅ͢Δ࣓৔Λ༻͍ͣɺి৔ҹՃʹΑ࣓ͬͯԽΛ൓స
Ͱ͖Δ͜ͱ͔Βɺ௒௿ফඅిྗ࣓ؾϝϞϦࡐྉͱͯ͠ظ଴͍ͯ͠·͢ɻࠓ೥౓͸ɺཅ
�ԽΞϧϛഩΛϚεΫͱͯ͠༻͍ͨϨʔβʔΞϒϨʔγϣϯ๏ʹΑͬͯɺ�0(CJUࢎۃ
JODI2ʹ૬౰͢Δɺ௚�0ܘONͷφϊυοτԽʹ੒ޭ͠·ͨ͠ɻ͞ΒʹɺѹిԠ౴ݦ
ඍڸʢP'.ʣɺ࣓ݦྗؾඍڸʢ.'.ʣ࡯؍ʹΑͬͯɺిؾ෼ۃɺ࣓Խڞʹγϯάϧυϝ
Πϯʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱΛ֬ೝ͠·͠ ʢͨਤ1ʣɻ࣓ؾϝϞϦσόΠεԽʹ͚ͨ޲ɺେ͖
ͳҰาͰ͢ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙#JIOO�Ͱ͸ϖϩϒεΧΠτߏ଄ͷAαΠτΛ઎ΊΔ#J͕ɺ#J;O1�2TJ1�2O�Ͱ͸#

αΠτΛ઎ΊΔ;O1�2TJ1�2 ͕ͦΕͧΕมҐ͢Δ͜ͱͰɺిؾ෼ݱ͕ۃΕ·͢ɻ͜
ΕΒͷ༹ݻମͰ͸ɺ෼ۃͷ͕ݯىঃʑʹAαΠτ͔Β#αΠτʹҠΓมΘ͍͖ͬͯɺ
ͦΕʹΑͬͯෛ೤๲ுΛࣔ͢Թ౓Ҭ͕௿Լ͢Δ͜ͱΛ͍ͩ͠ݟ·ͨ͠ɻ͜ͷ੒Ռ
͸ΞϝϦΧԽֶձͷCIFNJTUSZ PG .BUFSJBMTʢΠϯύΫτϑΝΫλʔ�����ʣʹ ɺࡌܝ
SVQQMFNFOUBSZ CPWFSʹ΋બग़͞Ε·ͨ͠ɻ

˙ԖܥѹిମPC;S1�┼TJ┼O�ʢP;Tʣ͸ɺਖ਼ํথ૬ͱඛ໘ମথ૬ͷؒͷ૬ڥքۙ๣ʹ୯
ࣼ૬͕ଘ͠ࡏɺͦ͜Ͱ͸ిؾ෼ۃͷํ͕޲֎৔ʹΑͬͯมԽʢճసʣͰ͖ΔͨΊʹྑ
�ΒΕ͍ͯ·͢ɻਖ਼ํথͷNB1�2#J1�27O͑ߟͳѹిԠ౴Λࣔ͢ͱ޷ ͱඛ໘ମথͷ
NB1�2#J1�2TJO� ͷɺ2छྨͷඇԖԽ߹෺ͷ༹ݻମʹ͓͍ͯɺ͜ͷ෼ۃճసΛࣔ͢
୯ࣼথ૬Λ࣮͠ݱɺѹిԠ౴Λ্ͤ͞޲Δ͜ͱʹ੒ޭ͠·͠ ʢͨਤ2ʣɻ͜ͷ੒Ռ͸
ACS AQQMJFE .BUFSJBMT BOE IOUFSGBDFTʹ͞ࡌܝΕ·ͨ͠ɻ

〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽTakumi Nishikubo
 :VLJ SBLBJ
 .BTBLJ A[VNBଞ1�໊ɺlPPMBSJ[BUJPO� BOE SUSBJO�.FEJBUFE CPOUSPM PG NFHBUJWF TIFSNBM EYQBOTJPO BOE 

'FSSPFMBTUJDJUZ JO #JIOO�r#J;O1�2TJ1�2O�z
 CIFN� .BUFS�
 141
ʢ2020ʣQVCMJTIFE POMJOF�
2ɽZhao Pan
 :VLJ SBLBJ
 .BTBLJ A[VNBଞ11໊ɺlPPMBSJ[BUJPO RPUBUJPO BU .PSQIPUSPQJD PIBTF #PVOEBSZ JO NFX LFBE�'SFF NB1�2#J1�271r

┼TJ┼O� PJF[PDFSBNJDTz
 ACS AQQMJFE .BUFSJBMT BOE IOUFSGBDFT
 1�
 �20�r�21� ʢ2021ʣ�
�ɽ౦ɹਖ਼थɺԬɹޗݚɺࢁຊɹໞɺञҪ༤थɹڊେෛ೤๲ுͷڀݚɺคମค຤໶ۚڠձɹୈ��ճڀݚਐา৆

ਤ 1ɿ#J'F0��CP0�1O� φ ϊ υ ο τ ͷ ໘ ಺ P'.
ʢB
Cɿ໼ҹ͸෼ࣝۃผํ޲ʣͱ໘֎P'. ʢ૾Dʣɻશ
ͯͷํ޲Ͱυοτ಺ʹίϯτϥετͷ൓స͕ͳ͍
͜ͱ͔ΒɺγϯάϧυϝΠϯʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͕
Θ͔ΔɻʢEʣ͸.'.૾ɻ఺ઢ͸υοτͷ֎ܘΛද
͍ͯ͠Δɻԣ͖޲ͷ୯࣓۠ߏ଄ʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱ
͕Θ͔Δɻ

ਤ 2ɿNB1�2#J1�271r┼TJ┼O�ʢY�0��0
 0���

0���ʣͷ෼ۃώεςϨγεϧʔϓʢB�Dʣͱɺѹిఆ
਺ʢE��ʣͷ૊੒ґଘ ʢੑEʣɻԼਤ͸෼ۃճసʹΑΔ
ѹిಛੑ૿ڧͷΠϝʔδɻ
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։
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研究開発 プロジェクト研究│有望シーズ展開事業
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽT� :BNBEB
 )� SVHJVSB
 )� .JNVSB
 K� KBNJZB
 T� OTBLJ
 BOE S� TBLFVDIJɿ)JHIMZ TFOTJUJWF WPD EFUFDUPST VTJOH JOTFDU PMGBDUPSZ SFDFQUPST 

SFDPOTUJUVUFE JOUP MJQJE CJMBZFST
 SDJFODF AEWBODFT
 7PM� �
 FBCE201�
 2021�
2ɽ:� IUP
 T� OTBLJ
 K� KBNJZB
 T� :BNBEB
 N� .JLJ
 BOE S� TBLFVDIJɿ RBQJE BOE SFTJMJFOU EFUFDUJPO PG UPYJO QPSF GPSNBUJPO VTJOH B MJQJE 

CJMBZFS BSSBZ
 SNBMM
  7PM� 1�
 200���0
 2020�
�ɽN� .JTBXB
 S� 'VKJJ
 K� KBNJZB
 T� OTBLJ
 BOE S� TBLFVDIJɿ E⒏DJFOU MJQJE CJMBZFS GPSNBUJPO CZ EJQQJOH MJQJE�MPBEFE NJDSPQFSGPSBUFE TIFFU 

JO BRVFPVT TPMVUJPO
 .JDSPNBDIJOFT
 7PM� 12
 ��
 2021�
�ɽK� KBNJZB
 T� OTBLJ
 BOE S� TBLFVDIJɿ'PSNBUJPO PG OBOP�TJ[FE MJQJE WFTJDMFT XJUI BTZNNFUSJD MJQJE DPNQPOFOUT VTJOH B QVMTFE�KFU qPX 

NFUIPE
 SFOTPST BOE ADUVBUPST
 #
 7PM� �2�
 12��1�
 2021�

ʢAʣࠛ஬ᄿ֮ड༰ମΛ༻
͍ͨ೏͍ηϯαɻӷణఈ໘
ʹ഑ஔͨ͠ϚΠΫϩεϦο
τʹ೏͍Λ௨͢͜ͱͰɺӷ
ణதʹ೏͍Λ༹ղͤ͞ײߴ
౓ʹݕ஌͢Δ͜ͱʹ੒ޭ͠
ͨɻ

ʢ#ʣฒྻԽσόΠεɻ
ηϯαૉࢠͰ͋Δਓ
߅๔ບʹ௚ྻ఍ࡉ޻
ΛՃ͑Δ͜ͱͰɺෳ
਺ͷηϯαૉࢠͷ৴
߸Λ 1 ୆ͷݕग़ثͰ
࿥Ͱ͖Δɻه
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研究開発 プロジェクト研究│実用化実証事業

実用化実証事業

「人工細胞膜システム」άϧʔϓ
●研究期間：平成 25 年 4 月～　　　　
●実施場所：かながわサイエンスパーク　東棟 3 階
●グループリーダー：竹内　昌治（東京大学大学院）

1. 研究テーマ説明
ɹࡉ๔ບ͸ɺࡉ๔΍ࡉ๔಺খ׭ثΛͮ͘ܗΔେ੾ͳߏ੒ཁૉͰ
͋Γɺࡉ๔಺֎Ͱͷ෺࣭༌ૹ΍৘ใ఻ୡʹॏཁͳ໾ׂΛՌͨ͠
͍ͯ·͢ɻͦͷػೳෆશ͸༷ʑͳ࣬ױʹൃల͢ΔͨΊɺༀࡎͷ
ॏཁͳඪతͱͯ͑͠ߟΒΕ͍ͯ·͢ɻҰํͰۙ೥ɺࡉ๔ບͷ༏
ΕͨԽֶ෺࣭ݕ஌ػೳʹண໨͠ɺͦͷػೳΛར༻͢ΔόΠΦη
ϯαͷڀݚʹ஫໨͕ू·͍ͬͯ·͢ɻຊάϧʔϓͰ͸কདྷͷ৽
ༀ։ൃͷՃ଎ͱපҼ໌ڀʹ໾ཱٕͭज़ΛੜΈग़͢΂͘ɺࡉ๔ບ
ʹଘ͢ࡏΔບλϯύΫ࣭ͷػೳΛैདྷͷख๏ΑΓ΋ߴ଎ɾਫ਼ີ
ʹղੳͰ͖ΔϚΠΫϩνοϓͷ࣮༻ԽʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ͞
ΒʹບλϯύΫ࣭ͷػೳΛଌΔ͚ͩͰͳ͘ɺບλϯύΫ࣭ػೳ
Λར༻͢Δࡉ๔ບηϯαͷڀݚɾ։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
ɹྩ࿨2೥౓͸ɺ͜Ε·ͰڀݚΛਐΊ͖ͯͨΠΦϯνϟωϧʢບ
λϯύΫ࣭ʣʹ ର͢Δ૑ༀεΫϦʔχϯάγεςϜʹ͍ͭͯɺ
Պֶٕज़ৼߏػڵ େֶൃ৽ۀ࢈૑ग़ϓϩάϥϜʢ+ST STARTʣ
ͷԼɺԽ߹෺εΫϦʔχϯάͷ࣮ূ࣮ݧΛ௨ͯ͠ۀࣄԽͷͨΊ
ͷ࣮༻Խڀݚ։ൃΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻҰํͰɺਓࡉ޻๔ບͷηϯ
αԠ༻ʹؔ͢ΔڀݚͰ͸ɺۭؾதʹඬ͏೏͍෺࣭Λޮ཰Α͘ݕ
ग़͢ΔͨΊͷٕज़Λ։ൃ͠ɺ͜ͷٕज़Λ༻͍ͨ೏͍ηϯαʹΑͬ
ग़͢Δ͜ͱʹ੒ޭ͠·ͨ͠ɻຊݕʹ౓ײߴதͷ୅ँ෺Λؾݺͯ
੒Ռ͸ɺถࠃՊֶৼڠڵձSDJFODF AEWBODFT͞ࡌܝʹࢽΕ
·͠ ʢͨ࿦จ1ɺਤAʣɻ·ͨɺ͜͏ͨ͠ਓࡉ޻๔ບηϯαͷߴ
ɺฒ͍ߦ։ൃΛڀݚ౓ԽʹඞཁͱͳΔฒྻԽٕज़ʹ͍ͭͯ΋ײ
ྻԽͷޮՌͳͲΛ໌Β͔ʹ͠·͠ ʢͨ࿦จ2ɺਤ#ʣɻ͜͏ͨ͠
੒Ռʹ΋ͱ͖ͮɺྩ࿨ 2 ೥౓ɺ+ST ઓུత૑଄ڀݚਪਐۀࣄ

ʢCRESTʣʹ ͓͍ͯᄿ֮ड༰ମΛ༻͍ͨ೏͍ηϯαͷڀݚ։ൃ
Λ։࢝͠·ͨ͠ɻ͜ͷ΄͔ɺࡉ๔ͷػೳ΍ߏ଄Λ໛฿͢ΔϞσ
ϧࡉ๔Λ࡞੡͢Δਓࡉ޻๔ʹؔ͢Δڀݚʹ͍ͭͯ΋ܧଓͯͬ͠ߦ
͍ͯ·͢ɻ͕ΜͳͲͷ࣬ױϚʔΧʔͱͯ͠΋஫໨͞ΕΔΤΫι
ιʔϜͷϞσϧʹ΋ͳΔφϊϝʔτϧʢ100ສ෼ͷ1ϛϦϝʔ
τϧʣαΠζͷϕγΫϧʢ࣭ࢷೋॏບখ๔ʣ࡞੡ٕज़Λใ͠ࠂ·
͠ ʢͨ࿦จ�ʣɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙Պֶٕज़ৼߏػڵେֶൃ৽ۀ࢈૑ग़ϓϩάϥϜʹ͓͍ͯΠΦ

ϯνϟωϧ૑ༀεΫϦʔχϯάͷۀࣄԽʹڀݚ͚ͨ޲։ൃΛ
ࢪ࣮

஌͢Δࠛ஬ᄿ֮ड༰ମΛݕʹ౓ײߴΕΔ୅ँ෺Λ·ؚʹؾݺ˙
༻͍ͨ೏͍ηϯαΛ։ൃ

˙೏͍ηϯαͷײߴ౓ԽʹෆՄܽͳฒྻԽٕज़Λ։ൃ
˙Պֶٕज़ৼߏػڵઓུత૑଄ڀݚਪਐۀࣄʹ͓͍ͯᄿ֮ड༰

ମΛ༻͍ͨ೏͍ηϯαͷڀݚ։ൃΛ։࢝
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〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽ)� KVSPLJ
 :� INVSB
 R� 'VKJUB
 T� TBNBLJ
 BOE T� :BNBHVDIJ
 CBSCPO�GSFF PMBUJOVNrISPO NBOPOFUXPSLT XJUI CIFNJDBMMZ OSEFSFE

SUSVDUVSFT BT %VSBCMF OYZHFO RFEVDUJPO EMFDUSPDBUBMZTUT GPS PPMZNFS EMFDUSPMZUF 'VFM CFMMT�
 ACS AQQMJFE NBOP .BUFSJBMT
 �ʢ10ʣ

��12r��2� ʢ2020ʣ�

2ɽR� SPOJ
 S� .JZBOJTIJ
 )� KVSPLJ
 BOE T� :BNBHVDIJ
 PVSF 8BUFS SPMJE AMLBMJOF 8BUFS EMFDUSPMZ[FS UTJOH 'VMMZ ASPNBUJD BOE )JHI�
.PMFDVMBS�8FJHIU PPMZ�ʢqVPSFOF�BMU�UFUSBqVPSPQIFOZMFOFʣ�TSJNFUIZM ANNPOJVN AOJPO EYDIBOHF .FNCSBOFT BOE IPOPNFST�
 ACS
AQQMJFE EOFSHZ .BUFSJBMT
 �
 10���10�� ʢ2021ʣ�

�ɽࠇ໦लه

໠ԝޱࢁ 
ܟ޹רా  �ਫૉɾ೩ྉి஑ɾਫిղٕज़ͷະདྷͱφϊཻࢠΛ࿈݁ͨ͠୲ମϑϦʔిؾԽֶ৮ഔ�

ࢁ߭  ��ʢ�ʣ
 20r�1 ʢ2020ʣ�

ਤ1�ɹ೩ྉి஑ࡐྉ͓ΑͼγεςϜత೩ྉి஑ઃܭɾ։ൃ
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研究開発 プロジェクト研究│実用化実証事業

実用化実証事業

「高効率燃料電池開発」άϧʔϓ
●研究期間：平成 29 年 4 月～　　　　
●実施場所：東京工業大学すずかけ台キャンパス J3 棟 208 号室
●グループリーダー：山口　猛央（東京工業大学）

1. 研究テーマ説明
ɹ࠶ੜՄೳΤωϧΪʔΛେن໛ʹར༻͢ΔਫૉࣾձΛ࣮͢ݱΔ
ͨΊʹ͸ɺޮߴ཰ͳ೩ྉి஑ͱਫిղ͕ඞཁʹͳΓ·͢ɻຊά
ϧʔϓ͸ࡐྉػೳΛγεςϜతʹઃ͠ܭɺ೩ྉి஑ͷͨΊͷ৽
͍͠৮ഔɾ৮ഔ૚ٴͼిղ࣭ບΛ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻۚوଐͷ࢖
༻ྔΛ௿͢ݮΔͱͱ΋ʹɺԹ౓ɾ࣪౓౳ͷڥ؀ʹґΒͣޮߴ཰
Λҡ࣋͢Δ೩ྉి஑ͷ࣮༻ԽΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ͞Βʹɺຊࣄ
·ͰಘΒΕͨ੒Ռ͸ଞͷΤωϧΪʔσόΠεʹ΋ల։͍ͯ͠ۀ
͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
ɹຊάϧʔϓ͸ɺੈ࣍୅ͷݻମߴ෼ܗࢠ೩ྉి஑Λݟਾ͑ɺै
དྷͷిղ࣭ບͰ͸ࠔ೉Ͱ͋ͬͨ高温低湿度で高いプロトン伝導
性と高い電池性能を示す酸高密度型細孔フィリング薄膜ʢਤ1ӈʣ
ͷ։ൃʹ੒ޭ͍ͯ͠·͢ɻྩ࿨2೥౓͸ɺͦͷϓϩτϯ఻ಋػ
ϑΟϦϯάബບͷϛ޸ࡉܕ౓ີߴࢎΛ໌Β͔ʹ͢ΔͨΊʹɺߏ
Ϋϩߏ଄Λৄ͠࡯؍ʹࡉ·ͨ͠ɻ
ɹຊάϧʔϓ͸ɺ金属ナノ粒子が連結したネットワーク構造を
持つカーボンフリーナノ粒子連結触媒ʢਤ1ࠨʣͷ։ൃʹ΋औΓ

૊ΜͰ͍·͢ɻ։ൃͨ͠PUr'Fφϊཻࢠ࿈݁৮ഔΛӷମ೩ྉ௚
઀ݻܕମΞϧΧϦ೩ྉి஑ʹԠ༻ͯ͠ɺ高温アルカリ環境でも
長時間安定Ͱ͋Δ͜ͱΛ࣮ূ͠·ͨ͠ɻ͞Βʹɺ新しい液体燃
料酸化触媒のPd系ナノ粒子連結触媒ͷ։ൃʹ΋੒ޭ͠·ͨ͠ɻ
ຊڀݚ͸ɺ水素社会の実現に重要な水電解ʹ΋ల։͓ͯ͠Γɺ
高表面積・高活性なIr系ナノ粒子連結触媒ͷ։ൃʹ੒ޭ͍ͯ͠
·͢ɻ

3. 令和2年度の研究成果
಺ͷϓϩτϯνϟωϧ޸ࡉϑΟϦϯάബບͷ޸ࡉܕ౓ີߴࢎ˙

࡯؍଄Λߏ
ମΞϧΧݻܕԘਫ༹ӷ௚઀ࢎΔΪ͢࡞ͰಈڥԹΞϧΧϦ؀ߴ˙

Ϧ೩ྉి஑ʹ͓͍ͯ΋PUr'F φϊཻࢠ࿈݁৮ഔ͸༗༻Ͱ͋
Δ͜ͱΛ࣮ূ

˙ΪࢎԘࢎԽ൓Ԡ༻PErRVφϊཻࢠ࿈݁৮ഔΛ৽ͨʹ։ൃ͠ɺ
੒ޭʹݱͷൃੑ׆৮ഔ͍ߴ

˙ਫిղ༻ISrRVίΞγΣϧφϊཻࢠ࿈݁৮ഔΛ։ൃ͠ɺISγΣ
ϧ૚ߏ଄ͱࢎૉൃੜ൓Ԡੑ׆ͷؔੑ܎Λղ໌

� 

� 
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研究開発

〉

プロジェクト研究│実用化実証事業

実用化実証事業

「次世代医療福祉ロボット」άϧʔϓ
●研究期間：令和 2 年 4 月～　　　　
●実施場所：かながわサイエンスパーク東棟 3 階、Research Gate Building TONOMACHI2 － A 棟 3 階
●グループリーダー：下野　誠通（横浜国立大学）

1. 研究テーマ説明
ɹຊάϧʔϓͰ͸ɺฏ੒2�೥౓ʙฏ੒�1೥౓ʹ࣮ͨ͠ࢪ༗
๬γʔζల։ۀࣄͰಘΒΕͨ੒ՌΛجʹɺϦΞϧϋϓςΟΫε
Λԉ༻ͨ͠ϔϧεέΞγεςϜͷ࣮༻ԽڀݚΛਪਐ͓ͯ͠Γ·
͢ɻ͜Ε·ͰओͨΔڌڀݚ఺Ͱ͔͋ͬͨͳ͕ΘαΠΤϯεύʔ
ΫͷࣨڀݚʹՃ͑ͯɺ఼ொʢ઒࡚ࢢ઒࡚۠ʣʹ ΋ެֶ࢈࿈ڌܞ఺
Λ͑ߏɺ࠷ઌ୺ҩྍϩϘοτʹؔ͢Δҩ޻༥߹ڀݚΛਐΊ͓ͯ
Γ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況
（1）力触覚を有する安全安心な整形外科ドリル
ɹA.E%ֶ࢈࿈ܞҩྍΠϊϕʔγϣϯ૑ग़ϓϩάϥϜɾηο
τΞοϓεΩʔϜʢACT�.SʣͷࢧԉΛड͚ɺܚጯٛक़େֶҩֶ
෦ʢ੔ܗ֎Պʣɺ೔ຊϝυτϩχοΫࣜגձࣾͱڞಉͰɺ੾࡟ର
৅ͷ؏௨ݕ஌ͱࣗಈఀػࢭೳΛ༗͢Δ҆શ҆৺ͳࠎυϦϧͷ։
ൃΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻྩ࿨2೥౓Ͱ͸ಛʹɺϦΞϧϋϓςΟΫ
εΛԉ༻͢Δ͜ͱͰɺਓ͕؏௨Λ஌֮ͯ͠ఀ͢ࢭΔ৔߹ʹൺ΂
ͯɺे෼ʹߴ଎ͳࣗಈఀݱ࣮͕ࢭՄೳͰ͋Δ͜ͱΛ࣮͢ূ࣮ݧ
ΔͱڞʹɺυϦϧγϛϡϨʔλڥ؀ͷߏஙΛୡ੒͠·ͨ͠ɻ

（2）脳腫瘍判別機能を搭載した力触覚鑷子
ɹA.E%ڮ౉͠ڀݚઓུతਪਐϓϩάϥϜɾγʔζAʢܚጯٛ
क़େֶڌ఺ʣͷҰ؀ͱͯ͠ɺܚጯٛक़େֶҩֶ෦ʢ೴ਆܦ֎Պʣ
ͱڞಉͰɺྗ৮֮৘ใʹͮ͘جजᙾ൑ผٕज़Λ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ
ྩ࿨2೥౓Ͱ͸ಛʹɺ೴૊৫ͷྗ৮֮৘ใͷ؆қͳܭଌΛ࣮ݱ
͢Δϖϯϗʔϧυػݧࢼܕͷ࡞ࢼΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺ೴૊৫
ͷ͞ߗσʔλʹΑΓɺजᙾͷ൑ผ͕࣮ߦՄೳͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ
͠·ͨ͠ɻ

（3）精密手術支援システム
ɹA.E%ઌਐతҩྍثػɾγεςϜ౳ٕज़։ൃۀࣄʹ͓͚Δ
ͱͯ͠ɺڀݚಉڞՊʣ౳ͱͷ֎ߢޱՊɾࣃጯٛक़େֶҩֶ෦ʢܚ
ೖ΍݁ࢗ

㆐ㆣ
ា
㆕ㆤ

ͱ͍ͬͨਫ਼ີੑ͕ٻΊΒΕΔखज़ಈ࡞ͷࢧԉٕज़ͷ
։ൃΛ͓ͯͬߦΓ·͢ɻྩ࿨2೥౓Ͱ͸ಛʹɺը૾৘ใͷζʔ
Ϝ཰ʹԠͨ͡ྗ৮֮ͷ૿෯ΞϧΰϦζϜ΍ɺ֦ுײ࣮ݱʹΑΔ
ಈࢧ࡞ԉٕज़ͳͲΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ϋϓςΟοΫࠎυϦϧͷ༗༻ੑͷ࣮ূ
˙೴जᙾ਍அʹ͚ͨ޲Ԡ༻ٕज़ͷ։ൃ
˙ϚΠΫϩαʔδϟϦʔࢧԉٕज़ͷ։ൃ

ϋϓςΟοΫυϦϧγϛϡϨʔλ

ϋϓςΟοΫࢗೖݧࢼ૷ஔ 

〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽK� :BUBCF
 S� O[BXB
 +� OHVNB
 S� )JSBJXB
 S� TPNJUB
 T� .BUTVOBHB
 N� TPHBTIJ
 .� :PLPZBNB
 T� SIJNPOP
 BOE K� OIOJTIJ
 lA SUVEZ PO 

SBGF 'PSDFQT (SJQ 'PSDF GPS UIF IOUFTUJOBM TSBDU UTJOH )BQUJD TFDIOPMPHZ
z .JOJNBMMZ IOWBTJWF TIFSBQZ � AMMJFE TFDIOPMPHJFT
 2021೥1
݄

2ɽT� .BUTVOBHB
 T� SIJNPOP
 BOE K� OIOJTIJ
 l%FWFMPQNFOU PG .VMUJ %FHSFFT�PG�'SFFEPN )BQUJD 'PSDFQT RPCPU XJUI TISFF ADUVBUFE
'JOHFST
z IEE+ +PVSOBM PG IOEVTUSZ AQQMJDBUJPOT
 7PM� 10
 NP� 2
 2021೥�݄

�ɽদӬ୎໵ɼԼ໺੣௨ɼେ੢ެฏɼʮը૾৘ใʹͮ͘ج৘ใ֦ுػೳΛ༗͢ΔόΠϥςϥϧԕ੍ִޚγεςϜʯɼਫ਼ີֶ޻ձࢽɼ7PM� ��
 NP� �
 2021೥
�݄

1�
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1. 研究テーマ説明
ɹ௒ྸߴɺߴετϨεԽࣾձΛܴ͑ɺ݈߁Ͱ๛͔ͳੜ׆Λҡ࣋
͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻਆಸ઒ݝ಺ͷۀا΍ެઃݚݧࢼ
͍ͨ༺ΛਤΓͳ͕ΒɺχϡʔτϦήϊϛΫε˞Λܞͱ࿈ؔػڀ
Պֶత͍ࠜͯͮجʹڌɺ৯඼΍Խহ඼౳ͷػೳੑධՁΛࠃ͏ߦ
ɻ͢·͠ࢦஙΛ໨ߏͷؔػධՁࡍ
˞χϡʔτϦήϊϛΫεͱ͸ɺOVUSJUJPOʢӫཆʣͱHFOPNJDTʢҨ

఻ࢠՊֶʣͷ߹੒ޠͰɺ৯඼ͳͲͷઁऔʹ൐ͬͯ͜ىΔੜମ
ͷมԽΛ෼ࢠϨϕϧͰ໢ཏతʹղੳ͢ΔՊֶͰ͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
＜未病評価研究への取り組み＞
ɹ౰άϧʔϓͰ͸͜Ε·ͰɺχϡʔτϦήϊϛΫεΛج൫ʹɺ
ओʹಈ෺΍ώτΛର৅ͱͯ͠৯඼ͷػೳੑධՁڀݚΛ͍ߦɺଟ
༷Խ͢Δੜ͕༷ࣜ׆΋ͨΒ༷͢ʑͳཁҼͷมԽ͕೴ػೳ΍୅ँ
ʹͱΛ໌Β͔ʹ͖ͯ͠·ͨ͠ɻྩ࿨̎೥͜͢΅ٴΛڹೳʹӨػ
ೖΓCO7I%�1ײ�છ֦େΛड͚ɺෆ҆΍ڪාɺଞਓͱͷ;Ε
͍͋ͷػձ૕ࣦɺݽ৯Խͱ͍ͬͨੜ༷ࣜ׆ͷܶతͳมԽΛ༨ّ
ͳ͘͞ΕɺͦΕʹ൐͏ετϨε΍ർΕ͕େ͖ͳࣾձ໰୊ʹͳΓ

·ͨ͠ɻ͜ͷΑ͏ͳഎ͔ܠΒɺຊάϧʔϓͰ͸ετϨεɾ೴ർ
࿑ʹಛԽͨ͠ɺಈ෺͔Βώτ΁ͷγʔϜϨεղੳධՁ๏Λཱ֬
͠ɺͦΕΒʹର͢Δ৯Λத৺ʹͨ͠؇࿨ɾվળ࡞༻ΛධՁɾղ
໌͢ΔࢼΈΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺੜ༷ࣜ׆ͷมԽʹ൐͏ੜମ
Ԡ౴ΛΑΓ͘ਂ͘޿ଊ͑ΔͨΊͷ৽ͨͳࢦඪͷ୳ࡧʢOPO�DPEJOH 
RNAɺFQJHFOFUJDT౳ʣ΋ฒͯ͠ߦਐΊɺ৯ੜ׆ͷมԽʹ൐͏
৽ͨͳมಈ෼ࢠΛݟग़͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷΑ͏ʹʰ৯ʱΛத৺ʹ
ଞͷڥ؀ཁҼ΋Ճຯͨ͠ॊೈ͔ͭଟ໘తͳະපධՁγεςϜΛ
ͯ͠ࢦɺ૿ਐΛ໨࣋ҡ߁ஙͯ͠৘ใΛൃ৴͢Δͱͱ΋ʹɺ݈ߏ
෯׆͘޿༻͍͚ͨͩΔΑ͏౒Ί͍ͯ·͢ɻ

3. 令和2年度の研究成果
˙ଟ਺ͷۀا౳ͱͷڞಉɾडୗڀݚΛ௨ͨ͡৯඼ػೳੑධՁΛ

ϕʔεͱͨ͠ະපධՁڀݚ΁ͷෳ߹తڀݚ΁ͷల։
˙৯඼͕೴ػೳʹ࡞͢΅ٴ༻ΛධՁ͢ΔͨΊͷώτݧࢼʹ͓͚

Δ೴೾ղੳͷಋೖ
˙৯඼͕೴ػೳʹ࡞͢΅ٴ༻ΛධՁ͢ΔͨΊͷ৽نಈ෺ݧࢼ๏

ͷ੔උɺ֦େ

〉〉〉令和 2 年度の代表的な論文発表・受賞など
1ɽSIJOP[BLJ '
 KBNFJ A
 8BUBOBCF :
 :BTVPLB A
 SIJNBEB K
 KPOEP K
 ASBJ S
 KPOEP T
 ACF K� .PM NVUS 'PPE RFT 2020ʀ F20002��� 

EPJɿ 10�1002�NOGS�2020002��� 
2ɽࣰ㟒จՆ
 ُҪඈௗ

Ҫ૰Ұߥ 
ҭߞాౢ  Ѩ෦ࢠܒʮࣗવॼϜΧΰઁऔͷ୅ँʹର͢ΔӨڹʯ೔ຊ೶ܳԽֶձ2021

国際評価技術サービス提供事業①

「食品機能性評価」άϧʔϓ
●研究期間：平成 29 年 4 月～
●実施場所：川崎生命科学・環境研究センター（LiSE）４階
●グループリーダー：阿部　啓子（東京大学）

疲労・ストレスの蓄積

認知機能の変化

代謝機能の変化

運動機能の変化

生活様式の多様化化

運動機能の変化運動機能の変化

代謝機能の変化代謝機能の変化代謝機能の変化代謝機能の変化

健康

環境の変化

未病

環境の変化環境の変化

未

食生活の違いが及ぼすepigeneticな変化

食生活の違いがヒストン
修飾に影響を及ぼす

修飾ヒストン抗体を用いたChIP-seqにより
得られたピークの分布
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研究開発 プロジェクト研究│国際評価技術サービス提供事業
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1. 研究テーマ説明
ɹە߅ɾ߅΢ΠϧεڀݚάϧʔϓͰ͸ɺە߅ɾ߅΢Πϧεੑೳ
ධՁݧࢼΛ௨ͯ͡ɺ֤ۀاʹΑΔ੡඼։ൃͷαϙʔτΛͯͬߦ
͍·͢ɻ·ͨɺ઒࡚ٕज़ࢧԉ෦ͱ࿈͠ܞͳ͕Βɺޫ৮ഔՃ޻඼
ʹର͢Δ૯߹αϙʔτΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻͦͷଞɺ৽͍͠ੑೳ
ධՁํ๏ͷ։ൃ΍Ԡ༻తͳݧࢼͷఏڙɺ৽͍͠ػೳੑࡐྉͷݚ
෼໺ʹ͓͍ͯɺە߅։ൃͳͲΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺKISTEC͸ڀ
ISO�IEC 1�02�ͷొ࿥ऀۀࣄͱͳ͓ͬͯΓɺਖ਼֬ͳە߅ɾ߅
΢ΠϧεੑೳධՁΛఏڙͰ͖ΔΑ͏ʹ೔ʑݚᮎΛଓ͚͍ͯ·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況 
様々な抗菌・抗ウイルス性能評価試験の実施
ɹฏ൘ঢ়ɺણҡঢ়ɺӷମΛ࢝Ίͱ༷ͨ͠ʑͳܗঢ়ͷՃ޻඼ͷ߅
ɻ·ͨɺISOͨ͠·͠ࢪΛ࣮ݧࢼ΢ΠϧεੑೳධՁ߅ɾە ΍
+IS౳ͷ͚ͩݧࢼ͍ͨͮجʹ֨نͰ͸ͳ͘ɺԠ༻తͳݧࢼͷఏ
ͱͨ͠ੑೳݯ΋ਐΊ·ͨ͠ɻҰྫͱͯ͠͸ɺLE%Λরࣹޫڙ
ධՁ΍ਂࢵ֎ઢরࣹʹΑΔە߅ɾ߅΢ΠϧεੑೳධՁ౳Λ͍ߦ
·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺੈքதʹ͓͚Δ΢Πϧεײછͷ֦େΛड͚ͯɺੑೳධ
Ձݧࢼͷ૬ஊ͕ͨͨ͠૿ٸΊɺ૬ஊड෇ΛҰ͢ࢭٳ࣌Δࣄଶͱ
ͳΓ·͕ͨ͠ɺମ੍ΛڧԽ͠ɺࡏݱ͸ɺ΢Σϒ্ʹ͋Δٕज़૬
ஊϑΥʔϜ͔Βͷ͓໰͍߹Θͤͷड෇Λ࠶։͍ͯ͠·͢ɻޙࠓ
΋ɺKISTECͷଞ෦໳ͱ΋࿈͠ܞͳ͕Βɺۀاͷཁ๬ʹԠͨ͡
ੑೳධՁ͕ݧࢼग़དྷΔΑ͏ʹ౒Ί͍͖ͯ·͢ɻ
光触媒に関わる性能評価試験の標準化に向けた取り組み
ɹޫ৮ഔʹؔΘΔੑೳධՁݧࢼͷඪ४Խʹ͚ͨ޲औΓ૊Έʹͭ
͍ͯ͸ɺ͜Ε·Ͱಉ༷ʹޫ৮ഔۀ޻ձͱڞʹਪਐ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ
ՄޫࢹLE%ͷඪ४ޫݯͱͯ͠ͷISOԽʹ͍ͭͯ͸ɺྩ࿨2೥
౓ͷஈ֊Ͱݪ֨نࡍࠃҊͱͯ͠ɺ৹͕ٞଓ͚ΒΕ͍ͯ·͢ɻྩ
࿨�೥౓ʹ͸ISOԽ͕ྃ͢׬Δͱظ଴͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺࢵ֎
ޫLE%ʹ͍ͭͯ΋ۀ࡞Λ͍ߦɺඪ४ޫݯͱͯ͠ͷISOԽʹ޲

͚ͯऔΓ૊ΜͰ͍· ʢ͢��ϖʔδ΋ࢀর͍ͩ͘͞ʣɻ·ͨɺྩ
࿨2೥౓ʹվਖ਼ͷ+ISʹ௥Ճ͞Εͨણҡঢ়ͷޫ৮ഔՃ޻඼ͷ߅
ձ͕ਪਐͯ͠ۀ޻ɺޫ৮ഔʹج΢ΠϧεੑೳධՁํ๏Λ߅ɾە
͍Δޫ৮ഔՃ޻੡඼ͷೝূ੍౓Ͱ࢖༻͢Δݧࢼ಺༰΍ج४ͷ࡞
੒ΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ
新規抗菌・抗ウイルス材料の探索とその応用に向けた取り組み
ɹྩ࿨2೥౓͸ެཱେֶ๏ਓಸྑཱݝҩՊେֶɺཱࠃେֶ๏ਓ
౦ۀ޻ژେֶͱڞಉڀݚΛ͍ߦɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεʹର͢Δ
ޫ৮ഔͷ߅΢ΠϧεੑೳධՁͷݕ౼Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺ༻͍
ͨޫ৮ഔ͸҉ॴͰ΋ޮՌ͕͍ߴϋΠϒϦουܗͰ͋Δ͜ͱ͔Βɺ
҉ॴԼʹ͓͍ͯ΋߅͍ߴ΢ΠϧεੑೳΛൃ͍ͯ͠ش·ͨ͠ɻ·
ͨɺ্ڞهಉڀݚΛਐΊͨதͰɺ৽͍͠߅΢Πϧεࡐྉͱͯ͠ɺ
ෳ߹ࢎԽ෺͕ΤϯϕϩʔϓΛͭ࣋΢Πϧεʹରͯ͠ޮ͍ߴՌΛ
ྉ͕ඍੜ෺ʹΑࡐɺ͜ͷΑ͏ͳޙࠓग़͠·ͨ͠ɻݟͱΛͭ࣋͜
ΔײછϦεΫΛ௿Լͤ͞ΒΕΔՃ޻඼ͱͯ͠Ԡ༻͕ਐΉ͜ͱΛ
র͍ͩ͘͞ʣࢀ଴͍ͯ͠·͢ɻʢτϐοΫε΋ظ

3. 令和2年度の代表的な論文発表など
.BUTVNPUP T
 SVOBEB K
 NBHBJ T
 ITPCF T
 .BUTVTIJUB S
 
ITIJHVSP )
 NBLBKJNB A� E⒎FDUT PG DFSJVN BOE UVOHTUFO 
TVCTUJUVUJPO PO BOUJWJSBM BOE BOUJCBDUFSJBM QSPQFSUJFT PG 
M BO UIBOVN NPMZCEB UF � .BUF S J B M T SD JFODF BOE
EOHJOFFSJOH C� 7PM�11�
 111�2�
 2020�
IUP T
 SVOBEB K
 NBHBJ T
 ITIJHVSP )
 NBLBOP R
 SV[VLJ :

NBLBOP A
 :BOP )
 ITPCF T
 .BUTVTIJUB S
 NBLBKJNB A� 
PSFQBSBUJPO PG DFSJVN NPMZCEBUFT BOE UIFJS BOUJWJSBM
BDUJWJUZ BHBJOTU CBDUFSJPQIBHF П� BOE SARS�CP7�2�
.BUFSJBMT LFUUFST
 7PM�2�0
 12��10
 2021

国際評価技術サービス提供事業②

「抗菌・抗ウイルス研究」άϧʔϓ・「光触媒ミュージアム」
●研究期間：平成 29 年 4 月～（抗菌・抗ウイルス研究グループ）　平成 16 年 7 月～（光触媒ミュージアム）
●実施場所：【抗菌・抗ウイルス研究 G】川崎生命科学・環境センター（LiSE）4 階　【光触媒ミュージアム】かながわサイエンスパーク西棟 1 階ロビー
●グループリーダー及び光触媒ミュージアム館長：藤嶋　昭（東京理科大学栄誉教授）

KSP テクノプラザ「光触媒ミュージアム」
開設期間：平成 16 年 7 月～
開設場所：かながわサイエンスパーク西棟 1 階ロビー
館　　長：藤嶋　昭
活動概要
ޫ৮ഔϛϡʔδΞϜͰ͸ɺޫ৮ഔʹؔ͢ΔσϞ࣮ػݧ΍Ԡ༻੡඼Λలࣔ͠ɺޫ৮ഔۀ࢈
ͷ݈શͳൃలͱීٴʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻֶݟͰͷઆ໌΍࣭໰ରԠɺٕज़૬ஊͷड෇ɺలࣔ
඼ͷࢽࡶ౳΁ͷࡌܝͳͲͷऔ૊Έͷ΄͔ɺޫ৮ഔ࣮ࣨڭݧ౳Λ௨ͨ͡੨গ೥͚޲ͷٕज़
঺հΛߦͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ྩ࿨2೥౓͸Ұൠࣾஂ๏ਓ7Rֵ৽ߏػͷ͝ྗڠͷ΋ͱɺ�%Ϗϡʔʴ7Rө૾Λ੍͠࡞ɺ
ޫ৮ഔϛϡʔδΞϜΛ��0౓ֶ͚͍ͩͨ͝ݟΔόʔνϟϧϛϡʔδΞϜΛ)P্Ͱެ։
͠·ͨ͠ɻ
令和2年度進捗状況
ΦʔϓϯҎདྷྦྷܭɿ11�
22� ʢ໊ྩ࿨�೥�݄຤ࡏݱʣ

ެӹࣾஂ๏ਓશߍֶࠃਤॻؗ
ͷน৽ฉʰͱץͷ݄ߦձൃٞڠ
͠ΐ͔Μ௨৴ʱ2020 ೥ � ݄
ࡌܝʹ߸

ֶݟͷ༷͝ۀاձٞһɾٞࢢ
πΞʔʹ͓͚Δ༷ࢠ
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1. 研究テーマ説明
ɹάϩʔόϧϔϧεϦαʔνίʔσΟωʔςΟϯάηϯλʔ

ʢ()RCCʣ͸ɺΞΧσϛΞओಋͷݧ࣏ɾྟচڀݚͷࢧԉΛ௨
ͯ͡ҩༀ඼౳ͷ։ൃΛਪਐ͢Δ໨తͰɺฏ੒2�೥�݄ʹઃ
ஔ͞Ε·ͨ͠ɻॏ఺ࢧԉྖҬΛʮرগ͕Μʯʮਫ਼ਆɾਆܦ೉පʯ

ʮ࠶ੜҩྍʯͱ͠ɺʮྟচڀݚͷϚωδϝϯτࢧԉʯʮάϩʔό
ϧྟচڀݚͷਪਐʯʮະපͷ஌ࣝͱରԠͷීٴʯʮڀݚίϯα
ϧςʔγϣϯʯʮྟচڀݚઐ໳৬ͷਓࡐҭ੒ʯʮྟচํڀݚ๏
࿦ͷڀݚʯΛ�ͭͷபͱͯ͠ɺਆಸ઒͔ݝΒੈք΁ɺҩྍͷ
ൃలͱ݈߁ͳ฻Β͠΁ͷݙߩΛ໨ۀࣄͯ͠ࢦΛల։͍ͯ͠·͢ɻ

2. 令和2年度進捗状況
ɹҩࢣओಋݧ࣏ɾҩࢣओಋྟচݧࢼɺಛఆྟচڀݚͷଟ͘ͷ
ௐ੔ࣄ຿ۀہ຿Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ͕ࣨڀݚઃཱ͞Εͨฏ੒
2�೥ʹௐ੔ۀ຿Λ։්ͨ࢝͠ਓՊྖ؞Ҭͷڞࡍࠃಉɾҩࢣ
ओಋݧ࣏ͷσʔλΛ༻͍ͯɺ։ൃ੡ༀ͕ۀاঝೝਃ੥Λ͍ߦɺ
దԠ௥ՃঝೝΛड͚Δͱ͍͏େ͖ͳ੒Ռ͕ग़·ͨ͠ɻ
ɹࠃ಺֎ͷ੍ن౰ہରԠΛؚΊɺࠃΛ·͍ͨͰଟ͘ͷؔػ܎
ؔͱີ઀ʹ࿈བྷΛऔΓͳ͕ΒɺڞࡍࠃಉݧࢼΛࢧԉ͍ͯ͠·
͢ɻ
ɹւ֎ͷҩༀ඼։ൃͷ࿮૊Έʹ฿͍ɺऀڀݚάϧʔϓͷࣔࢦ
ͷ΋ͱɺݧ࣏ۀاͷ঱ྫొ࿥Λਪਐ͠ɺऀڀݚձٞͷاըӡ
ӦΛΞΧσϛΞଆ͔Βࢧԉ͢Δɺ೔ຊͰ͸ըظతͱ΋͑ݴΔ
ɻ͢·͍ͯͬߦΈΛࢼ
ɹΞΧσϛΞɾൃۀاγʔζͷ։ൃઓུ΍ྟচڀݚͷ࣮ࢪମ
੍ʹ͓͚Δl࣮຿తͳଆ໘z͔Βɺࠓ೥౓͸�݅ͷ૬ஊରԠ
Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

3. 令和２年度の研究成果
˙ϑϥϯεͷ්ਓՊڀݚάϧʔϓ͕ओಋ͠ɺڞࡍࠃಉݧࢼͱͯ͠

ԤभΛத৺ʹ࣮͞ࢪΕͨPAOLA�1ҩࢣओಋݧ࣏ͷσʔλΛ༻
͍ͯਃ੥͕ߦΘΕɺΞϝϦΧɺԤभʹଓ͍ͯ೔ຊͰ΋ྩ࿨2೥
12݄ʹɺΦϥύϦϒͷదԠ௥Ճঝೝ͕ಘΒΕ·ͨ͠ɻ

ʮ̇ྟচ͓͠ڀݚΌ΂Γαϩϯʯ͸8FCγεςϜΛ༻͍ͯ։͠࠵ɺ
ଓ͠·ͨ͠ɻܧಈΛ׆໤ܒຽ΁ͷࢢΔҰൠؔ͢ʹݧࢼɾྟচݧ࣏

〉〉〉令和 2 年度の代表的な発表
˙ɹໟརޫࢠɺྛ੟ࢠɺڮ௺ஐܙɺԡ੾༝ඒΒɺҩࢣओಋݧ࣏ʹ͓͚ΔϦϞʔτͰͷ(CP࣮஍ௐ͓ࠪΑͼద߹ੑॻ໘ௐࠪͷݧܦʹ͍ͭͯɻ೔ຊྟচݧࢼ

ֶձୈ12ճֶज़ूձ૯ձɺ2021೥2݄12೔�1�೔
˙ɹໟརޫࢠɺӳࠃʹ͓͚ΔPARP્ࡎ֐ΦϥύϦϒͷҩྍٕज़ධՁɺ೔ຊੜମҩֶ޻ձ ୈ20ճϨΪϡϥτϦʔαΠΤϯεڀݚձɺ2020೥10݄10೔

「グローバルヘルスリサーチ
コーディネーティング」プロジェクト
●研究期間：平成 27 年 4 月～
●実施場所：かながわサイエンスパーク東棟 3 階
●ディレクター：毛利　光子

 ਤ1ɹ()RCCͷडୗڀݚҰཡ

ਤ2ɹڞࡍࠃಉࢪ࣮ݧࢼମ੍
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研究開発 プロジェクト研究│政策課題研究



産学公連携事業化促進研究
■ 目　的
ɹޙࠓ੒௕͕ظ଴͞ΕΔۀ࢈෼໺ʹ͓͍ͯɺதখۀا౳ͷ։ൃχʔζͱେֶ౳ͷڀݚγʔζʢ஌ࣝɾ
ٕज़౳ʣΛ݁ͼ෇͚ɺ͞Βʹ KISTEC ͕༗͢Δٕज़ɾϊ΢ϋ΢Λ׆༻͢Δ͜ͱʹΑΓɺதখۀا౳ʹ
ΑΔۀࣄԽΛଅਐ͠ɺΠϊϕʔγϣϯΛ૑ग़ͯ͠஍Ҭۀ࢈ͷ
ৼڵͱڝ૪ྗڧԽΛਤΓ·͢ɻ

■ 分　野
ɹϩϘοτɺIPTɺΤωϧΪʔɺઌ୺ૉࡐɺΤϨΫτϩχΫεɺ
ϥΠϑαΠΤϯεʢະපɺઌ୺ҩྍʣɺ༌ૹ༻ػցث۩

■ 要件（主なもの）
ۀاγʔζΛ༗͢Δେֶ౳ͱ։ൃχʔζΛ༗͢Δڀݚ˔

౳ͷ྆ऀΛؚΉڞಉڀݚମͰਃ੥͕ͳ͞ΕΔ͜ͱ
ؔػՃࢀڀݚ͕ۀاॴΛ༗͢Δதখۀࣄ಺ʹओͨΔݝ˔

ʹؚ·ΕΔ͜ͱ
˔ KISTEC ͕෼୲ɾ͑ߦͯ͠ྗڠΔڀݚ՝୊Ͱ͋Δ͜ͱ

■ スキーム
ɹݝ಺தখۀا౳ɺେֶ౳ͱ KISTEC ϦιʔεΛఏʹ͍ޓ͕
໺ʹೖΕɺ֓ͶࢹಘΛ֫ۚࢿ૪తڝ౳ͷࠃͳ͕Βɺ͠ڙ � ೥
Ҏ಺ͷۀࣄԽܭըʹڞ͍ͯͮجಉͰڀݚΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

令和 2 年度に実施した研究課題
■ 3 年目研究課題

ఔͷγεςϜԽ։ൃ޻બผͱౚ݁ࢠਫ਼޷ӡಈྑͨ͠ࢦΛ໨্޲डਫ਼ड଻཰ͷ޻ͷਓڇ˔
˔௒ߴਅۭ੡ບ૷ஔ༻୤ணࣜϙʔλϒϧ૸ࠪؾిܕԽֶηϧݦඍڸͷ։ൃ

■ 2 年目研究課題
˔όΠϯμδΣοτ �% ϓϦϯλΛ༻͍ͨηϥϛοΫϙʔϥεମͷ଄ܗͱͦͷম੒
˔μΠϨΫτϝλϊʔϧ೩ྉి஑ͷ࣮༻Խʹڀݚ࡞ࢼ͚ͨ޲
˔লྗԽɾࣗಈԽγεςϜΛඋ͑ͨϖϩϒεΧΠτଠཅి஑੡଄ٴͼධՁ૷ஔͷ։ൃ

■ 1 年目研究課題
˔εςϯϨεද໘ͷվ࣭͕࡞ە߅༻ʹ༩͑ΔӨڹͷධՁͱۀࣄԽ
˔௒௕ण໋ܗঢ়هԱ߹ۚʮ΢ϧτϥχνϊʔϧʯͷ࣮༻Խʹ͚ͨ޲೤ॲཧ޻ఔ։ൃ
։ൃڀݚ૷ஔͷ޻൘ͷϚΠΫϩՃجϑΝΠόʔϨʔβʹΑΔ֎ࢵ୹ਂۃ˔
༺଎఻ૹߴ˔ 'PC ͷ੡଄ٕज़ٴͼి࣓ϊΠζ௿ٕݮज़ͷڀݚ։ൃ
˔ిղϛετ཈੍๏ͷ։ൃ

事業化促進研究

研究シーズ開発ニーズ

KISTEC

,*45&$ͷࢧԉ
ըࢀ΁ͷڀݚಉڞ˕
අͷҰ෦ෛ୲ڀݚ˕

競争的資金の獲得

県内中小企業による
事業化

県内中小
企業等

大学
企業等
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研究開発 事業化促進研究

牛の人工受精受胎率の向上を目指した運動良好精子選別と凍結工程のシステム化開発
株式会社協同インターナショナル、横浜国立大学、KISTEC 電子技術部

ɹւ֎Ͱ࿨ڇ೑͕ਓؾ঎඼ͱͳͬͨ͜ͱʹ൐͍ɺ࿨ڇ೑ͷੜ࢈
ʹෆՄܽͳ࿨ڇͷڇࢠͷ૿ٸۓ͕࢈ͷ՝୊ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ͠
͔͠ͳ͕Βɺൟ৩೶Ոͷݮগ΍࿨ڇͷड଻཰ͷ௿ԼͳͲʹΑΓɺ
࿨ڇͷڇࢠͷ૿࢈͸೉͍͠ঢ়ଶͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹຊڀݚͰ͸ɺԣ඿ཱࠃେֶ͕อ༗͢ΔϚΠΫϩྲྀମʹؔ͢Δ
ղੳɾධՁٕज़ͱKISTEC͕อ༗͢ΔඍࡉՃٕ޻ज़Λ׆༻ͯ͠ɺ

ʢגʣڠಉΠϯλʔφγϣφϧ͕࿨ڇͷڇࢠͷ૿ٕ࢈ज़ʹؔ͢Δ
γεςϜԽʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ࠷ऴ೥౓ͷྩ࿨2೥౓͸ڇͷ
ӡಈྑ޷ਫ਼ࢠબผ༻σόΠεͷ࡞ࢼͱධՁΛߦͳͬͨ݁Ռɺڇ
ͷӡಈྑ޷ਫ਼ࢠΛޮ཰తʹूΊΒΕΔσόΠεͷܗঢ়Λൃ͠ݟɺ

側壁側壁

側壁

牛精子

ಛڐग़͠ئ·ͨ͠ɻ·ͨɺڇਫ਼ࢠʹରͯ͠ແ֐ͳथࢷͷ਌ਫԽ
ॲཧํ๏Λݟग़͠·ͨ͠ɻ
ɹ͜ΕΒͷ੒ՌΛ΋ͱʹɺڇͷਓ޻डਫ਼ड଻཰ͷ্޲Λ໨͠ࢦ
ͨӡಈྑ޷ਫ਼ࢠͷબผΛ࣮༻Խ͢Δڀݚ։ൃۚࢿΛಘΔͨΊʹɺ
ྩ࿨2೥12݄ʹ೔ຊதԝڝഅձ͕ެื͢Δʮྩ࿨�೥౓ ೔ຊ
தԝڝഅձச࢈ৼۀࣄڵ ެืʯʹ ਃ੥Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ·ͨɺڇ
ͷӡಈྑ޷ਫ਼ࢠબผ༻σόΠεΛ૊ΈࠐΜͩγεςϜԽ΋ࢹ໺
ʹೖΕͯɺྩ࿨�೥2݄ʹੜ෺ܥಛఆٕۀ࢈ज़ࢧڀݚԉηϯλʔ
͕ެื͢Δྩ࿨�೥౓Πϊϕʔγϣϯ૑ग़ڧԽڀݚਪਐۀࣄʹ
ਃ੥Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

マイクロ

流路

थࢷͷ਌ਫԽॲཧ͕ڇਫ਼ࢠʹ༩͑ΔӨڹΛධՁ͍ͯ͠Δޫֶݦඍࣸڸਅ

超高真空製膜装置用脱着式ポータブル走査型電気化学セル顕微鏡の開発
神奈川大学、バキュームプロダクツ株式会社、金沢大学、KISTEC 川崎技術支援部

ɹLJΠΦϯి஑ࡐྉ΍ϖϩϒεΧΠτࡐྉ͸େؾதͰ͸ܹٸʹ ෦෼ΛΦʔμʔϝΠυͯ͠ൢച͢Δͱ͍͏ηϛΦʔμʔํࣜʹ
ྼԽ͢Δҝɺ࡞੡௚ޙʹਅۭ΋͘͠͸ෆੑ׆ΨεதͰͷධՁ͕ ͳΔ༧ఆͰ͢ɻ
ඞཁͱͳΓ·͢ɻຊڀݚͰ͸ɺφϊྖҬʹ͓͚ΔిྲྀɾిҐܭ
ଌɺہॴతͳॆ์ిϚοϐϯά౳ͷධՁ͕Մೳͳ૸ࠪؾిܕԽ
ֶηϧݦඍڸʢSECC.ʣͱίϯϏφτϦΞϧࢼྉ࡞੡ٕज़Λ૊
Έ߹ΘͤΔ͜ͱͰɺࢼྉ࡞੡͔ΒධՁ·ͰҰ؏ͯ͠ߴ଎Ͱॲཧ
Ͱ͖Δ૷ஔͷ։ൃΛ໨తͱ͍ͯ͠·͢ɻॳ೥౓͸ਅۭνϟϯόʔ
ʹ૊ΈࠐΜͩSECC.ͷ։ൃɺ2೥໨͸SECC.ʹ༻͍Δਅۭ
༻εςʔδͷઃܭɾ੡࡞Λ͏ߦͱͱ΋ʹϨʔβʔଯੵ૷ஔͱͷ
઀߹ɾड͚౉͠ಈݧࢼ࡞Λ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ɹ࠷ऴ೥౓Ͱ͋Δࠓ೥౓͸ಈݧࢼ࡞ͷ݁ՌΛجʹ૷ஔվྑΛਐ
Ίɺ੡඼ԽΛ໨͖ͯ͠ࢦ·ͨ͠ɻ
ɹՃ͑ͯɺSECC.Ͱܭଌͨ͠αϯϓϧΛਅۭอ࣋ͷ··૷ஔ
֎ʹऔΓग़ͯ͠ҠૹͰ͖ΔਅۭҠૹΧϓηϧ΋։ൃɾ࡞੡͠ɺ
ଞͷܭଌ৔ॴ·ͰਅۭΛอͬͨ··ࢼྉྼԽΛ཈੍ͯ͠༌ૹ͢
Δ͜ͱ͕ՄೳʹͳΓ·ͨ͠ɻ
ɹ࠷ऴతͳ૷ஔͷܗଶͱͯ͠͸ɺࠓճͨ͠࡞ࢼϓϩτλΠϓΛ
ঢ়ʹ߹ΘͤͯτϥϯεϑΝʔܗྉड͚౉͠ࢼɺϢʔβʔͷʹج ૷ஔશମਤ
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ɹిಁਁؾͷݪཧΛ༻͍ͨϙϯϓʢEOϙϯϓʣ͸ɺػցతͳՄಈ෦෼͕ͳ
͍ͨΊ຺ಈ͕ͳ͘ɺۃඍখྲྀྔ͔Β҆ఆͨ͠ૹӷ͕Մೳͱ͍͏ಛ௃͕͋Γ
·͢ɻ·ͨɺີดߏ଄ͷͨΊۭؾͷࠞೖ΍ӷ࿙Εɺίϯλϛͷ৺഑͕ͳ͘
ҩྍ͚޲ثػΛ࢝Ί༷ʑͳ෼໺΁ͷԠ༻͕ظ଴͞Ε͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ͳ͕
ΒɺEOϙϯϓͷۦಈʹ͸਺ेϘϧτͷൺֱతి͍ߴѹ͕ඞཁʹͳΓɺ΢Σ
Ξϥϒϧ༻్΍ܞଳɾՄൖܕ༻్Ͱ͸ɺͦͷి͕ݯ໰୊ͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ
ɹຊڀݚͰ͸ɺΞοτυ΢εࣜגձ͕ࣾɺϤμΧٕࣜגݚձࣾͷͭ࣋EO
ϙϯϓͷٕज़ͱKISTECͷͭ࣋ϚΠΫϩ೩ྉి஑ٕज़Λ׆༻ͯ͠ɺ͜Ε·
Ͱʹͳ͍৽ͨͳμΠϨΫτϝλϊʔϧ೩ྉి஑ͷ։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻॳ
೥౓͸EOϙϯϓͷ଱ੑٱվળͱϚΠΫϩ೩ྉి஑ͷूੵԽΛ͍ߦɺ2೥
໨ͷࠓ೥౓͸ج൘্ʹ௒খܕͷ೩ྉి஑Λ௚ྻʹෳ਺഑ஔͨ͠ϚΠΫϩ೩
ྉి஑Λ༻͍ͯɺEOϙϯϓͷۦಈʹॳΊͯ੒ޭ͠·ͨ͠ɻ࣍೥౓͸͜ͷ
৽͍͠ϚΠΫϩσόΠεͷ༻్ల։ΛਤΓɺૣظͷۀࣄԽΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

ダイレクトメタノール燃料電池の実用化に向けた試作研究
アットドウス株式会社、ヨダカ技研株式会社、KISTEC 化学技術部

ɹۙ೥ɺηϥϛοΫϙʔϥεମΛར༻ͨ͠ϙʔϥενϟοΫ͸ɺ൒ಋମ੡଄૷ஔ෼໺Ͱ
ଟ͘࠾༻͞ΕΔΑ͏ʹͳΓɺ൒ಋମ෦඼ͷখܕԽ΍ܰബԽʹΑΓηϥϛοΫϙʔϥεମ
ྉค຤ͷௐ੔ɺค຤ݪ౓Խ͓ͯ͠Γ·͢ɻηϥϛοΫεͷ੡଄͸ߴΊΒΕΔ඼࣭΋ٻʹ
੒ܗɺম݁ͷ޻ఔΛܦΔͷ͕ҰൠతͰ͢ɻ͜ͷ޻ఔͰϙʔϥεମΛ੡଄͢Δʹ͸ɺ޸ؾ
Λൃੜͤ͞ΔͨΊͷ଄ࡐ޸΍༗ػόΠϯμͷఴՃ౳͕ඞཁͱͳΓɺ޻ఔ͕ෳࡶʹͳΓ·
͢ɻ
ɹຊڀݚͰ͸ɺϙʔϥενϟοΫΛઃܭɾ੡଄ɾൢച͍ͯ͠Δʢגʣ٢Ԭਫ਼޻ ʢ͕גʣ
EYOOFͷ༗͢Δੵݩ࣍ࡾ૚଄ٕܗज़ʢόΠϯμδΣοτ�%ϓϦϯλʣΛԠ༻ͯ͠ηϥϛο
Ϋͷݪྉค຤Λϙʔϥεମʹੵ૚଄͠ܗɺKISTEC͕༗͢ΔηϥϛοΫεʹؔ͢Δ༷ʑ
ͳ੡଄ٕज़΍෼ੳɾධՁٕज़Λ׆༻͢Δ͜ͱͰɺϙʔϥενϟοΫʹ࢖༻Մೳͳηϥϛο
ΫϙʔϥεମΛ։ൃ͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͍ͯ͠·͢ɻॳ೥౓͸ɺόΠϯμδΣοτ�%ϓ
ϦϯλͰੵ૚଄ͨ͠ܗΞϧϛφค຤੒ܗମͷ୤ࢷɾম݁Λ͍ߦɺຊ੡଄ϓϩηε͕༗ޮ
Ͱ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ2೥໨ͷྩ࿨2೥౓͸Ξϧϛφค຤ͷཻܘΛมԽͤͨ͞ͱ
͖ͷ޸ؾ཰ͷมԽʹ͍ͭͯݕ౼͠·ͨ͠ɻ޸ؾ཰͸ݪྉค຤ཻ౓ʹΑͬͯมԽ͢Δ͜ͱ
͕෼͔Γɺϙʔϥεମͷ޸ؾ཰ͷ੍͕ޚՄೳͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ

バインダジェット 3D プリンタを用いたセラミックポーラス体の造形とその焼成
株式会社吉岡精工　株式会社 ExOne　KISTEC 機械・材料技術部

Ξϧϛφͷཻ౓ΛมԽͤͨ࣌͞ͷ޸ؾ཰ͱ૊৫ͷมԽ

100μm 100μm

500μm 500μm

アルミナ粒径 : 60μm アルミナ粒径 : 120μm

気孔率 : 49.9％ 気孔率 : 39.8％

ɹۙ೥ɺൃిੑೳ͕͘ߴɺബບԽϑϨΩγϒϧԽ͕ظ଴Ͱ͖ΔϖϩϒεΧΠτଠཅి஑
ʢPSCʣ͕ ஫໨͞Ε͍ͯ·͢ɻPSC࡞੡͸ਅۭϓϩηε͕ෆཁͰɺ༹ӷృ෍ʹΑΔ޻ఔͰ
͋ΔͨΊଟ͘ͷࢀ͕ۀاೖΛݕ౼͠·͕͢ɺ࣌ݱ఺Ͱ͸खۀ࡞ʹΑΔ࡞੡ʹཔ͍ͬͯΔ
ͨΊੑݱ࠶ͱาཹ·Γ͕௿͘ɺڀݚͷ଍ᐫʹͳ͍ͬͯΔঢ়ଶͰ͢ɻ
ɹຊڀݚͰ͸ɺ࠷ద࡞੡৚݅Λ૊ࠐΜͩPSCࣗಈ੡଄૷ஔΛ։ൃ͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͠
͍ͯ·͢ɻ࡞੡ͷࣗಈԽ͕࣮ݱͰ͖Ε͹ɺݧܦ஋ʹؔ܎ͳ҆͘ఆͨ͠੒ບ͕ՄೳͱͳΓɺ
Λେ෯ʹՃ଎ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻೋ೥໨ͱͳΔຊ೥౓͸υϥϑτ಺ʹઃஔ͠ɺڀݚ
εϐϯίʔλʔΛऩೲ͢ΔυϥΠϘοΫεͷ࡞ࢼΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
ɹPSC͸࣪౓ͷӨڹΛड͚΍͘͢ɺ࡞੡ظ࣌ʹΑͬͯੑೳ͕େ෯ʹมಈ͠·͢ɻେؾΑ
Γ΋एߴׯΊͷѹྗʹઃఆͨ͠஠ૉΨεΛυϥΠϘοΫε಺ʹྲྀ͢͜ͱʹΑΓ࣪౓Λ௿
͘཈͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺੑݱ࠶ΛߴΊΔ͜ͱ͕ՄೳͱͳΓ·͢ɻ͞Βʹɺυϥϑτ಺ʹઃ
ஔ͢Δ͜ͱͰؾԽ༹ͨ͠ഔ੒෼Λਝ଎ʹഉग़ͯ͠ऀۀ࡞ͷ҆શΛकΓ·͢ɻ

省力化・自動化システムを備えたペロブスカイト太陽電池製造及び評価装置の開発
桐蔭横浜大学，ペクセル・テクノロジーズ株式会社，アステラテック株式会社，KISTEC 川崎技術支援部

υϥϑτ಺ʹઃஔͨ͠υϥΠϘοΫε

ϚΠΫϩ೩ྉి஑ͱEOϙϯϓͷ઀ଓͷ༷ࢠ
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ステンレス表面の改質が抗菌作用に与える影響の評価と事業化
株式会社サーフテクノロジー、学校法人関西大学、KISTEC 研究開発部

ɹ΢Πϧε΍ەࡉͷײછϦεΫΛԼ͛ɺੜڥ؀׆Λ্ͤ͞޲Δ
͜ͱ͸ඇৗʹॏཁͳ՝୊Ͱ͢ɻͦͷͨΊɺ༷ʑͳࡎە߅΍߅΢
ΠϧεࡎΛృ෍ɺ࿅Γ͜ΈΛ͢ΔΑ͏ͳڀݚ։ൃ͕ਐΊΒΕͯ
͍·͕͢ɺༀࡎʹΑΔײછ੍ޚ͸ༀࡎ଱ੑە΍มҟ΢Πϧεͷ
ੜʹͭͳ͕ΔՄೳੑ͕͋Γɺࣾձతͳ໰୊ͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ࢈
·͢ɻͦͷ఺ͰɺϚΠΫϩσΟϯϓϧॲཧʢ.%ॲཧʣΛͨͬߦ
εςϯϨεද໘ʹΑΔ࡞ە߅༻͸ಛผͳༀࡎΛ࢖༻͢Δ͜ͱ͕
ͳ͍ͨΊɺ଱ੑە΍มҟ΢Πϧεͷ࢈ੜΛ༧๷͠ͳ͕Βɺײછ
ϦεΫΛԼ͛ΔՄೳੑ͕͘ߴɺඇৗʹ༗ޮͳە߅Ճ޻඼ͱͳΔ

Մೳੑ͕͍ߴ΋ͷͰ͢ɻຊڀݚͰ͸ɺͦͷද໘ॲཧͷঢ়گͱ߅
Δ੡͢شΛൃ޻Ճە߅Δ͜ͱͰɺޮ཰తͳ͢౼ݕΛਂ͘༺࡞ە
඼։ൃͱͦͷۀࣄԽΛ໨తʹݕ౼Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹॳ೥౓͸ɺεςϯϨεࡐ΁ͷ.%ॲཧͷ৚݅Λݕ౼͠ɺͦ
ͷද໘ܗঢ়ͱٴੑە߅ͼݕ͍ͯͭʹੑەࡴ౼Λ͍ߦ·ͨ͠ɻॳ
Ίʹ2छྨͷ.%ॲཧ৚݅ʹΑΔද໘ܗঢ়ͷҧ͍ʹ͍ͭͯݕ౼
͠ɺද໘ૈ͞ύϥϝʔλʹҧ͍͕͋Δ͜ͱΛ໌Β͔ͱ͠·ͨ͠ɻ
͞Βʹɺ͜ͷ2छྨͷ.%ॲཧ໘ʹΑΔੑە߅ೳΛ֬ೝ͠ɺେ
௎ەʹରͯ͠ޮە߅͍ߴՌ͕ಘΒΕΔ͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ

.%ॲཧΛͨͬߦද໘ը૾ ֤छ.%ॲཧ໘ͷେ௎ەʹର͢Δྗە߅ධՁ݁ݧࢼՌ

極短深紫外ファイバーレーザによる基板のマイクロ加工装置の研究開発
株式会社クォークテクノロジー、株式会社ファシリティ、KISTEC 電子技術部

ɹݱঢ়ͷϨʔβʹΑΔՃ޻͸ۙ੺֎Ҭޫ͕ओྲྀͰ͋Γɺࣗಈं Ͱͷۃ୹ύϧεԽΛ໨͓ͯ͠ࢦΓɺࣜגձࣾΫΥʔΫςΫϊϩδʔ
Λ͸͡Ίͱ͢ΔۚଐɾΨϥε౳ͷՃ޻ʹ༻͍ΒΕ͍ͯ·͢ɻ͠ ͷϨʔβޫݯͱɺࣜגձࣾϑΝγϦςΟͷۦಈٕޚ੍ܥज़Λ૊
͔͠ɺ༗ࡐػྉ΍ඍࡉՃ޻ʹ͸ݶք͕͋Γɺޙࠓ͸ਂࢵ֎ҬϨʔ Έ߹ΘͤΔ͜ͱͰɺϚΠΫϩՃ޻૷ஔͷڀݚ։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ
βͷظ͕༺׆଴͞Ε͓ͯΓɺ͞ΒʹՃ޻ਫ਼౓΍ࡐྉ΁ͷμϝʔ ɹ͜Ε·ͰʹɺϨʔβޫݯͱͯ͠ɺ10�0ONɺ�QTɺ100.)[
δ௿ݮ౳ͷ؍఺͔Β୹ύϧεͳϨʔβՃ޻ͷχʔζ͕ߴ·Δ͜ ʹ͓͍ͯɺ�N8ͷग़ྗΛಘΒΕ͍ͯ·͢ɻߋʹɺS)(ʢୈ2ߴ
ͱ͕ظ଴͞Ε͍ͯ·͢ɻຊڀݚͰ͸ɺϑΝΠόʔϨʔβΛޫݯ ௐ೾ൃੜʣʹ ΑΓप೾਺ม׵Λ͍ߦɺ2ഒ೾ʢ�1�ONʣͰͷग़ྗ΋
ͱ͢ΔࣄͰখܕԽΛૂ͍ɺφϊඵΑΓ΋ۃ୹ύϧεԽͨ͠ਂࢵ ֬ೝ͍ͯ͠·͢ɻޙࠓɺୈ�ɺୈߴ�ௐ೾ൃੜʹΑΓɺ���ON
֎ઢΛ༻͍ͨίϯύΫτͳϚΠΫϩՃ޻૷ஔΛ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ ͱ2��ONͰͷϨʔβൃৼΛ໨͠ࢦ·͢ɻ
ɹ՝୊Ͱ͋ΔϨʔβޫݯͱͯ͠ɺϑΝΠόʔϨʔβͷ10�0ON

ϨʔβՃ޻૷ஔ։ൃͷ࣮ݧ෩ܠ ։ൃதͷখܕU7Ϩʔβൃৼ෦
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電解ミスト抑制法の開発
合同会社アイル・MTT、旭産業株式会社、KISTEC 化学技術部

ɹΫϩϜΊ͖ͬͷ޻ఔͰ͸ਫͷిؾ෼ղʹͱ΋ͳͬͯਫૉΨε΍ࢎૉΨε͕ൃੜ͠·͢ɻͦͯ͜͠ΕΒͷΨεͱͱ΋ʹΊ͖ͬӷ͕ඈ
ລͱͯ͠ಉ൐͠ɺ༗֐ͳ�ՁΫϩϜΛؚΉϛετ͕Ί͖ͬ૧͔Βඈ͠ࢄ·͢ɻ�ՁΫϩϜ͸ඓ௵ᙾɺඓதִઠ޸ɺؾಓো֐ɺൽෘো
ඞཁͱͳΓ·͢ɻ͕ࡦɺԿΒ͔ͷର্ڥ؀ۀ࡞ɺώτʹରͯ͠ൃ͕Μੑ΋͋ΔͨΊɺ͜͠ىΛҾ͖֐ো߁౳ͷ݈֐
ɹຊڀݚͰ͸ɺϛετ๷ࡎࢭΛ༻͍ͯΊ͖ͬӷ͔ΒϛετΛ཈੍Ͱ͖Δख๏Λ։ൃ͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͠·ͨ͠ɻॳ೥౓͸ɺ҆ՁͰࢎ
Խ෼ղ͞Εʹ͍͘ք໘ࡎੑ׆Λϛετ๷ࡎࢭͱͯ͠બ୒͠ɺີணੑ݁ݧࢼՌ͔Β͜ͷք໘ࡎੑ׆͸ΫϩϜΊ͖ͬͷີணੑʹӨ͠ڹͳ
͍͜ͱΛ֬ೝ͠·ͨ͠ɻ·
ͨɺք໘ࡎੑ׆ͷ๐ລͰΊͬ
͖ӷද໘Λ෴ͬͯΫϩϜ
Ί͖ͬॲཧΛͨͬߦ৔߹ɺ
௨ৗͷ৔߹ͱൺ΂ͯɺ�Ձ
ΫϩϜͷϛετ͕1ʗ1�0
ҎԼʹ཈੍Ͱ͖·ͨ͠ɻࠓ
ͷೱ౓΍ఴࡎੑ׆͸ք໘ޙ
Ճ๏౳Λม͑ͯɺޮՌతʹ
ϛετ཈੍Ͱ͖Δ৚݅Λݕ
౼͢Δ༧ఆͰ͢ɻ ௨ৗͷిղΊ͖ͬ ๐ລͰද໘Λ෴ͬͨ࣌ͷిղΊ͖ͬ

超長寿命形状記憶合金「ウルトラニチノール」の実用化に向けた熱処理工程開発
東京工業大学、株式会社古河テクノマテリアル、KISTEC 機械・材料技術部

ɹܗঢ়هԱ߹ۚʹ͸௒஄ੑͱܗঢ়هԱޮՌ͕͋Γ·͕͢ɺ࣮༻Խ͸΄΅χνϊʔϧ߹ۚͷ௒஄ੑΛར༻ͨ͠΋ͷʹݶΒΕ͍ͯ·͢ɻ
͜Ε͸ɺܗঢ়هԱޮՌΛར༻ͨ͠৔߹ɺ܁Γฦͯ͠࢖༻͢Δ͜ͱʹΑΓػೳྼԽ͕͖ى΍͍͢͜ͱʹݪҼ͕͋Γ·͢ɻ౦ۀ޻ژେֶ
ʹΑΓ։ൃ͞Ε ʮͨ΢ϧτϥχνϊʔϧʯ͸ɺ͜ͷػೳྼԽͷ໰୊Λղܾ͢ΔͨΊʹ։ൃ͞Εͨ߹ۚͰඇৗʹ͍ߴ଱ੑٱΛ͓ͯͬ࣋Γɺ
࣮༻ԽͷͨΊʹ೤ॲཧ޻ఔͷ։ൃ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹຊڀݚͰ͸ɺ౦ۀ޻ژେֶͷ΢ϧτϥχνϊʔϧʹؔ͢Δڀݚγʔ
ζͱKISTECͷ೤ؒՃٴ޻ͼࡐྉධՁٕज़ɺʢגʣݹՏςΫϊϚς
ϦΞϧͷ߹ۚ੡଄ٕज़Λۀࣄͯ͠༺׆ԽʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻॳ
೥౓͸ภੳɾੳग़ڍಈͷղੳͱΠϯΰοτͷεέʔϧΞοϓʹऔ
Γ૊Έɺ໨ඪͷ૊੒Λͭ࣋४ۀ޻ϨϕϧͷΠϯΰοτ࡞੡ʹ੒ޭ
͠·ͨ͠ɻޙࠓ͸ɺ೤ؒՃݧࢼੑ޻ͱภੳɾੳग़ڍಈͷߋͳΔղ
ੳʹΑΓ೤ؒ஁଄৚݅ͷ࠷దԽΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

؍֎੡ͨ͠Πϯΰοτͷ࡞

高速伝送用 FPC の製造技術及び電磁ノイズ低減技術の研究開発
山下マテリアル株式会社、青山学院大学、KISTEC 電子技術部

ɹ௨৴ΠϯϑϥͷੈքͰ͸ୈ�ੈ୅Ҡಈ௨৴γεςϜʢ�(ʣͷαʔϏε
։࢝ʹ൐͍ɺ100(ɺ�00(ɺ�00(CJUʗTͷߴ଎఻ૹେ༰ྔԽʹ͚޲
ͯσʔληϯλʔͳͲͷؒثػΛޫ͙ܨτϥϯγʔόϞδϡʔϧͷߴ
଎Խ͕ਐΜͰ͓Γɺബ͘۶ੑۂΛͭ࣋ϑϨΩγϒϧϓϦϯτ഑ઢ൘ʢ'PCʣ
ʹ΋1഑ઢ౰ͨΓɺ਺(ʙ100(CJUʗTͷ఻ૹΛՄೳͱ͢Δੑೳ΁ͷཁ
ɻ͢·͍ͯͬ·ߴ͕ٻ
ɹຊڀݚͰ͸੨ֶࢁӃେֶ͕࣓ిݩ࣍�ͭ࣋քγϛϡϨʔγϣϯٕज़
ͱKISTEC͕ߴͭ࣋प೾ଌఆٕज़Λ׆༻͠ɺࢁԼϚςϦΞϧʢגʣ͕ ߴ
଎఻ૹ༻'PCͷ੡଄ٕज़ͷڀݚ։ൃʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻॳ೥౓͸ɺ
ઢ࿏௚ԼͷάϥϯυʹվྑΛՃ͑Δ͜ͱͰج൘ްΛैདྷͷ൒෼ͱͨ͠
৔߹ʹ͓͍ͯ΋ಉ౳ͷ఻ૹੑೳΛ࣮͠ݱɺ·ͨɺ'PCͷߏ଄ͷ··Χʔ
υΤοδίωΫλ΁ͷᝮ߹ΛՄೳͱ͢Δٕज़Λ։ൃ͠·ͨ͠ɻޙࠓ͸
࣮༻Խʹ͚ͨ޲վྑΛਐΊɺߴ଎఻ૹ༻'PCͷڀݚ։ൃʹऔΓ૊ΜͰ
༧ఆͰ͢ɻ͘ߦ ൘ج࡞ࢼ଎఻ૹ༻'PCߴ
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はじめに
ɹʢݚࠃʣ৽ΤωϧΪʔɾٕۀ࢈ज़૯߹։ൃߏػʮੈ࣍୅ਓ޻஌
ೳɾϩϘοτͷத֩ͱͳΔΠϯςάϨʔτٕज़։ൃʯͷϓϩδΣ
Ϋτʹ͓͍ͯɺྩ࿨ݩ೥౓ΑΓੑ޲ࢦΤωϧΪʔଯੵ๏

ʢ%JSFDUFE EOFSHZ %FQPTJUJPOʀ%E%ʣʹ ΑΔۚଐੵ૚ٕज़
ʹؔ͠ɺՃ޻৚݅ͷػցֶशʹΑΔࣗಈબఆٕज़ͷ։ൃʹऔΓ
૊ΜͰ͍·͢ɻ͜ͷ2೥ؒͰଟ͘ͷֶश༻σʔλͷऔಘͱΞϧ
ΰϦζϜͷ։ൃΛ͍ߦɺػցֶशͷ΋ͷͮ͘Γ෼໺Ͱͷ༗༻ੑ
Λ໌Β͔ʹ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ

DEDについて
ɹߴग़ྗͷϨʔβޫΛۚଐࡐྉͷද໘ʹরࣹ͢Δͱද໘ͷҰ෦
༹͕༥͠·͢ɻͦ͜ʹۚଐ·ͨ͸Խ߹෺ค຤Λͭͭ͠څڙϨʔ
βΛ૸ࠪ͢Δ͜ͱͰɺࡐجͱҟͳΔ૊੒ͱಛੑΛͭ࣋ଯੵ૚Λ
੒ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͔͠͠ɺଯੵ৚݅ͷ߲໨͸ଟ͘ɺܗ
దਖ਼ͳ৚݅ΛٻΊΔʹ͸௕͍ؒظΛඞཁͱ͠·͢ɻ

成果
①堆積層厚みの予測
ɹ࣭ߗͳଯੵ૚͸଱ຎ໣ੑ͕ཁ͞ٻΕΔ෦ҐͰ༻͍ΒΕ·͢ɻ

ΕΔଯੵ૚ްΈ͸ҟͳ͞ٻΕΔ෦ҐͰͷຎ໣ྔʹԠ͡ཁ͞༺࢖
Γ·͢ɻ͜͜Ͱ͸௿߹্ۚ߯ʹߴ଎౓޻۩߯ค຤Λ༻͍৚݅Λ
มੵͭͭ͠ߋ૚Λ͍ߦɺػցֶशʹΑΓްΈͷ༧ଌ͕ՄೳͰ͋
Δ͜ͱΛ͠ূݕ·ͨ͠ɻ
②溶融金属温度予測
ɹ࣮݁ݧՌͷ࡯ߟʹΑΓɺϨʔβরࣹҬʹੜ༹ͨ͡༥ۚଐͷԹ
౓͕ଯੵ૚಺ʹൃੜ͢Δܽؕͱؔ࿈͕͋Δ͜ͱ͕෼͔͖ͬͯ·
ͨ͠ɻྫ͑͹Թ౓͕͍ߴ৔߹ʹ͸ɺεύολͱݺ͹ΕΔখ͞ͳ
༹ణ͕ࡐجͷ༹༥Ҭ͔Βଟ͘ൃੜ͠ɺଯੵ૚தʹϒϩʔϗʔϧ

ʢ޸ؾʣͱ͍͏͕ܽؕൃੜ͠·͢ɻεύολͷൃੜঢ়گΛߴ଎౓
ΧϝϥͰࡱӨɾ֬ೝ͢Δͱͱ΋ʹɺػցֶशʹΑΓԹ౓༧ଌ͕
ՄೳͰ͋Δ͜ͱΛ͠ূݕ·ͨ͠ɻ

次に向けて
ɹ͜Ε·Ͱ͸ओʹమ߯ܥค຤ʹ͓͚ΔϓϩηεϚοϓͷ༧ଌɺ
ɻຊϓϩδΣͨ͠·͖ͯ͠ࢪΛ࣮ূݕ΍଱ຎ໣ੑͷ༧ଌͷ͞ߗ
Ϋτ͸࢒Γ�೥ؒͱͳΓ·ͨ͠ɻϓϩδΣΫτऴྃޙͷ࣮༻Խ
΁ͱద༻ൣғΛ֦͛ۚ߹جɺίόϧτۚ߹جɺχοέϧ͚޲ʹ
͍͖ͯ·͢ɻ·ͨڀݚձΛઃཱ͠ɺ%E%ʹؔ͢Δ৘ใڞ༗ͱ
ɻ͢·͍ߦΛ্޲։ൃதͷγεςϜͷ൚Խੑೳͷࡏݱ

提案公募対応型新技術研究開発

レーザ加工の知能化による製品への応用開発期間の半減と、
不良品を出さないものづくりの実現

ଯੵ૚ͷ໛ࣜਤͱ৚݅Ҽࢠ

ਅͱஅ໘ϚΫϩ૊৫ࣸਅࣸ؍֎ค຤ʹΑΔଯੵ૚ͷ߯۩޻଎౓ߴ

࡯؍଎౓ΧϝϥʹΑΔ༹༥ۚଐͷߴ

ଯੵ૚ްΈͷূݕ

༹༥ۚଐԹ౓ͷূݕ

༧ଌͨ͠ଯੵ૚ްΈ	NN


༧ଌ༹ͨ͠༥ۚଐԹ౓	ˆ
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研究開発 経常研究

経常研究❶

音響パラメータを用いた垂直入射吸音率の
理論予測
●研究期間：平成 30 年 4 月～
●実施場所：海老名本部
●研究担当：機械・材料技術部　機械計測グループ

研究概要
ɹՈి΍ػۀ࢈ցΛ͸͡Ί༷ʑͳثػʹରͯ͠ɺԻ΍ৼಈʹ܎
ΘΔཁै͕ٻདྷʹ૿ͯ͠ߴ·͍ͬͯ·͢ɻ૽Իରࡦʹଟ͘࢖༻
͞ΕΔٵԻࡐͷબఆ΍։ൃͷࡍʹ͸ɺ࣮ଌఆʹΑΔධՁ͚ͩͰ
ͳ͘ɺٵԻ཰ΛࢉܭʹΑͬͯٻΊΔ͜ͱ͕ɺ։ൃؒ࣌ͷ୹ॖ΍
ίετݮ࡟ʹ༗ޮͰ͢ɻ
ɹਤ1͸KISTECͰอ༗͢Δਨ௚ೖࣹٵԻ཰ଌఆ૷ஔͰ͢ɻ͜
ͷ૷ஔ͸ɺٵԻࡐͷਨ௚ೖࣹٵԻ཰ͷ΄͔ɺԻڹύϥϝʔλʢಛ
ੑΠϯϐʔμϯεٴͼ఻ൖఆ਺ʣΛܭଌ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ຊڀݚͰ͸ɺԻڹύϥϝʔλΛ༻͍ͯɺᶃٵԻࡐͷް͞Λมߋ
ͨ͠৔߹ɺᶄೋछྨͷٵԻࡐΛੵ૚ͨ͠৔߹ɺᶅٵԻࡐͷഎޙ
Ի཰Λཧ࿦༧ଌ͢Δٵ૚͕͋Δ৔߹ͷ�௨Γͷਨ௚ೖࣹؾۭʹ
ϓϩάϥϜΛ࡞੒͠·͠ ʢͨਤ2ʣɻ
ɹҰྫͱͯ͠ɺް͞�0NNͷάϥε΢ʔϧͷਨ௚ೖࣹٵԻ཰
ͷཧ࿦༧ଌ஋ͱ࣮ଌ஋ͷൺֱΛਤ�ʹࣔ͠·͢ɻཧ࿦༧ଌ஋͸ɺ
ް͞20ᶱͷάϥε΢ʔϧ͔ΒಘΒΕͨԻڹύϥϝʔλΛ༻͍
ग़͞Εͨ஋Ͱ͢ɻશप೾਺ʹΘͨΓɺ࣮ଌ஋ͱΑ͘Ұக͠ࢉͯ
͍ͯ·͢ɻ·ͨɺάϥε΢ʔϧʢް͞ 20ᶱʣͱ΢Ϩλϯʢް͞
2�NNʣΛੵ૚ͨ͠৔߹ͷ݁ՌΛਤ�ʹࣔ͠·͢ɻͪ͜Β΋ɺ
શप೾਺ʹΘͨΓɺྑ޷ͳ݁Ռ͕ಘΒΕ·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓ͸ɺٵԻࡐͷਹີ౓΍ྲྀΕ఍߅஋ͳͲ͔ΒԻڹύϥϝʔ
λΛٻΊΔཧ࿦༧ଌϓϩάϥϜΛ࡞੒͠ɺKISTECͰͷٕज़ࢧ
ԉʹ׆༻͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢ɻ

ਤ2ɹਨ௚ೖࣹٵԻ཰ͷཧ࿦༧ଌ

ਤ�ɹάϥε΢ʔϧʢް͞�0ᶱʣͷਨ௚ೖࣹٵԻ཰

ਤ1ɹਨ௚ೖࣹٵԻ཰ଌఆ૷ஔ

ਤ�ɹάϥε΢ʔϧʢް͞20ᶱʣͱ΢Ϩλϯʢް͞2�ᶱʣΛੵ૚ͨ͠৔߹ͷ
ਨ௚ೖࣹٵԻ཰

2�
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研究開発 経常研究

経常研究❷

試作用ナノインプリント用金型に
ついての検討
●研究期間：令和 2 年 4 月～
●実施場所：海老名本部
●研究担当：電子技術部　電子材料グループ

研究概要
ɹࣸਅࡱӨͰੜ͡Δΰʔετ΍ϑϨΞΛ཈੍͢Δແ൓ࣹߏ଄ମɺ
ද໘ʹܗ੒ͨ͠पظతͳφϊߏ଄ʢφϊपߏظ଄ʣʹ ΑΔߏ଄৭
ͳͲද໘ʹφϊߏ଄ମΛܗ੒͢Δ͜ͱʹΑΓɺද໘ʹޫֶతͳ
଄ʹΑΓɺૄਫੑΛࣔߏظೳΛ෇༩Ͱ͖·͢ɻ·ͨɺφϊपػ
ྉද໘Λૄਫੑ΁ද໘ࡐྉද໘Λ਌ਫੑ΁ɺ਌ਫੑΛࣔ͢ࡐ͢
ͷಛੑΛม͑Δ͜ͱ͕ՄೳͰ͢ɻߋʹɺઈԑࡐྉͷද໘ʹۚଐ
੡φϊपߏظ଄Λܗ੒͢Δ͜ͱͰɺࡏہද໘ϓϥζϞϯڞ໐ͱ
Γ·͢ɻ͜ى৅͕ݱ౓Λஶ͘͠૿෯ͤ͞Δڧ͹ΕΔඍऑͳޫͷݺ
͜ͷݱ৅͸ɺόΠΦηϯαͳͲʹར༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ
ɹ͜ΕΒͷΩʔϫʔυͱͳΔφϊपߏظ଄Λ؆୯ʹܗ੒͢Δٕ
ज़ͱͯ͠ɺϋϯίͷΑ͏ʹ্ۚܕͷඍࡉͳܗঢ়ΛथࢷͳͲͷ೪
஄ੑମʹసࣸ͢ΔφϊΠϯϓϦϯτٕज़͕஫໨͞Ε͍ͯ·͢ɻ
͔͠͠ɺφϊΠϯϓϦϯτٕज़ʹ༻͍Δۚܕͷ੡଄ʹ͸ɺ੡଄

ίετ͕͔͔Δ൒ಋମٕज़Λଟ͘࢖༻͢ΔͨΊɺۚ࡞ܕ੡ͷ޻
ఔ਺Λ͢ݮ࡟Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻͦͯ͠ɺφϊΠϯϓϦϯτΛ
༻͍ͨ੡଄ϥΠϯͷߏஙͰ͸͍͔ʹۚܕͷ࡞੡අ༻Λ཈͑Δ͜
ͱ͕ॏཁͳ՝୊ͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹຊڀݚͰ͸ɺγϦίϯΛؚ༗͢ΔथࢠిʹࢷઢϦιάϥϑΟ
Λ͍ߦɺ্ۚܕͷφϊपߏظ଄෦෼Λܗ੒͠ɺۚܕͷ੡଄ίε
τΛԼ͛Δ͜ͱΛ໨͠ࢦ·ͨ͠ɻͦͯ͠ɺγϦίϯΛؚ༗͢Δ
थ ࢷ ͷ Ұ छ Ͱ ͋ Δ ਫ ૉ γ ϧ η ε Ω Φ Ω α ϯʢ)ZESPHFO
SJMTFTRVJPYBOFɿ)S2ʣʹ ฐॴ͕อ༗͢Δిࢠઢඳը૷ஔ

ʢELS�S�0ʣΛ༻͍ͯిࢠઢඳըΛ͍ߦɺࣸਅʹࣔ͢Α͏ͳۚܕ
Λ͠࡞ࢼ·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɺܕۚͨ͠࡞ࢼʹ཭ܕॲཧΛ͍ߦɺ
φϊΠϯϓϦϯτٕज़ʹ͓͚Δ༗༻ੑΛݕ౼͠·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓ͸ɺφϊΠϯϓϦϯτٕज़Λ༻͍ͨ੡඼։ൃͳͲͷٕज़
ԉʹऔΓ૊Ή༧ఆͰ͢ɻࢧ

IQ�200ONͷύλʔϯIQ�100ONͷύλʔϯ

IQ͕100ɼ200ɼ�00ɼ�00ONͷύλʔϯ܈
ʢްΈɿ��0ONʣ


ELS�S�0	ઢඳը૷ஔࢠిͨ͠༺࢖ ܕۚ༺φϊΠϯϓϦϯτͨ͠࡞ࢼ

�0
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研究概要
ɹΫϩϜ͸ɺΊ͖ͬɺإྉɺεςϯϨε߯ͳͲɺۀ޻తʹ෯޿
ՁΫϩϜԽ߹෺͋Δ͍͸࿡ՁࡾΕ͓ͯΓɺࣗવքͰ͸͞༺࢖͘
ΫϩϜԽ߹෺ͷঢ়ଶͰଘ͍ͯ͠ࡏ·͢ɻࡾՁΫϩϜ͸ਓମʹඞ
ਢͳ෺࣭Ͱ͕͢ɺ࿡ՁΫϩϜ͸ࢎԽྗ͕͕ൃ͘ڧΜੑΛͭ࣋༗
ͳ෺࣭Ͱ͢ɻྩ࿨2೥�݄ʹਫಓ๏͕Ұ෦վਖ਼͞Εɺ࿡ՁΫ֐
ϩϜԽ߹෺ͷਫ࣭ج४͕0�0�NH�LҎԼ͔Β0�02NH�LҎԼʹ
௿ೱ౓ͷ࿡ՁΫϩϜۃԽ͞Ε·ͨ͠ɻͦͷͨΊɺਫಓਫதͷڧ
Λਖ਼֬ʹ෼ੳ͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹਫಓਫதͷ࿡ՁΫϩϜͷ෼ੳ݁Ռͷଥ౰ੑΛ֬ೝ͢Δʹ͸ɺ
࿡ՁΫϩϜͷೱ౓͕஋෇͚͞Εͨਫ࣭ඪ४෺࣭͕ඞཁʹͳΓ·
͢ɻ͔͠͠ɺ࿡ՁΫϩϜͷ҆ఆੑʹؔ͢Δ஌͕ݟগͳ͍ͷͰɺ
࿡ՁΫϩϜͷೱ౓͕஋෇͚͞Εͨਫ࣭ඪ४෺࣭͸͍·ͩʹ։ൃ
͞Ε͍ͯ·ͤΜɻͦ͜ͰɺຊڀݚͰ͸ɺ࿡ՁΫϩϜ෼ੳ༻ͷਫ
ಓਫඪ४෺࣭Λ։ൃ͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͠·ͨ͠ɻ

ɹ࿡ՁΫϩϜ෼ੳ༻ͷਫಓਫඪ४෺࣭͸ɺ࿡ՁΫϩϜ͕ΞϧΧ
ϦੑͰ҆ఆͰ͋Δͱ͍͏ੑ࣭Λར༻ͯ͠ɺਫಓਫʢQ)���ʣʹ ࿡
ՁΫϩϜඪ४༹ӷΛఴՃͯ͠ੑࢎԽͤͣʹ࡞੡͠·͠ ʢͨਤ1ʣɻ
ਫಓਫඪ४෺࣭ͷ࿡ՁΫϩϜೱ౓͸δϑΣχϧΧϧόδυޫٵ
ޫ౓๏ʢਤ 2ʣͰٻΊ·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɺ࿡ՁΫϩϜೱ౓͸
0�0�1NH�LͰͨ͠ɻ·ͨɺޫٵࢠݪ෼ੳ๏ʢਤ�ʣͰਫಓਫඪ
४෺࣭ͷશΫϩϜೱ౓Λଌఆͨ͠ͱ͜ΖɺશΫϩϜೱ౓͸
0�0�1NH�LͰɺ࿡ՁΫϩϜೱ౓ͱҰக͠·ͨ͠ɻ͞Βʹɺਫ
ಓਫඪ४෺࣭͸े෼ʹ࣭ۉͰɺ12͔݄ؒ҆ఆͰ͋Δ͜ͱ΋෼
͔Γ·ͨ͠ɻຊڀݚͰ࡞੡ͨ͠࿡ՁΫϩϜ෼ੳ༻ͷਫಓਫඪ४
෺࣭͸ਫಓਫதͷ࿡ՁΫϩϜͷ෼ੳ݁Ռͷଥ౰ੑ֬ೝʹ࢖༻͢
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

〉〉〉近年の論文発表など
1� T� IOVJ
 )� SIJSPUB
 S� SBLBP
 lPSFQBSBUJPO PG B RFGFSFODF .BUFSJBM GPS UIF %FUFSNJOBUJPO PG )FYBWBMFOU CISPNJVNJO TBQ 8BUFSz
AOBMZUJDBM

SDJFODFT
 ��
 1���	201�
�

経常研究❸

六価クロム分析用水道水標準物質の
開発に関する研究
●研究期間：平成 30 年 4 月～令和 3 年 3 月
●実施場所：海老名本部
●研究担当：化学技術部　化学評価グループ

ਤ1ɹ࡞੡ͨ͠ਫಓਫඪ४෺࣭
ʢ࿡ՁΫϩϜೱ౓ɿ0�0�1NH�Lʣ

ਤ2ɹ෼ޫޫ౓ܭ
ʢ࿡ՁΫϩϜͷఆྔʣ

ਤ�ɹޫٵࢠݪ෼ੳ૷ஔ
ʢશΫϩϜͷఆྔʣ
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経常研究❹

光触媒反応における中間生成物の分析
―悪臭物質の完全分解にむけて―
●研究期間：令和 2 年 4 月～
●実施場所：溝の口支所
●研究担当：川崎技術支援部　川崎技術支援部　材料解析グループ　

ਤ1ɹޫ৮ഔੑೳධՁ૷ஔͷུ֓ਤ

ਤ�ɹ༹ഔநग़ʹΑΔΨεͷ੒෼෼ੳ

ਤ2ɹενϨϯͱೋࢎԽ୸ૉೱ౓ͷਪҠ

ਤ�ɹΦκϯΛซ༻ͨ͠ͱ͖ͷதؒੜ੒෺

研究概要
ɹѱष๷ࢭ๏ʹఆΊΒΕΔಛఆѱष෺ ʢ࣭22෺࣭ʣͷதʹ͸ɺ
ϕϯθϯ؀Λ༗͢Δ෼ྔࢠͷେ͖͍Խ߹෺͕͋Γ·͢ɻ͜ΕΒ
͸ޫ৮ഔ൓Ԡʹ͓͚Δ෼ղաఔͰதؒੜ੒෺Λੜ੒͢Δ͜ͱ͕
஌ΒΕ͍ͯ·͢ɻޫ৮ഔͷੑೳධՁͰ͸ɺۭؾਗ਼ড়Խͷ؍఺͔
Β΋ɺର৅෺࣭ͷ׬શ෼ղΛ֬ೝ͢Δ͜ͱ͕๬·͘͠ɺதؒੜ
੒෺ͷఆੑɺఆྔԽ͕ٻΊΒΕ·͢ɻͦ͜ͰɺຊڀݚͰ͸ɺ׬
શ෼ղΛݟਾ͑ͨ7OCTʢੑൃش༗ػԽ߹෺ʣ෼ղੑೳධՁํ๏
ͷཱ֬Λ໨తʹɺதؒੜ੒෺ͷఆੑɺఆྔԽʹ͍ͭͯݕ౼͠·
ͨ͠ɻѱष੒෼ͱੜ੒͞ΕΔೋࢎԽ୸ૉʢCO2ʣͷ෼ੳʹ͸ޫ
Իڹ෼ޫ๏Λɺඍྔͳதؒੜ੒෺ͷ෼ੳʹ͸ัू؅ʹΑΔ༹ഔ

நग़Λར༻ͨ͠(C�.S๏Λ༻͍·͠ ʢͨਤ1ʣɻͦͷ݁Ռɺε
νϨϯͷ෼ղྔʹରͯ͠CO2 ͷੜ੒ྔ͸গͳ ʢ͘ਤ2ʣɺCO2

·Ͱ෼ղ͍ͤͯ͞ͳ͍தؒੜ੒෺ͷଘ͕ࠦࣔ͞ࡏΕ·ͨ͠ɻ༹
ഔநग़Λར༻ͨ͠(C�.S๏ʹΑͬͯɺ൓ԠதͷഉؾΨεʹ͸
ϕϯζΞϧσώυؚ͕·ΕΔ͜ͱ͕෼͔Γ·͠ ʢͨਤ�ʣɻ·ͨɺ
ޫ৮ഔͷ൓Ԡ৚݅Λม͑ͨͱ͖ʹੜ੒͢Δதؒੜ੒෺ͷԽֶछ
ʹࠩҟ͕͋Δ͜ͱ͕෼͔Γ·͠ ʢͨਤ�ʣɻຊख๏ʹΑͬͯɺ͜
Ε·ͰͷCO2 ੜ੒ྔΛ௥͏ޫ৮ഔੑೳධՁ͔Β൓ԠߏػʹҰ
า౿ΈࠐΜͩੑೳධՁΛ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ɺޫ৮ഔؔ࿈੡඼ͷ։
ൃɺ଱ੑٱͳͲͷ඼࣭؅ཧ΁ͷԠ༻͕ظ଴Ͱ͖·͢ɻ
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【概要】
ɹѹྗΛม͑ͳ͕Β஠ૉΨεΛࢼྉʹٵணͤ͞ɺͦͷٵணྔ͔
Βൺද໘ੵ΍޸ࡉ෼෍Λଌఆ͢Δ૷ஔͰ ʢ͢ਤ1ʣɻϚΠΫϩ޸ʢ2
ONҎԼͷ޸ࡉʣ΍ϝι޸ʢ2ʙ�0ONͷ޸ࡉʣΛ༗͢Δଟ޸ମ΍
φϊཻࢠͷධՁʹ༻͍·͢ɻ

【成果】
ɹྩ࿨2೥�݄ʹ૷ஔΛಋೖ͠ɺґཔݧࢼ΍੡඼ԽɾۀࣄԽࢧ
ԉۀࣄͰࢧۀاԉʹ໾ཱ͖ͯͯ·ͨ͠ɻ
ɹ͜͜Ͱ͸ɺྩ࿨2೥౓͔Β։ࣇࣛͨ࢝͠ౡٕۀ޻ݝज़ηϯλʔ
ͱͷڞಉڀݚʹ͓͚ΔଌఆྫࣄΛ঺հ͠· ʢ͢Q��΋͝ࢀরԼ
͍͞ʣɻγϥε୆஍ͱͯ͠༗໊ͳՐࢁ෾ग़෺Λݪྉʹ༻͍ͯɺ
ͦͷද໘ʹӷ૬൓ԠʹΑΓθΦϥΠτΛੳग़ͤͨ͞ෳ߹ମΛಘ
Δ͜ͱΛ໨తͱ͢ΔڀݚͰ͢ɻ

ɹਤ2͸ٵணฏߧঢ়ଶͷΨε૬ରѹʹରͯ͠ΨεٵணྔΛϓϩο
τͨ͠άϥϑͰɺٵண౳Թઢͱݺ͹Ε͍ͯ·͢ɻθΦϥΠτෳ
߹ମͷΨεٵணྔ͸ۃ௿ѹͰܹٸʹ্ঢ͍ͯ͠Δ͜ͱ͕෼͔Γ
·͢ɻ͜Ε͸θΦϥΠτ݁থͷࢠݪ഑ྻ͕ܗ੒͢ΔϚΠΫϩ޸
ʹ༝དྷ͠·͢ɻSE.Λ༻͍ͯ΋࡯؍Ͱ͖ͳ͍φϊϝʔτϧα
Πζͷ޸ࡉ෼෍Λղੳ͢Δ͜ͱ΋Ͱ͖·͢ɻ#ETϓϩοτͷ௚
ઢۙࣅʹΑΔൺද໘ੵ͸ɺγϥεݪྉ͕1��N2ʗHɺθΦϥΠ
τෳ߹ମ͕1�0N2ʗHͱٻ·Γ·ͨ͠ɻ

【利用分野】
ɹ͜͜Ͱ঺հͨ͠ྫࣄͷଞʹ΋ɺి஑ɺηϯαʔɺΠϯΫɺޫ
৮ഔɺإྉɺༀ඼ɺԽহ඼౳ɺද໘ͷಛੑ͕ॏཁͳ༷ʑͳࡐྉ
։ൃ΁ͷར༻Λ૝ఆ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ͓ػʹܰؾցɾࡐྉٕज़෦·Ͱ͓໰߹ͤԼ͍͞ɻ

試験計測

比表面積・細孔分布測定装置
海老名本部　機械・材料技術部

ਤ1ɹ#ELSORP�NBYII
 ϚΠΫϩτϥοΫɾϕϧʢגʣ੡ ਤ2ɹٵண౳Թઢͷଌఆࣄ ʢྫૠೖਤ͸SE.૾ʣ
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ɹKISTECͰ͸ɺฏ੒�೥ΑΓి೾҉ࣨɾి࣓೾γʔϧυࣨʹ
͓͍ͯ E.Cʢిཱ࣓྆ੑɿFMFDUSPNBHOFUJD DPNQBUJCJMJUZʣ
͍ͩͨ༺ͷํʹ͝རۀاɺ͜Ε·Ͱɺଟ͘ͷ࢝͠຿Λ։ۀݧࢼ
͍͖ͯ·͕ͨ͠ɺ͜ͷͨͼɺ࠷৽ͷ֨نݧࢼʹద߹ͨ͠์ࣹɾ
఻ಋి࣓քΠϛϡχςΟଌఆγεςϜΛߋ৽͠·ͨ͠ɻ
ɹE.Cݧࢼʹ͸େ͖͘෼͚ͯ2छྨͷ΋ͷ͕͋Γ·͢ɻҰͭ͸ɺ
ݶͰܾΊΒΕͨ֨نΒൃੜ͢Δෆཁͳి࣓ϊΠζ͕͔ثػࢠి
౓஋ҎԼʹऩ·͍ͬͯΔ͔ΛධՁ͢ΔE.IʢEMFDUSPNBHOFUJD 
IOUFSGFSFODFɿి࣓๦֐ʣଌఆɻ΋͏Ұͭ͸ɺ֨نͰܾΊΒΕ
༷ͨʑͳి࣓ϊΠζΛిثػࢠ΁༩͑ͯɺ଱ੑೳྗΛධՁ͢Δ
ΠϛϡχςΟʢJNNVOJUZɿ଱ੑʣݧࢼͰ͢ɻ
์ࣹɾ఻ಋి࣓քΠϛϡχςΟଌఆγεςϜͰ͸ɺແઢి೾ʹ
ର͢ΔຽੜثػɾҩྍثػɾंثػࡌͷΠϛϡχςΟ͕ݧࢼՄ

ೳͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹ༷࢓Λදʹࣔ͠·͢ɻಛ௃ͱͯ͠ɺຽੜثػɾҩྍثػͷ์
ࣹແઢप೾ి࣓քΠϛϡχςΟݧࢼʹ͍ͭͯ͸ɺप೾਺ൣғ͕
�0.)[ʙ�()[·Ͱ֦ு͞Ε͓ͯΓɺ͞Βʹɺҩྍثػͷϫ
ΠϠϨε௨৴ثػʹ͓͚Δݸผप೾਺ͷ͕ݧࢼՄೳͱͳ͍ͬͯ
·͢ɻແઢप೾ి࣓քʹΑͬͯ༠ಋ͢Δ఻ಋ๦֐ʹର͢ΔΠϛϡ
χςΟݧࢼʹ͍ͭͯ͸ɺLANϙʔτɾUS#ϙʔτઐ༻ͷC%N
Λ༻ҙ͠·ͨ͠ɻंثػࡌʹର͢Δ࿏্૸ंߦ ଳҬ์ࣹిڱ
࣓ΤωϧΪʔʹΑΔిؾత๦֐ͷίϯϙʔωϯτํݧࢼ๏
#CIݧࢼʹ͍ͭͯ͸ɺ1.)[ʙ�00.)[ʹ͓͍ͯ200NA·Ͱ
ͷ͕ݧࢼՄೳͰ͢ɻͦͷଞɺ৽͍֨͠نݧࢼͷۙ઀ి࣓քΠϛϡ
χςΟݧࢼʢIEC�1000�����ʣʹ ΋ରԠ͓ͯ͠Γɺۙ๣࣓ిڧ
քͷ͕ݧࢼՄೳͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

新規導入機器

放射・伝導電磁界イミュニティ
測定システム
海老名本部　電子技術部

仕　様

ి೾҉ࣨ಺Ͱͷଌఆ ύϫʔɾΞϯϓ

ຽੜثػɺҩྍثػ

์ࣹແઢप೾ి࣓քΠϛϡχςΟݧࢼ
IEC�1000����ɺIEC�0�01�1�2

ɾ�0.)[ʙ�()[ʹ͓͍ͯ
ɹిքڧ౓1ʙ107�NʢA.�0�ʣ
ɾҩྍثػͷϫΠϠϨε௨৴ثػʹର͢Δ���.)[

�����()[·Ͱͷݸผप೾਺ʹ͓͍ͯిքڧ౓࠷େ2�7�
NʢP.ɺ'.ʣ

ແઢप೾ి࣓քʹΑͬͯ༠ಋ͢Δ఻ಋ๦֐ʹର͢Δ
ΠϛϡχςΟݧࢼ

IEC�1000����ɺIEC�0�01�1�2

ɾ1�0L)[ʙ�0.)[ʹ͓͍ͯ
ɹిѹϨϕϧ1ʙ107ʢA.�0�ʣిݯϙʔτɺLANϙʔτɺ

US#ϙʔτ΁ରԠ

ثػࡌं
࿏্૸ंߦ ଳҬ์ࣹి࣓ΤωϧΪʔʹΑΔڱ

ݧࢼ๏ô #CIํݧࢼͷίϯϙʔωϯτ֐త๦ؾి
ISO11��2��

ɾ1.)[ʙ�.)[ʹ͓͍ͯ
ɹిྲྀϨϕϧ�0ʷ'��ʙ200ʷ'��NA
ɾ�.)[ʙ200.)[ʹ͓͍ͯ
ɹిྲྀϨϕϧ�0ʙ200NA
ɾ200.)[ʙ�00.)[ʹ͓͍ͯ
ɹిྲྀϨϕϧ�0ʷ200�'ʙ200ʷ200�'NA
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試験計測

産業用ネットワーク（CC-Link、FL-net、
MECHATROLINK）の認証試験について
海老名本部　情報・生産技術部

ɹKISTECͰ͸ɺฏ੒1�೥ΑΓCC�LJOLͷݧࢼɺฏ੒1�೥Α
Γ'L�OFUͷݧࢼΛ։͓ͯ࢝͠Γɺۀ࢈༻ωοτϫʔΫͷೝূ
೥ɺ�ͭ໨ͷݩͷ࣮੷Λ஝ੵ͓ͯ͠Γ·͢ɻͦͯ͠ɺྩ࿨ݧࢼ
ͱͯ͠ɺ.EC)ATROLINKʢϝݧࢼωοτϫʔΫͷೝূ༺ۀ࢈
ΧτϩϦϯΫʣͷೝূݧࢼΛ։࢝͠·ͨ͠ɻެઃࢼͰۀ࢈༻ωο
τϫʔΫͷݧࢼΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔؔػ͸ɺKISTEC͚ͩͰ͢ɻ·ͨɺ
͜ΕΒҎ֎ͷۀ࢈༻ωοτϫʔΫͱͯ͠͸ɺ%FWJDFNFUɺ
EUIFSCATɺPRO'I#USͳͲଟ਺͋Γ·͕͢ɺॴ׋ͷஂମ͕ಠ
ࣗʹೝূݧࢼΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ɹ͜͜Ͱɺۀ࢈༻ωοτϫʔΫͱ͸ɺ޻৔ͷੜ࢈ϥΠϯΛ੍ޚ
͢Δίϯϐϡʔλ΍ϩϘοτ΍ηϯαͳͲΛ઀ଓ͍ͯ͠Δઐ༻
ͷωοτϫʔΫͰ͢ɻ࡞ޡಈΛͤͣʹɺ҆શɺ͔ͭɺ҆ఆͯ͠
௨৴Λ͢Δ͜ͱ͕ඞਢͷ৚݅Ͱ͢ɻͦͷͨΊɺͦͷωοτϫʔ
Ϋʹ઀ଓ͢Δ͕ثػɺ֎෦ϊΠζͳͲͷաࠅͳڥ؀৚݅Ͱ΋ਖ਼
ৗʹ௨৴͢Δ͜ͱΛ֬ೝ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻͦΕ͕ɺೝূࢼ
઀ଓޓΘΕɺϋʔυ΢ΣΞɺιϑτ΢ΣΞɺద߹ੑɺ૬ݴͱݧ
ੑͳͲʹ͍ͭͯಈ࡞νΣοΫΛ͍ߦɺج४Λຬͨ͢ͱ߹֨ͱͳ
Γ·͢ɻ
ɹ޻৔ͷੜ࢈ϥΠϯΛ੍͢ޚΔίϯϐϡʔλ͸ɺϓϩάϥϚϒ
ϧϩδοΫίϯτϩʔϥʢPLCʣͱݺ͹ΕɺPLC੍͕͢ޚΔϞʔ
λʔ΍ηϯα͕ଟ਺ʹͳΔͱ഑ઢέʔϒϧ΋૿͍͖͑ͯ·͢ɻ
ͦͷέʔϒϧͷ഑ઢΛলྗԽ͢ΔͨΊʹɺઐ༻ͷωοτϫʔΫ
͕։ൃ͞Ε·ͨ͠ɻল഑ઢʹͳΔͱɺ࢖༻͢Δέʔϒϧͷݮ࡟ɺ
഑ઢۀ࡞ͷলྗԽʹΑΓۀ࡞ϛεͷݮগɺؒ࣌ۀ࡞ͷ୹ॖɺ࡞
ͳ͕Γ·͢ɻͭʹݮͷ࿑ಇܰऀۀ

ɹྫ͑͹ɺਤ1͸ɺCC�LJOLͷݧࢼ૷ஔͰ͕͢ɺ1୆ͷPLCͰɺ
໿�0୆ͷೖग़ྗثػΛ੍͓ͯ͠ޚΓɺ੍ޚ৴߸έʔϒϧΛ࿈
ଓͯ͠઀ଓ͢Δ͜ͱͰɺল഑ઢʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹ·ͨɺۙ࠷ͷۀ࢈༻ωοτϫʔΫ͸ɺΠʔαωοτέʔϒϧ
Λ࠾༻͍ͯ͠Δ΋ͷ͕૿͖͑ͯ·ͨ͠ɻϋʔυ΢ΣΞͷݧࢼͷ
Ұͭͱͯ͠ɺIEEE�02��ʹ͍ͨͮجΠʔαωοτίϯϓϥΠ
Ξϯεςετ ʮʹPASSʯ͠ ͍ͯΔ͜ͱΛ৚݅ͱ͍ͯ͠Δωοτ
ϫʔΫ΋͋Γ·͢ɻਤ2ͷ૷ஔͰɺ͜ͷςετΛ࣮ࢪͰ͖·͢
ͷͰɺͥͻ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ

CC�LJOLͷ࣮ࣨݧ෩ܠ

ਤ1ɹCC�LJOLݧࢼ૷ஔ ਤ2ɹΠʔαωοτίϯϓϥΠΞϯεςετ૷ஔ
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試験計測

化学物質を取り扱う時の安全性を評価するために
化学反応評価装置を導入しました
海老名本部　化学技術部

ɹԽֶ඼ͷ੡଄޻ఔͰ͸ߴ෇ՃՁ஋੡඼ͷ։ൃʹͱ΋ͳ͍ɺ൓
Ԡੑͷ͍ߴԽֶ෺࣭Λ࢖༻ͨ͠Γ൓Ԡ೤ྔͷେ͖͍Խֶ൓ԠΛ
ར༻ͨ͠Γ͢Δ͜ͱ͕૿Ճ͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳ൓Ԡੑ෺࣭
ΛऔΓѻ͏੡଄ɺஷଂ΍༌ૹ͔Βഇغʹ͍ͨΔ޻ఔʹ͓͍ͯɼ
ΛධՁ͓ͯ͠ੑݥةΔͨΊʹ͸෺࣭΍Խֶ൓Ԡͷ͢ࢭΛ๷ނࣄ
͘͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ
ɹKISTECͰ͸Խֶ෺࣭ͷ೤తੑݥةධՁ΍൓ԠੑݥةධՁΛ
Γ·͕͢ɺ৽ͨʹඍখ೤ྔΛଌఆ͢ΔԽֶ൓ԠධՁ૷͓ͯͬߦ
ஔΛಋೖ͠·ͨ͠ɻ
ɹ͜Ε͸Խֶ෺࣭ͷ൓Ԡ΍෼ղʹͱ΋ͳͬͯൃੜ͢Δ೤ྔ΍Թ
౓Λଌఆ͢Δ૷ஔͰ͢ɻΧϧϕܕ೤ྔܭʢC�0ʣʢਤ1ɹࠨʣͱஅ
೤ܕ೤ྔܭʢARCʣʢਤ1ɹӈʣͰߏ੒͞ΕɺҰൠతͳࣔࠩ૸ࠪ೤
೉ͳඍখ೤ྔͷଌఆ΍அ೤৚݅ԼͰࠔʢ%SCʣͰ͸ଌఆ͕ܭྔ
ͷଌఆΛ͜͏ߦͱ͕ՄೳͰ͢ɻ

【特徴】
ɹΧϧϕܕ೤ྔܭ͸Խֶ෺࣭ͷ൓ԠʹΑͬͯൃੜ͢Δ೤ྔΛଌ
ఆ͠·͢ɻࢼྉ༰͕ث௨ৗͷ೤෼ੳ૷ஔʹൺ΂ͯେ͖͍ͨΊɺ
ɺث΍ࠞ߹༰ث΋ີ෧༰ثྉ༰ࢼྉͷଌఆ͕ՄೳͰ͢ɻࢼ߹ࠞ

ѹྗଌఆ༰ثͳͲ͕͋Γ·͢ɻ·ͨɺඍখ೤ྔΛଌఆͰ͖Δͨ
Ίɺ௕ؒظͷ೤త҆ఆੑͷධՁ΍ਁ௮೤ྔଌఆͳͲʹ΋ར༻͞
Ε͍ͯ·͢ɻ
ɹஅ೤ܕ೤ྔܭͰ͸Խֶ෺࣭ͷ൓ԠʹΑͬͯੜͨ͡೤͕ܥ಺ʹ
஝ੵ͢ΔͨΊɺࢦ਺ؔ਺తʹ൓Ԡ͕ਐ͠ߦ·͢ɻͦͷ࣌ͷԹ౓
্ঢͱѹྗ্ঢΛଌఆ͢Δ͜ͱͰ൓Ԡ͕๫૸ͨ࣌͠ͷੑݥةΛ
ධՁ͠·͢ɻ͞Βʹ͜ͷ݁ՌΛ༻͍ͯɺऔΓѻ͍Թ౓৚݅ͷઃ
ఆͳͲʹ΋ར༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ

【用途】
ɾԽֶ෺࣭ͷ೤҆ఆੑͷධՁ
ɾԽֶ൓Ԡʹͱ΋ͳ͏൓Ԡ೤ྔଌఆ
ɾஅ೤൓ԠଌఆʹΑΔ൓Ԡ๫૸࣌ͷ্ঢԹ౓ɼѹྗͷଌఆ
ɾ൓Ԡ޻ఔͷੑݥةධՁͱ҆શରࡦͷݕ౼
ɾԽֶ඼ͷஷଂɼ༌ૹ࣌ͷ؅ཧԹ౓ͷઃఆ

ɹຊ૷ஔ͸ɺެӹஂࡒ๏ਓ+KAʹΑΔ2020೥౓ެઃࢼۀ޻
ցઃඋ֦ॆิॿΛड͚ͯಋೖ͠·ͨ͠ɻػॴ౳ʹ͓͚Δڀݚݧ

ਤ1ɹԽֶ൓ԠධՁ૷ஔʢࠨɿΧϧϕܕ೤ྔܭɺӈɿஅ೤ܕ೤ྔܭʣ
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試験計測

高分子材料のサブミクロン領域における
モルフォロジー評価技術の開発
溝の口支所　川崎技術支援部

【概要】 ɹ͔͠͠ͳ͕ΒɺిݦࢠඍڸͰಘΒΕΔ૾ίϯτϥετ͸ࡐྉ
ɹଞͷࡐྉͱಉ༷ʹߴ෼ࡐࢠྉʹ͓͍ͯ΋ඍߏࡉ଄͸ࡐྉ෺ੑ ͷߏ੒ݩૉʹґଘ͓ͯ͠Γɺܰݩૉ΄Ͳɺ໌ྎͳίϯτϥετ
ͱີ઀ͳ͕ؔ͋܎Γɺඍߏࡉ଄Λ໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱ͸ࡐྉͷػ ΛಘΔͷ͕ࠔ೉ͱͳΓ·͢ɻओ੒෼͕Cɺ)ɺOͱ͍ͬͨܰݩ
ೳੑൃݱϝΧχζϜΛղ໌͢ΔޱࢳͱͳΓ·͢ɻ�N͔ΒON ૉͰ͋Δߴ෼ࡐࢠྉʹ͓͍ͯ͸ɺ͜ͷݦ͕޲܏ஶͰ͋Γɺ௨ৗ
Φʔμʔͷඍߏࡉ଄Λܗଶͱͯ͠௚઀ଊ͑ΔͨΊʹ͸ɺޫֶݦ ͷిݦࢠඍ࡯؍ڸͰ͸े෼ͳ૾ίϯτϥετΛಘΔ͜ͱ͸ࠔ೉
ඍڸͰ͸෼ղೳ͕ෆ଍͢ΔͨΊɺ૸ࠪܕϓϩʔϒݦඍڸ΍ిࢠ Ͱ͢ɻͦ͜Ͱɺ઒࡚ٕज़ࢧԉ෦Ͱ͸ɺߴ෼ࡐࢠྉͷඍߏࡉ଄Λ
ͱ͠ݯ͸ޫڸඍݦࢠిʹΔͷ͕ҰൠతͰ͢ɻಛ͢༺࢖Λڸඍݦ ໌Β͔ʹ͢ΔͨΊɺʮߴίϯτϥετԽٕज़ʯͱʮը૾ղੳٕज़ʯ
෼ղೳΛ༗͓ͯ͠Γɺ͍ߴΊͯۃΔͨΊɺ͍ͯ͠༺࢖ઢΛࢠిͯ ΛԠ༻͠ɺߴ෼ࡐࢠྉʹ͓͍ͯ΋ۚଐ΍ηϥϛοΫεࡐྉͱಉ
଄ɺఴՃߏɺւౡ޸ࡉΔϥϝϥ΍͢܎ؔʹೳੑػྉͷࡐࢠ෼ߴ ༷ʹඍߏࡉ଄ͷ௚઀࡯؍ΛՄೳͱ͢Δٕज़ͷ։ൃΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͢࡯؍ঢ়ଶͳͲΛ௚઀ࢄͷ෼ࡎ

【測定事例】
①：STEM（走査透過電子顕微鏡）によるポリエチレンフィルムの熱溶着不良部のモルフォロジー評価
ɹ༹ணલͷϑΟϧϜͱͷൺֱΛ݁ͨͬߦՌɺ༹ணෆྑϑΟϧϜͷ༹ண໘ʹ͸໌ྎͳք໘͕֬ೝ͞Εɺ͞Βʹϥϝϥͷ഑࢒͕ੑ޲ଘ͠
͍ͯΔ͜ͱ͕Θ͔Γ·͠ ʢͨਤ1ʣɻ

ਤ1�ɹϙϦΤνϨϯϑΟϧϜͷ೤༹ணෆྑ෦ͷϞϧϑΥϩδʔධՁ

②：SEM（走査電子顕微鏡）によるポリプロピレン多孔体の空隙率測定
ɹଟ޸ମAɺ#ͱ͍ͬͨ2छྨͷࢼྉͰۭܺ཰ͷଌఆΛ͍ߦ·ͨ͠ɻߴίϯτϥετԽͱը૾ղੳΛ૊Έ߹ΘͤΔ͜ͱʹΑΓɺϙϦ
ϓϩϐϨϯͷΑ͏ͳCͱ)͔Βߏ੒͞ΕΔࢼྉʹ͓͍ͯ΋அ໘ը૾Λجʹۭܺ཰ͷଌఆΛ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖·͠ ʢͨਤ2ʣ

ਤ2�ɹϙϦϓϩϐϨϯଟ޸ମͷۭܺ཰ධՁ

ɹଞʹ΋ϙϦϚʔΞϩΠ΍ෳ߹ࡐதͷόΠϯμʔ੒෼ͷՄࢹԽͳͲ΋࣮ࢪՄೳͰ͢ɻߴ෼ࡐࢠྉͷඍߏࡉ଄ղੳʹؔ৺Λ͓ͪ࣋ͷํ
͸͓ܰؾʹ઒࡚ٕज़ࢧԉ෦·Ͱ͓໰߹ͤԼ͍͞ɻ
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ɹ৯඼ػೳੑධՁάϧʔϓͰ͸ɺ৯඼ͷػೳੑධՁ๏ͱͯ͠
χϡʔτϦήϊϛΫεͷར༻ͱٕज़೾ٴΛ໨͠ࢦɺݧࢼͷཱҊ
͔Β࡞༻ϝΧχζϜղ໌·ͰͷҰ࿈ͷධՁΛϫϯετοϓʹͯ
·Γ͓ͯͬߦ ʢ͢ਤ̍ʣɻ
ɹ৯඼ʹظ଴͞ΕΔػೳ͸༷ʑͰ͕͢ɺͦͷ৯඼ʹͲͷΑ͏ͳ
Δͷ͔ΛχϡʔτϦࢸʹೳػೳ͕͋Δͷ͔ɺͳͥͦͷΑ͏ͳػ
ήϊϛΫεͷ׆༻ʹΑΓɺͦͷҰ୺Λ໌Β͔ʹ͢Δ͜ͱʹऔΓ
૊ΜͰ͖·ͨ͠ɻ
ɹ͜Ε·Ͱ͸ओʹಈ෺Λର৅ͱ͢ΔݧࢼΛ͖ͯͬߦ·͕ͨ͠ɺ
ۙ೥Ͱ͸ώτΛର৅ͱ͢Δݧࢼ΋࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻϝλϘϦο
ΫγϯυϩʔϜʹର͢Δ࡞༻ͷධՁ΍೴׆ಈʹؔ͢ΔݧࢼΛ࣮
ؔ͢ʹಈ׆Γ·͕͢ɺ͜͜Ͱ͸೴͓ͯ͠ࢪ
Δݧࢼʹ͍ͭͯ͝঺հ͠·͢ɻ
ɹࠓࡢɺ೔ຊਓͷ໿൒਺͕ετϨε΍ർ࿑
Λ͍ͯ͡ײΔͱͷใࠂ΋͋Γɺੜ׆ͷ࣭

ʢ2OLʣ্޲ͷͨΊʹ͸ͦͷվળ͕ٸ຿ͱߟ
͑ΒΕ· ʢ͢ਤ̎ʣɻ೔ʑੜ͡Δർ࿑ɾετ
ϨεͱɺͦΕʹର͢Δ৯඼౳ͷػೳΛධՁ
͢ΔͨΊͷϞσϧͷͻͱͭͱͯ͠ɺ೴׆ಈ
ධՁݧࢼΛཱ֬͠·ͨ͠ɻ͜ͷ೴׆ಈධՁ
՝୊Λ૊Έ߹Θͤۀ࡞ςετ΍ࢉܭ͸ݧࢼ
৯඼·ͨ͸ݧࢼɻ͢·͍ߦηοτͰݧࢼͨ
ରর৯඼ʢϓϥηϘ৯ʣΛઁऔͨ͠ޙɺݧࢼ
ηοτΛෳ਺ճ܁Γฦ͠ɺͦΕʹΑͬͯੜ
͡Δർ࿑ɾετϨεͷ஝ੵঢ়ଶɺࢉܭೳྗ
΍ۀ࡞՝୊਱ߦʹ͓͚Δ൓Ԡؒ࣌౳Λܭଌ

͠·͢ɻ৯඼ؒͰർ࿑౓΍݁ݧࢼՌʹࠩҟ͕͋Δ͔Λൺֱݕ౼
͢Δ͜ͱͰɺݧࢼ৯඼ͷ೴׆ಈ΁ͷӨڹΛධՁ͠· ʢ͢ਤ̏ʣɻ
͜ͷ೴׆ಈධՁݧࢼ๏ΛԠ༻͠ɺࢉܭςετ΍ۀ࡞՝୊਱ߦͷ
੒੷΍ർ࿑౓ͷධՁͱಉ࣌ʹɺ݂ӷͷτϥϯεΫϦϓτʔϜղ
ੳɺ೴೾ܭଌΛ૊Έ߹ΘͤΔ͜ͱͰɺΑΓ؍٬తͳ৽ͨͳධՁ
Δ͜ͱʹ΋औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ͢༺׆ඪͱͯ͠ࢦ
ɹ͔ڀݚૅجΒԠ༻ڀݚ·Ͱɺ͜Ε·Ͱͷ͍ͯͮجʹݧܦαϙʔ
τͯ͠ࢀΓ·͢ɻ͓ܰؾʹ͓໰߹͍ͤͩ͘͞ɻ

評価法開発

「食品機能性評価」グループ
溝の口支所　研究開発部

⾷品�	�
����

��
商品開発

新規事業開発

⾼付加価値化
商品開発

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
⼝

対
象
素
材
の
選
択

新
規
の
機
能
性
を
調
べ
る ヒ

ト
試
験・

成
分

・
細
胞
&
動
物
&
線
虫
な
ど
に
よ
る
評
価

・
組
織
や
血
液
の
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
?
ム

解
析
に
よ
C
て
&
新
規
機
能
性
の
発
見
&

作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
報
告

論
文
発
表
支
援

非
臨
床
研
究
で
見
出
さ
れ
た
機
能
性
を

臨
床
研
究
で
評
価
す
る
た
め
の
支
援

疲労・ストレス
軽減

脳

⾷品疲労・ストレス

⽇本⼈の半数がストレスを感じながら⽣活している
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技術支援
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技術支援

評価法開発
光触媒（抗菌・抗ウイルス）
溝の口支所　研究開発部

ɹޫ৮ഔͷੑೳධՁํ๏͸ɺە߅ɾ߅΢ΠϧεʹݶΒͣɺ௨ৗ
͸ޫܬϥϯϓΛ࢖༻͍ͯ͠·͢ɻҰํͰɺੈքతͳྲྀΕͱͯ͠͸ɺ
ܬʹ଎ٸ఺͔Βɺ؍΍লΤωϧΪʔͷݮର͢Δෛՙͷܰʹڥ؀
ޫϥϯϓ͔ΒLE%র໌΁ͷ੾Γସ͕͑ਐΊΒΕ͍ͯ·͢ɻͦͷ
ͨΊɺޫ৮ഔͷੑೳධՁํ๏ʹ͍ͭͯ΋ɺLE%র໌Λ࢖༻͢Δ
͜ͱ͕՝୊ͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻKISTECͰ͸ɺޫ৮ഔۀ޻ձͱ
ʹۀࣄͷඪ४Խݯޫ%৮ഔͷੑೳධՁͰ༻͍ΔͨΊͷLEޫʹڞ
औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻՄޫࢹLE%ޫݯʹ͍ͭͯ͸ɺฏ੒2�೥౓
ΑΓ�೥ؒΛ͔͚ͯऔΓ૊ΈɺKISTEC͸ՄޫࢹLE%ͱैདྷܕ
ͷඪ४ޫݯʹΑΔޮە߅Ռͷؔ܎ʹ͍ͭͯɺൺֱূݕΛ͍ߦ·

ͨ͠ɻͦͷଞɺଞͷ୲౰ؔػʹΑΔݧ࣮ূݕ౳ΛੵΈॏͶͨޙɺ
ISOࣄ຿ہʹ৽ࡍࠃنඪ४ԽҊͱͯ͠ɺݪҊΛఏग़͍ͯ͠·͢ɻ
ຊ࡞ߘݪ੒࣌఺Ͱ͸ɺݪ֨نࡍࠃҊͱͯ͠৹ٞɺ౤ථதͰ͋Γɺ
ॱௐʹ͍͚͹ɺྩ࿨�೥౓ʹ͸৽͍͠ISOͱͯ͠੒ཱ͢Δݟ௨
͠Ͱ͢ɻ·ͨɺࢵ֎ޫLE%ޫݯʹ͍ͭͯ͸ɺྩ࿨ݩ೥౓ΑΓऔ
Γ૊ΈΛ։͍ͯ࢝͠·͢ɻͪ͜Βʹ͍ͭͯ΋ɺޮە߅Ռͷূݕ
౳Λ௨ͯ͡ɺࢵ֎ޫLE%ޫݯͷඪ४Խʹͭͳ͍͖͍͛ͯͨͱߟ
͍͑ͯ·͢ɻ

ਤ�ɹޫܬϥϯϓͱU7�LE%ʹΑΔྫݧࢼە߅

評価法開発
光触媒（材料評価）
溝の口支所　川崎技術支援部

ɹޫ৮ഔ൓ԠͰ͸ɺO)ϥδΧϧ͕༗ػ෺෼ղʹؔ༩͍ͯ͠Δ
ͱ͑ߟΒΕ͍ͯ·͢ɻO)ϥδΧϧͷੜ੒Λ֬ೝ͠ఆྔ͢Δํ
๏ͱͯ͠ɺैདྷͷԽֶϓϩʔϒ๏Λվྑ͠ɺ൓Ԡ͕͍͖ͯىΔ
ͦͷ৔ͰϦΞϧλΠϜʹධՁ͢Δํ๏Λ։ൃ͠·ͨ͠ɻޫ৮ഔ
൓ԠͷධՁͷΈͳΒͣɺણҡͷඬന޻ఔͳͲɺଅਐࢎԽॲཧΛ

Ԡ༻ͨ͠ۀ࢈શൠʹԠ༻Ͱ͖Δख๏ͱ͍͑·͢ɻ

水を用いて繊維
製品を漂白する
研究で、本法を
用いOHラジカル
を定量した論文

(動画あり)

紫外線照射による
光触媒反応で生成
したOHラジカルと、
テレフタル酸とが
化学反応

蛍光物質である2-ヒドロ
キシテレフタル酸が生成し

425 nmの蛍光を発光

テレフタル酸水溶液に光触
媒粉末を懸濁させた試料

蛍光発光なし

紫外線照射による

励起光(310 nm)照射
↓

蛍光(425 nm)発光
↓

紫外線とオゾン

評価法開発
太陽電池計測
溝の口支所　川崎技術支援部

ɹKISTEC઒࡚ٕज़ࢧԉ෦Ͱ͸ɺฏ੒2�೥౓͔Βࠓ೥౓·Ͱʮߴ
ੑೳɾߴ৴པੑଠཅޫൃిͷൃిίετ௿ٕݮज़։ൃʯͱ͍͏
NE%O�P+ʹࢀը͠ɺʮ৴པੑͷੑ͍ߴೳධՁ๏ͷ։ൃʯͱ͍͏
։ൃΛਐΊ͖ͯ·ͨ͠ɻ۩ମతʹ͸ɺిྲྀͯ͛ܝผςʔϚΛݸ
Ԡ౴͕஗͘ώεςϦγε͕େ͖ͳൃిσόΠεʹରͯ͠ੑݱ࠶
ͷ͍ߴଌఆ๏Λཱ֬͢Δͱ͍͏΋ͷͰ͢ɻ
ɹ௨ৗɺଠཅి஑ͷൃిੑೳ͸I�7ଌఆͱ͍͏ख๏ͰධՁ͞Ε
·͢ɻI�7ଌఆ͸Ұఆִؒؒ࣌ͰిѹΛมԽͤ͞ɺͦͷిѹʹ
ରԠͨ͠ిྲྀ஋Λଌఆ͠ɺిྲྀɾిѹ͔Βग़ྗΛࢉग़͢Δํ๏
Ͱ͕͢ɺԠ౴͕஗͍σόΠεͷ৔߹ɺిྲྀ஋͕҆ఆ͢Δલʹ࣍
ͷిѹ΁Ҡͯ͠͠ߦ·͏͜ͱ͕͋Γɺ͜Ε͕ώεςϦγεΛൃ
ੜͤ͞ΔݪҼͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹKISTECͰ͸ిྲྀ͕҆ఆ͢Δ·Ͱͷؒ࣌ʹண໨͠ɺ҆ఆΛࣗ
ಈ൑ผ͢ΔΞϧΰϦζϜΛ૊ΈࠐΜͩϓϩάϥϜΛ։ൃ͠ɺಛ
ੑͷҟͳΔσόΠεͰ΋҆ఆͯ͠ධՁͰ͖Δख๏Λཱ֬͠·͠
ͨɻ
ɹ۩ ମ త ʹ ͸ %ZOBNJD I�7 ๏ ͱ .PPTʢ.BYJNVN PPXFS 
PPJOU TSBDLJOHʣ๏Ͱ͢ɻ%ZOBNJD I�7๏͸ࣗಈ൑ผϓϩάϥ
ϜΛ૊ΈࠐΜͩI�7ଌఆͰଌఆؒ࣌͸௕͘ͳΓ·͕͢ɺ7PD

ITD
 ''
 PNBYͱଟ͘ͷ৘ใΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖· ʢ͢ਤ1ࢀরʣɻ
Ұํ.PPT๏͸݁থγϦίϯଠཅి஑Ϟδϡʔϧͷ੍ޚ༻ͱ
ʹ͔ۇͷ஋͔ΒࡏݱԽ͞Ε͍ͯΔख๏ͰɺిѹΛ༺࣮ʹطͯ͠
มԽʢʶ϶7ʣ͞ ͤͨͱ͖ͷग़ྗΛൺֱ͠ɺ͍ߴ஋Λࣔ͢ిѹ΁

Ҡ͢ߦΔ͜ͱͰৗʹ࠷େग़ྗ఺Λ௥ඌ͢Δํ๏Ͱ͕͢ɺϖϩϒ
εΧΠτଠཅి஑͸͔ۇͳిѹมԽͰ΋ώεςϦγεΛൃੜ͞
ͤΔͨΊɺిྲྀͷ҆ఆԽ൑அ͚ͩͰͳ͘ਤ2ʹࣔ͢Α͏ʹ૟Ҿ
࠶ΛՃ͑·ͨ͠ɻ͜ͷํ๏ʹΑΓɺଌఆͷํ͑ߟΛଗ͑Δ޲ํ
ɺ੡඼ʹج͸͜ͷଌఆํ๏Λޙࠓɻͨ͠·্͠޲ʹେ෯͕ੑݱ
ධՁ΁ల։Ͱ͖ΔΑ͏র౓มԽΛ൐͏ڥ؀Լʹ͓͚Δଌఆํ๏
ͷ։ൃʹऔΓ૊ΜͰ͍͖͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ਤ1ɹ%ZOBNJD I�7๏ʹΑΔଌఆ݁Ռྫ

ʢBʣɹ௨ৗͷిѹมԽ ʢCʣɹ2ஈ֊ਐΊͯ1ஈ֊໭͢૟Ҿ

ਤ2ɹిѹ૟Ҿํ޲ͷུ֓ਤ
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事業化支援

事業化支援の概要

製品開発や商品化を促進する事業化支援

支援メニューと成果事例

事業化に至る各ステージを様々な事業を通じ支援します

　KISTECでは、さまざまな支援メニューを通じて、中小企業等の事業化に向けた総合的な支援を行う
ため、商品企画開発段階から販路を見据えた製品開発を促進する製品開発支援、製造分野におけるIoT
技術導入支援、デザイン支援、製品開発における知的財産権の活用を促進する知的財産支援を実施して
います。

■ 製品開発支援（P.41）
　新製品の開発や新事業を目指す中小企業に対し、「製品化支援」・「事業化支援」の両面からの支援を行
います。

■ 生活支援ロボットデザイン支援（P.42）
　ユーザーに優しい生活支援ロボットの早期商品化を促進するために、開発のコンセプトづくりから
製品の完成度を高める一連の総合的な支援をデザイン事業者とともに実施します。

■ IoT技術導入支援（P.46～47）
　中小企業のIoT導入を「知る」、「試す」、「使う」、「育てる」、「守る」の5つのステップで支援します。

■ デザイン支援（P.47）
　企業の製品や商品の「魅力を高める」ことや、「価値を伝える」ことを目指し、デザインの相談や開発、
研修・セミナーの開催等をとおして、プロダクトデザインやグラフィックデザインを支援します。

■ 知的財産支援（P.48）
　技術相談と知的財産権に関する相談を連携させて、知財を通じた中小企業等のマッチングや特許等
の情報提供により、企業の知的財産権の活用を支援します。

■ その他の支援メニュー
　研究開発（P.9～32）や技術支援（P.33～39）で紹介したKISTECの技術を活用し、事業化を目指す企
業の支援を行っています。

KISTECの支援を活用し、令和２年度に製品化された代表的な事例を紹介します。（P.43～45）

研究開発 技術支援 製品開発 性能評価 事業化
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確かな基礎研究を
踏まえた製品開発

援
支
化
品
製

製品化段階の技術課題に対して、KISTEC職員
が技術サポートします。
また、開発に必要な試験分析費用と設備機器
使用料が一部免除になります。

階
段
究
研
礎
基

　
　 ↓

　
　

階
段
発
開
究
研

　
　 ↓

　
　

階
段
化
品
製

技術サポートの様子

point0３

試験分析費、
機器使用料の一部免除

試験分析費、設備機器使用料に
ついて一部免除します。

性能試験の実施風景

KISTEC研究所を
開発拠点

KISTEC 研究所内の製品開発室
を使用し、開発の拠点とするこ
とも可能です。

point0２

point01

技術職員の
技術サポート

技術課題に対応出来る担当職員
を決めて、技術サポートします。

point0４

知的財産相談
知的財産（特許、商標、意匠、
ノウハウ）に関わるご相談に対
して、適切なアドバイスを行い
ます。

point0５

展示会等への
出展支援

開発製品を展示会等へ出展し、
企業ＰＲを行います。

展示会の様子

知財相談イメージ

製品開発室（約57㎡）

援
支
化
業
事

売れる商品の仕組みづくり

「売れる商品づくり」を目指す企業に対し、総合
支援（技術・デザイン・経営）を実施します。企
業の商品開発段階に応じて、事業構想、商品企
画、調査、デザイニング、販路開拓等の支援（一部
企業負担）を実施します。

成
達
の
化
業
事
・
化
品
製
い
高
の
力
争
競 menu

＊ものづくりデザイン経営セミナーの開催

・商品企画策定サポート

・デザイン製作サポート

・市場調査

・テストマーケティング

・販路開拓

・企業マッチング

事業概要
ɹ৽੡඼ͷ։ൃ΍৽ۀࣄΛΊ͟͢ݝ಺ͷதখۀاʹର͠ɺ
KISTECͷอ༗ٕज़΍ઃඋثػΛ׆༻͠ɺٕज़ɾσβΠϯɾܦ
Ӧɾۚ༥౳ͷ૯߹ࢧԉΛ͢Δ͜ͱʹΑΓɺڝ૪ྗͷ͍ߴ੡඼Խɾ
Խͷୡ੒Λଅਐ͠·͢ɻۀࣄ

支援の流れ
ɹۀاͷ։ൃஈ֊ʹԠͯ͡ɺʮ੡඼ԽࢧԉʯʮۀࣄԽࢧԉʯΛ༻ҙ
͠ɺ࠷దͳࢧԉΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

令和2年度の活動
ɾ੡඼Խࢧԉɹ�݅
ɹʢ੡඼։ൃࣨ࢖༻՝୊�݅ɾ௨ॴ՝୊�݅ʣ
ɾۀࣄԽࢧԉɹ�݅
ɾൢ࿏։୓ࢧԉʢలࣔձɾPRηϛφʔɿ2ܭճʢߴਫ਼౓ɾ೉Ճ

ज़ల2020ɺςΫχΧϧγϣ΢ϤίϋϚ2021ʣʣٕ޻
ɾεΩϧΞοϓηϛφʔͷ։࠵ʢ΋ͷͮ͘ΓσβΠϯܦӦηϛ

φʔɿܭ�ճʢ12݄1೔ۀࣄԽଅਐϑΥʔϥϜʮϏδωεΛ
ԁ׈ʹਐΊΔ ஌͓͖͍ٕͬͯͨज़ܖ໿ͷϙΠϯτ�ʯʢւ࿝
໊ຊ෦ɾΦϯϥΠϯʣɺ1݄2�೔ʮͲ͔͜Β͸͡ΊΔʁΦʔ
ϓϯΠϊϕʔγϣϯ ਪਐɾϩۀࣄ૑ʹΑΔڞΒֶͿ͔ྫࣄ
ϘοτʷITʷσβΠϯ�ʯʢK�NICɾΦϯϥΠϯʣɺ2݄12೔ʮ঎
඼νϥγ࡞੒͔ΒֶͿσβΠϯ͸͡ΊͷҰาʮ఻͑Δʯ͔ Βʮ఻
ΘΔʯ�ʯʢւ࿝໊ຊ෦ɾΦϯϥΠϯʣʣ

製品化・事業化支援

ज़ల2020 ONLINEɹόʔνϟϧϒʔεٕ޻ਫ਼౓ɾ೉Ճߴ

ྫࣄԉࢧ
ॴڀݚʣ೔ຊԽֶגɿʢۀاԉࢧ
ϊʔζΫογϣϯͷ೤෼ੳɾ
ύοέʔδσβΠϯ
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事業概要
ɹ঎඼ͷߴ෇ՃՁ஋Խɺࢢ৔ڝ૪ྗڧԽΛਤΔͨΊɺ։ൃͷॳ
ԉϩϘοτͷૣࢧ׆ɺੜ͠༺׆ʹஈ֊͔ΒσβΠϯΛઓུతظ
ɻ͢·͍ͯ͠ࢪԉΛ࣮ࢧ͚ͨ޲ʹԽۀࣄ঎඼Խɾظ
ɹKISTEC͸ۀاͷ՝୊ʹ൐૸͠ͳ͕Β੡඼ԽɾۀࣄԽʹ͚޲
ɻ͢·͍ͯͬߦԉΛࢧͨ

支援の流れ
ɹƫ ͷ։ൃςʔϚืूۀا çMˠ ƫ σβΠϯऀۀࣄͱͷϚονϯά çMˠ 
ƫσβΠϯϓϩϙʔβϧืू çMˠ ƫç৹ ɾࠪ࠾୒ çMˠçƫ ԉ಺༰ࢧ
౳ͷܾఆ˞ çMˠ ƫʮ঎඼ԽଅਐϞσϧۀࣄʯͱͯ͠ࢧԉᴹ
˞։ൃۀاɺσβΠϯऀۀࣄɺKISTEC ͷ�ऀʹΑΓٞڠɾܾ

ఆ͠·͢ɻ

支援スキーム
ɹ͕͞ΈϩϘοτۀ࢈ಛ۠ͱ࿈ܞɺ૯߹తσβΠϯࢧԉɺۀا
ͱͷٕज़࿈ܞɺ̙̏ϓϦϯλʔʹΑΔࢧ࡞ࢼԉɺϢʔβʔώΞ
Ϧϯάɺ஌ࡒઓུࢧԉͳͲ
ˎσβΠϯҕୗඅɺ஌ࡒઓུίϯαϧςΟϯάҕୗඅɺ̙̏ϓ

Ϧϯλʔ଄ܗඅʢҰ෦ʣΛKISTEC͕ෛ୲͠·͢ɻ

令和2年度の活動
ɾ঎඼ԽଅਐϞσϧۀࣄʢ̏݅ʣ
ɾϢʔβʔώΞϦϯά
ɾ஌ࡒઐ໳ՈʹΑΔ஌ࡒઓུࢧԉʢ஌ࡒઓུίϯαϧςΟϯάʣ
ɾ৘ใൃ৴ɺςετϚʔέςΟϯάɺൢ࿏։୓ࢧԉʢలࣔձɿ

ల2020ʢ͔ͳ͕ΘϩϘοτΠϊϕʔ޻ਫ਼౓ɾ೉Ճߴճʢ̎ܭ
γϣϯ2020ʣɺςΫχΧϧγϣ΢ϤίϋϚ2021ʣʣ

令和2年度商品化支援事例
։ൃࢧԉۀاɿίʔϫςοΫʢגʣ
ɹਫ೉ٹॿࢧԉਫ཮྆༻ंͷ੡඼Խʹ͚ͯ޲ɺϢʔβʔͷຊ࣭త
Ձ஋Λ୳ΔͨΊʹਫ೉ٹॿۀ຿Λ୲͏ػ ʢؔখాࢢݪফ๷ຊ෦ɾฏ
௩ࢢফ๷ຊ෦ʣͷྗڠΛಘͯɺϢʔβʔώΞϦϯάΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
ਫ೉ٹॿۀ຿ͷཁ݅΍ɺं྆ͱͯ͠Ͳ͏͋Δ΂͖͔Λݕ౼͠ɺσ
βΠϯͷجຊߏ૝Λ׬੒ͤ͞·ͨ͠ɻ

生活支援ロボットデザイン支援

ϢʔβʔώΞϦϯά
ʢখాࢢݪফ๷ຊ෦ʣ

ϢʔβʔώΞϦϯάɹ܇࿅࡯ࢹ
ʢฏ௩ࢢফ๷ຊ෦ʣ

ίϯηϓτσβΠϯC(
˞ҙঊొ࿥ࡁΈ

令和２年度支援テーマ

テーマ名 開発企業 デザイン事業者

長時間の立ち仕事をサポートする外側フレーム
型下肢支持ロボットのデザイン開発 アルケリス株式会社 西村拓紀デザイン株式会社

水難救助支援水陸両用車の製品化 コーワテック株式会社 株式会社ホロンクリエイト

開発型サービスロボット開発企業のビジネスモ
デル構築 株式会社アサイ・エンジニアリング 株式会社コンセント
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❶課題　　❷KISTECの支援内容　　❸「事業化に至るステージ」のうち、どのステージを支援したか。［研究開発 → 技術支援 → 製品開発 → 性能評価 → 事業化］　　
❹KISTECの支援メニュー

UV空気除菌装置「Viruless Air（ウィルレス エア）」の商品化支援
⁞ɹʮ7JSVMFTT AJSʢ΢ΟϧϨε ΤΞʣʯ͸ࣨ಺ʹઃஔ͠ɺۭؾதͷআەΛ͏ߦ૷ஔͰ͢ɻ৽ܕίϩφ΢

ΠϧεʹରԠͨ͠঎඼ͱͯ͠εϐʔσΟͳ঎඼ԽΛਪਐ͢ΔͨΊɺᝑମσβΠϯɺٕज़ίʔσΟωʔ
τɺە߅ɾ߅΢ΠϧεੑೳධՁ౳ͷ՝୊͕͋Γ·ͨ͠ɻ

 ɹᝑମσβΠϯͷσβΠϯΞυόΠεʹΑΔϒϥογϡΞοϓΛ͏ߦͱͱ΋ʹɺU7ϥϯϓ౳ͷࢿ
΢߅ɻ·ͨɺόΫςϦΦϑΝʔδΛۭؒதʹ෾ໄͨͨ͠͠·͍ߦௐୡʹؔΘΔίʔσΟωʔτΛࡐ
ΠϧεੑೳධՁݧࢼΛ࣮͠ࢪɺ΢Πϧεͷෆੑ׆ԽΛ֬ೝ͢Δ͜ͱͰ੡඼ԽΛࢧԉ͠·ͨ͠ɻ

⁠ɹ੡඼։ൃɺੑೳධՁɺۀࣄԽɹ⁡ɹܭݧࢼଌɺσβΠϯࢧԉ
■支援先企業　株式会社MEMOテクノスɹIUUQT���XXX�NFNPUFDIOPT�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹڀݚ։ൃ෦çޫ৮ഔάϧʔϓɺۀࣄԽࢧԉ෦çاըࢧԉ՝çۀࣄԽଅਐάϧʔϓ

機能を強化した白髪ケア製品「SUNAスカルプエッセンスダブルブラック」の開発
⁞ɹࢧԉઌۀاͰ͸ɺ২෺༝དྷͷػೳ੒෼Λಠٕࣗज़ͰφϊཻࢠԽ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ಄ൽ΁ͷਁ

ಁੑͷ͍ߴന൅έΞ੡඼Λ։ൃ͠ൃച͖ͯ͠·ͨ͠ɻ͜ͷ੡඼ʹ͸ɺಛڐऔಘࡁΈͷΦϦδφ
ϧ২෺੒෼λϥλϯχϯ͕഑߹͞Ε͍ͯ·͕͢ɺࠓճߋʹന൅έΞޮՌΛߴΊΔͨΊͷ৽੒෼
ϜΫφΛ഑߹͢Δ՝୊ʹऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻ

 ɹϜΫφ͸ന൅ͷࠇ൅ԽʹۃΊͯ༗ޮͰ͋Δ͜ͱ͕෼͔͍ͬͯ·͕ͨ͠ɺཻࢠதʹۉҰʹอ
ͭ͜ͱ͕೉͍ͨ͠Ίɺ͜Ε·Ͱ੡඼ʹಋೖ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜͰͨ͠ɻࠓճɺࢧԉઌۀا
ͷڀݚʹΑΓϜΫφΛφϊཻࢠதʹ҆ఆͯ͠ۉҰʹอͭ͜ͱʹ੒ޭ͠ɺ಄ൽ༻εΧϧϓΤο
ηϯεʹϜΫφΛ഑߹͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻKISTECͰ͸ɺφϊཻࢠͷ҆ఆੑ΍ཻܘͷධՁΛ͍ߦɺ੡඼ԽΛࢧԉ͠·ͨ͠ɻ

⁠ɹ੡඼։ൃɹ⁡ɹܭݧࢼଌ
■支援先企業　株式会社NILɹIUUQT���OJM�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹػցɾࡐྉٕज़෦çφϊࡐྉάϧʔϓ

タフチタンKの心肺蘇生時の胸骨圧迫における圧力分散の特性評価（曲げ荷重）
⁞ɹ৺ഏોੜ๏ͷ৺ଁϚοαʔδʹ͓͍ͯɺࠎڳѹഭʹΑΓڳ෦ͷં͕ࠎΕΔϦεΫ͕͘ߴͳ

Δͱ͍ΘΕ͍ͯ·͢ɻ͜ͷંࠎϦεΫ௿ݮΛ໨తͱͨ͠ѹྗ෼ࢄσόΠεΛ։ൃ͢Δʹ͠ࡍɺ
։ൃ͕͠ۀاԉઌࢧ ʮͨλϑνλϯKʯʢϓϨʔτʣͷ͛ۂՙॏʢԠྗʣσʔλΛऔಘ͢Δඞཁ͕͋
Γ·ͨ͠ɻ

 ɹࢧԉઌ͕ۀا։ൃ͠ ʮͨλϑνλϯKʯͷ͛ۂՙॏʢԠྗʣಛੑΛௐ΂ΔͨΊɺKISTECʹ͓͍ͯɺ
�఺ݧࢼ͛ۂΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻಉ࣌ʹɺΞϧϛχ΢Ϝ߹ۚ൘ʢA�0�2ʣٴͼ७νλϯ൘ʢ+IS1छʣ
ͱ͛ۂ ͨΘΈಛੑΛൺֱͨ͠ͱ͜Ζɺ͛ۂՙॏʢԠྗʣͷσʔλͰ֓Ͷ2ഒҎ্ͷಛੑͱ͕ۂ
Γܗঢ়ͷ෮͕֬ݩೝग़དྷ·ͨ͠ɻ

⁠ɹੑೳධՁɹ⁡ɹܭݧࢼଌ
■支援先企業　川本重工株式会社ɹIUUQ���XXX�LBXBNPUP�IJ�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹػցɾࡐྉٕज़෦çࡐྉධՁάϧʔϓ

紫外線レーザーによるレーザーリフトオフ装置
⁞ɹߴਫ਼౓Ͱߴ଎දࣔΛ͏ߦϑϨΩγϒϧσΟεϓϨΠͷߏ੒෦඼ʹϑΟϧϜσόΠε͕͋Γ·͢ɻ

͜ͷσόΠε͸ɺΨϥεج൘্ʹϑΟϧϜΛ੒ޙͨ͠ܗɺϑΟϧϜΛج൘͔Βണ཭ͯ͠࡞੡͠·͢ɻ
ണ཭ͷࡍɺμϝʔδ͕গͳ͘ޮߴ཰ͳϨʔβʔΛ༻͍ͨํ๏͕஫໨͞Ε͍ͯ·͕͢ɺ͞ΒͳΔμϝʔ
δͷ௿͕ݮ՝୊Ͱͨ͠ɻ

 ɹμϝʔδͷগͳ͍ϑΟϧϜσόΠεΛ࡞੡͢ΔͨΊɺج൘͔Βണ཭͢Δ޻ఔʢϨʔβʔϦϑτΦϑʣ
ʹ͓͍ͯ՝୊ͱͳ͍ͬͯΔɺϑΟϧϜ͔Βൃੜ͢ΔύʔςΟΫϧͷঢ়ଶΛ͠࡯؍·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռ
͔Βɺࢵ֎ઢϨʔβʔͷϏʔϜܗঢ়ϑϥοτԽΛॿ͠ݴɺ͞ΒͳΔμϝʔδ௿ݮΛՄೳͱͨ͠੡඼
Խ͕࣮͠ݱ·ͨ͠ɻ

⁠ɹۀࣄԽɹ⁡ɹٕज़։ൃडୗ
■支援先企業　株式会社クォークテクノロジーɹIUUQ���XXX�RVBSL�UFD�DPN�
■KISTEC問合せ先ɹిٕࢠज़෦çిࡐࢠྉάϧʔϓ

7JSVMFTT AJSʢ΢ΟϧϨεçΤΞʣ

�఺ݧࢼ͛ۂʢݧࢼ඼Λͨ͛ۂঢ়ଶʣ

ઢϨʔβʔϦϑτΦϑ૷ஔ֎ࢵ

২෺༝དྷػೳ੒෼φϊཻࢠΠϝʔδ
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❶課題　　❷KISTECの支援内容　　❸「事業化に至るステージ」のうち、どのステージを支援したか。［研究開発 → 技術支援 → 製品開発 → 性能評価 → 事業化］　　
❹KISTECの支援メニュー

仏壇のデザイン
⁞ɹࢧԉઌ͕ۀا঎඼ԽΛਐΊ͍ͯͨ෹ஃʢڙཆ୆ʣ͸ɺ೔ৗۭؒʹೃછΈ΍͍͢γϯϓ

ϧͳσβΠϯͱݶΒΕͨεϖʔεʹ΋ஔ͖΍͍͢ίϯύΫτͳσβΠϯͷ࣮͕ݱ՝୊
ͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ

 ɹγϯϓϧͳσβΠϯ͸ɺ࣌ͱͯ͠ຌ༱ͳσβΠϯʹͳͬͯ͠·͏Մೳੑ͕͋Γ·͢ɻ
͜ͷղܾʹࢧ͚ͯ޲ԉઌۀاͱσβΠϯͷଧͪ߹ΘͤΛ͍ߦɺݕ౼ΛॏͶͨ݁Ռɺʮ൘
ͷߏ੒ʹΑΓଘײࡏΛڧௐͨ͠σβΠϯʯʮแ·Εͳ͕Β΋։์ײͷ͋ΔϑϨʔϜʹΑ
ΔσβΠϯʯʮϛχϚϧͳσβΠϯʯͷ̏छྨͷσβΠϯΛ׬੒ͤ͞·ͨ͠ɻ

⁠ɹ੡඼։ൃɹ⁡ɹσβΠϯࢧԉ
■支援先企業　株式会社クローネɹIUUQT���CVUTVEBO�LBVOJT�DPN�
■KISTEC問合せ先ɹ৘ใɾੜٕ࢈ज़෦çσβΠϯɾઃܭάϧʔϓ

水車ランナ軸の強度計算
⁞ɹਫྗൃిͰ͸ɺਫंͷճసΛར༻ͯ͠ిؾΤωϧΪʔΛൃੜͤ͞·͢ɻࢧԉઌۀا

͸ʢμϜͷݐઃΛඞཁͱ͠ͳ͍ʣখਫྗൃిઃඋͷઃܭɺ੡࡞Λۀࣄͱ͓ͯ͠Γɺਤ໘
͔Βͷ̏%Ϟσϧ࡞੒ͱɺਫंϥϯφʢӋࠜंʣ࣠ ͷڧ౓΍มܗͷγϛϡϨʔγϣϯ͕
՝୊Ͱͨ͠ɻ

 ɹKISTECͰ͸ɺਫंϥϯφ࣠ͷ̏%Ϟσϧ࡞੒ͱਫंͷར༻ঢ়͔گΒਪఆͨ͠ਫं
ϥϯφ࣠ʹՃΘΔ࠷େՙॏΛجʹɺෳ਺ͷ৚݅Ͱߏ଄ղੳΛ͍ߦ·ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɺ
มٴྔܗͼ૬౰Ԡྗͷ࠷େ஋ͱɺ૬౰Ԡྗͷूத͢Δ෦෼ʢഁଛ͢Δ৔߹ɺͦͷՄೳ
΋େ͖͍෦෼ʣΛ֬ೝ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ࠷͕ੑ

⁠ɹٕज़։ൃɹ⁡ɹٕज़։ൃडୗ
■支援先企業　田中水力株式会社ɹIUUQ���XXX�UBOBLBIZESP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹ৘ใɾੜٕ࢈ज़෦çσβΠϯɾઃܭάϧʔϓ

ハイバックチェア（木製）の製作
⁞ɹ໦੡Ҝࢠͷ੡඼։ൃʹ͓͍ͯ͸ɺڧ౓΍඼࣭Λ֬อ͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ͕͢ɺಉ࣌ʹ

ҙঊੑͷ͍ߴ΋ͷΛ໨ͯ͠ࢦ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻෳࡶͳܗঢ়ʹͳΔͱɺෳ਺ͷύʔπʹ
෼͚ͯՃޙͨ͠޻ɺ૊ΈཱͯΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ͜ͷ৔߹ɺҰͭҰͭΛखՃ޻Ͱ૊্
͛ΔͨΊɺ޻ఔ਺͕ଟ͘ͳΔ͜ͱ͕՝୊Ͱͨ͠ɻ

 ɹKISTECͰ͸ɺলྗԽΛਤΔͨΊʹNCϧʔλͰͷՃ޻ΛఏҊ͠ɺՃํ޻๏ͷূݕ
ͱNCϓϩάϥϜ࡞੒Λ͍ߦ·ͨ͠ɻҜࢠͷ̏ݩ࣍σʔλΛ࡞੒͠ɺNCՃ޻ͷঢ়گ
ΛγϛϡϨʔγϣϯ͠ͳ͕ΒɺՃ্޻ͷ໰୊఺Λ༧ଌ͠·ͨ͠ɻͦͷޙɺ੡ऀ࡞ͷํ
΁ͷώΞϦϯάͱ࡞ࢼՃ޻Λͯܦɺ࠷ऴతͳNCՃํ޻๏Λܾఆ͠·ͨ͠ɻ

⁠ɹ੡඼։ൃɹ⁡ɹܭݧࢼଌ
■支援先企業　有限会社コラボレɹIUUQT���XXX�DPMMBCPSF�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹ৘ใɾੜٕ࢈ज़෦ç࡞ࢼՃ޻άϧʔϓ

新規開発シール材付きプリーツマスクの商品化支援
⁞ɹࢧԉઌۀا͸ɺγʔϦϯάίϯύ΢ϯυͷࡐྉϝʔΧʔͱͯ͠ɺ৽ͨͳϚʔέοτΛ։୓͢ΔͨΊʹγʔ

ϧࡐʢϊʔζΫογϣϯʣ෇͖ϓϦʔπϚεΫ੡඼ͷ։ൃʹணख͠·ͨ͠ɻ։ൃʹ͠ࡍɺϚεΫʹృ෍͠
ͨγʔϧࡐͷੑೳධՁ΍ɺ঎඼Խʹ͚ͨ޲ύοέʔδσβΠϯ͕՝୊ͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ

 ɹKISTECͰ͸ɺγʔϧࡐ෇͖ϓϦʔπϚεΫͷੑೳධՁͷաఔʹ͓͍ͯɺγʔϧࡐͷ೤෼ੳΛ͏ߦͱͱ
΋ʹɺՁ஋ʹݟ߹͏঎඼Խʹ͚ͨ޲σβΠϯࢧԉʢϒϥϯσΟϯάɺϩΰσβΠϯɾύοέʔδσβΠϯɾ
ΩϟονίϐʔσβΠϯ౳ʣΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

⁠ɹ੡඼։ൃɺੑೳධՁɺۀࣄԽɹ⁡ɹܭݧࢼଌɺٕज़։ൃडୗɺσβΠϯࢧԉ
■支援先企業　株式会社日本化学研究所ɹIUUQT���XXX�OJLLBLFO�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹۀࣄԽࢧԉ෦çاըࢧԉ՝çۀࣄԽଅਐάϧʔϓɺԽֶٕज़෦ç৽ΤωϧΪʔάϧʔϓ

ϋΠόοΫνΣΞʢSC)�01ʣશܠ

ύοέʔδσβΠϯ

൘ͷߏ੒ʹΑΓଘײࡏΛڧௐͨ͠σβΠϯ

଄ղੳʢ૬౰Ԡྗ෼෍ʣߏ

��

ࣄ
ۀ
Խ
ࢧ
ԉ

事業化支援 製品開発支援　事例紹介⑤～⑧
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❶課題　　❷KISTECの支援内容　　❸「事業化に至るステージ」のうち、どのステージを支援したか。［研究開発 → 技術支援 → 製品開発 → 性能評価 → 事業化］　　
❹KISTECの支援メニュー

日本酒の品質向上
⁞ɹ఻౷తͳʮੜ㭧ʢ͖΋ͱʣ଄Γʯ͸ඇৗʹखؒՋֻ͕͔Δৢ଄ํ๏Ͱɺຯɾ߳ΓʹਂΈ͕͋Γ·͢

͕ɺͳͥͦ͏ͳͷ͔ཧ༝͸໌֬ʹ͞Ε͍ͯ·ͤΜɻͦ͜Ͱɺʮੜ㭧଄Γʯͱࡏݱओྲྀͷʮ଎ৢ଄Γʯ
ʹΑΔਗ਼ञͷ߳ຯ੒෼Λ෼ੳɾൺֱ͠ɺৢ଄ํ๏ͱ෩ຯͷؔੑ܎ͷղ໌ΛࢼΈ͍ͨͱͷ͝૬ஊ͕
͋Γ·ͨ͠ɻ

 ɹਗ਼ञͷ߳ຯ੒෼Λ෼ੳͨ͠ͱ͜Ζɺʮੜ㭧଄ΓʯͰ͸ɺ༡཭Ξϛϊ͕ࢎଟؚ͘·Εɺಛʹۤຯܥ
Ξϛϊ͕ࢎଟ͍͜ͱ͕෼͔Γ·ͨ͠ɻ͜ͷ݁ՌΛجʹ੡଄޻ఔΛݕ౼͠ɺʮ७ถେۛৢ ͍ͮΈڮ
ָ෩෣ ��ˋ ੜ㭧ʯ͕ ϑϥϯεͷ೔ຊञίϯΫʔϧKVSB.BTUFSͰϓϥνφ৆Λड৆͠·ͨ͠ɻ

⁠ɹ੡඼։ൃɹ⁡ɹ੡඼ԽɾۀࣄԽࢧԉۀࣄ
■支援先企業　泉橋酒造株式会社ɹIUUQT���J[VNJCBTIJ�DPN�
■KISTEC問合せ先ɹԽֶٕज़෦çόΠΦٕज़άϧʔϓ

殺菌用紫外線照射器 UVC201の性能評価
⁞ɹࢵ֎ઢরࣹʹΑΔەࡴͰ͸ɺ࢖༻͢Δ೾௕΍র౓ɺੑەࡴೳΛ֬อ͢ΔͨΊͷরࣹڑ཭΍র

Λ։ൃثઢরࣹ֎ࢵͷ్༺ەࡴɺ͍͓ͯʹۀاԉઌࢧͷ೺Ѳ͕ॏཁͳཁૉͱͳΓ·͢ɻࣹؒ࣌
͢Δʹ͋ͨΓɺ্هͷΑ͏ͳੑೳධՁ͕՝୊ͱͳΓ·ͨ͠ɻ

 ɹ੡඼ͷ೾௕ٴͼর౓Λ͢ূݕΔͨΊɺ෼ޫ์ࣹর౓ܭΛ༻͍ͯɺ͋Δଌఆڑ཭Ͱͷ์ࣹর౓
ͱൃޫεϖΫτϧΛଌఆ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺे෼ͳੑەࡴೳ͕ग़Δরࣹڑ཭ͱরࣹؒ࣌Λ֬ೝ͢
ΔͨΊɺେ௎ࢵʹە֎ઢΛরࣹ͢ΔྗەࡴධՁݧࢼΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

⁠ɹੑೳධՁɹ⁡ɹܭݧࢼଌ
■支援先企業　マイクロ・スクェア株式会社ɹIUUQT���XXX�NJDSPTR�DPN�
■KISTEC問合せ先ɹ઒࡚ٕज़ࢧԉ෦çଠཅి஑ධՁάϧʔϓɺԽֶٕज़෦çόΠΦٕज़άϧʔϓ

床面ひび割れ検知ロボット（FloorDoctor）の高速化
⁞ɹຊ੡඼͸ɺ෺ྲྀ૔ݿ౳ʹ͓͍ͯɺίϯΫϦʔτচ໘ͷͻͼׂΕ౳ͷը૾ΛҐஔ

৘ใͱಉ࣌ʹऔಘ͠ɺߏ଄෺ͷਤ໘ͱॏͶ߹Θͤͯग़ྗͰ͖ΔϩϘοτͰ͢ɻࣸ
ਅࡱӨʹ͋ͨΓɺετϩϘΛ࢖༻͍ͯ͠ΔʢLE%র໌Ͱ͸ޫྔෆ଍ʣͨ Ίɺ໿̎
ඵͷετϩϘνϟʔδ͕ؒ࣌ඞཁͱͳΓɺࡱӨ଎౓ͷݶʹ্޲ք͕͋Γ·ͨ͠ɻ

 ɹٕज़ϚονϯάͰ঺հͨࠪ͠ݕ༻LE%র໌ઐ໳ۀاͷྗڠΛಘͯɺޫྔෆ଍
Λղܾ͢ΔͨΊɺর໌ͷઃஔํ๏౳Λݕ౼͠·ͨ͠ɻͦͷ݁ՌɺLE%র໌Ͱর
౓Λे෼֬อͰ͖Δ৚݅Λ໌Β͔ʹ͠ɺLE%র໌Λ࠾༻͢Δ͜ͱͰετϩϘνϟʔ
δ͞ݮ࡟͕ؒ࣌Εɺߴ଎ʹࠪݕΛ͜͏ߦͱ͕ՄೳͱͳΓ·ͨ͠ɻ

⁠ɹٕज़։ൃɹ⁡ɹϩϘοτڀݚձٕज़Ϛονϯά
■支援先企業　株式会社イクシスɹIUUQT���XXX�JYT�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹۀࣄԽࢧԉ෦çاըࢧԉ՝çۀࣄԽଅਐάϧʔϓ

合同会社わざありのブランディング支援
⁞ɹࢧԉઌۀا͸ɺ໺͕ࡊ๛෋ʹؚΜͰ͍Δ༗༻੒෼ʢχϯχΫʹؚ·ΕΔʮΞϗΤϯʯɺ

߳ਏࢠʹؚ·ΕΔʮΧϓγϊΠυʯʣΛ͔ͨ͠׆ௐຯྉΛ։ൃɾ੡଄ɾൢചΛߦͳ͍ͬͯ
·͢ɻ͜ΕΒ঎඼ϥΠϯφοϓ͕੔͍ɺޙࠓͷల։Λݟਾ͑ͨࣗࣾͷϒϥϯσΟϯά͕
՝୊Ͱͨ͠ɻ

 ɹࢧԉઌۀاͷϒϥϯυԽʹ͚޲ɺσβΠϯίϯαϧΛ͍ߦͳ͕ΒϒϥϯσΟϯάʹؔ
ΘΔσβΠϯࢧԉΛల։͠ɺϩΰϚʔΫɺΩϟονίϐʔɺϦʔϑϨοτɺଃ౴༻ݸ૷
ശͷσβΠϯΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ߹ΘͤͯɺʢҰࡒʣۀ࢈NA7Iͱ࿈ࣜެ͠ܞαΠτϦχϡʔ
Ξϧ΍ɺωοτγϣοϓΛ৽ઃ͢Δ͜ͱͰɺ৽ͨͳ٬ސ૚ʹ΋ૌ͢ٻΔΠϝʔδΛߏங
͠·ͨ͠ɻ

⁠ɹۀࣄԽɹ⁡ɹσβΠϯࢧԉ
■支援先企業　合同会社わざありɹIUUQ���XB[BBSJ�DP�KQ�
■KISTEC問合せ先ɹۀࣄԽࢧԉ෦çاըࢧԉ՝çۀࣄԽଅਐάϧʔϓ

চ໘ͻͼׂΕݕ஌ϩϘοτͷLE%র໌Խ

ϗʔϜϖʔδϦχϡʔΞϧը໘

७ถେۛৢ ͍ͮΈڮ ָ෩෣ ��ˋ ੜ㭧

U7C201 ثઢরࣹ֎ࢵ༺ەࡴ
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事業化支援 製品開発支援　事例紹介⑨～⑫
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ɹKISTECͰ͸ɺIPTΛʮ஌Δʯɺʮ͢ࢼʯɺʮ͏࢖ʯɺʮҭͯΔʯɺʮकΔʯʢ˞ʣΛεςοϓʹɺதখۀاͷօ༷΁IPTٕज़ಋೖʹࢧ͚ͨ޲ԉ
Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ

フライス盤のIoT化
ɹϑϥΠε൫ͷίϯτϩʔϥ͔ΒCC�LJOL ͱ͍͏'A ༻ͷωο
τϫʔΫͰɺPLCʢϓϩάϥϚϒϧϩδοΫίϯτϩʔϥʣ΁֤
छͷσʔλΛಡΈग़͠·͢ɻ·ͨɺओ࣠ϞʔλʹిྲྀΫϥϯϓ
ΛऔΓ෇͚ͯɺిྲྀ஋ΛಡΈग़͠·͢ɻ͞Βʹɺ์ࣹԹ౓ܭͰɺ
Ճ࣌޻ͷԹ౓Λଌఆͯ͠ɺిྲྀ஋ͱͯ͠ಡΈग़͠·͢ɻPLC
ʹ8FC αʔόػೳΛͨͬ࣋ϢχοτΛ૷ண͠ɺ8FC αʔό
Λ্ཱͪ͛ͯɺ͢΂ͯͷσʔλΛҰͭʹ·ͱΊ·͢ɻॴ಺
LAN ʹ઀ଓ͍ͯ͠Δύιίϯͷ8FCϒϥ΢βͰϑϥΠε൫
ͷ֤छσʔλΛݟΔ͜ͱ͕ՄೳͱͳΓ·͢ɻͦΕͱฒͯ͠ߦɺ
ॴ಺ͷ'TPαʔό΁Ճ޻σʔλΛ஝ੵ͢Δ͜ͱ͕ՄೳͱͳΓ
·͢ɻ

ɹIPTΛʮ஌ΔʯͷҰ؀ͱͯ͠ɺKISTEC͕ࣄ຿ہͱͳΓɺதখۀاɾ௨৴ऀۀࣄɾެతؔػʹΑΔʮIPTڀݚձʢҎԼɺʮڀݚձʯͱ͍͏ɻʣʯ
Λ૊৫͍ͯ͠·͢ɻڀݚձͰ͸ɺϑΥʔϥϜ౳Λ௨͡ɺIPTʹؔ͢Δ৘ใΛڞ༗͢Δͱͱ΋ʹɺϚονϯάٴͼPRͷ৔ͱͯ͠ձһ
ͷօ༷ʹ͝ར༻͍͍͓ͨͩͯΓ·͢ɻ
ɹྩ࿨̎೥౓͸ɺڀݚձͷϗʔϜϖʔδΛ৽ͨʹ։ઃ͠ɺΠϕϯτ৘ใʹՃ͑ɺձһͷIPTʹؔ͢Δγʔζɾχʔζ౳ͷPR৘ใΛ
஍આݱΛର৅ʹɺۀاɺձһ͕ۀاͭ࣋Խ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺϚονϯάʹҰ૚஫ྗ͠ɺIPTԽʹؔ͢Δ՝୊Λڧɺ৘ใൃ৴Λ͠ࡌܝ
໌ͳͲͷ্ͰղܾࡦͷఏҊΛืΔػձΛKISTEC͕ઃ͚·ͨ͠ɻ

IoT技術導入支援

૷ஔશମਤ

ϑϥΠε൫ 8FCϒϥ΢βը໘PLC

ɹ༗ݶձࣾΠʔάϨοτ͸ɺւ֎੡ͷଌఆ૷ஔΛ༌ೖ͠ɺࠃ಺
ൢചΛ͍ͯͬߦΔۀاͰ͢ɻคཻମͷཻܘࢠ΍෼෍෯Λ֬ೝ͢
ΔͨΊʹ࢖༻͢Δฏཻۉ౓ଌఆ૷ஔ΋औΓѻ͍ͬͯ·͢ɻ
͜Ε·Ͱʹɺ͜ͷଌఆ૷ஔͷνϟʔτਤΛUS#ΧϝϥͰࡱӨ͠ɺ
νϟʔτਤ্ͷϚʔΧʔΛը૾ॲཧͰݕग़͢Δ͜ͱʹΑΓɺς
Ωετσʔλͱͯ͠อଘ͢ΔϓϩάϥϜͷ։ൃΛKISTEC ࢧ͕
ԉ͠·ͨ͠ɻ
ɹࠓճɺϢʔβͷརศੑΛྀͯ͠ߟɺଟ͘ͷϢʔβ͕ଌఆσʔ
λͷ؅ཧπʔϧͱͯ͠ར༻͍ͯ͠ΔEYDFMὼϑΝΠϧʹରͯ͠ɺ
೚ҙηϧʹଌఆσʔλΛ௥هͰ͖ΔΑ͏ʹϓϩάϥϜΛվྑ͍

ͨ͠·ͨ͠ɻ
ɹ͜ΕʹΑΓɺϢʔβ͸͜Ε·Ͱͷ؅ཧํ๏Λม͢ߋΔ͜ͱͳ
͘ɺຊϓϩάϥϜΛಋೖ͢Δ͜ͱ͕ՄೳͱͳΓ·͢ɻ

IoT技術導入支援事例紹介
有限会社イーグレットの支援事例 「ユーザの利便性を考慮したデジタル化プログラムの改良」

(※)「知　る」　　IoTフォーラムの開催等による普及啓発活動
「試　す」　　産業用ネットワークを用いた学習、試作、試験
「使　う」　　企業の皆様のご要望に合わせたIoT技術導入支援
「育てる」　　IoTの課題を１日で解決する複合型フォーラム事業等による人材育成
「守　る」　　知財セミナー等によるIoTのための知財戦略の紹介及び知財相談

電流入力

CC-Linkコントローラ
（CC-Link
スレーブ局）

（CC-Link
マスタ局） Webブラウザ

フライス盤 PLC

Webサーバ

パソコン
イーサネット

（所内LAN）

電流入力
クランプ

FTPサーバ

パソコン

放射温度計

主軸モータ
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事業化支援

泉橋酒造株式会社の支援事例 「農業の省力化　～ドローンを用いた生育状況測定方法の検討～」

ɹઘڮञ଄Ͱ͸ۙྡͷ஍۠Ͱ࠿ഓͨ͠ञถΛ༻͍ͯ೔ຊञͷৢ଄Λͬߦ
͍ͯ·͢ɻৢ଄ʹ͍֤ͭͯछ෼ੳٕज़Λ༻͍ͯ੒෼౳ͷσʔλΛ஝ੵ
͢Δͱͱ΋ʹɺञถͷ࠿ഓʹ͍ͭͯ΋஍ݩͷੜऀ࢈౳ͱʮ͕͞Έञถ
ݚΛਐΊ͖ͯ·ͨ͠ɻڀݚ͍ͯͭʹ౳༺׆ձʯΛ૊৫ͯ͠σʔλڀݚ
Λࣔ͢گձͰ͸ɺञถͷҭ੒ͷ֤ஈ֊ͰҴͷ૲ৎɺ༿৭౳ͷੜҭঢ়ڀ
σʔλΛଌఆ͠ͳ͕Βɺऩ֭ͨ͠ञถʹ͍ͭͯ೔ຊञͷຯʹӨ͢ڹΔ
ඪͷҰͭͱͯ͠஌ΒΕ͍ͯΔλϯύΫ࣭ͷؚ༗ྔ౳Λ෼ੳͯ͠ௐ΂ࢦ
͍ͯ·͢ɻ͔͠͠ɺ͜ͷੜҭঢ়گͷଌఆʹ͍ͭͯ͸ɺखۀ࡞Ͱਓख͕
͔͔ΔͨΊɺะ৔୯Ґఔ౓Ͱ͔͠ଌఆ͢Δ͜ͱ͕ग़དྷͣɺ͖Ί͍͔ࡉ
ੜҭঢ়گͷ೺Ѳ͕ࠔ೉Ͱ͋Δͱ͍͏՝୊͕͋Γ·ͨ͠ɻͦ͜Ͱɺ୹࣌
ጯٛक़ܚ͍ͯͭʹғΛଌఆ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δυϩʔϯͷಋೖൣ޿ʹؒ
େֶS'CͱKISTEC͕ࢧԉ͠ɺऔಘͨ͠σʔλΛञถͷ࠿ഓ΍೔ຊञ
ͷৢ଄ʹ׆༻͢Δਫ਼ີ೶ۀ༻υϩʔϯγεςϜͷ։ൃʹऔΓ૊ΜͰ͍
·͢ɻ
ɹKISTECͰ͸υϩʔϯͷಋೖࢧԉʹՃ͑ͯऩ֭ͨ͠ञถͷλϯύΫ
ؚ࣭༗ྔͷ෼ੳΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

Ҵͷ૲ৎɺ༿৭ͷଌఆʢैདྷʣ

υϩʔϯ
༿৭ͷଌఆʢैདྷʣ

デザイン支援
ɹ঎඼ͷൢചʹ͓͍ͯɺߪೖ͢Δ൑அʹඒ͠͞΍͍࢖΍͕͢͞ର৅ͱͳΔ͜ͱ͸গͳ͋͘Γ·ͤΜɻ·ͨɺ঎඼ͷՁ஋Λ෼͔Γ΍͢
͘఻͑Δ͜ͱ΋ॏཁͰ͢ɻ͜ΕΒͷ্޲ʹσβΠϯ͸͔ܽͤ·ͤΜɻ
KISTECͰ͸ɺۀاͷօ༷ʹ͚ͯ޲σβΠϯ૬ஊɺσβΠϯ։ൃɺݚमɾηϛφʔͷ։࠵౳Λ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

●デザイン相談
ɹΑ͜͸·ϒϥϯνʢԣ඿ࢢத۠ඌ্ொ���0ਆಸ઒தখۀاη
ϯλʔϏϧ�֊ʣɺւ࿝໊ຊ෦ʢւ࿝໊ࢢԼࠓઘ�0��1ʣʹ ͓͍ͯɺ
σβΠϯͷ૬ஊʢແྉʣΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ɹ令和2年度よこはまブランチ相談実績：213件

●デザイン開発・研究（技術開発受託）
ɹKISTEC৬һ͕ۀاʹ͓͚ΔσβΠϯʹؔ͢Δ༷ʑͳ՝୊ʹ
ରͯ͠ࢧԉΛ͍ߦɺۀاʹ͓͚ΔσβΠϯͷ׆༻ʹΑΓ঎඼ͷ

Ձ஋͕ߴ·ΔΑ͏ࢧԉ͠·͢ɻ
ˎओͳۀ຿ɿϓϩμΫτσβΠϯɾάϥϑΟοΫσβΠϯͳͲ
ɹ令和2年度実績：技術相談約15件、技術開発受託1件

●デザインモデル試作（3Dプリンティング）
ɹ�%ϓϦϯλʔʹΑΔ଄ܗɾ࡞ࢼ։ൃΛࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻܗ
ঢ়΍૊෇͚֬ೝɺ࣏۩౳ʹ͝ར༻͍͍͍ͨͩͯ·͢ɻ
　令和2年度実績：造形・モデリング支援65件
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ᶃʙᶅͷ8E#ηϛφʔ͸ɺ11��ʙ1�։࠵ͷʮKISTEC IOOPWBUJPO )VC 2020ʯ಺Ͱɺ࠶౓഑৴͠·ͨ͠ɻ

１．知財相談窓口
ɹINPITਆಸ઒ݝ஌ࡒ૯߹ࢧԉ૭ޱͷ֎෦૬ஊ૭ޱͱͯ͠ɺಛ
ઐ໳Ո͕ɺ஌తͭ࣋Ӧɾٕज़ͷ஌ࣝΛܦ౳ͷ࣮຿ʹਫ਼௨͠ɺڐ
͠·Δٙ໰΍՝୊ͳͲʹ͍ͭͯ૬ஊʹԠؔ͢͡ʹ࢈ࡒ ʢͨྩ࿨
2೥౓૬ஊ݅਺ɿ2�݅ʣɻ

２．神奈川県知的財産活用促進支援事業
ɹਆಸ઒ݝͰ͸ɺݝ಺ۀا౳ʹ͓͚Δ஌త࢈ࡒ౳Λࣄͨ͠༺׆
ɻྩ࿨2೥౓͸ɺKISTEC͢·͍ͯͬߦԉΛࢧԽɺ੡඼Խͷۀ
ʮ͕ਆಸ઒ݝಛྲྀڐ௨ίʔσΟωʔλʔʯΛ�໊഑ஔ͠ɺʮதখ

ʯ౳ΛςʔϚͱͨ͠XFCηϛφʔ༺׆࢈ࡒͷϏδωεͱ஌తۀا
Λ։ͨ͠࠵ଞɺίʔσΟωʔλʔ͕஍Ҭͷۀاʹ๚໰͠ɺ૬ஊɺ
͠·͍ߦԉΛࢧผݸɾٕज़౳ͷ஥հͳͲͷ࢈ࡒԉɺ஌తࢧ໿ܖ
ͨɻ׆ಈ࣮੷ͱͯ͠͸ɺۀا໘ஊճ਺�0݅ɺϚονϯά݅਺
1݅ɺٕज़Ҡసʹؔ͢Δ૬ஊ݅਺͸1��݅ͱͳ͓ͬͯΓɺݝ
಺தখɾϕϯνϟʔۀا౳ʹ෯ࢧ͍޿ԉΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
・支援事例1
ɹࡢ೥͔Βྲྀ͍ͯ͠ߦΔ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷ֦େͰɺ
ϚεΫ͕ੜ׆ͷதʹ͔ܽͤͳ͍΋ͷͱͳΓ·ͨ͠ɻϚεΫ͸೔
ৗͷ෺ͱͳΔͱͱ΋ʹɺϚεΫʹ๷Ӹੑೳ΍շదੑ͕໰ΘΕΔ
Α͏ʹͳ͖ͬͯ·ͨ͠ɻࢧԉઌͷۀاͷํ͕ɺࢢ৔ʹྲྀ௨ͯ͠
͍ΔϚεΫͷ໰୊఺Λ͚ͯͭݟ৽ͨͳϚεΫΛߟҊ͠ɺϥΠη

ϯεઌΛ୳ͨ͢Ίʹ૬ஊʹ৐ͬͯཉ͍͠ͱདྷ๚͞Ε·ͨ͠ɻϥ
Πηϯεઌ͸ɺϝʔΧʔɺ঎ࣾɺϢʔβʔͷதͰݕ౼͠ɺࠓճ
͸঎ࣾʹఏҊ͠·ͨ͠ɻ
・支援事例2
ɹࢧԉઌͷ͕ۀاίϯΫϦʔτʹ༻͍Δૈࡐࠎʹɺۚଐʢओʹమʣ
Λ༻͍Δ͜ͱΛண૝͠ɺෳ਺ͷಛڐΛग़ݖ͠ئརͱͯ͠ೝΊΒ
Ε·ͨ͠ɻ౰֘ۀا͸ݐஙɾ౔໦ܥͷۀاͰ͸ͳ͍ͷͰɺͦͷ
ϥΠηϯε׆ಈʹ͍ͭͯ૬ஊΛड͚·ͨ͠ɻ͜ͷಛ܈ڐ͸ɺ࣓
ྗʹΑΔίϯΫϦʔτ੡඼Λ͢޻ࢪΔͳͲੑۀ࡞ͷվળ΍ɺܰ
ྔԽ౳ʹ໾ཱͭ͜ͱ౳Λ֬ೝ͠·ͨ͠ɻϚονϯάͷϑΝʔε
τίϯλΫτͰ͸ɺϓϨθϯࢿྉ͕ॏཁͰɺ؆͔ܿͭ෼͔Γ΍
಺ͷؔݝɺਆಸ઒ޙ੒׬ྉࢿԉΛ͠·ͨ͠ɻࢧ੒࡞ྉͷࢿ͍͢
࿈ۀاʹ঺հ͠·ͨ͠ɻ

３．知的財産セミナーの開催
ɹKISTECͰ͸ɺݝ಺தখɾϕϯνϟʔۀاͷํ౳Λର৅ʹɺ
஌త׆࢈ࡒ༻ʹؔ͢ΔීൃܒٴͷͨΊɺ஌త࢈ࡒηϛφʔΛ։
ઓུ౳ࡒɺҙঊɺ঎ඪɺ஌ڐɻྩ࿨2೥౓͸ɺಛ͢·͍ͯ͠࠵
ͷ΄͔ɺʮ8JUIίϩφ࣌୅ʹ͓͚Δಛݖڐͷ׆༻ํ๏ʯΛςʔ
Ϛͱͯ͠։͠࠵·ͨ͠ɻ·ͨɺ8FCηϛφʔΛෳ਺ճ։͢࠵
ΔͳͲɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱֦େ๷ࢭʹ΋ରԠ͠·ͨ͠ɻ

知的財産支援事業

回数 開催日 テーマ 講　師 会　場

① 7/27～7/31 「中小企業のビジネスと知的財産活用①」
「特許流通コーディネーターの活動内容と事例」

神奈川県特許流通
コーディネーター WEBセミナー

② 8/24～8/28 「中小企業のビジネスと知的財産活用②」
「特許権および特許制度の有効な使い方」

神奈川県特許流通
コーディネーター WEBセミナー

③ 9/28～10/2 「中小企業のビジネスと知的財産活用③」
「技術移転及び技術活用に関わる契約について」

神奈川県特許流通
コーディネーター WEBセミナー

④ 10/9 知財を経営に活かすためのチェックポイント
富士工業株式会社の知財活動

岩﨑　孝治　氏
富士工業株式会社知財担当者

KISTEC
海老名本部

⑤ 10/17 「図書館で学ぶ知的財産講座
　‐弁理士と共に学ぶ初心者向け知財‐第１回」

日本弁理士会関東会役員
穂坂�道子�氏 県立川崎図書館

⑥ 11/13 日本弁理士会主催知財セミナーその発明、もったいない！！
～技術やアイデアを「使える権利」とするために～

日本弁理士会関東会
坂田　ゆかり　氏

WEBセミナー
（ライブ配信）

⑦ 11/16
日本弁理士会主催知財セミナー
ニッチなロングセラーを目指す！ものづくり中小企業の
ための商標活用術

日本弁理士会関東会
中村　祥二　氏

WEBセミナー
（ライブ配信）

⑧ 12/8 意匠登録のための手続き実務
～�出願から登録まで�～ 青木　博通　氏 県立川崎図書館

⑨ 12/19 「図書館で学ぶ知的財産講座
　‐弁理士と共に学ぶ初心者向け知財‐第２回」

日本弁理士会関東会
神奈川委員会委員
佐藤�貴信�氏

県立川崎図書館

⑩ 1/21 令和２年度戦略的知財マネジメント促進事業　知的財産
セミナー　「Withコロナ時代における特許権の活用方法」 溝田　宗司　氏 WEBセミナー

（ライブ配信）

��

ࣄ
ۀ
Խ
ࢧ
ԉ

事業化支援 知的財産支援
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ɹେ௡ϓϩδΣΫτͷڀݚ੒Ռ΍ಛڐΛ׆༻ͯ͠ɺޫ ϑΝΠόʔͷઌ୺Λ਺
10ONʹઌӶԽͨ͠਺छͷϓϩʔϒΛ։ൃ͠ɺͦ ͷઌ୺ʹൃੜ͢Δۙ઀৔ޫΛ
༻͍ͯφϊαΠζͷ΋ͷΛ͢࡯؍Δ૷ஔΛ։ൃ͠·͠ ʢͨ+STҕୗ։ൃ੍౓Λར
༻ʣɻੜମ෼ࢠ౳ΛؚΊࢼྉΛ໰Θͣɺޫ ͷճંݶքΛӽ͑ͨۃඍখྖҬͰͷΩϟ
ϥΫλϦθʔγϣϯ͕ՄೳͰ͢ɻʤ೔ຊ෼ޫ᷂ʥ

ɹٶౡϓϩδΣΫτͷڀݚ੒Ռ΍ಛڐΛ׆༻
ͯ͠ɺ͕ Μ߅༺ྍ࣏ମʹؔ͢ΔϥΠηϯεΛ
εΠεͷ૑ༀڙʹۀا༩͠ɺྟ চ͚޲ʹݧࢼ
ͨ։ൃΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹʤ᷂ΧΠΦϜɾόΠΦαΠΤϯεʢ ᷂Ϧϒςο
ΫΛ߹ซʣʥ

ɹླ໦άϧʔϓͷಛڐΛ׆༻ͯ͠ɺγοΫϋ΢ε঱ީ܈ͷݪҼ
෺࣭Ͱ͋ΔϗϧϜΞϧσώυΛɺ৭ͷมԽʹΑΓ؆ศʹଌఆͰ
͖ΔࢼༀΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻࢴݧࢼ΍ݕग़࠾ʹث༻͞Ε͓ͯΓɺࣨ
಺΍ݱࣄ޻৔ͳͲͰ؆୯ʹϗϧϜΞϧσώυΛଌఆͰ͖·͢ɻ

ɹதౡϓϩδΣΫτͷڀݚ੒Ռ΍ಛڐΛ׆༻͠
ͯɺࣼ܏ද໘ͰͷӷణͷసམڍಈͷධՁΛ૯߹
తʹ͜͏ߦͱ͕Ͱ͖ΔੈքॳͷղੳγεςϜΛ
։ൃ͠·ͨ͠ɻද໘ɾք໘ॲཧͷྗڧͳڀݚ։
ൃπʔϧͰ͋Γɺ઀৮֯ܭ౳ͱ૊Έ߹Θͤͯɺ
Ꭲਫ෦ࡐɾίʔςΟϯάɾృ૷౳ͷۀ࢈෼໺Ͱ׆
༂͍ͯ͠·͢ɻʤڠ࿨ք໘Պֶ᷂ʥ

ɹాϓϩδΣΫτͷڀݚ੒Ռ΍ಛڐΛ׆༻ͯ͠ɺੈ քͰॳΊͯɺཅࢎۃԽϙʔϥεΞϧϛφΛர
ಉ։ൃʹ੒ޭ͠ڞϑΟϧϜͷ੡଄ϓϩηεͷࢭ൓ࣹ๷ܕ࿈ଓ੡଄ՄೳͳϞεΞΠʢիͷ໨ʣʹܕ
·ͨ͠ɻ͜ ͷϑΟϧϜ͸ɺද໘ʹ100ONఔ౓ͷنଇతͳಥى഑ྻߏ଄Λͪ࣋ɺް Έํ޲ͷ۶ં
཰͕࿈ଓతʹมԽ͢ΔͨΊɺޫ ͷ൓ࣹΛ཈͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻͦ ͷ൓ࣹ཰͸0�1�ҎԼͰɺै
དྷͷҰൠ඼ͱൺ΂1�20ҎԼͱඈ༂తʹੑ͍ߴೳΛࣔ͠·͢ɻ͜ ͷϑΟϧϜ͸ɺʮϞεϚΠτT.ʯ
ͱͯ͠঎඼Խ͞Εɺւ࿝໊ຊ෦ͷؔݰϗʔϧʹ࣮෺͕లࣔ͞Ε͍ͯ·͢ɻʤࡾඛέϛΧϧ᷂ʥ

１．企業への実施許諾等実績（代表例）

２．発明者ベンチャーへの知的財産支援実績（代表例）

走査型近接場光学顕微分光システムと
光ファイバープローブ

抗体医薬とその開発技術

ホルムアルデヒド検出用試薬

液滴転落挙動解析システム 大面積モスアイ型反射防止フィルム

大津「フォトン制御」プロジェクト、光科学重点研究室「近接場光学」グループ

宮島「幹細胞制御」プロジェクト

光科学重点研究室　鈴木グループ

中島「ナノウエッティング」プロジェクト 益田「ナノホールアレー」プロジェクト、重点研究室　光機能材料グループ

ɹେ௡ϓϩδΣΫτͷಛڐΛ׆༻ͯ͠ɺ௒ߴ
प೾਺ଳҬͰप೾਺͕҆ఆͨ͠ޫίϜͷൃੜ
ΛՄೳʹͨ͠ɺ௒ߴਫ਼౓ͳଟप೾਺ޫύϧε
ൃੜثΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ௒ߴਫ਼ࡉηϯαͱ͠
ଌ΁ͷར༻࣮੷Λ͸͡Ίɺޫܭঢ়ܗͯ ௨৴ɾ
ҩྍ਍அ෼໺౳Ͱͷ׆༻΋ظ଴͞Ε·͢ɻʤ᷂
ޫίϜʢ໊چশ ᷂ޫίϜڀݚॴʣʥ

光コム発生器
大津「フォトン制御」プロジェクト

ɹ๺৿ϓϩδΣΫτͷڀݚ੒Ռ΍ಛڐΛ׆༻
ͯ͠ɺ࠷৽ͷϚΠΫϩϑϧΠσΟΫεٕज़Ͱ
σβΠϯ͞ΕͨϚΠΫϩԽֶνοϓͱߴɺ ײ
౓ͳ೤Ϩϯζݕग़ثΛ౥͢ࡌΔՄൖܕ൚ࣗಈ
໔Ӹ෼ੳ૷ஔΛ։ൃ͠·ͨ͠ɻ͜ Ε·Ͱଌఆ
Ͱ͖ͳ͔ͬͨوॏͳඍྔݕମΛશࣗಈͰݱ࠶
ੑྑ͘෼ੳՄೳʹ͠·ͨ͠ɻʤϚΠΫϩԽֶ
ʥ᷂ݚٕ

可搬型汎用自動マイクロ
免疫分析装置(μELISA)

北森「インテグレーテッド・ケミストリー」プロジェ
クト、光科学重点研究室「マイクロ化学」グループ

研究成果の技術移転実績

ඍ෼ޫݦ
γεςϜ

ثग़ݕ
ʤཧ᷂ثܭݚʥ

ޫϑΝΠόʔ
ϓϩʔϒ

ࢴݧࢼ
ʤؔ౦Խֶ᷂ʥ

ޫप೾਺ίϜ
ൃੜث

ϚΠΫϩԽֶ
νοϓ

ЖELISA

௒ߴਫ਼ࡉηϯαʔ
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事業化支援 研究成果の技術移転実績
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■ベンチャー企業に関する最近のトピックス
ʢ1ʣ᷂ޫίϜ͸ɺྩ࿨ 2 ೥ 2 ݄ʹʮ᷂ 9TIAʯʢΫςΟΞʣʹ໊শม͠ߋ·ͨ͠ɻ·ͨɺಉ೥ � ݄ʹຊࣾɾσϞϧʔϜΛ౦ژ౎඼઒

۠౦඼઒ͷ৽ΦϑΟεʹҠస͠·ͨ͠ɻʤ9TIA ࣾͷ )P ΑΓʥ
ʢ2ʣ᷂ΧΠΦϜɾόΠΦαΠΤϯε͸ɺSIBOHIBJ )FOMJVT #JPUFDI
IOD�ʢຊࣾɺத্ࠃւࢢʣͱͷؒͰɺಉ͕ࣾ։ൃ͕ͨ͠Μྍ࣏

༻ώτԽ߅ TROP�2 ϞϊΫϩʔφϧ߅ମʢLI7�200�ɺLI7�200�CʣͷϥΠηϯεܖ໿Λక݁͠·ͨ͠ɻʤΧΠΦϜࣾͷ )P ΑΓʢྩ
࿨ � ೥ 1 ݄ 1� ೔ൃදʣʥ

ʢ�ʣϚΠΫϩԽֶٕ᷂ݚ͸ɺಉ͕ࣾ։ൃͨ͠ʮཹ࢒೶ༀࠪݕΩοτ ΞάϦέϜ⹍ʯ͕ɺୈ 1� ճʮ઒࡚΋ͷͮ͘Γϒϥϯυʯʢಉਪਐ
ձͷٞڠձʣʹೝఆ͞Ε·ͨ͠ɻʤٞڠ )P ΑΓʢྩ࿨ 2 ೥ � ݄ 2� ೔঺հʣʥ

ʢ�ʣ᷂ AEJQPSFFET Ͱ͸ɺʢֶʣܚጯٛक़ͱͷڞಉڀݚʹΑΔʮ೉ੑ࣏ൽෘ௵ᙾΛର৅ͱͨؒ͠༿ࡉװܥ๔༝དྷ݂খ൘༷ࡉ๔
ʢASCL�PLCʣͷ୳ࡧతྟচݧࢼʯʹ͍ͭͯɺްੜՊֶ৹ٞձ͔ΒୈҰछ࠶ੜҩྍ౳ఏܭڙըͷ࠶ੜҩྍ౳ఏجڙ४΁ͷద߹͕
ೝΊΒΕ·ͨ͠ɻʤAEJQP ࣾɾܚԠٛक़ͷ )P ΑΓʢྩ࿨ 2 ೥ � ݄ 11 ೔ൃදʣʥ

ɹ֯ඌɾ໺ޱϓϩδΣΫτʹ͓͍ͯ࡞੡͞Εͨڀݚ੒Ռ෺Ͱ͋Δ
NFTUJO�DSFτϥϯεδΣχοΫϚ΢εʢ#��CH�TH	NFT�DSF
1NPHVɺཧ
౳ʹ͓͚ΔҨܥܦୗதʣ͸ɺத਻ਆدʹηϯλʔڀݚόΠΦϦιʔεݚ
఻ࢠͷػೳ૕ࣦڀݚ౳ͷͨΊͷϦαʔνπʔϧͱͯ͠ɺओʹશࠃͷҩֶ
ͷେܥ ɾֶؔػڀݚ౳Ͱ׆༻͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜ Ε·Ͱͷ෼ৡ࣮੷ͷ֓ཁ
Λӈʹ·ͱΊ·ͨ͠ɻ

３．大学・研究機関等への研究成果物提供実績（代表例）

Nestin-creトランスジェニックマウス

企業名 資本金 事業内容 もとになった研究プロジェクトなど

㈱ネーテック 1,000 万円 糖鎖高分子材料技術の実用化 赤池「高機能分子認識薄膜」

フォトニクスネット㈱ 1,000 万円 光ファイバー通信機器、など 小池「光超伝送」

Little�Optics�Inc. 400 万ドル 波長多重化光通信デバイス 國分「3次元マイクロフォトニクス」

マイクロ化学技研㈱ 1,200 万円 集積化マイクロ化学システム商品 北森「インテグレ―テッド・ケミストリー」

THKプレシジョン㈱
（㈱ナノコントロールが名称変更） 800万円 圧電アクチュエーター応用システム 樋口「極限メカトロニクス」

㈱XTIA（クティア（旧㈱光コムが名称変更） 1,000 万円 光コム発生器開発、製造販売 大津「フォトン制御」

㈱カイオム・バイオサイエンス
（㈱リブテックを合併） 1,000 万円 抗体医薬品の研究・開発 宮島「幹細胞制御」

ヒラソルバイオ㈱ 1,200 万円 診断用試薬・装置の開発、製造、販売 伊藤「再生医療バイオリアクター」

㈱かながわテクノロジーイノベーションズ 1,400 万円 微細加工技術を用いた計測技術・機器 安田「一細胞分子計測」

㈱AdipoSeeds 115 万円 脂肪組織に由来する細胞を用いた再生
医療等製品の事業化　

松原「革新的血小板創製技術の確立と医
療応用」

KISTECから育ったベンチャー企業

KISTEC　データ集（研究開発）

角尾・野口「生体シグナル伝達」プロジェクト

೥ɹ౓ )20ʙ2� )�0 R1 R2 ܭ
෼ৡ݅਺ 2� � � 2 ��

෼ৡઌछผ େֶཱެࠃ େֶཱࢲ ެతؔػڀݚ େֶ౳ࠃ֎ ܭ
෼ৡ݅਺ 1� 1� � 2 ��

ˎKISTECͰ͸ɺੜΈग़ͨ͠ڀݚ੒ՌΛؐ͢ݩΔͨΊɺϕϯνϟʔ૑ۀͷࢧԉΛੵۃతʹ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ɾٕज़Ҡస࣮੷ɹྩ࿨̎೥౓ڀݚ

◆外部発表 学会発表等件数 261件　論文等掲載件数 142件

◆企業との共同研究等 85 件

◆知的財産（特許）・ライセンス等
所有　　178件　国内 125件（実施中 81件）　　外国 53件（実施中 45件）
出願中　159件　国内 100件（　〃　13件）　　外国 59件（　〃　 16件）

◆特許製品の売上高 2.0 億円

◆外部から獲得した研究資金 8.7 億円
˞Պֶڀݚඅิॿۚ౳௚઀ܦඅ૬౰ֹΛؚΉ
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事業化支援 研究成果の技術移転実績
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人材育成事業の概要
ɹ೥ؒΛ௨ͯ࣍͡ͷΑ͏ͳݚम΍࠲ߨɺΠϕϯτΛاըɺ࣮͠ࢪɺΠϊϕʔγϣϯ૑ग़Λ୲͏ਓࡐͷҭ੒Λࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻ

「ものづくり中核人材育成」
ɹ●高度技術活用研修●
ɹɹʮػցʯʮిؾʯʮԽֶʯ౳ͷ෼໺ʹؔΘΔதখۀا౳ͷٕज़ऀΛର৅ʹɺൺֱత௕ظʹΘͨΔݚमΛ࣮͠ࢪɺٕज़ྗ্޲Λࢧԉ͠·

͢ɻٛߨͱKISTECٕज़෦һͷࢦಋʹΑΔ࣮शΛ૊Έ߹ΘͤͨΧϦΩϡϥϜͰ͢ɻ
ɹ●新技術活用研修●
ɹɹ৽͍͠ྖۀ࢈Ҭʹ͓͚Δٕज़՝୊ΛςʔϚͱͯ͠ɺதখۀا౳ʹ͓͍ͯ৽੡඼։ൃΛ୲͏ਓࡐͷҭ੒Λ໨తʹɺগਓ਺Ͱ࣮͢ࢪ

ΔݚमͰ͢ɻ
「製造管理人材育成」
ɹ඼࣭؅ཧɺISO಺෦؂ࠪһཆ੒ͱ੡଄Ϛωδϝϯτ౳ʹؔ͢ΔߨशձΛ։͠࠵ɺ΋ͷͮ͘Γۀا౳Ͱ੡଄ݱ৔Λ؅ཧ͢Δਓࡐͷҭ
੒Λࢧԉ͠·͢ɻ

「研究人材育成」
ɹେֶ౳ʹ͓͚Δઌਐ෼໺ͷڀݚಈ޲ɺۀ࢈քͰඞཁͱ͞ΕΔઌ୺ٕज़ɺ࠷৽ͷղੳɾධՁٕज़ͳͲΛֶͿൺֱత୹ؒظͷ࠲ߨΛ࣮
ԉ͠·͢ɻࢧͷҭ੒Λࡐਓڀݚ͢ࢦɺΠϊϕʔγϣϯ૑ग़Λ໨͠ࢪ

「科学技術理解増進事業」
ɹݝ಺ͷখதֶߍ౳ʹϘϥϯςΟΞࢣߨΛ೿͢ݣΔग़લࣨڭ΍ɺKISTECͳΒͰ͸ͷཧՊ࣮ࣨݧ΍࡞޻Πϕϯτ౳Λ࣮͠ࢪɺੈ࣍୅
Λ୲͏ࢠͲ΋ͨͪʹɺ΋ͷͮ͘Γٕज़΍Պֶͷָ͠͞ΛֶͿػձΛఏ͠ڙ·͢ɻ·ͨɺߍߴੜ͔ΒҰൠͷํʑ·ͰΛର৅ʹɺ࠷৽ͷ
Պֶͷڀݚ੒ՌΛָ͘͠঺հ͢ΔΠϕϯτͳͲΛ։͠࠵·͢ɻ

ɹࣄٸۓଶએݴͷൃྩͱͱ΋ʹ࢝·ͬͨྩ࿨2೥౓͸ɺ౰ॳ༧ఆ͍ͯͨ͠ݚम΍࠲ߨͷԆظɺதࢭ
͕૬͙࣍தɺΦϯϥΠϯ΍গਓ਺੍Ͱͷର໘։࠵ͳͲɺࡏ୐ۈ຿΍ߦಈ੍ݶΛ༨ّͳ͘͞ΕΔํʑ
ʹ΋डߨՄೳͳํ๏Λ໛͠ࡧɺޡࡨߦࢼΛ܁Γฦ͠ͳ͕Βɺ࣌ʹ͸ΧϦΩϡϥϜ΋ॊೈʹ૊Έସ͑ɺ
ਓࡐͷҭ੒Λࢧԉ͠·ͨ͠ɻ
ɹಛʹΦϯϥΠϯ࠲ߨ͸ɺʮډͳ͕Βʹͯ͠ʯࢀՃͰ͖ΔΦϯϥΠϯͳΒͰ͸ͷϝϦοτΛ͔͠׆ɺ
૒ํ޲ͷର࿩ΛੜΈग़͢޻෉ʹΑֶͬͯशޮՌΛߴΊɺٸᬎاըͨ͠ηϛφʔ「ポストコロナを支
える科学の知見と最新テクノロジー」ʢৄ̿ࡉ��ʣͰ͸ɺ໿�00໊͍ۙࢹௌऀͱͱ΋ʹ2020೥ͷ
ίϩφՒΛࣾͨܦձͰՊֶ΍ઌ୺ٕज़ͷ஌ݟ͸ͲͷΑ͏ʹੜ͔ͤΔ͔ɺ͠࡯ߟ·ͨ͠ɻCO7I%�1�
ରࡦͱ͠ ʮͯڑ཭ʯΛอͬͨ··ਓͱ઀͠ɺͦͷ্Ͱ҆શੑ΍རศੑΛ͍͔ʹ֬อ͢Δ͔ɺެऺӴੜ
ֶɺηΩϡϦςΟɺҩྍɾհޢɺITͷ෼໺ͷୈҰઢͰ׆ಈ͢Δ�໊ͷઐ໳Ո͔Βɺະདྷʹ͚ࣔͯ޲
ࠦʹ෋ΜͩΞΠσΞ΍ఏݴΛ͍࢕·ͨ͠ɻ
ɹ͞Βʹɺە߅ɾ߅΢ΠϧεޮՌΛൃ͢شΔ੡඼΁ͷࣾձχʔζ͕ߴ·Δதɺ౰ॴ͕։୓ٕͨ͠ज़
΍஌ݟΛ੡඼։ൃʹ͍͔ͨͩͨͯ͘͠׆Ίɺ৽ٕज़ݚ༺׆म「抗菌・抗ウイルス材料の開発から製
品化講座」˞ ʢ̍ৄ̿ࡉ��ʣΛ৽ͨʹاը͠ɺΦϯϥΠϯͰ։͠࠵·ͨ͠ɻەࡉ΍΢Πϧεͷૅج஌
͔ࣝΒ੡඼։ൃͷઌྫࣄߦɺੑೳධՁʹؔ͢Δ಺༰·Ͱ෯͍޿৘ใΛఏ͠ڙ·ͨ͠ɻ
ɹҰํɺϦϞʔτͰ͸ಘ೉ ʮ͍ର໘ʯͷϥΠϒײʹ΋͕ࠜ͋࣋ࢧ͍ڧΓ·͢ɻಛʹࢠͲ΋͚޲ͷΠϕ
ϯτͰ͸ɺ࣮ମݧͷػձΛ੍͞ݶΕͨதͰɺࢠͲ΋͕ͨͪਓΛհͯ͠ಘΒΕΔݧܦΛٻΊ͍ͯΔ͜
ͱΛ࣮͠ײ·ͨ͠ɻʮਓΛհ͢Δ͜ͱʹ॓ΔՁ஋ʯΛҙࣝ͠ɺιʔγϟϧσΟελϯεΛ֬อ͠ͳ͕
Β࣮ͨ͠ࢪ৽اըɺ「KISTECおもちゃレスキュー　こども救急隊・こども鑑識隊」˞ 2ʢৄࡉQ���ʣ͸ɺ
յΕ͓ͨ΋ͪΌͷෆ۩߹ՕॴΛൃͯ͠ݟ΋Β͍ͳ͕Β෼ੳͷࣄ࢓Λٙࣅମ͢ݧΔָ͍͠ϓϩάϥϜ
Ͱ͢ɻ΋ͷͮ͘Γ͚޲ۀاʹఏ͍ͯ͠ڙΔڭҭ࠲ߨʮෆ۩߹ɾނোղੳ࣮຿ηϛφʔʯͷΤοηϯε
ΛऔΓग़͠ɺࢠͲ΋͚޲ʹΞϨϯδͨ͜͠ͷاըʹ͸ɺ෼ੳɾܭଌۀ຿Λ୲౰͢ΔKISTEC৬һͷ
ੜ͔͞Ε͍ͯ·͢ɻ͕ݧܦ౓ͳ஌ࣝͱϓϩϑΣογϣφϧͷߴ
ɹίϩφՒͱ͍͏೉ہʹ௚໘͢Δࣾձ͸ɺಉ࣌ʹAI΍ϩϘοτͷಋೖ͕Ճ଎͢Δٕज़มֵͷ࣌୅
Λܴ͑ͭͭ͋Γ·͢ɻਓࡐͷҭ੒ʹ΋৽ͨͳ՝୊͕ੜ͍ͯ͡·͢ɻਓࡐҭ੒෦Ͱ͸ࢧԉؔػͷϙς
ϯγϟϧΛا͔ͨ͠׆ըΛ௨͡ɺେਓ͔ΒࢠͲ΋·Ͱɺߴ౓ͳٕज़΍ઌ୺Պֶʹ৮ΕΔ৔Λఏ͢ڙ
ΔͨΊɺޙࠓ΋͞·͟·ͳۀࣄΛ࣮ࢀͯ͠ࢪΓ·͢ɻ
˞1ɹ͔ͳ͕ΘΫϦχΧϧϦαʔνۀࣄͷҰ؀ͱ࣮ͯ͠͠ࢪ·ͨ͠ɻ
˞2ɹKISTECՊֶٕज़ཧղ૿ਐύʔτφʔͷ͝ࢧԉʹΑΓ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
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人材育成 中小企業技術者育成／研究人材育成／科学技術理解増進
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中小企業技術者育成
ɹߴ౓ٕज़ݚ༺׆मͰ͸ɺʮػցʯʮిؾʯʮԽֶʯ౳ͷ෼໺ʹؔΘΔதখۀا౳ٕज़ऀΛର৅ʹൺֱత௕ظʹΘͨΔݚ
मΛ࣮͠ࢪɺͦ ͷٕज़ྗ্޲Λࢧԉ͠·͢ɻ৽ٕज़ݚ༺׆मͰ͸ɺ৽͍ٕ͠ۀ࢈ज़ͱͦͷٕज़՝୊ΛςʔϚͱͯ͠ɺ
৽੡඼։ൃΛ୲͏ਓࡐҭ੒Λ໨తʹগਓ਺ͷݚमΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

「ものづくり中核人材育成」
受講者数：120 名

受講者数：224 名
ɹʮ඼࣭؅ཧߨशձʯʮΑ͘Θ͔ΔISO࠲ߨʯʮISO ಺෦؂ࠪһཆ੒࠲ߨʯʮੜ؅࢈ཧͱ੡଄Ϛωδϝϯτ࠲ߨʯ౳ͷηϛ
φʔΛ։͠࠵ɺ΋ͷͮ͘Γۀا౳Ͱ੡଄ݱ৔Λ؅ཧ͢Δਓࡐͷҭ੒Λࢧԉ͠·͢ɻ

「製造管理人材育成」

月 ものづくり中核人材育成 製造管理人材育成
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令和2年度4月～7月に開催予定であった講座は、新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、延期・中止しました。

●高度技術活用研修（機械技術科「機械設計コース」）
　9/23～10/7（3日間）

●マネジメントシステム
　研究会 オンライン
　8/7～3/5（8日間）

●生産管理と製造
　マネジメント講習会
　8/27～10/13（9日間）

●管理・監督者養成講座
　10/22～10/23
　（2日間）

●5S実践セミナー
　12/23

●品質管理講習会
　（技術課程）
　※1月以降 オンライン
　11/5～2/25
　（15日間）

ISO9001
内部監査員養成講座

11/17～11/18（2日間）
12/1～12/2（2日間）

（年2回）

よくわかる品質ISO講座
10/20,2/2（年2回）
※2月は オンライン

よくわかる
環境ISO講座 オンライン

9/8,1/14（年2回）

ISO14001
内部監査員養成講座
10/8～10/9（2日間）
1/21～1/22（2日間）

（年2回）
※1月は オンライン

●新技術活用研修（ナノ・マイクロ技術講習・実習会）
　第3回シリコン酸化10/15,10/28
　第4回ナノパターン形成10/25

●高度技術活用研修（電子技術科「情報・生産工学コース」）
　10/1～12/3（9日間）

●高度技術活用研修（機械技術科「機械加工コース」）
　2/24～3/10（3日間）オンライン

●高度技術活用研修（電子技術科「電子・電気工学Ⅱコース」）
　2/26～3/11（3日間）オンライン

●新技術活用研修（ナノ・マイクロ技術講習・実習会）
　第14回シリコン異方性エッチング3/5
　第17回陽極接合3/18

●高度技術活用研修（機械技術科「金属材料とその特性コース」）
　11/11～11/25 （3日間）

●新技術活用研修（抗菌・抗ウイルス材料の開発から
　製品化講座）
　12/8～12/18（4日間）

●高度技術活用研修（電子技術科「電子・電気工学Ⅰコース」）
　12/10～12/24（3日間）

●新技術活用研修（プラスチック射出成形技術科）
　12/1～3/22（5日間）
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人材育成 中小企業技術者育成
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研究人材育成　受講者数：601 名
ɹେֶ౳ʹ͓͚Δ࠷৽ͷڀݚಈ޲ɺۀ࢈քͰඞཁͱ͞ΕΔઌ୺ٕज़ɺ࠷৽ͷղੳɾධՁٕज़ͳͲΛֶͿ࠲ߨΛ࣮͠ࢪɺڀݚਓࡐͷҭ੒Λࢧԉ͠·͢ɻ

月 環境エネルギー 高度なものづくり 先進医療・第 4 次産業革命
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令和2年度4月～7月に開催予定であった講座は、新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、延期・中止しました。

●RoHS/REACHに対応する自律的　
　マネジメントシステムの構築
　導入・応用編
　10月 20日

●RoHS/REACHに対応する自律的　
　マネジメントシステムの構築（実践編）　 
　3月8日～9日 オンライン

●セルロースナノファイバーの真価
　3月17日 オンライン

●不具合・故障解析実務セミナー
　2月4日～12日のうち計3日間 オンライン

●高分子鎖デザインがもたらすポリマー
　サイエンスの再創造
　2月18日～3月11日のうち計4日間
　 オンライン

●研究者、技術者のための応用数学
　10月21日～23日　計3日間 オンライン

●射出成形現象工学コース
　9月28日～10月15日のうち計5日間

●計算力学の基礎コース
　8月27日～9月4日のうち計7日間
　 オンライン

●先端暗号技術入門 オンライン
　 12月1日～3日

●作って、売る医療機器【設計・製造編】
　12月8日～9日

●進化を遂げるμ-TAS オンライン
　lab-on-a-chip organ-on-a-chip
　12月16日～18日　計3日間

●作って、売る医療機器【企画・設計編】
　11月10日～11日

●ポストコロナを支える オンライン
　科学の知見と最新テクノロジーⅠ
　11月20日、12月4日、12月15日

●作って、売る医療機器
　【法令・QMS編】オンライン
　1月19日～20日

●ポストコロナを支える オンライン
　科学の知見と最新テクノロジーⅡ
　「医療と情報セキュリティ」
　2月9日、16日、22日

ʢגʣϞϊɾ΢ΣϧϏʔΠϯά
ਖ਼ത ݪࡗ

๺ւಓେֶɹ௕ࢁɹխ੖ ౦๺େֶɹਫ౻ ׮

ஜ೾େֶɹᅳኍ ঢ

๺ւಓେֶɹ౉࣍ܚ ֶ

۝भେֶ ɹాத ܟೋ

KISTECɹѨٱ௡ ٱ߁

౦ژେֶେֶӃɹᜊ౻ ܧ೭

౦ژେֶେֶӃ
ɹᴡ౻ɹએҰ

ʢגʣϝσΟΧϧϥϘύʔτφʔζ
ਗ਼ਫ ඒઇ
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人材育成 科学技術理解増進

なるほど！体験出前教室
【令和 2 年度 実績】　 派遣学校数：71 校　体験した児童・生徒数：3261 名　派遣講師数：49 名
KISTECͱਆಸ઒ݝ͸ɺՊֶٕज़΍΋ͷͮ͘ΓͷকདྷΛ୲
৺ΛҭͯΔͨΊɹňͳΔڀ৺΍୳ح޷Ͳ΋ͨͪͷ஌తࢠ͏
΄Ͳʂମݧग़લࣨڭŉΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ͜ ͷۀࣄ͸ɺݝ಺
ڀݚͷۈࡏ͸ͨ·ॅࡏ ɾऀٕ ज़ऀ౳ͷϘϥϯςΟΞࢣߨͷ
ʹ౳ߍԉֶࢧɾಛผߍ಺ͷখதֶݝͼKISTEC৬һ͕ɺٴํ
ग़͖޲ɺࢣߨͷఏҊͨ͠ମܕݧतۀΛ͏ߦ΋ͷͰ͢ɻ

子どもたちからは、
こんな感想がありました！
・知らないことが学べて
　とても楽しかった！
・理科がもっと好きになりました！
・自分でもやってみたり、
　もっと調べたりしてみたいです！

ϒϯϒϯճ͠ Ζ͏࡞๒Λؾۭ ʵ1��ˆͷੈք ͷύϫʔΛ஌Ζ͏ؾۭ ෩ྗൃిػΛ࡞Ζ͏

୆ॴચࡎ΍ચ୕ކͷ
ෆٞࢥͳྗΛ࣮͠ײΑ͏

ΰϜಈྗ໛ܕඈػߦͷ
࠲ ɾֶ੡࡞ɾௐ੔ɾඈߦ

ೕύοΫͰϙϯϙϯધΛڇ
Γ૸ΒͤΔ࡞

ϓϩάϥϛϯάʹΑΔ
LE%ϥΠτͷ఺໓

Ԍ৭൓ԠɹՖՐͷ৭͸Ͳ͏
ͯͭ͘͠Δͷ͔

理科実験室
第 1 回

「二酸化炭素のひみつ」
令和2年9月12日(土)　参加者：43名
講　師：KISTEC　金子　昌稔
会　場：かながわサイエンスパーク

第 2 回
「アンモナイトのかたちのひみつ」

令和2年11月21日（土）　参加者：26名
講　師：神奈川県立生命の星・地球博物館　田口　公則�主任研究員
会　場：かながわサイエンスパーク

理科実験室は、
とても人気があり、
毎回沢山の応募を
いただいてます！

৭ʑͳํ๏ͰೋࢎԽ୸ૉΛ࡞Γɺͦ ͷ্ͰγϟϘϯۄΛු͔ͤ·ͨ͠ɻ ීஈ͸৮Εͳ͍ຊ෺ͷඪຊ΍࣮ࡍʹੜ͖͍ͯΔר֋΍Φ΢ϜΨΠΛͯͬ࢖ɺ
ೋࢎԽ୸ૉͷੑ࣭ʹֶ͍ͭͯͼͳ͕Βɺڥ؀໰୊ʹ͍ͭͯ͑ߟ·ͨ͠ɻ ΞϯϞφΠτͷମͷߏ଄΍ੜଶͷൿີʹഭΓ·ͨ͠ɻ

KISTEC おもちゃレスキュー　こども救急隊・こども鑑識隊　参加者：30 名
令和 2 年 12 月 19 日（土）　会場：かながわサイエンスパーク
ɹKISTEC͕ઐ໳ͱ͍ͯ͠Δܭଌɾ෼ੳͷࣄ࢓ʹ͍ͭͯɺͦ ͷΤοηϯεΛऔΓग़ͯ͠ࢠͲ΋͚޲ͷϓϩάϥϜʹͨ͠h KISTEC͓΋ͪΌϨεΩϡʔɹ
͜Ͳ΋ٸٹ ɾୂ͜ Ͳ΋ؑࣝୂ Λɦ։ઃ͠·ͨ͠ɻ
ɹࢠͲ΋ͨͪʹೃછΈͷ͋Δ͓΋ͪΌΛ୊ࡐʹɺ͋ Β͔͡ΊՃ͑ΒΕͨෆ۩߹ՕॴΛൃͯ͠ݟ΋Β͍ͳ͕Βɺ෼ੳͷࣄ࢓Λٙࣅମ͠ݧ·͢ɻෆ۩߹Օ
ॴΛൃ͢ݟΔ໘ന͞Λମͯ͠ݧ΋Βͬͨޙ͸ɺຊ෺ͷ෼ੳ૷ஔΛֶݟɻຊ֨తͳ૷ஔΛલʹࢠͲ΋ͨͪ΋ڵຯਂ͘৬һͷ࿩ʹࣖΛ͚ͯ͘܏Ε·ͨ͠ɻ
͜ΕΛػʹɺࢠͲ΋͕ͨͪ෼ੳͷڵʹࣄ࢓ຯΛͯͬ࣋͘ΕΔ͜ͱΛظ଴͍ͯ͠·͢ɻ
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人材育成

ポストコロナを支える科学と知見の最新テクノロジー 会場：オンライン（ZOOM）参加者：395 名
ɹϙετίϩφͷ࣌୅ʹ͓͍ͯҩֶɺༀֶͷΈͳΒͣɺՊ ɾֶٕ ज़͸ͲͷΑ͏ʹ͠ݙߩಘΔͷ͔ɺୈҰ஄Ͱ͸ɺʮެऺӴੜֶʯʮηΩϡϦςΟʔʯʮҩ ɾྍհ
ʹʯޢ εϙοτΛ౰ͯɺ֤ քͷஶ໊ਓʹઐ໳Ոͷཱ৔͔Βղઆ͍͖ͯͨͩ͠·ͨ͠ɻୈೋ஄Ͱ͸ɺʮҩྍʯͱʮ৘ใηΩϡϦςΟʯʹ ͍ͭͯ͞Βʹ۷ΓԼ͛ɺ
ɻͨ͠·͍࢕͍ͯͭʹͷల๬༺׆ͷ࣮ଶ΍৽͍͠৘ใٕज़ͷܸ߈ͷํʑʹϝσΟΞͰ͸͋·ΓऔΓ্͛ΒΕͳ͍αΠόʔऀڀݚ༂͞Ε͍ͯΔ׆લઢͰ࠷
Ұൠͷݝຽͷํʑ͔Βۀاɺؔػڀݚɺҩྍؔػͷํʑ·Ͱ෯͍޿૚ͷࢹௌऀʹϙετίϩφ࣌୅ʹରԠ͢ΔͨΊͷώϯτ͕ࣔ͞Ε·ͨ͠ɻ

令和2年11月20日 令和2年12月4日 令和2年12月15日
「新型コロナウイルス感染症とはそもそ 「『セキュリティ』とは何か？」 「サイバニクス技術を駆使したメディカル・ケア最前線」
もどのようなものか？」 セコム株式会社 筑波大学�教授
川崎市健康安全研究所　所長 IS研究所リスクマネジメントグループ CYBERDYNE株式会社�代表取締役社長
岡部�信彦�氏 グループリーダー　甘利�康文�氏 山海�嘉之�氏

令和3年2月9日 令和3年2月16日 令和3年2月22日
「最新のサイバーセキュリティ攻撃の傾向と対策」 「医療情報システムとセキュリティ」 「サイバーセキュリティマネジメント」
NTTチーフ・サイバーセキュリティ・ス 国立保健医療科学院 情報セキュリティ大学院大学教授
トラテジスト 研究情報支援研究センター 藤本�正代�氏
松原�実穂子氏 センター長　水島�洋�氏

抗菌・抗ウイルス材料の開発から製品化講座
令和 2 年 12 月 8 日（火）・11 日（金）・16 日（水）・18 日（金）　会場：オンライン（ZOOM）　参加者：43 名

ɹ௕೥ʹΘͨΓۀاͷڀݚɾ੡඼։ൃΛࢧԉͯ͠·͍Γ·ͨ͠KISTECͷٕज़ϙςϯγϟϧΛ͔͠׆ɺʮە߅ɾ߅΢Πϧεࡐྉͷ։ൃ͔Β੡඼Խʯʹ ؔ͢
Δ৽ͨͳ࠲ߨΛɺຊ෼໺ΛݗҾ͢ΔํʑΛࢣߨʹ͓ܴ͑ͯ͠։͠࠵·ͨ͠ɻࡏݱɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷӨڹʹΑΓɺە߅ɾ߅΢ΠϧεޮՌΛൃ
Ճ͍ͨͩࢀ͝ʹͷํͳͲɺ��໊ͷํۀاΔ͑ߟྉ΍ͦΕΛ༻͍ͨ੡඼։ൃΛࡐ΢Πϧε߅ɾە߅Γɺ͓ͯͬ·ߴΔ੡඼΁ͷࣾձχʔζ͸͍ͬͦ͏͢ش
͖·ͨ͠ɻەࡉ΍΢Πϧεͷڀݚૅجɺઌ͢ߦΔ੡඼ͷ։ൃʹؔ͢Δ಺༰͔Βɺ੡඼ද੍ࣔن·ͰΛ໢ཏͨ͠ΧϦΩϡϥϜ͕ɺޙࠓɺ৽ͨͳە߅ɾ߅΢Π
ϧε੡඼࣮༻ԽͷҰॿͱͳΔ͜ͱΛɺظ଴͓ͯ͠Γ·͢ɻ
˙˘çࢣߨ঺հç˘˙
઒࡚҆߁݈ࢢશڀݚॴ ॴ௕ 岡部信彦氏ʗਆಸ઒޻Պେֶ ڭत 澤井淳氏ʗؔ੢େֶ ڭत 伊藤健氏ʗ౦ۀ޻ژେֶ ڭत 中島章氏ʗTOTO᷂ ࣄࡐݐڥ؀
։ൃ෦ٕज़։ൃάϧʔϓάϧʔϓϦʔμʔࡐݐڥ෦؀ۀ 福島哲弥氏ʗ᷂෋࢜௨ڀݚॴ ICTγεςϜڀݚॴΤΩεύʔτ 若村正人氏ʗ૔ෑ๰੷᷂ણҡۀࣄ෦
ٕज़෦ٕज़෦௕෇ɾʢҰࣾʣણҡධՁٕज़ٞڠձ੍ەՃ޻ϚʔΫҕһձҕһ௕ 勝圓進氏ʗʢҰࡒʣ೔ຊણҡ੡඼඼࣭ٕज़ηϯλʔਆݧࢼށηϯλʔɾʢҰࣾʣە߅੡඼
ٕज़ٞڠձ෭ձ௕߅΢Πϧεҕһձҕһ௕ 射本康夫氏ʗޫ৮ഔۀ޻ձඪ४Խҕһ௕ɾύφιχοΫࣜגձࣾ 三木慎一郎氏ʗʢҰࣾʣશެࠃਖ਼औҾٞڠձ࿈߹
ձࣄ຿ہ௕ 小倉 武彦氏ʗKISTEC ە߅ɾ߅΢ΠϧεάϧʔϓαϒϦʔμʔ 石黒斉ʗKISTECԽֶٕज़෦όΠΦٕज़άϧʔϓάϧʔϓϦʔμʔ 廣川隆彦

サイエンスカフェ
「サイエンスで進歩するスポーツ技能 ～オリンピック選手育成から計測機器・用具開発まで～」 「仮想の声は、現実世界で歌う―合成音声技術のいま―」
令和2年11月9日（月）　参加者：15名 令和2年12月14日（月）　参加者：10名
講　師：慶応義塾大学 政策・メディア研究科�教授　仰木裕嗣�氏 講　師：明治大学 総合数理学部 先端メディアサイエンス学科 専任准教授　森勢将雅�氏
会　場：てくのかわさき 会　場：かながわサイエンスパーク

ɹۙ೥ͷϔϧεέΞ΍ӡಈػೳҡ࣋΁ͷ ɹࠓճͷςʔϚ͸Ի੠Ճٕ޻ज़ɻࠓͰ͸
ҙࣝͷߴ·ΓΛड͚ͯɺεϙʔπֶ޻Λ ΑΓ਎ۙͳ΋ͷͱͳͬͨ߹੒Ի੠ͷ࿩୊
औΓ্͛·ͨ͠ɻ਎ମͷಈ͖΍࢟੎ͷη Λத৺ʹɺڀݚͷྺ࢙΍࢓૊Έʹ͍ͭͯ
ϯγϯάɺू ੵσʔλͷ෼ੳํ๏ͷ։ൃ ͷղઆɺ͞ Βʹ࣮ࡍʹ։ൃ͞ΕͨԻ੠ͷ
͔Βίʔνϯά·Ͱɺ੝Γͩ͘͞Μͷ಺ Վ੠ؑ৆·ͰɺԻ੠ʹؔΘΔ෯͍޿࿩୊
༰Ͱɺาܭߦଌ΋͍ߦ·ͨ͠ɻ Ճऀͱͷ࿩͕஄Έ·ͨ͠ɻࢀ͍ͯͭʹ

漢方 e ラーニングによる人材の育成　（https：//www.kistec.jp/kampo/）
ɹKISTECͰ͸఻౷ҩֶͷ࣬ࡍࠃප෼ྨ͕Ͱ͖Δਓࡐͷ
ҭ੒Λ໨తʹɺICTࡐڭͱͯ͠ମܥతʹֶ΂Δh Fϥʔํ׽
χϯά Λɦߏங͖ͯ͠·͠ ʢͨࠨਤʣɻࡏݱɺଔલڭҭͱ͠
ͯେֶͷҩֶ෦ɺֶࣃ෦ɺༀֶ෦ͷֶੜɺଔڭޙҭͱͯ͠
ҩࢣɺࣃՊҩࢣɺༀࢣࡎͳͲͷઌੜɺւ֎ʢϒϥδϧɺΞϝ
ϦΧɺυΠπɺΠΪϦε౳ʣͷઌੜ͕ड͍ͯ͠ߨ·͢ɻ·ͨɺ
಺ࠃɺ͠ূݕࢪΛ࣮ۀFϥʔχϯάΛ༻͍ͨ൓సतํ׽
ձͰͦͷޮՌΛൃද͠·ͨ͠ɻֶࡍࠃͼٴ

ɹ͞ΒʹɺҰൠͷํʑ͚޲ʹΦʔϓϯΞΫηεڭhࡐ ͸͡
Ίͯͷํ׽Fϥʔχϯά Λɦ࡞੒͠ɺֶ ੜ΍ༀڭࢣࡎҭʹ
΋ར༻͞Ε͍ͯ· ʢ͢ӈਤʣɻ
IUUQT���XXX�LJTUFD�KQ�LBNQP�
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連携交流

イベント・展示会出店等
ɹྩ࿨̎೥౓ɺKISTEC͸৽ܕίϩφ΢Πϧεͷײછ๷ࢭͷ؍
఺͔Β IOOPWBUJPO )VC ΍లࣔձΛैདྷͷདྷॴ͔ܕΒॳΊͯ
8E#্Ͱ։࠵ɾग़ల͠·ͨ͠ɻ

KISTEC Innovation Hub
ɹKISTEC IOOPWBUJPO )VC ͸ KISTEC ΍࿈ؔػܞͰಘΒΕͨ
ɾٕज़ऀ౳ͷަྲྀɾٕज़࿈ऀڀݚ຿੒ՌΛ͝঺հ͠ɺۀɾڀݚ
։ൃڀݚ౓Խɾߴͷ৽੡඼։ൃɺٕज़ྗͷۀاͷ৔ͱͯ͠ɺܞ
ྗͷ্޲ʹͭͳ͍͛ͯͨͩͨ͘Ίʹ։͍ͯ͠࠵·͢ɻ

WEB開催　Innovation Hub 2020 

։ɹɹظɿྩ࿨2೥11݄�೔ʢਫʣʙ11݄1�೔ʢਫʣʢ2िؒݶఆެ։ʣ
Ճऀ਺ɿ2��໊ࢀ

ɹ΢ΣϒͰެ։ͨ͠΋ͷ͸ओʹKISTECւ࿝໊ຊ෦ͰߦΘΕͯ
͍ΔԼهςʔϚͷಈըɺࢿྉͰɺ2��໊ͷํͷ͝ࢀՃΛ͍ͨ
͖ͩ·ͨ͠ɻ

ϑΥʔϥϜ໊
೔ຊหཧ࢜ձओ࠵஌ࡒηϛφʔ 
ͦͷൃ໌ɺ΋͍ͬͨͳ͍ʂʂʙٕज़΍ΞΠσΞΛʮ͑࢖Δݖརʯͱ͢ΔͨΊʹʙ
೔ຊหཧ࢜ձओ࠵஌ࡒηϛφʔ 
χονͳϩϯάηϥʔΛ໨͢ࢦʂ΋ͷͮ͘ΓதখۀاͷͨΊͷ঎ඪ׆༻ज़
ϓϥζϚॲཧΛ༻͍ͨද໘վ࣭ͱͦͷԠ༻ࣄ ʢྫද໘ٕज़ڠձؔ౦ࢧ෦࠵ڞʣ
ྩ࿨̎೥౓KISTEC஌ࡒηϛφʔୈ̑ճ 

ʮதখۀاͷϏδωεͱ஌׆ࡒ༻ᶃʯʮಛྲྀڐ௨ίʔσΟωʔλʔͷ׆ಈ಺༰ͱྫࣄʯ
ྩ࿨̎೥౓KISTEC஌ࡒηϛφʔୈ̒ճ
ʮதখۀاͷϏδωεͱ஌׆ࡒ༻ᶄʯʮಛ͓ݖڐΑͼಛ੍ڐ౓ͷ༗ޮͳํ͍࢖ʯ
ྩ࿨̎೥౓KISTEC஌ࡒηϛφʔୈ̓ճ
ʮதখۀاͷϏδωεͱ஌׆ࡒ༻ᶅʯʮٕज़Ҡసٴͼٕज़׆༻ʹؔΘΔܖ໿ʹ͍ͭͯʯ
ઓུతڀݚγʔζҭ੒ۀࣄʢ201�೥౓։࢝ʣ׆ಈ঺հ
σβΠϯɾػցઃܭϑΥʔϥϜ
ଠཅి஑ϑΥʔϥϜ
ણҡ੡඼ධՁٕज़ϑΥʔϥϜ

オ ン ラ イ ン 見 本 市　テ ク ニ カ ル シ ョ ウ ヨ コ ハ マ　
2021　第42回工業技術見本市

ϑΥʔϥϜ໊ɾൃදऀ
1. プロジェクト研究　終了報告会
ɾ̡ ཰೩ྉి஑։ൃάϧʔϓʳޮߴ ໠ԝ ޱࢁ
ɾ̡ ֵ৽తߴ৴པੑηϥϛοΫε૑੡ϓϩδΣΫτʳ ଟʑݟ ७Ұ
ɾ̡ ௎಺ەࡉ૓ϓϩδΣΫτʳ େ໺ ത࢘
2.戦略的研究シーズ育成事業
ɹ׆ಈ঺հ

ʲ2020೥౓։࢝ςʔϚʳ
ɾޫૢͮ͘جʹ࡞ҩྍٕज़ͷ૑ग़
 ɹɹ ౦ژେֶେֶӃɹ૯߹จԽڀݚՊɹڭतɹࠤ౻ कढ़
ɾۚوଐϑϦʔ৽ن৮ഔٕज़ͷ։ൃ
 ɹɹ ౦ژେֶɹੜٕ࢈ज़ڀݚॴɹ।ڭतɹ࠭ా ༞ี
ɾ௒ۭؒߴ෼ղΛ࣮͢ݱΔφϊΧʔϘϯޫ෼ੳ૷ஔ
 ɹɹ तɹ຀ ӳ೭ڭ෦ɹ।ֶ޻ጯٛक़େֶɹཧܚ

ʲ2021೥౓։࢝༧ఆςʔϚʳ
ɾޫٕज़Λ༻͍ͨ௒޿ଳҬςϥϔϧπΦγϩείʔϓͷ։ൃ
 ɹɹ ԣ඿ཱࠃେֶɹڭतɹยࢁ Үจ
ɾήϊϜߏஙٕज़ʹΑΔ૑ༀجڀݚ൫ͷ։ൃ
 ɹɹ ౦ۀ޻ژେֶɹ।ڭतɹ૬ᖒ ߁ଇ
ɾԽֶϘϩϑΣϯʹΑΔϑϨΩγϒϧૉࢠͷ։ൃ
 ɹɹ ౦ۀ޻ژେֶɹॿڭɹਆށ ప໵
３．プロジェクト研究　活動紹介

ʲ༗๬γʔζҭ੒ۀࣄʳ
ɾ௎಺ەࡉ૓ϓϩδΣΫτ௎಺ޚ੍ڥ؀άϧʔϓ ෱ా ਅ࢚
ɾషΔ͚ͩਓ޻ᢄଁϓϩδΣΫτ দݩ ྄
ɾੈ࣍୅ػೳੑࢎԽ෺ࡐྉϓϩδΣΫτ ౦ ਖ਼थ
ɾ࠶ੜໟ൅ͷେྔௐ੡ֵ৽ٕज़։ൃϓϩδΣΫτ ෱ా ३ೋ

ʲ࣮༻Խ࣮ূۀࣄʳ
ɾਓ޻ບࡉ๔γεςϜάϧʔϓ ஛಺ ণ࣏
ɾੈ࣍୅ҩྍ෱ࢱϩϘοτάϧʔϓ Լ໺ ੣௨

ʲࡍࠃධՁٕज़αʔϏεఏۀࣄڙʳ
ɾ৯඼ػೳੑධՁάϧʔϓ Ѩ෦ ࢠܒ
４．光触媒技術の展開と評価法開発
ɾޫ৮ഔࡐྉͷ+ISݧࢼαʔϏε౳ʹ͍ͭͯ མ߹ ߶
ɾە߅ɾ߅΢ΠϧεੑೳධՁαʔϏεʹ͍ͭͯ ੴࠇ ੪

WEB開催　Innovation Hub 2020 in MIZONOKUCHI

։ظ࠵ɿྩ࿨�೥�݄�೔ʢਫʣʙ�݄1�೔ʢਫʣʢ2िؒݶఆެ։ʣ
Ճऀ਺ɿɹ2��໊ࢀ

ɹ͜ͷ΢Σϒ։࠵Ͱެ։ͨ͠ͷ͸ɺओʹKISTECߔͷࢧޱॴͰ
ݚ੒Ռ΍ऴྃ͢ΔڀݚϓϩδΣΫτ౳ͷڀݚΔ͍ͯͬߦΛۀࣄ
ՃΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻࢀϓϩδΣΫτͷ੒ՌͰɺ2��໊ͷ͝ڀ

։ظ࠵ɿྩ࿨�೥2݄1�೔ʢ݄ʣʙ2�೔ʢۚʣ

ɹKISTEC͸ڀݚ։ൃ෦ɺۀࣄԽࢧԉ෦ɺ֤ٕज़෦͕Ϗδωε
ԉɺAIɾϩϘοτ෼໺ͳͲͦΕͧΕҟͳΔ෼໺ʹ΢Σϒग़లࢧ
͠·ͨ͠ɻ

ヴァーチャル産業交流展2020

։ظ࠵ɿྩ࿨�೥1݄20೔ʢਫʣʙ2݄1�೔ʢۚʣ

ɹKISTEC͸ϰΝʔνϟϧྲྀަۀ࢈ల2020 ʢʹ஍ಠʣ౦ژ౎ཱ
ಉग़ల͠·ͨ͠ɻڞʹηϯλʔ౳ͱͱ΋ڀݚज़ٕۀ࢈
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連携交流

大企業研究開発部門との連携
＜神奈川Ｒ＆Ｄ推進協議会＞
ɹݝʹཱ஍ɾूੵ͢Δੈքτο
ϓϨϕϧͷେڀݚۀاॴΛத
৺ʹݝɺKISTEC ͷ΄͔ 22 ػ
ؔ ʮ͕ਆಸ઒R�%ਪਐٞڠձʯ
Λ૊৫͠ɺਆಸ઒R�%ωοτ
ϫʔΫߏ૝ͷ΋ͱɺٕज़Ҡస
΍ٕज़࿈ܞΛଅਐ͢Δ͜ͱͰɺ
ʹ଄ͷมԽߏۀ࢈ɻ͢·͍ͯ͠ࢦͷ૑ग़Λ໨ۀ࢈ܕ෇ՃՁ஋ߴ
ରԠ͠ɺޙࠓ੒௕͕ࠐݟ·ΕΔ෼໺΁ͷ৽ࢀنೖΛ໨ͯ͠ࢦɺΦʔ
ϓϯΠϊϕʔγϣϯʹΑΔٕज़࿈ܞΛଅਐ͠ɺதখۀاͷ΋ͷ
ͮ͘Γٕज़ͷߴ౓Խɺ͔ ͳ͕ΘάϥϯυσβΠϯ΍ʮ͕͞ΈϩϘο
τۀ࢈ಛ۠ʯͳͲͷݝͷ੓ࡦ՝୊Λ;·͑ͨऔ૊ΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

【研究会フォーラムの開催】
ɹ੒௕෼໺Λର৅ ʮʹి஑ٕज़ڀݚ෦ձʯʮΠϊϕʔγϣϯڀݚ
෦ձʯʮҩ޻࿈ܞਪਐ෦ձʯʮϩϘοτڀݚձʯ౳ͷڀݚձ׆ಈ΍
ϑΥʔϥϜ౳Λ։͍ͯ͠࠵·͢ɻ

【ロボット研究会】
ɹٞڠձϝϯόʔʹՃ͑ͯɺதখٴۀاͼେֶͳͲ͕෯ࢀ͘޿
Ճ͠ɺੜࢧ׆ԉϩϘοτ౳ʹ͍ͭͯ࠷୹ؒظͰ঎඼ԽΛਐΊΔ
ͨΊɺઐ໳ՈͷίʔσΟωʔτ౳ʹΑΓɺۀا΍େֶ౳ͷ֤ػ
͕ؔ΋ͭݯࢿΛ࠷దʹ૊Έ߹Θͤͯڀݚ։ൃΛଅਐ͠·͢ɻ
ɹڞಉڀݚ։ൃͷίʔσΟωʔτʹՃ͑ͯɺੜࢧ׆ԉϩϘοτ
౳Ͱظ͕༺׆଴͞ΕΔٕज़γʔζΛϩϘοτؔ࿈ۀاʹ঺հ͠
ٕͯज़࿈ܞΛଅਐ͢Δऔ૊ΛਐΊͯɺ੒௕͕ظ଴͞ΕΔੜࢧ׆
ԉϩϘοτؔ࿈෼໺ʹ͓͚Δۀ࢈ͷৼڵɾूੵɺڝ૪ྗͷڧԽ
Λਤ͍ͬͯ·͢Ň

ਫதυϩʔϯʮ%JWFUOJU�00ʯ༺ۀ࢈

技術フォーラム、講演会、セミナー等の開催
ɹެֶ࢈ͷऀڀݚɺٕज़ऀ౳ͷަྲྀ΍ٕज़Ҡస౳Λ໨తͱٕͨ͠ज़ަྲྀϑΥʔϥϜɺߨ
ԋձɺηϛφʔΛ೥ؒ௨ͯ͠ਵ࣌։͍ͯ͠࠵·͢ɻ
ɹྩ࿨̎೥౓͸ॳΊͯɺΠϯλʔωοτΛ׆༻ͨ͠ΦϯσϚϯυܕϑΥʔϥϜΛ։͠࠵ɺ
Ճ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻࢀ͝ʹͷํʑࠃ಺͚ͩͰͳ͘શݝ

ͷͱ͜ΖԼදʹ͋Δ̐݅Λެදͯ͠ਐΊ͍ͯ·͢ɻࡏݱ։ൃϓϩδΣΫτ͸ɺڀݚ

分　　野 プロジェクト名

【高齢者等への生活支援】 ো֐෺ճආػೳΛඋ͑ͨ֎ग़ࢧԉϩϘοτ

【農林水産】 ਂւ༻ਫதυϩʔϯ

【農林水産】 ਫ਼ີ೶ۀ༻υϩʔϯγεςϜ

【高齢者等への生活支援】 ͞·͟·ͳڥ؀ɾԕִίϛϡχέʔγϣϯϩϘοτͷ։ൃ͞·͟·ͳڥ؀ɾԕִίϛϡχέʔγϣϯϩϘοτͷ։ൃ

֎ग़ࢧԉϩϘοτ

ʢྩ࿨̎೥౓ͷ։֓࠵ཁʣ
ɾIPTϑΥʔϥϜ
ɾ஌ࡒηϛφʔ
ɾΤϨΫτϩχΫεϑΥʔϥϜɹ
ɾۀࣄԽଅਐϑΥʔϥϜ

͜ΕΒͷϑΥʔϥϜ౳Λ
Ճऀ਺͸Ԇ΂ɹࢀɺ͠࠵։݅��ܭ߹
1
�0�ਓͰͨ͠ɻ
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第14回TKFオープンフォーラム開催
ɹ̍౎̏ࢢ̍ݝʢ࡛ݝۄɺઍ༿ݝɺ౦ژ౎ɺਆಸ઒ݝɺԣ඿ࢢʣͷެઃػڀݚݧࢼ ʢؔެઃࢼʣͰߏ੒͢ΔTK'ʢट౎ݍςΫϊφϨοδɾ
ϑϦʔ΢ΣΠʣ͸ɺ࣏ࣗମͷ֞ࠜΛ௒͑ͨதখۀا΁ͷࢧԉΛ࿈͜͏ߦͯ͠ܞͱΛ໨తͱͨ͠׆ಈΛ͓ͯ͠Γɺ೥ʹ̍ճʮTK'Φʔϓ
ϯϑΥʔϥϜʯΛ։͍ͯ͠࠵·͢ɻྩ࿨̎೥౓͸ɺKISTECʹ͓͍ͯ։͠࠵·ͨ͠ɻ
ɹྫ೥͸޿Ҭؔ౦ݍͷ֤ެઃࢼͷ৬һ΍ۀاͷํʹ͓ू·Γ͍͍ͨͩͯ։͍ͯ͠࠵·͕͢ɺࠓ೥౓͸৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ๷ࢭͷ
ͨΊɺ͝དྷॴ͍ͨͩ͘ਓ਺Λ੍جͯ͠ݶௐߨԋΛ։͠࠵ɺͦͷ໛༷ΛࡱӨͨ͠ಈըͱɺ࡛ٕۀ࢈ݝۄज़૯߹ηϯλʔɺઍ༿ࢧۀ࢈ݝ
ԉٕज़ڀݚॴɺ౦ژ౎ཱٕۀ࢈ज़ڀݚηϯλʔٴͼKISTECͷ֤ެઃ࡞͕ࢼ੒ͨ͠ࢧԉྫࣄ঺հΛޙ೔ΦϯσϚϯυͰ഑৴͍ͨ͠·
ͨ͠ɻ
ɹྩ࿨̎೥10݄2�೔ʹ։جͨ͠࠵ௐߨԋͰ͸ɺʮΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯʙΠϊϕʔγϣϯΛ૑ग़͢ΔͨΊʹ͸ͲͷΑ͏ͳࢧԉ͕
ඞཁ͔ʁʙʯΛςʔϚʹɺ໊̎ͷߨ͝ʹࢣߨԋ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

○「イノベーション創出に向けた、公設試と地域ベンチャー支
援機関との連携強化」

ɹࢣߨɿࣜגձࣾέΠΤεϐʔç
ɹɹɹɹΠϯΩϡϕʔτɾ౤ۀࣄࢿ෦ɹओ೚
ɹɹɹɹΠϯΩϡϕʔγϣϯɾΠϯϕετϝϯτϚωʔδϟʔ

ɹനੴɹܟਔɹࢯ
ɹKISTECͱΠϯΩϡϕʔγϣϯؔػͰ͋ΔࣜגձࣾέΠΤε
ϐʔͱͷ࿈ܞʹΑΔϕϯνϟʔࢧۀاԉͷྫࣄΛ঺հ͍͖ͨͩɺ
ʹԽͷͨΊڧܞͱͷ࿈ؔػԉࢧͱ஍Ҭϕϯνϟʔࢼͷެઃޙࠓ
ඞཁͳऔ૊Έʹ͍͓ͭͯ࿩͍͖ͨͩ͠·ͨ͠ɻ

ɹྩ࿨̎೥12݄1�೔ʙ2�೔ʹͨͬߦΦϯσϚϯυ഑৴Ͱ͸ɺྫ೥ͷདྷॴܕͷϑΥʔϥϜͰ͸͝ࢀՃ͍ͨͩ͘͜ͱ͕೉͍͠ԕִ஍
ͷํʹ΋͝ࢹௌ͍ͯͨͩ͘͜͠ͱ͕Ͱ͖ɺTK'ͷऔ૊Λશ͘޿ʹࠃप஌͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

○「コロナ禍でのシニアベンチャーの取り組みと今後の展望」
ɹࢣߨɿࣜגձࣾɹNILɹ୅දऔక໾ձ௕	ٕज़։ൃ౷ׅ


ɹࠤ౻ɹ޾ଂɹࢯ
ɹެઃࢧࢼԉͷ۩ମྫͱͯ͠੡඼։ൃࣨͷ׆༻಺༰ٴͼڀݚ಺
༰Λ঺հ͍͖ͨͩɺࡏݱͷίϩφՒʹ͓͚Δऔ૊ͱޙࠓͷల๬
ʹ͍͓ͭͯ࿩͍͖ͨͩ͠·ͨ͠ɻ

支援事例紹介
埼玉県産業技術総合センター「埼玉県産業技術総合センター（SAITEC）におけるデジタルものづくり支援」

ԉʹऔΓ૊·Ε͓ͯΓɺຊൃදࢧΛର৅ͱ̙ͯ̏͠σδλϧ΋ͷͮ͘Γͷ༷ۀاज़૯߹ηϯλʔͰ͸ɺओʹதখٕۀ࢈ݝۄ࡛
Ͱ͸ɺ̭ઢ̘̩૷ஔ΍̙̏σδλΠβΛ༻͍ͨϦόʔεΤϯδχΞϦϯάɺ̙̏ϓϦϯλʹΑΔࢧ࡞ࢼԉɺγϛϡϨʔγϣϯ
ʹΑΔੑೳධՁ౳ɺσδλϧ΋ͷͮ͘Γࢧԉͷ֓ཁʹ͍ͭͯ͝঺հ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

千葉県産業支援技術研究所「生産性向上の第一歩！　現場改善を促す「身の丈IoT」活用のすすめ」
ઍ༿ࢧۀ࢈ݝԉٕज़ڀݚॴͰ͸ɺ҆ՁͰ༰қʹೖखՄೳͳηϯαʔ΍ΩοτΛ׆༻͠ɺதখۀاͷੜݱ࢈৔๊͕͑Δݸผ՝୊
Λղܾ͠ݱ৔վળʹͭͳ͛ͯ΋Β ʮ͏਎ͷৎIPTʯͷಋೖࢧԉΛਐΊΒΕ͓ͯΓɺຊൃදͰ͸۩ମతͳࢧԉྫࣄΛத৺ʹ͝঺հ
͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

（地独）東京都立産業技術研究センター「バイオ基盤技術を活用したヘルスケア産業支援事業の紹介」
ʢ஍ಠʣ౦ژ౎ཱٕۀ࢈ज़ηϯλʔͰ͸ɺʮඒͱ݈߁ʯʹ ؔΘΔϔϧεέΞۀ࢈ͷੑ׆ԽͷͨΊɺԽহ඼෼໺Λओ࣠ʹɺ৯඼ɾҩ
ྍ෼໺ͷ੡඼ԽɾۀࣄԽΛ໨͢ࢦதখۀاΛଟ໘తʹࢧԉʢʮϔϧεέΞࢧۀ࢈ԉ ʢࣨSUSCAREä lαεέΞzʣʯΛ։ઃʣ͢ Δࣄ
Λ঺հ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻۀ

KISTEC「5軸制御マシニングセンタによるものづくり支援」
KISTECͰ͸ɺ�੍࣠ޚϚγχϯάηϯλΛ׆༻ͨ͠΋ͷͮ͘ΓࢧԉΛ͍ߦɺࢧԉʹ࣠�͔͢׆Ճٕ޻ज़ͷݕ౼ΛਐΊ͓ͯΓɺ
ຊൃදͰ͸ɺ�੍࣠ޚϚγχϯάηϯλʹΑΔՃٕ޻ज़ͷऔ૊ΈΛ঺հ͠·ͨ͠ɻ
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公設試験研究機関（公設試）との連携
首都圏テクノナレッジ・フリーウェイ（TKF）
ɹTK'ͱ͸ɺट౎ݍʢ࡛ݝۄɺઍ༿ݝɺ౦ژ౎ɺਆಸ઒ݝɺԣ
඿ࢢʣͷ̑ͭͷެઃࢀ͕ࢼՃ͢Δ޿Ҭ࿈ܞͷ͘͠ΈͰ͢ɻ֤ࢀ
Ճؔػͷ৘ใʢݧࢼɺ෼ੳٕज़ɺอ༗ثػɺٕज़૬ஊͳͲʣ΁ɺ
Πϯλʔωοτ্ͰԣஅతͳΞΫηεΛՄೳͱ͠ɺෳ਺ؔػʹ
ΑΔ੾Ε໨ͷͳ͍தখࢧۀاԉΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹڀݚཱࠃ։ൃ๏ਓՊֶٕज़ৼߏػڵʢ+STʣͷ৽ٕज़આ໌ձʹ
ฏ੒ �0 ೥౓͔Β TK' ͱͯ͠ࢀՃ͓ͯ͠Γɺྩ࿨ 2 ೥౓͸
KISTEC ΛؚΉ � ؔػ � ݅ͷ
XFC αΠτͰͷٕज़঺հΛ
ɻͨ͠·͍ߦ
ɹ·ͨɺTK' ಺ͰؔػՃࢀ
ϛ͏ߦҭΛڭޓ৬һͷ૬ڀݚ
χΠϯλʔϯγοϓ੍౓Λ׆
༻͠ɺࢀՃؔػͷڀݚ৬һͷ
Ϩϕϧ্޲Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP）
ɹ.TEPͰ͸ɺ޿Ҭट౎ݍʢ౦ژ౎ɺҵ৓ݝɺಢ໦ݝɺ܈അݝɺ
ɺݝɺ੩Ԭݝɺ௕໺ݝསࢁɺݝɺ৽ׁݝɺਆಸ઒ݝɺઍ༿ݝۄ࡛
ԣ඿ࢢʣͷެઃ͕ؔػڀݚݧࢼ࿈͠ܞɺதখۀاͷͨΊͷւ֎
ల։ࢧԉαʔϏεΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ֨نࡍࠃ΍ւ֎ͷ੡඼ن
֨ʹؔ͢Δ૬ஊ΍ηϛφʔ౳ʹΑΔ৘ใఏڙɺւ֎ͷ੡඼֨ن
ʹద߹ͨ͠ධՁݧࢼͳͲͷٕज़తͳࢧԉΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹྩ࿨̎೥౓΋Ҿ͖ଓ ʢ͖஍
ಠʣ౦ژ౎ཱٕۀ࢈ज़ڀݚηϯ
λʔͱڞʹɺʮRP)SʗREAC)
ʹରԠ͢Δࣗ཯తϚωδϝϯ
τγεςϜͷߏஙʯʹ ؔ͢Δ
ηϛφʔΛ࣮͠ࢪɺඇৗʹ޷
ධͰͨ͠ɻ

大学との連携
かながわ産学公連携推進協議会（CUP-K）
ɹݝ಺1� ͷཧ޻ɾҩܥେֶ΍ެతࢧԉ͠ྗڠ͕ؔػɺ͕ۀا
๊͑Δ՝୊Λղܾ͍ͯͨ͘͠Ίɺۀاͷօ༷ͷٕज़։ൃΛ͓ख
఻͍͍ͯ͠·͢ɻ
ͷ՝୊ʹԠͯ͡ɺۀا˔

ෳ਺ͷେֶ͔Β࠷దͳ
γʔζΛڀݚɺऀڀݚ
ίʔσΟωʔτ͠·͢ɻ

˔େֶͷֶ࢈࿈ܞ ʢࣨϦ
ΤκϯΦϑΟεʣͱެ
తࢧԉؔػͷίʔσΟ
ωʔλ͕ɺେֶͷڀݚ
ऀͱͷϚονϯάΛ͓
ੈ࿩͠·͢ɻ

4大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム（NANOBIC）
ɹKISTEC͸ɺ઒࡚͕ࢢ੔උ͢ΔφϊϑΝϒϦέʔγϣϯࢪઃ

ʮNANO#ICʯͰͷφϊɾϚΠΫϩٕज़Λ֩ͱֶͨ͠࢈࿈ܞͷத
৺త໾ׂΛ୲ ʮ͏̐େʢ౦େɺ౦޻େɺૣେɺܚେʣφϊɾϚΠ
ΫϩϑΝϒϦέʔγϣϯίϯιʔγΞϜʯʹ ͕ࣗۀاՃ͠ɺࢀ
લͰඋ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍ߴՁͳ࠷ઌ୺ͷثػڀݚɾ૷ஔͷ։
์ʹΑΓɺۀاʹΑΔར༻Λଅٕ͠ज़ͷߴ౓ԽΛࢧԉ͢Δͱͱ
΋ ʹɺ৽ ࢈ ۀ ૑ ଄ ʹ ޲ ͚ ͨ औ Γ ૊ Έ Λ ਐ Ί ͯ ͍ · ͢ɻ

ʮNANO#ICʯͷφϊɾϚΠΫϩٕज़͸ɺੈ࣍୅ͷۀ࢈ͷൃల΍
ਓʑͷੜ׆ͷ͢ݙߩʹ্޲Δి͔ثػࢠΒφϊϑΥτχΫεɺ
.E.SɺϚΠΫϩɾφϊԽֶɺφϊόΠΦ·Ͱ෯ۀ࢈͍޿෼
໺΁ͷల։͕ظ଴͞Ε͍ͯ·
͢ɻ
ɹྩ࿨̎೥౓΋ɺਓࡐҭ੒η
ϛφʔͷ࠵ڞΛ͜͏ߦͱͰɺ
NANO#ICͷ޿ใͱڞʹ࿈ܞ
ΛਂΊ·ͨ͠ɻ

他機関との連携
協定等の締結機関（令和3年3月時点）
ɾཱࠃେֶ๏ਓԣ඿ཱࠃେֶ ɾެཱେֶ๏ਓԣ඿ཱࢢେֶ
ɾཱࠃେֶ๏ਓ౦ۀ޻ژେֶ ɾֶߍ๏ਓزಙֶԂਆಸ઒޻Պେֶ
ɾԣ඿ٕۀ޻ࢢज़ࢧԉηϯλʔ ɾ઒࡚৴༻ۚݿ
ɾ	ג
͖Β΅ۜ͠ߦ ɾֶߍ๏ਓ໌࣏େֶ஍Ҭֶ࢈࿈ڀݚܞηϯλʔ
ɾҰൠࣾஂ๏ਓट౎ੑ׆ۀ࢈ݍԽڠձ ɾԣ඿৴༻ۚݿ
ɾ͕͞Έ৴༻ۚݿ ɾভೆ৴༻ۚݿ

図書館ネットワーク
ɹKISTECਤॻࣨ͸ɺਆಸ઒ݝਤॻؗ৘
ใωοτϫʔΫʢKL�NETʣʹ Ճ͠ɺΠࢀ
ϯλʔωοτͰཱݝਤॻؗͷࢿྉͷॴଂ
ொଜ಺ࢢ಺ݝͰ͖Δ͚ͩͰͳ͘ɺ͕ࡧݕ
ਤॻؗͷશͯͱҰ෦ͷେֶਤॻؗ౳ͷଂ
ॻࡧݕ΍૬ିޓआ͕ՄೳͰ͢ɻ
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連携交流

県内中小企業支援機関及び金融機関との連携
県内金融機関との業務提携の締結
ɹྩ࿨̎೥౓͸ɺਆಸ઒ݝ಺ͷ�ͭͷ৴༻ۚݿͱۀ຿ఏܞΛక
݁͠ɺͦΕͧΕͷ৴༻ۚݿͷӦۀ஍Ҭʹ͓͚Δٕज़ࢧԉ΍ɺ
KISTECۀࣄͷ޿ใ໘ͰͷڧԽΛਤΓ·ͨ͠ɻྩ࿨̎೥౓ʹ৽
Λక݁ͨ͠ͷ͸ҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻܞ຿ఏۀʹͨ
ɾԣ඿৴༻ۚݿ
ɾ͕͞Έ৴༻ۚݿ
ɾভೆ৴༻ۚݿ

かながわイノベーション戦略的支援事業の継続支援
ɹKISTECɺਆಸ઒ۀ࢈ৼڵηϯλʔɺ೔ຊ੓ۚࡦ༥ެٴݿͼ
ਆಸ઒ݝ৴༻อূڠձͰฏ੒�0೥౓ʹ࠾୒͠ ʮ͔ͨͳ͕ΘΠ
ϊϕʔγϣϯઓུతࢧԉۀࣄʯʹ ɺ͍ͯͭʹۀࣄ୒͞Εͨ̏࠾
ɻ͢·͍ͯͬߦԉΛࢧଓܧ
ɾʮεʔύʔφϊཻࢠʢSNPʣΛ༻͍ͨϔΞέΞ঎඼ͷൢചʯ
ɹ	ג
NIL
ɾʮϦΞϧϋϓςΟΫεʢྗ৮ٕ֮ज़ʣͷۀࣄԽʯ
ɹϞʔγϣϯϦϒ	ג

ɾʮPTCαʔϛελͷଟ༻్Ԡ༻ల։ʯ
ɹ	ג
ϚΩγϚϜςΫϊϩδʔ

地方版IoT推進ラボ（経済産業省）
ɹݝ಺֤஍Ҭʢԣ඿ࢢ IPT ਪਐϥϘɺ૬໛ࢢݪ IPT ਪਐϥϘɺ
ԣਢլࢢ IPT ਪਐϥϘɺভೆ஍Ҭ IPT ਪਐϥϘʣͷऔ૊Έͱ࿈
ͳ͕ΒɺKISTEC͠ܞ ͸ਆಸ઒ݝ IPT ਪਐϥϘͱͯ͠ݝ಺ͷ
IPT Ϗδωεͷ૑ग़Λࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹྩ࿨̎೥౓͸ਆಸ઒ݝ IPT ਪਐϥϘͰத
৺త׆ಈΛ͏ߦIPTڀݚձͷXFCαΠτΛ
৽ઃ͠ɺڀݚձͷࢀՃۀاɾؒؔػͰͷ৘
ใަ׵ͷ৔Λఏ͠ڙ·ͨ͠ɻ

神奈川産業振興センター
ɹʮܦӦͱٕज़ͷҰମతࢧԉʹؔ͢Δ֮ॻʯʢฏ੒2�೥క݁ʣʹ
ηϯλʔ৬һͱڵৼۀ࢈ɺྩ࿨̎೥౓͸͖ͮجʹఆڠܞΔ࿈܎
ɻͨ͠·͠ࢪ૬ஊΛ࣮ܕΛ๚໰͠ɺ2�݅ͷ൐૸ۀاʹڞ

一般社団法人首都圏産業活性化協会
ɹҰൠࣾஂ๏ਓट౎ੑ׆ۀ࢈ݍԽڠձʢTA.Aڠձʣͱͷ࿈ܞ
ަܞɺʮٕज़࿈ʹڞηϯλʔͱڵৼۀ࢈ɺਆಸ઒͖ͮجʹఆڠ
ྲྀձʯͰͷٕज़ϚονϯάʹऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻ

国との連携
産業技術連携推進会議（産技連）
ɹެઃؔػڀݚݧࢼ౳ʢެઃࢼʣ૬ٴޓͼެઃࢼͱڀݚཱࠃ։ൃ
๏ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴͱͷ࿈ٴܞͼڞ௨ٕज़෼໺ͷڀݚձ׆
ಈΛ௨ͯ͠ɺ֤ؔػͷݧࢼɾڀݚʹؔΘΔٕज़ྗΛߴΊΔͱͱ
΋ʹɺ஍Ҭͷۀاͱ࿈͢ܞΔྗΛߴΊͯɺ஍Ҭʹ͓͚ΔΠϊϕʔ
γϣϯ૑ग़Λ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

かながわ中小企業支援プラットフォーム（経済産業省）
ɹKISTEC͸ʮதখۀاɾখن໛ऀۀࣄϏδωε૑଄౳ࢧԉۀࣄʯ
࿥͞Εొ͖ͮجʹ ʮͨ஍ҬϓϥοτϑΥʔϜʯʹ اՃ͠ɺதখࢀ
Λ͢Δ૭ݣ౓ઐ໳తͳ՝୊Λղܾ͢ΔͨΊɺઐ໳Ոͷ೿ߴͷۀ
ࢧΔ͢ࢪ࣮͕ؔػ੒ߏ΍ϓϥοτϑΥʔϜࠃೳΛ୲͏ଞɺػޱ
ԉ৘ใͷൃ৴ػೳΛڧԽ͠ɺݝ಺ͷதখࢧۀاԉମ੍ͷڧԽΛ
ਤ͍ͬͯ·͢ɻ

標準化活用支援パートナーシップ（経済産業省）
ɹඪ४Խࢧ༺׆ԉύʔτφʔγοϓͷύʔτφʔػ ʢ࣏ؔࣗମɾ
ػ��౳1ؔػڀݚɺେֶɾެతؔػɺ஍Ҭۚ༥ؔػڵৼۀ࢈
ʢؔྩ࿨̏೥݄̎̍̎೔ࡏݱʣͱͯ͠ɺҰൠஂࡒ๏ਓ೔ຊڠ֨ن

ձʢ+SAʣͱ࿈͠ܞɺதݎɾதখۀا౳ʹ͓͚Δඪ४Խ܎ʹ༺׆
ΔࢧԉʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
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沿　革
ɹʢ஍ಠʣਆಸ઒ٕۀ࢈ཱݝज़૯߹ڀݚॴ͸ɺਆಸ઒ٕۀ࢈ݝज़ηϯλʔͱʢެࡒʣਆಸ઒Պֶٕज़ΞΧσϛʔ͕ɺฏ੒2�೥݄̐̍೔
ʹ౷߹͠ɺઃཱ͞Ε·ͨ͠ɻ

神奈川県産業技術センター （公財）神奈川科学技術アカデミー（KAST）
年　月

ত࿨ û ೥ û ݄
出　来　事

ਆಸ઒ݧࢼۀ޻ݝ৔ʢਆಸ઒ݧࢼۀ޻ݝॴͷલ਎ʣઃཱ
ত࿨ùû೥øù݄
ฏ੒ þ ೥ û ݄

ਆಸ઒ݧࢼۀ޻ݝॴઃཱ
ಋॴɺࢦۀ޻ಋॴɺણҡࢦܳ޻ॴɺݧࢼۀ޻
Ո۩ࢦಋηϯλʔͷؔػ�Λ౷߹͠ɺւ࿝໊
ຊࢢݪॴͱͯ͠ൃ଍খాڀݚ߹ज़૯ٕۀ࢈ʹ
ொʹٕܳ޻ज़ηϯλʔΛઃஔ

ฏ੒ ÿ ೥ Ā ݄ ஌తॴ༗ݖηϯλʔͱͯ͠ೝఆ
ฏ੒øø೥ û ݄ খాٱࢢݪ໺ʹٕܳ޻ज़ηϯλʔΛҠస
ฏ੒øø೥ ý ݄
ฏ੒øþ೥ Ā ݄
ฏ੒øÿ೥ û ݄

ISO1�001֨ن৹ࠪొ࿥
จ෦ՊֶলՊֶڀݚඅิॿۚऔѻࢦʹؔػڀݚఆ
ज़ηٕܳ޻ज़ηϯλʔʹվশɺซٕͤͯۀ࢈
ϯλʔΛٕܳ޻ज़ॴʹվশ

ฏ੒øÿ೥ ý ݄
ฏ੒ùù೥ û ݄

ISO1�02�ೝূऔಘ
঎޻࿑ಇ૯຿՝Ӝౡٰறࣄࡏ຿ॴʢݕྔܭఆηϯλʔʣ
Λٕۀ࢈ज़ηϯλʔݕྔܭఆॴͱͯ͠࠶ฤઃஔ

年　月
ฏ੒ݩ೥ þ ݄

出　来　事
ʢࡒʣਆಸ઒Պֶٕज़ΞΧσϛʔʢKASTʣઃཱ

ฏ੒ݩ೥ ÿ ݄ ʢࡒʣਆಸ઒ߴ౓ٕज़ࢧԉஂࡒʢKT'ʣઃཱ
ฏ੒ ù ೥ ù ݄
ฏ੒ ù ೥ø÷݄

ฏ੒ ù ೥øø݄

ฏ੒ ú ೥ ú ݄

KASTಛఆެӹ૿ਐ๏ਓͷೝఆ
KASTՊֶٕज़ிʢݱจ෦ՊֶলʣΑΓϑΣϩʔγο
ϓ੍౓ʹ܎Δ֎ࠃਓऀڀݚडೖؔػڀݚͷঝೝ
KASTจ෦লʢݱจ෦ՊֶলʣՊֶڀݚඅิ
ॿۚऔѻࢦʹؔػڀݚఆ
KAST೔ຊҭӳձʢݱʢಠʣ೔ຊֶੜࢧԉߏػʣͷ
ୈҰछमֶۚࢿͷฦؐ໔আͷ৬Λஔ͘ڀݚॴͷࢦఆ

ฏ੒ ÿ ೥ Ā ݄ KT'ʮਆಸ઒஌తॴ༗ݖηϯλʔࢧ෦ʯͱͯ͠ೝఆ
ฏ੒øþ೥ û ݄ KASTͱKT'͕౷߹ɺ৽૊৫ͱͯ͠ൃ଍
ฏ੒øþ೥ ÿ ݄
ฏ੒ùü೥ ú ݄

ISO1�02�ͷೝఆऔಘ
઒࡚ੜ໋Պֶɾڀݚڥ؀ηϯλʔʢLJSEʣʹ
৽ڌ఺KASTLJSELBC�ʢϥΠζϥϘʣΛ։ઃ

ฏ੒ùü೥ û ݄ ެӹஂࡒ๏ਓ΁Ҡߦ

地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）
年　月 出　来　事

ฏ੒ùĀ೥ û ݄ ॴʢKISTECʣͱͯ͠ൃ଍ڀݚ߹ज़૯ٕۀ࢈ཱݝ੓๏ਓਆಸ઒ߦज़ηϯλʔͱKAST͕౷߹͠ɺ஍ํಠཱٕۀ࢈
ଓܧ຿ۀͱͯؔ͠ػݝज़ॴ͸ٕܳ޻ͼٴఆॴݕྔܭ˞

令和2年度　会計報告

資産の部 負債及び純資産の部
科　目 金　額 科　目 金　額

資産の部
ɹᶗݻఆ࢈ࢿ
ɹɹ1 ༗ݻܗఆ࢈ࢿ
ɹɹ2 ແݻܗఆ࢈ࢿ
ɹɹ� ౤ͦࢿͷଞͷ࢈ࢿ
ɹɹɹݻఆܭ߹࢈ࢿ
ɹᶘྲྀಈ࢈ࢿ
ɹɹɹྲྀಈܭ߹࢈ࢿ

ܭ߹࢈ࢿ

�
�1�
���
�0�
1�1
���
���

�
���
���
020
1�
���
0��
���

2
���
���
1�1

1�
�21
��0
���

負債の部
ɹᶗݻఆෛ࠴
ɹᶘྲྀಈෛ࠴
ɹɹɹෛܭ߹࠴

純資産の部
ɹᶗࢿຊۚ
ɹᶘࢿຊ৒༨ۚ
ɹᶙརӹ৒༨ۚ
ɹɹɹ७ܭ߹࢈ࢿ
ෛ࠴७ܭ߹࢈ࢿ

�
���
���
11�
�0�
1��
�0�

�
2�0
1��
01�

�
0�0
1�2
000
˚ �22
�21
���

�2�
���
���
�
1�1
���
��0

1�
�21
��0
���

貸借対照表 ʢྩ࿨�೥�݄�1೔ʣ ʢ୯Ґɿԁʣ 損益計算書
ʢྩ࿨2೥�݄1೔ʙྩ࿨�೥�݄�1೔ʣ

ʢ୯Ґɿԁʣ

科　目 金　額
༺ৗඅܦ �
���
�0�
���
ৗऩӹܦ �
�2�
2�0
��2
ɹܦৗརӹ 1��
���
���
ଛࣦ࣌ྟ 1�
1��
རӹ࣌ྟ 1�
1��
౰ظ७རӹ 1��
���
���
౰ظ૯རӹ 1��
���
���

஍ํಠཱߦ੓๏ਓ๏ୈ��৚ୈ1߲ʹ͖ͮجઃཱஂ
ମͷ௕ʹఏग़ͨ͠΋ͷͰ͢ɻ

�1



学会発表等

特許出願

論文等掲載

橋渡し共同研究
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49件

技術相談

技術開発受託

試験計測（成分数）

新技術評価メニュー
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年度計画の数値目標達成状況
ɹݝ஌ࣄͷೝՄΛड͚ͨฏ੒2�೥�݄1೔͔Βྩ࿨�೥�݄�1೔·Ͱͷ�೥ؒͷதܭظը໨ඪΛୡ੒͢ΔͨΊɺྩ࿨2೥౓ͷܭը
Ͱઃఆͨ͠1�߲໨ͷ਺஋໨ඪ͸ɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱֦େͷӨڹΛड͚ͨ΋ͷͷɺ8FC׆༻ͳͲͷ޻෉ʹΑΓɺ11߲໨Ͱ
໨ඪͷ�0ˋҎ্Λୡ੒͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ

【研究開発】

新技術や新製品の開発を促進する研究開発
ɹڀݚγʔζͷҭ੒͔Β࣮༻Խ࣮ূ·Ͱɺ
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【技術支援】

県内企業が直面する技術的課題を解決する
技術支援
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【事業化支援】

県内企業による製品開発や商品化を促進す
る事業化支援
ɹ͕͞ΈϩϘοτۀ࢈ಛ۠Ͱਪਐ͢Δੜ׆
ԉͷҰ؀ͱͯ͠ɺࢧ։ൃڀݚԉϩϘοτͷࢧ
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Ӧɾۚ༥౳ͷ૯߹ࢧԉʹΑΔ੡඼Խࢧԉʹ
औΓ૊Έ·ͨ͠ɻ·ͨɺIPTٕज़ಋೖࢧԉ
ͱͯ͠͸ɺ৽ͨʹIPTڀݚձΛࢧͨ͠༺׆
ԉʹऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻ

【人材育成】
県内企業の技術力の底上げなどを図る人材
育成
ɹ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱֦େͷதɺΦ
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【連携交流】

技術面を中心とした大学、研究機関、県内
企業等の連携交流
ɹΦϯϥΠϯʮKISTEC IOOPWBUJPO )VCʯ
ʹΑΓɺ༷ʑͳٕज़෼໺ͷ࠷৽ͷٕज़৘ใ
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΢Πϧεײછ঱֦େͷӨڹΛड͚·͕ͨ͠ɺ
ΞϑλʔίϩφΛݟਾ͑ɺ8E#ίϯςϯ
πͷॆ࣮ڧԽʹऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻ
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皆様からの技術相談に無料で応じています
機械・材料、電子、情報・生産、化学などの技術分野を専門とする研究職員が、県内外から広くお寄せいただく年間約20,000件の
技術相談に応じています。令和2年度利用者の状況は以下のようになっています。

こんなときにご利用いただいてます

ものづくりを支える中小企業の皆様のお役に立っています

幅広い業種の皆様にご利用いただいています

県内を中心に幅広い地域からの支援要請にお応えしています

業種別分布従業員規模別分布地域分布
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32ˋ
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品࣭管理
24ˋ
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12%
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試験計測サービスの利用状況
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令和元年度以前の技術支援成果事例（過去２年間
の実績から）

No. テーマ名 支援内容 企業名 URL 年度

1
炉内温度管理のための
安価な温度測定チップ
の開発

材料となる鋼種の選定、加熱による鋼材の硬さ変化測定方法
の決定、チップの作製から性能評価まで一貫した製品開発支
援を行い、1000℃までの高温に対応する炉内温度管理シス
テムとして完成させた。

アセイ工業株式
会社 https://www.asey.co.jp/ 令和

元年度

2
マイクロディンプル処
理による抗菌効果の評
価

JIS Z 2801に基づいて大腸菌、黄色ブドウ球菌を対象に抗菌
力評価試験を実施した。その結果、未加工品と比較して十分
な抗菌力があることが確認された。また、大学との共同研究
をコーディネートした。

株式会社サーフ
テクノロジー

https://www.microdimple.
co.jp/

令和
元年度

3
マルチチャンネル同時
測定ソースメーターの
開発支援

装置の測定再現性を高めるため、既存のソースメーターとの
比較や測定時間管理についての検証を行ったうえで、ペロブ
スカイト太陽電池を使用し同時測定の検証を実施した。その
結果、測定時間の短縮が確認された。

株式会社セルシ
ステム http://www.cellsystem.co.jp/ 令和

元年度

4 網膜走査型レーザアイ
ウェアの製品化支援

本製品のような電気機器を製品化する際不可欠となる、各種
安全規格に従った信頼性試験（温湿度サイクル試験等）を実施
した。

株 式 会 社 QD
レーザ https://www.qdlaser.com/ 令和

元年度

5
表面弾性波（SAW）パ
タ ー ン 評価 の た め の
TEG開発

電子線描画装置を用いて、SAWデバイスの材料に適合するこ
とを可能にしたサブミクロンサイズのレジストパターンを形
成する支援を行った。

株 式 会 社 ア ル
バック https://www.ulvac.co.jp/ 令和

元年度

6 温度分布が均一な床暖
房ヒーターの製品開発

測定条件が一定となる人工気象室内にて複数の試作品をサー
モカメラで観測し、その熱分布を精度良く測定した。その結果、
温度分布の均一性を向上させた床暖房ヒーターの製品化を支
援した。

テクノヒーティ
ングサービス株
式会社

https://century-panel.com/ 令和
元年度

7 太陽電池用環境制御試
験ボックスの開発支援

支援先企業と共同開発した、酸素や水分を遮断し適切な雰囲
気をコントロールできる環境制御ボックスを使用して長期間
の測定を行い、封止材なしでも有機系太陽電池の劣化抑制に
効果があることを検証した。

アステラテック
株式会社 http://www.astellatech.co.jp/ 令和

元年度

8
モーションリフレクト
式パワーアシストハン
ドの商品化支援

「生活支援ロボットデザイン支援事業」の支援スキームにより、
一貫したブランド構築しながらデザイン開発支援を行うとと
もに、電気安全に関わるEMI測定等の試験を実施し装置の安
全性を確認した。

株 式 会 社 エ ル
エーピー https://lap-atom.co.jp/ 令和

元年度

9
足 整 板 成 型 機 Footfix 
Ortho pro 量産化に向
けた支援

接骨院・企画開発企業・支援先企業による足整板成形装置の共
同開発をコーディネートし、開発の過程で3Dプリンターによ
る試作支援、量産化に向けた助言等を行い製品化を支援した。

株式会社小川優
機製作所 https://www.ogawayuki.com/ 令和

元年度

10 香辛子オリーブオイル
の商品化支援

香辛子の特徴を生かしたオリーブオイルの製法を検討すると
ともに、支援先企業のブランドイメージを踏襲しターゲット
設定、ネーミング、ラベルデザイン等を支援した。

合同会社わざあ
り http://wazaari.co.jp/ 令和

元年度

11 真空蒸着装置の薄膜評
価

支援先企業はKISTECの膜厚測定器を使用して自社の真空蒸
着装置で試作した薄膜サンプルを評価し、薄膜成長速度や膜
厚分布等の薄膜作成性能を確認した。

株式会社エイエ
ルエステクノロ
ジー

https://www.als-technology.
com/

平成
30年度

12
次世代EMC試験に適用
可能な光伝送システム
の開発

青山学院大学の電磁波評価技術とKISTECのEMC試験技術
を活用し、光ファイバの特徴を活かした高精度なEMC計測を
実現する有効な技術を開発した。

株式会社多摩川
電子 https://www.tmele.jp/ 平成

30年度

13 高級オーディオ機器の
EMC試験計測

製品を海外へ輸出するために、各国の電磁ノイズ試験関連の
規制に関し、規制値を十分なマージンをもってクリアしてい
ることをKISTECの試験計測で確認した。

ラックスマン株
式会社 https://www.luxman.co.jp/ 平成

30年度

14 非接触バイタルセンサー
の製品化支援

本製品のような電気機器を製品化する際不可欠となる、各種
安全性規格に従った信頼性試験（温湿度サイクル試験等）を実
施した。

株式会社ミオ・
コーポレーショ
ン

https://www.mio-corp.co.jp/ 平成
30年度

15 耐熱合金加工用工具素材
の開発支援

試作工具を用いた工具寿命試験を実施。成分等を変化させた
複数の素材の試験を行い、工具摩耗の進行状況を比較した。
実際の製品に近い形で評価することで、製品開発の期間短縮
に貢献した。

日本ハードメタル
株式会社 http://www.nhm.co.jp/ 平成

30年度

16
フ ァ イ ン ガ ラ ス カ ッ
タ ー・ ア ル タ イ ル

（ULTILE）のロゴマーク
のデザイン支援

国内・海外における製品の知名度向上につながるロゴマーク
の作成にあたり、コンセプトの策定を支援するとともに、印
刷物への展開を考慮したデザインを検討し提案した。

アステラテック
株式会社 http://www.astellatech.co.jp/ 平成

30年度

17 清酒品評会入賞酒の開
発

「生酛（きもと）造り」と「速醸（そくじょう）造り」でできる清
酒の香味成分をKISTECで分析・比較した結果を基に製造工
程を検討した清酒が品評会に入賞した。

泉橋酒造株式会
社 https://izumibashi.com/ 平成

30年度

18
ラマン・ハイパー・スペ
クトル解析を用いた分
子定量装置の製品化

支援先企業と共同で体積相ホログラフィック回折格子を用い
た高速ラマン・マッピング装置の開発と製品化を進めた。

株式会社分光科
学研究所 http://www.spsclab.com/ 平成

30年度

19
介護施設向け集中管理
型見守りシステムのシ
ステムデザイン開発

①「神奈川版オープンイノベ―ション」による実証実験やビ
ジネスモデルの構築支援　②「生活支援ロボットデザイン支
援事業」による商品化検討、デザイン支援、3Dプリンターに
よる試作支援

株式会社バイオ
シルバー http://www.biosilver.co.jp/ 平成

30年度
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